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Abstract
TheodonatefaunaofToyamaPrefecture,HokurikuDistrict,Honshu,Japan,is
repotd ・Sevnty-sixpcblognt12famiesrcodmthipefur.
Ofthesethefolowingtwospeciesarenewlyrecordedfromthisarea;D α 〃 辺 加s 郷0 “ α"s
mruiASAHINAetINOUE(Gomphidae),Stylogomp 〃 妬s"z 雄 〃(OGUMA)(Gomphidae).
Astheso-caled"Setouchigroup"of"MnaispruinosaSelys"shouldberegardedasanew
specis(f.Suzki,1984b),itsreatds" 〃" αisp."inthsrepot.
Theknowreliablecolectingdat(localityandate)citedfromliteratureandthe
coletingda(umbrfsp,xycoletandh)
specimnsexaminedthisrepotarelistdupforeachofte75spcies[xcepting
Lyriothemspacﾉiygstra(SELY)]recod.
Thefollowing13species,allofwhichhavebeenrecordedsofarfromToyama
Prefecture,arexcludedfromthefaunacordingtovariousreasons:Agrio 〃 だ 池g
ASHINA(griondae),Platycnemisfo" α “as α 城ASHINA(Platycnemidae),Clopteryx
ﾉ'aponicaSELYS(Calopterygidae),SinogD" ゆ"zfs 池 〃o" 加 加"(SOGUMA)(Gomphidae),
Trigomp ん"s α" 柳"stabeiAsahina(Gomphidae),Chlo γ 咽omphuscos 蚊 姑Asahina(Cor-
dulegastridae),Aesc"ophleb 〃 α"soptraSlys(Aschnidae),Sb"wtochloragﾉtzesg ？ γ α"0
Oguma(Cordulidae),SomatocﾉZ 勿 噸/aponicaMtsumra(Cordulidae),Libelua α"gel" α
Selys(Libelulidae),Sympe 姉 《 加 況 犯 加 γme(Selys)(Libelulidae), 動ﾉ" ゆg か 郡 加s ”0 ね ＃" 脚
j 加 加idesBartenef(Libellulidae),Sympet 畑 加 池 α “ 〃 況 加OGUMA(Libellulidae).
Alltheknownlocalitiesforeachofthe75speciesareshownonamap(Figs.3-77).An
adultphenolgyofeachofthe75speciesinToyamPrefctureistabulated(Table2).
InordetocmparethodnatefaunofTyamPrefcturewithosefneighboringfive
(Nigat,noIshikaw,FundGif)Prectus,adirbtonlaeisprd
(Table3).Ashortcomentoaxonmy,distribution,behaviorandsofrthisgvenfor
eachspecies.
Basedonthextensivesurveyofmorethan20literature,ashorthistoricalreviewof
studiesontheodonatefaunaofToyamaPrefectureisgiven.Anabstractand/orashort
comentarelsogivenforevyliteraue.ThodnatefunaofTyamPrefcturea
anlyzedandiscusedfromtheviwpointsoftaxonmy,ecolgy,zogeoraphy,etholgy,
andsoon.
Variouskindsofutureproblems,whichshouldbemadeasafurtherstudybasedonthe
understandigofaivenlocafuniaprticulare,arlsougestd.
I 序
日 本 列 島 の ほ ぼ 中 央 部 日 本 海 側
北 側 は 富 山 湾 に 面 し ， 中 央 部 に
富 山 県 は ， 日 本 列 島 の ほ ぼ 中 央 部
に 位 置 す る 。
は 富 山 平 野 が 存 在 し ， 東 側 は 立 山 連 峰 を は じ
め と し た 3 , 0 0 0 m 級 の 山 岳 の 連 な る 飛 騨 山 脈 ，
南 側 は 飛 騨 山 脈 と 両 白 山 地 を 繋 ぐ 1 , 5 0 0 m 前 後
の 飛 騨 高 地 ， 西 側 は 両 白 山 地 よ り 北 側 へ 派 生
す る500 ～1,000m の 山 地 ， と 三 方 を 山 地 に 囲 ま
れ て い る 。 こ れ ら の 山 地 は ， 急 峻 で ， 岐 阜 県
か ら 飛 騨 高 地 を 貫 い て 流 れ る 神 通 川 ． 庄 川 の
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二 大 河 川 を 除 い た 多 く の 河 川 は 急 流 と な っ て
富 山 湾 に 注 い で い る 。 富 山 平 野 は ， そ の ほ ぼ
中 央 部 に 延 び て い る 呉 羽 丘 陵 で 東 西 に 分 け ら
れ ， 呉 東 ・ 呉 西 と 呼 び 慣 わ さ れ て い る 。 呉 東
で は ， 山 地 が 海 岸 近 く に 迄 迫 り ， よ り 急 流 の
河 川 が 多 く ， 扇 状 地 が 発 達 し ， そ れ が 平 野 部
を 形 成 し て い る 。 呉 西 で は ， 山 地 高 度 は よ り
低 く ， 河 川 も 呉 東 に 較 べ て 緩 や か で あ り ， 扇
状 地 お よ び 潟 が 埋 め ら れ て で き た 低 湿 地 が 平
野 部 を 作 っ て い る 。 黒 部 川 や 庄 川 の 扇 状 地 に
は ， 湧 水 地 帯 が 存 在 す る 。 海 岸 部 に は ， 隣 接
の 石 川 ・ 新 潟 両 県 に 見 ら れ る よ う な 砂 丘 は 発
達 し て い な い 。 か つ て 海 岸 部 に 存 在 し た 潟 湖
は ， あ る い は 埋 め た て ら れ ， あ る い は 港 湾 と な
' ) ， 殆 ど 全 て 消 滅 し て し ま っ た 。 平 野 部 か ら 山
麓 部 の 谷 間 に 多 く 作 ら れ た 溜 池 も ， 近 年 改 修
工 事 等 に よ っ て 人 工 化 が 進 み つ つ あ る 。 山 地
に は ， 黒 部 湖 を は じ め と す る 巨 大 ダ ム 湖 が 幾
つ か 存 在 す る 他 ， 小 規 模 の ダ ム 湖 は か な り 多
く 存 在 す る が ， 急 峻 な 地 形 の た め ， 自 然 の 池
沼 は 少 な い 。 特 に ， 亜 高 山 帯 ・ 高 山 帯 で は ，
立 山 弥 陀 ヶ 原 等 数 ヶ 所 に 見 ら れ る 池 塘 群 の 他 ，
少 数 の 池 沼 が 存 在 す る に す ぎ な い （ 富 山 県 の
陸 水 の 状 況 に つ い て は ， 田 中 晋 編 （ 1 9 7 8 ＞
「 富 山 県 の 陸 水 」 中 の 「 富 山 県 の 陸 水 の 概 要 』
に 詳 し い) 。
富 山 県 の 気 候 は ， い わ ゆ る 典 型 的 な 裏 日 本
型 - 北 陸 ･ 山 陰 型 で あ る 。 そ の 第 一 の 特 徴 は 冬
期 の 多 量 の 降 雪 で あ り ， 多 雪 地 に 特 有 な 日 本
海 要 素 の 植 物 が 多 く 分 布 し て い る 。 平 野 部 で
も ， 例 年 1 1 月 下 旬 ～ 1 2 月 上 旬 に は 初 降 雪 が あ
り ， し ば し ば 3 月 中 ～ 下 旬 ま で 降 雪 が 見 ら れ
る 。 富 山 市 に お け る 年 平 均 気 温 は 1 3 . 5 X , 最
暖 月 の 8 月 の 平 均 気 温 は 2 5 . 8 C , 最 寒 月 の 1
月 の 平 均 気 温 は 2 . r e で あ る 。 ま た , 年 平 均 降
水 量 は2,346.2miii, 最 多 月 の1 月 の 平 均 降 水 量
は279.4mm, 最 少 月 の5 月 の 平 均 降 水 量 は124.
1mm, 年 平 均 降 雪 量 は415cm で あ る （ 以 上 は ，
い ず れ も1951 ～1980 年 の30 年 間 の 平 均 値 ． 富
山 地 方 気 象 台 に よ る ) 。
本 県 の 自 然 植 生 は ， 宮 脇 昭 編 ( 1 9 7 7 ) に
よ れ ば ， タ ブ 林 ・ ウ ラ ジ ロ ガ シ 林 等 か ら な る
ヤ ブ ツ バ キ ク ラ ス 域 （ 丘 陵 ･ 低 地 帯 。 約 3 0 0 m
以 下 ) ， 主 に ブ ナ 林 ・ ミ ズ ナ ラ 林 か ら な る ブ ナ
ク ラ ス 域( 山 地 帯 。 約300 ～1,500m), オ オ シ
ラ ビ ソ 林 ・ ダ ケ カ ン バ 林 等 か ら な る コ ケ モ モ
ー ト ウ ヒ ク ラ ス 域( 亜 高 山 帯｡ 約1,500 ～2,400
m ) , ハ イ マ ツ 林 ･ 高 山 草 原 等 か ら な る コ マ ク
サ ー イ ワ ツ メ ク サ ク ラ ス 域( 高 山 帯 。 約2,400
m 以 上 ） と 大 き く 4 分 さ れ る 。 丘 陵 ･ 低 地 帯 や
山 地 帯 下 部 で は ， 原 植 生 は 一 部 を 除 い て 殆 ど
存 在 せ ず ， 耕 作 地 ・ 工 場 地 ・ 商 業 地 ・ 宅 地 等
の 他 ， ス ギ の 植 林 地 や コ ナ ラ を 中 心 と す る 二
次 林 と な っ て い る 。 山 間 部 の ブ ナ 林 も ， 各 地
で 伐 採 が 進 ん で い る 。 亜 高 山 ・ 高 山 帯 で は ，
観 光 開 発 等 に よ る 自 然 植 生 の 破 壊 が 随 所 で 見
ら れ る （ 富 山 県 の 植 生 に つ い て は ， 宮 脇 昭
他 （ 1 9 7 5 ） 「 富 山 県 現 存 植 生 図 ｣ ， 宮 脇 昭 編
(1977) 「 富 山 県 の 植 生｣ ， 富 山 県(1979) 「 第
2 回 自 然 環 境 保 全 基 礎 調 査 植 生 調 査 報 告 書 ｣ ，
大 田 弘 他 ( 1 9 8 3 ) 「 富 山 県 植 物 誌 ｣ 等 に 詳 し
い) 。
富 山 県 の 昆 虫 類 は ， 上 記 の よ う な 豊 か な 自
然 環 境 を 反 映 し て ， 面 積 の 小 さ い 割 に 種 類 も
豊 富 で ， 興 味 深 い 様 々 の 特 色 を 持 っ て い る 。
本 県 の 昆 虫 相 に 関 す る 研 究 は ， 坂 井 （ 1 9 0 8 ）
が 「 富 山 県 産 昆 虫 分 類 目 録 」 中 で1,100 種 以 上
を 報 告 し て 以 来 ， 多 く の 熱 心 な 研 究 者 に よ っ
て 進 め ら れ て き た 。 と り わ け 富 山 県 昆 虫 同 好
会 ( ＝ 富 山 県 昆 虫 研 究 会 ） （ 田 中 忠 次 会 長 ) は 。
1979 年, 県 下 の 昆 虫 類 約4,000 種 の 目 録 を 完 成
さ せ ， そ れ に 県 下 各 地 の 昆 虫 相 並 び に 県 下 の
チ ョ ウ 類 と ト ン ボ 類 に 関 す る 概 説 ， 更 に 富 山
県 産 昆 虫 類 に 関 す る 9 0 0 篇 を 超 え る 文 献 類 の 目
録 等 か ら な る 「 富 山 県 の 昆 虫 」 を 出 版 し た 。
こ れ は ， 県 単 位 の 昆 虫 目 録 と し て は 他 に ほ と
ん ど 類 を 見 な い 充 実 し た 内 容 の も の と し て ，
高 く 評 価 さ れ る 。 富 山 県 昆 虫 同 好 会 は ， 他 に
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
も 立 山 地 区(1976), 有 峰 地 区(1981) の 昆 虫
相 に つ い て も そ れ ぞ れ ま と ま っ た 報 告 を 公 に
し て い る 。 同 会 の 近 年 の 活 発 な 調 査 活 動 に よ
っ て ， 富 山 県 の 昆 虫 相 は ， 今 日 迄 に そ の 概 要
が ほ ぼ 明 ら か に な っ た と 言 っ て い い （ 県 下 各
地 の 昆 虫 相 の 概 要 に つ い て は ， 上 記 「 富 山 県
の 昆 虫 」 を 参 照 さ れ た い ) 。
富 山 県 下 の ト ン ボ 相 に つ い て も ， 別 項 で 詳 述
す る よ う に ， 今 日 迄 に そ の 概 要 が ほ ぼ 明 ら か
に さ れ て き て い る 。 日 本 列 島 に お け る ト ン ボ
相 の 研 究 は ， 近 年 著 し く 進 展 し ， 多 く の 熱 心
な 研 究 者 の 努 力 に よ っ て ， 一 時 的 な 飛 来 種 と
看 倣 さ れ る も の も 含 め , 今 日 迄 に 約 2 0 0 種 が 知
ら れ る に 至 っ て お り ， 都 道 府 県 単 位 で そ の 概
要 が ほ ぼ 明 ら か に さ れ て い る と 言 っ て い い ( 枝 ，
1 9 8 4 c ) 。 し か し ， 研 究 の 進 展 と 平 行 す る か の
よ う に ， 一 方 で 自 然 環 境 の 破 壊 が 全 国 的 に 進
行 し ， 特 に 生 活 の 基 盤 を 水 系 に 依 存 し て い る
ト ン ボ 類 の よ う な 水 生 昆 虫 類 は そ の 影 響 を 直
接 的 に 被 っ て い る 。 そ の た め ， 各 地 で 貴 重 な
生 息 地 や 地 方 個 体 群 が 消 滅 し ， 地 域 動 物 相 の
本 来 の 様 相 が 急 速 に 失 わ れ つ つ あ る こ と は 憂
慮 に た え な い 。
中 田 幸 吉 前 富 山 県 知 事 は ， 富 山 県 昆 虫 研 究
会 編 （1979 ） 「 富 山 県 の 昆 虫 」 の 序 に お い て ，
「 豊 か な 本 県 の 自 然 環 境 を 保 全 し ， 次 の 世 代
へ 引 き 継 ぐ こ と は 私 た ち に 課 せ ら れ た 責 務 で
あ り ま す 」 と 明 確 に 述 べ た 。 中 沖 豊 現 富 山
県 知 事 も ， 大 田 弘 他 著 ( 1 9 8 3 ) 「 富 山 県 植 物
誌 ｣ に 序 文 を 寄 せ ， 「 私 た ち の ふ る さ と は ， 豊
か な 自 然 に 恵 ま れ て い る 。 春 を 告 げ る マ ン サ
ク の 花 ， 真 夏 の 立 山 の チ ン グ ル マ ， 黄 葉 し た
ブ ナ の 林 ， 風 雪 に 耐 え る 立 山 ス ギ の 緑 な ど ，
四 季 を 彩 る 植 物 の 群 落 は ， 私 た ち に や す ら ぎ
と う る お い と 明 日 へ の 活 力 を 与 え て く れ る 。
こ の 素 晴 ら し い 植 物 群 落 に 恵 ま れ た ふ る さ と
の 自 然 を 大 切 に し ， 次 の 世 代 に 引 き 継 ぐ こ と
は ， 私 た ち に 課 せ ら れ た 責 務 で あ る と 考 え て
い る 」 と 述 べ る と と も に ， さ ら に 「 自 然 環 境
の 保 全 」 は 富 山 県 の 主 要 施 策 の 一 つ で あ る と
明 言 し て い る 。
地 域 生 物 相 の 研 究 は ， 当 該 地 域 の 自 然 環 境
を 長 期 的 に 保 全 し て い く た め の 方 策 を 考 え る
上 で ， 第 一 に 必 要 な 基 礎 資 料 を 提 供 す る も の
で あ る 。 本 報 告 で も 随 所 で 述 べ る よ う に ， 近
年 ， 全 国 各 地 で ト ン ボ 類 の 多 く の 種 が 激 減 し
て お り ， 絶 滅 の 危 機 に 晒 さ れ て い る 種 類 も 多
い 。 従 っ て ， 地 域 個 体 群 の 保 全 を 図 る と い う
こ と は ， 当 該 種 を 絶 滅 の 危 機 か ら 救 う ば か り
で な く ， 彼 等 の 生 活 環 境 で あ る 水 系 の 保 全 を
図 る こ と で も あ り ， そ れ は 最 終 的 に は 当 該 地
域 の 自 然 環 境 全 体 を 守 り ， そ こ に 暮 す わ れ わ
れ 自 身 の 暮 し を 守 る こ と に 繋 が る 。 特 定 の 生
物 種 を ， 学 術 的 に 貴 重 で あ る が ゆ え に 保 護 し
な け れ ば な ら な い と い う 論 議 が し ば し ば 行 わ
れ て い る 。 そ の こ と 自 体 に 誤 り は な か ろ う 。
し か し ， 学 術 的 に 貴 重 と は ど う い う こ と で あ
ろ う か ？ 。 そ れ は ， 特 定 の 生 物 種 に つ い て の
み 言 わ れ る こ と で あ っ て は な ら な い 。 わ れ わ
れ は ， 現 在 こ の 地 球 上 に 生 存 を 続 け て い る 生
物 種 が 全 て 3 5 億 年 と い う 悠 久 の 歴 史 を 持 っ た
か け が え の な い 存 在 で あ る こ と の 重 み を 知 る
べ き で あ る 。 そ れ ら は ， 学 術 的 な 観 点 か ら 見
た と し て も 全 て 対 等 な 存 在 で あ る ｡ 筆 者 ら は ，
特 定 の 生 物 種 を ， 単 に " 学 術 的 に 貴 重 で あ る 露
と し て そ の 保 護 を 主 張 す る 思 想 に は 根 本 的 な
欠 陥 が あ る と 考 え る も の で あ る 。 " 学 術 的 に 貴
重 ” と い う こ と が ， し ば し ば “ 希 少 性 ” と 同
義 で 主 張 さ れ て い る こ と は ， 誠 に 嘆 か わ し い
こ と と 言 わ ね ば な ら な い 。 こ の 種 の 主 張 に は
一 つ の 重 大 な 陥 奔 が あ り ， 自 然 環 境 の 長 期 的
保 全 を は か る 上 で は ， む し ろ マ イ ナ ス に , 作 用
し て き た こ と が 多 か っ た よ う に す ら 思 わ れ る
の で あ る 。 と い う の も ， そ れ は 当 該 生 物 種 の
み を 保 護 す れ ば よ い と い う よ う な 短 絡 し た 考
え と 結 び つ き や す く ， そ の た め 極 め て 限 定 さ
れ た 特 定 の 地 域 の み の 対 症 療 法 的 な 保 全 が 図
ら れ る に す ぎ ず ， 取 り 返 し の つ か な い 広 範 囲
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の 自 然 破 壊 が 行 わ れ て し ま う 結 果 を 招 く こ と
が 多 い た め で あ る 。 そ れ で は 真 の 自 然 保 護 は
達 成 さ れ な い で あ ろ う 。 そ の よ う な 観 点 に 立
っ た 生 物 種 の 保 護 や 一 定 地 域 の 自 然 環 境 の 保
全 の 試 み が 殆 ど 常 に 失 敗 し て き た と い う こ と
を ， わ れ わ れ は 全 国 各 地 に 見 る の で あ る 。 あ
ら ゆ る 生 物 種 は ， 各 種 に 固 有 の 歴 史 を 持 ち ，
あ る 地 域 の 生 物 群 集 の 一 員 と し て ， そ こ に 生
活 す る 他 の 諸 々 の 生 物 種 と 様 々 な 関 係 を 結 び
つ つ 生 存 を 続 け て い る の で あ る 。 生 物 群 集 ，
更 に は 自 然 環 境 全 体 の 保 全 を 図 る と い う 観 点
に 立 っ て 初 め て 当 該 生 物 種 の 生 存 も 保 証 さ れ
る の だ と い う こ と を 忘 れ て は な ら な い 。 富 山
県 に お い て も ， 種 々 の 形 態 の 自 然 破 壊 が 進 行
し て き て い る 。 そ れ が ， 特 に 過 去 2 0 年 ほ ど の
間 に 急 速 か つ 大 規 模 に 行 わ れ て き た こ と を ，
し か も そ の 多 く が 上 記 歴 代 県 知 事 の 言 明 と は
裏 腹 に 行 政 の 名 の 下 で 行 わ れ て き て い る こ と
は ， 極 め て 遺 憾 な こ と と 言 わ ね ば な ら な い 。
氷 見 市 十 二 町 潟 の 干 拓 に よ る 消 滅 ， ダ ム 建 設
に 伴 う 有 峰 盆 地 の 湖 底 化 ， 大 規 模 な 観 光 開 発
に よ る 立 山 連 峰 ・ 黒 部 峡 谷 地 区 一 帯 の 自 然 破
壊 の 進 行 ， 黒 部 市 宮 野 山 運 動 公 園 ・ 砺 波 市 頼
成 の 森 公 園 ・ 婦 中 町 ね い の 里 ・ 小 杉 町 太 閤 山
ラ ン ド ・ 富 山 市 城 山 フ ァ ミ リ ー パ ー ク 等 の 娯
楽 ・ 観 光 施 設 の 建 設 に よ る 平 野 部 ～ 低 丘 陵 地
の 大 規 模 な 破 壊 ， 多 く の 河 川 ・ 池 沼 ・ 溜 池 等
の 改 修 工 事 や 公 園 化 等 々 に よ っ て ， わ れ わ れ
は 永 い 年 月 を か け て 郷 土 に 育 ま れ 培 わ れ て き
た 豊 か で か け が え の な い 自 然 と い う 財 産 を 永
遠 に 失 っ て し ま っ た の だ と 言 わ ざ る を え な い 。
そ れ に よ っ て 得 た も の よ り も 失 っ て し ま っ た
も の の ほ う が 遥 か に 大 き く 貴 重 で あ る こ と は ，
今 後 年 月 が た つ に 従 っ て 次 第 に 明 ら か に な る
こ と で あ ろ う 。 自 然 は 一 度 破 壊 し て し ま え ば
も う 二 度 と 取 り 戻 す こ と は で き な い 。 こ の こ
と を 胆 に 銘 じ な け れ ば な ら ぬ 。 こ れ 以 上 の 自
然 破 壊 を 行 っ て は な ら な い 。 わ れ わ れ 自 身 の
暮 し を 守 る 上 で ， ま た 郷 土 の 自 然 を 誇 り に 持
っ て 子 孫 に 伝 え て い く た め に ， そ れ は わ れ わ
れ に 課 せ ら れ た 重 大 な 義 務 で な け れ ば な ら な
い で あ ろ う 。 行 政 に 携 わ る 者 も ， 自 然 環 境 の
保 全 に 対 す る 歴 代 県 知 事 の 行 政 姿 勢 を 真 に 生
か す よ う 現 在 の 自 然 環 境 を 安 易 に 人 為 的 に 改
変 す る こ と な く ， 現 状 を で き る か ぎ り 維 持 し ：
祖 先 か ら 受 け 継 い で き た 自 然 を 守 り 育 て ， 次
の 世 代 に 引 き 継 い で い く と い う こ と を そ の 根
本 に 据 え る べ き で あ る 。
筆 者 ら は ， 過 去 数 年 間 ， 富 山 県 下 各 地 で ト
ン ボ 類 の 調 査 ・ 観 察 を 続 け て き た 。 鈴 木 は ，
1 9 7 4 年 以 来 ， 特 に カ ワ ト ン ボ 類 を 中 心 に 研 究
を 続 け ， そ の 傍 ら 他 の 多 く の ト ン ボ 類 に つ い
て も 調 査 を 行 っ て き た 。 特 に ， 1 9 8 4 年 は 板 倉
と 共 に 4 月 中 旬 よ り 1 2 月 中 旬 迄 ， 婦 負 郡 ・ 射
水 郡 を 中 心 と し て ， 平 地 ～ 低 丘 陵 地 に 生 息 す
る ト ン ボ 類 の 調 査 を 継 続 的 に 行 い ， こ の 1 年
間 だ け で ， 約 5 0 種 の 生 息 を 確 認 す る こ と が で
き た 。 ま た ， 根 来 は , 1 9 7 8 年 以 来 ， 県 下 各 地
で 昆 虫 類 の 調 査 を 続 け , 1 9 8 0 年 頃 か ら は ， ト
ン ボ 類 に は 特 に 重 点 を 置 い て 調 査 を 行 っ て き
て い る 。 本 報 告 で は ， 富 山 県 の ト ン ボ 相 に つ
い て ， 従 来 の 記 録 の 全 て を 検 討 し ， 筆 者 ら の
手 許 に あ る 約6,000 個 体 の 標 本 類 並 び に 県 下 の
多 く の ア マ チ ュ ア 研 究 家 の 採 集 し た 多 数 の 標
本 類 に つ い て 研 究 し た 結 果 を 報 告 す る 。 本 県
か ら 新 た に 記 録 さ れ る 2 種 を 含 め ， 計 7 6 種
の ト ン ボ 類 に つ い て ， 既 知 産 地 を 整 理 し ， 筆
者 が 直 接 研 究 し 得 た 標 本 類 に つ い て は そ の 採
集 デ ー タ を 記 録 し ， 併 せ て 富 山 県 の ト ン ボ 相
の 特 色 を 隣 接 5 県 と 比 較 し な が ら 考 察 す る 。
本 報 告 に よ っ て ， 富 山 県 下 の ト ン ボ 相 は ， 過
去 の 研 究 結 果 が 総 括 的 に 扱 わ れ る と 共 に ， そ
の 「 現 状 」 を ほ ぼ 把 握 す る こ と が で き よ う 。
前 述 の よ う に ， 郷 土 の 自 然 を 守 り 育 て て い く
方 策 を 考 え る た め に も ， 現 状 を 一 つ の 結 節 点
と し て ， 県 下 の ト ン ボ 相 の 今 後 の 推 移 を 注 意
深 く 見 守 っ て い く 必 要 が あ る 。
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
I I 富 山 県 の ト ン ボ 相 に 関 す る 研 究 史
富 山 県 産 の 昆 虫 類 に 関 す る 文 献 は , 1 9 7 9 年 ，
水 野 透 ･ 富 沢 章 両 氏 に よ っ て 9 2 0 篇 が リ ス
ト ・ ア ッ プ ． さ れ て い る （ ｢ 富 山 県 の 昆 虫 に 関 す
る 文 献 目 録 」 ； 富 山 県 昆 虫 研 究 会 編 ｢ 富 山 県 の
昆 虫｣,pp､517-545)｡ そ れ を 踏 ま え て, 山 中 浩
氏 は ， 富 山 県 の 昆 虫 相 の 研 究 史 を 概 説 さ れ て
い る ( ｢ 富 山 県 の 昆 虫 調 査 の あ ゆ み と 今 後 の 課
題 」;Amica,27:1-11,1982) 。 そ の 後 も 水 野
透 氏 は ， 富 山 県 昆 虫 同 好 会 連 絡 誌 「Amica 通
信 」 （1981 年 よ り 年1 回 発 行 ，1984 年 迄 に4 号
迄 発 行 さ れ て い る ) に ， 「 富 山 県 の 昆 虫 に 関 す
る 文 献 追 加 」 と し て,1979 年 の 目 録 に 採 録 洩
れ と な っ て い た も の 並 び に そ の 後 に 発 表 さ れ
た も の を 順 次 リ ス ト ・ ア ッ プ 。 さ れ て お り ， 1 9 8 4
年 6 月 現 在 で 3 2 2 篇 の 文 献 を 追 加 さ れ た ｡ 従 っ
て ， そ の 時 点 で ， 富 山 県 産 昆 虫 類 に 関 す る 文
献 の 総 数 は1,242 篇 に 達 し て い る｡ そ れ ら に は ．
単 行 本 は も と よ り ， 学 会 誌 や 各 地 同 好 会 誌 に
掲 載 さ れ た も の ， さ ら に は ， 富 山 県 内 で 出 版
さ れ た 各 種 機 関 か ら の パ ン フ レ ッ ト 類 に 至 る
多 種 多 様 の 出 版 物 が 徹 底 的 に 渉 猟 さ れ ， お よ
そ 富 山 県 産 の 昆 虫 類 に 関 す る 文 献 の 殆 ど 全 て
を 知 る こ と が 出 来 る 。 こ の よ う な 仕 事 は ， 郷
土 の 自 然 に 対 す る 深 い 愛 情 と 県 下 の 昆 虫 相 の
解 明 と い う 目 的 に 向 け て の 並 々 な ら ぬ 情 熱 が
あ っ て 初 め て 可 能 と な る も の で あ る 。 氏 の
労 苦 を 多 と し た い 。 以 下 で は ， 富 山 県 の ト ン
ボ 相 に 関 す る 研 究 史 を ， 年 代 を 追 っ て 概 観 し
て お き た い 。 断 片 的 な 報 告 が 極 め て 多 い が ，
こ こ で は あ る 程 度 ま と ま っ た も の の み を 取 り
上 げ る 。 ま た ， 各 論 文 の 内 容 に つ い て は ， 文
献 目 録 中 に 抄 録 を 掲 げ て お い た の で ， 重 複 を
避 け る た め こ こ で は 必 要 最 小 限 の 記 述 に と ど
め た 。
富 山 県 産 の ト ン ボ 類 に つ い て の 最 初 の 記 事
は ， 本 草 学 者 で あ っ た 富 山 藩 主 前 田 長 門 守 利
保(1800-1851) の 編 集 し た 「 啓 蒙 虫 譜 図 解 」
( 上 下2 巻 ） （1838 ） に 見 ら れ る 。 こ れ は ， 富
山 城 内 産 の 昆 虫 類 並 び に 種 々 の 無 脊 椎 動 物 ，
肥 虫 類 等 を 図 示 し た も の で あ る 。 図 が 不 正 確
で あ る た め ， 掲 載 さ れ た 種 の 不 明 な も の が 多
い が ， ト ン ボ 類 に つ い て は 奥 村 （1958 ） が 調
べ て い る 。 そ れ に よ れ ば ， 「 啓 蒙 虫 譜 図 解 ｣ 中
に 載 っ て い る ト ン ボ 類 で 一 応 種 名 が 判 定 さ れ
た も の は 1 2 種 で あ る 。
筆 者 ら の 調 べ 得 た 限 り ， 次 に 富 山 県 産 の ト
ン ボ 類 に つ い て の 記 事 が 見 ら れ る の は ， 名 和
昆 虫 研 究 所 編 輯 部 編 ( 1 9 0 2 ) の 「 第 宣 回 全 国
昆 虫 展 覧 会 出 品 目 録 」 で あ る 。 射 水 郡 出 身 の
江 尻 豊 太 郎 の 出 品 標 本 類 中 に ， ト ン ボ 類 は 唯
一 種 で あ る が ウ チ ワ ヤ ン マ が 含 ま れ て い る 。
1 9 0 8 年 ， 富 山 県 教 育 会 が 富 山 市 で 開 催 し た
教 育 大 会 の 記 録 に ， 坂 井 憲 三 の 「 富 山 県 産 昆
虫 分 類 目 録 」 及 び 井 波 治 作 の 「 富 山 県 産 害 益
虫 及 有 用 虫 目 録 」 が あ る 。 こ れ ら は ， い ず れ
も 具 体 的 な 採 集 地 や 採 集 年 月 日 に つ い て の 記
述 が な い が ， 富 山 県 下 の 昆 虫 類 に 関 す る 初 め
て の ま と ま っ た 目 録 と し て 重 要 で あ る 。 特 に
前 者 に つ い て は ， 約 8 0 年 後 の 今 日 で も ， 部 分
的 に で は あ る が ， 坂 井 の 収 集 し た 標 本 類 が 現
存 し て お り ， ト ン ボ 類 に 関 し て は 筆 者 ら が 詳
し く 研 究 し た （ 鈴 木 ・ 根 来,1985a) 。 坂 井 の
目 録 中 に は 2 8 種 の ト ン ボ 類 が 富 山 県 産 と し て
記 録 さ れ て お り ， 筆 者 ら の 研 究 し た 現 存 標 本
類 は 7 科 1 7 種 に 属 す る 2 4 個 体 で あ っ た 。 そ の
う ち ， ハ ラ ビ ロ ト ン ボ は , 1 ¥ が 現 存 標 本 中
に あ り ， そ の 後 は 中 村 （1937 ） の 「 目 録 」 中
に 挙 げ ら れ て い る の み で ， 他 に 記 録 は な い 。
ベ ッ コ ウ ト ン ボ は ， ヨ ツ ボ シ ト ン ボ の 誤 り で 、
あ っ た 可 能 性 が 高 い 。 井 波 の 目 録 中 に も 1 3 種
の ト ン ボ 類 が 挙 げ ら れ て い る が ， そ れ に は ア
オ ハ ダ ト ン ボ と ベ ッ コ ウ ト ン ボ の 名 が 見 え る 。
前 者 は オ オ ア オ イ ト ト ン ボ を 指 し て い る 可 能
性 が あ り ， 後 者 は 坂 井 と 同 様 ヨ ツ ボ シ ト ン ボ
の 誤 り で あ っ た 可 能 性 が 高 い 。
そ の 後 は ， 中 村 （ 1 9 3 7 ） が 初 め て ト ン ボ 類
耐 山 県 の ト ン ボ イ Ⅱ
の み の 目 録 を 公 表 す る ま で ， 約 3 0 年 間 ま と ま
っ た 報 告 は な さ れ て い な い 。 中 村 は , 1 1 科 5 母
種 を 記 録 し て お り ， こ れ に よ っ て ， 富 山 県 の
ト ン ボ 相 は 初 め て そ の 概 要 が 明 ら か に さ れ た
と い っ て よ い 。 た だ し ， 中 村 の 目 録 に も 具 体
的 な 採 集 デ ー タ が 記 さ れ て い な い の が 惜 し ま
れ る 。
田 中 忠 次 は ， 1 9 3 9 年 に 宇 奈 月 町 ・ 黒 部 市 ・
朝 日 町 ・ 入 善 町 付 近 の 昆 虫 相 に つ い て 報 告 し
た （ 田 中,1939a,b,c) の を 皮 切 り に ， 以 後
今 日 に 至 る ま で 富 山 県 下 各 地 の 昆 虫 相 を 精 力
的 に 調 べ ， 数 多 く の 報 文 を 発 表 し て い る 。 ト
ン ボ 類 に 関 し て は ， 田 中 ( 1 9 6 9 b ) が 特 に 重 要
で あ る 。 こ れ は,1934 ～1968 年 に 富 山 県 下 で
採 集 さ れ た 種 に 文 献 上 の 記 録 を 加 え て 集 大 成
し た も の で ， 7 3 種 を 記 録 し て い る 。 こ の 時 点
で ， 富 山 県 の ト ン ボ 相 は ， そ の 全 体 像 が ほ ぼ
明 ら か に さ れ た と い っ て よ い 。 田 中 は ， 2 年
後 に 富 山 県 産 昆 虫 類 3 , 0 0 0 種 以 上 の 目 録 （ 田
中 , 1 9 7 1 b ) を 出 版 し た が ， ト ン ボ 類 に つ い て
は 田 中 ( 1 9 6 9 b ) に 多 少 産 地 を 追 加 し た 程 度 で
他 は 殆 ど 変 ら な い 。 田 中(1977c,1978,1979
b , 1 9 8 1 a ) は ， そ れ に 基 づ く 富 山 県 の ト ン ボ
相 に 関 す る 概 説 で あ る 。
瀬 川 哲 夫 は , 1 9 6 0 年 代 後 半 よ り し ば し ば 県
下 各 地 の 昆 虫 相 に 関 す る 報 文 を 発 表 し て い る ．
ト ン ボ 類 に 関 し て は ， 富 山 市 富 岩 運 河 （ 1 9 6 8
c;16 種, 富 山 市 城 山(1972;20 種), 大 山 町
(1975b;15 種 ） な ど が あ る が ， い ず れ も 種 数
は 多 く な い 。
加 治 外 司 三 は,1970 年 よ り1973 年 に か け て ．
短 い 期 間 で は あ る が ， 特 に 小 矢 部 市 興 法 寺 池
沼 群 に 生 息 す る ト ン ボ 類 に つ い て 精 力 的 に 調
査 し ， 同 所 よ り 計 5 1 種 を 記 録 し た 。 加 治 の 一
連 の 研 究 は ， 公 表 さ れ た も の は 少 な い が ， 田
中 忠 次 の 研 究 と 共 に 富 山 県 の ト ン ボ 相 の 研 究
史 上 特 筆 さ れ る べ き も の で あ る 。 加 治 の 業 績
に つ い て は ， 鈴 木･ 根 来(1985b) を 参 照 さ れ
た い 。
筆 者 ら の 一 人 鈴 木 邦 雄 は , 1 9 7 4 年 以 来 ， 共
同 研 究 者 と 共 に ， 北 陸 地 方 の カ ワ ト ン ボ 属 に
つ い て 種 々 の 見 地 か ら 研 究 し ， 多 く の 報 文 を
発 表 し て き て い る(Suzuki,1980a,1981b,
1984a,b; 鈴 木,1980b,1982,1984c,d,1985;
Suzuki&Eguchi,1979;Suzuki&
Metoki,1983;Suzuki&Tamaishi,1982;
Suzuki,Ubukata&Eguchi,1980;
Suzuki&Yamamoto,1985)｡ 鈴 木 に よ れ ば 、
富 山 県 下 の カ ワ ト ン ボ 属 は ， オ オ カ ワ ト ン ボ
及 び ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ （ 従 来 瀬 戸 内 群 ニ シ カ
ワ ト ン ボ と 呼 ば れ て き た も の ） の 2 種 に 分 け
ら れ ， 前 者 は 黒 部 市 付 近 ， 後 者 は 新 潟 県 西 南
部 が そ れ ぞ れ 日 本 海 側 の 北 限 で あ る 。
富 山 県 昆 虫 研 究 会 は ， 立 山(1976), 富 山 県
(1979) ， 有 峰(1981) の 昆 虫 相 に つ い て ま と
ま っ た 報 告 を 出 し て い る 。 特 に ， 「 富 山 県 の 昆
虫 」 で は ， 田 中 忠 次 に よ る 「 富 山 県 の ト ン ボ ！
と 題 す る 概 説 が あ る 他 ， 富 山 県 産 ト ン ボ 類 に
関 し て 多 く の 新 し い 採 集 記 録 と 共 に 従 来 の 文
献 上 の 記 録 も か な り 収 録 さ れ て い る 。
I l l 富 山 県 の ト ン ボ 相 に 関 す る 文 献 目 録
富 山 県 産 の ト ン ボ 類 に 関 す る 文 献 は ， 極 め
て 多 岐 に 亙 っ て い る 。 筆 者 ら は ， 富 山 県 産 の
ト ン ボ 類 に 多 少 と も 関 係 す る 記 述 が あ る 文 献
は 検 索 し 得 た も の の 全 て に 直 接 目 を 通 し た 。
以 下 に 掲 げ る 文 献 目 録 に は ， 一 般 的 な 文 献 探
索 の 努 力 に よ っ て 検 索 さ れ る も の は 殆 ど 網 羅
さ れ て い る 。 こ の 目 録 に は ， 以 下 の 方 針 に 従
っ て ， 各 文 献 の 抄 録 を 付 し た 。 こ れ は ， 富 山
県 産 の ト ン ボ 類 に 関 係 す る 今 後 の 研 究 に 資 す
る た め に 用 意 し た も の で あ り ， 読 者 は こ の 目
録 に よ っ て 関 連 文 献 の 検 索 を 容 易 に 行 う こ と
が で き る と と も に ， そ の 概 要 を 知 る こ と が で
き よ う 。
1 同 一 著 者 の 同 年 度 中 の 発 表 論 文 が 2 編
以 上 あ る 場 合 は ， a ， b ， ． . … . で 区 別 し た 。 こ
の 場 合 ， 同 一 雑 誌 の と き は 掲 載 順 に 記 し た
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
が ， 公 表 雑 誌 が 異 な る と き は 必 ず し も 公 表 順
と は な っ て い な い 。
2 ） 単 行 本 は ， 書 名 を 「 」 で 括 っ た 。
3 ） 一 般 的 で な い 雑 誌 類 や 特 殊 な 出 版 物 な
ど は ， （ ） 内 に 発 行 機 関 名 を 記 す よ う に し た
〔 例 。 ゆ ず り 葉 ( 井 波 自 然 と 親 し む 会 会 誌 ) 〕 。
但 し ， 頻 出 す る 富 山 県 昆 虫 同 好 会 の 会 誌
(Neozephyrus,Amica 及 びAmica 通 信) に つ
い て は ， 誌 名 の み を 記 し た 。
4 ） 雑 誌 の 巻 ・ 号 の 記 載 は ， 頁 が 巻 毎 に 通
し 頁 に な っ て い る 場 合 は 号 数 を ［ ］ で ， 号
毎 の 頁 付 に な っ て い る 場 合 は （ ） で ， そ れ
ぞ れ 括 っ た 。 各 種 調 査 報 告 書 な ど で は ， 富 山
県 産 ト ン ボ 類 に つ い て ， ご く 一 部 で し か 触 れ
て い な い こ と が 多 い 。 そ れ ら は ， （ ） 内 に 全
体 の 頁 数 も 示 す よ う に し た が ， 必 ず し も 徹 底
し え な か っ た の は 遺 ' 憾 で あ る 。
5 ） 基 本 的 に 同 一 内 容 で あ る 場 合 は ， 原 論
文 に の み 抄 録 を 付 し ， 他 は そ の 旨 注 記 し た 。
各 文 献 の 抄 録 中 ， （ ） 内 は ， 原 著 者 に よ る 注
記 ま た は 特 に 注 記 す る 必 要 の な い 同 物 異 名 ( 例 。
ギ フ ヤ マ ト ン ボ ー ム カ シ ヤ ン マ ） な ど を 示 し
た 。 ［ ］ 内 は 多 少 と も 筆 者 ら の 解 釈 の 含 ま れ
て い る 注 記 を 示 す と 解 さ れ た い ｡ 各 文 献 中 で ，
取 り 上 げ ら れ て い る 種 は 全 て 判 る よ う 配 慮 し
た 。 具 体 的 な 採 集 記 録 が 明 記 さ れ て い る も の
は ， そ の 概 要 を 記 し た 。 従 っ て ， 抄 録 中 に 具
体 的 な 採 集 年 月 日 や 採 集 場 所 が 全 く 記 さ れ て
い な い も の は ， 原 論 文 中 に そ れ ら の 記 述 が な
い こ と を 示 し て い る 。 富 山 県 下 の 地 名 の 記 述
に 際 し て は ， で き る だ け 特 定 し や す い よ う に
配 慮 し た が , 「 富 山 県 産 ト ン ボ 目 録 ｣ の 項 の ｢ 凡
例 」 も 参 照 さ れ た い 。
な お ， 地 域 動 物 相 （ ロ ー カ ル ・ フ ァ ウ ナ 〉
の 研 究 と そ の 結 果 の 公 表 に 関 し て ， 筆 者 ら の
意 見 を 二 ， 三 述 べ て お き た い 。 い ず れ も ， 本
報 告 の 作 成 過 程 で ， 筆 者 ら が 幾 度 も 痛 感 さ せ
ら れ た こ と で あ る 。
1 ） 地 域 動 物 相 の 研 究 は ， 単 に 種 構 成 の 解
明 に の み 留 ま る も の で は な く ， そ れ に 根 差 し
た 真 に 地 の 利 を 生 か し た そ の 後 の 研 究 の 土 台
と な る べ き も の で あ る 。 富 山 県 の ト ン ボ 相 を
概 観 す る に ， 種 々 の 観 点 か ら 今 後 の 研 究 を 進
め て い く 上 で 好 適 と 考 え ら れ る 対 象 種 又 は 種
群 を 多 数 見 出 す こ と が で き る 。 地 域 動 物 相 の
研 究 は ， 当 該 地 域 に 生 息 す る 動 物 の 存 在 様 式
に つ い て の 一 層 の 研 究 に よ っ て 初 め て そ の 基
礎 と し て の 役 割 を 果 す こ と が で き る と い う こ
と を 忘 れ て は な ら な い 。
2 ） 研 究 結 果 の 公 表 に あ た っ て は ， 事 前 に
必 ず 信 頼 の 置 け る 専 門 的 研 究 者 （ 職 業 的 研 究
者 で あ る と 否 と を 問 わ な い ） の 同 定 を 経 る べ
き で あ る 。 い う ま で も な く ， 報 文 中 の 種 名 の
同 定 の 正 確 で あ る こ と は ， い か な る 場 合 で も
公 表 の 前 提 で あ る 。 従 っ て ， 同 定 者 名 は 必 ず
明 記 さ れ て し か る べ き で あ る 。 誤 同 定 に 基 づ
く 研 究 結 果 の 公 表 は ， 後 進 の 研 究 者 に 甚 だ し
い 徒 労 を 強 い る こ と が 多 い 。 研 究 の 進 展 に 伴
っ て ， 不 可 避 の 場 合 も な く は な い が ， そ の 時
点 で 最 善 が 尽 さ れ た 研 究 結 果 は ， 後 日 誤 り が
発 見 さ れ た 場 合 で も そ れ を 確 か め 得 る こ と が
多 く ， そ れ な り に 生 か さ れ る こ と も 多 い 。 「 記
録 」 の 際 に は ， 必 ず 具 体 的 な デ ー タ （ 採 集 頭
数 ， 性 別 ， 採 集 場 所 ， 採 集 年 月 日 ， 採 集 者 名
同 定 者 名 な ど ） を 明 記 す べ き で あ る 。 具 体 的
な デ ー タ を 伴 わ な い 記 録 は 記 録 の 名 に 値 し な
い 。
3 ） お よ そ 公 表 さ れ る か ら に は ， そ の 研 究
結 果 が 公 表 さ れ る べ き 必 然 性 も し く は 理 由 が
あ っ て 然 る べ き で あ る 。 「 学 術 調 査 報 告 ｣ と 銘
打 っ た 文 献 の 中 に ， そ の 名 に 全 く 値 し な い 内
容 の 乏 し い も の が し ば し ば 見 受 け ら れ る こ と
は ， 甚 だ 遺 ‘ 憾 で あ る 。 地 域 動 物 相 に 関 す る 研
究 結 果 の 公 表 に あ た っ て は ， そ れ な り の 意 義
づ け が な さ れ る べ き で ､ あ る 。 た と え ば ， い わ
ゆ る 「 一 例 報 告 」 な ど も ， 採 集 ・ 観 察 の 場 所
や 時 期 が い く ら で も 細 分 し う る 以 上 ， 積 極 的
な 理 由 が な い 限 り 公 表 さ れ て も 殆 ど 意 味 を 持
富 山 県 の ト ン ボ 相
た な い こ と が 多 い 。 こ れ も ， い う ま で も な く
職 業 的 研 究 者 で あ る と 否 と を 問 わ な い 。 い か
な る 観 察 ・ 採 集 記 録 も ， そ れ は 常 に そ の 後 の
多 方 面 へ の 研 究 の 契 機 を 含 み 得 る か ら こ そ ，
公 表 に は 上 述 の よ う な 慎 重 な 配 慮 が な さ れ る
べ き で あ る 。
4 ） 同 一 の 研 究 内 容 に 基 づ い て 複 数 の 論 文
を 公 表 す る 場 合 ， 原 論 文 を 明 記 す る こ と は 報
告 者 の 最 低 限 の 義 務 で な け れ ば な ら な い 。 不
適 切 な 引 用 は ， 他 の 研 究 者 に 対 し て ， 時 と し
て 犯 罪 的 で あ る と さ え 言 え る 。 研 究 者 自 身 の
研 究 に 基 づ く 場 合 で も ， 既 に 公 表 済 の 事 柄 に
つ い て 再 述 す る 場 合 に は 原 論 文 を 引 用 す べ き
で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。 ま し て や 他 の 研 究
者 の 報 告 に 依 拠 す る 場 合 は ， 引 用 を 明 確 に し
な い と 要 り 窃 と 看 倣 さ れ て も 止 む を え な い 。
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安 藤 尚 ( 1 9 7 7 ) ． 岐 阜 県 の カ オ ジ ロ ト ン ボ の
新 産 地 ． 昆 虫 と 自 然,12(3):17-18.
富 山 県 で の 既 知 産 地 と し て ， 上 新 川 郡 大 山
町 高 天 ヶ 原 峠 を 挙 げ て い る ［ 出 典 な し ] ・
朝 比 奈 正 二 郎(1939a). 日 本 の 錆 蛤(II). 動
物 学 雑 誌,51[3]:141-150.
ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ を 中 村 ( 1 9 7 3 ) の 引 用 と
し て 福 光 町 （ 西 砺 波 郡 ） よ り 記 録 。
朝 比 奈 正 二 郎(1939b) ． 日 本 の 靖 蛤(III). 動
物 学 雑 誌,51[5]:292-301.
コ シ ボ ソ ヤ ン マ を 富 山 市 よ り 記 録 。
朝 比 奈 正 二 郎(1957) ． 日 本 の 蛸 蛤 ． 資 料[9 ：
［7 と あ る の は 誤 り] ・ 新 昆 虫,10(2):55-
5 9 ． ム カ シ ト ン ボ を 下 新 川 郡 朝 日 町 笹 川 よ
り 記 録 。 ［ 田 中(1942a) の 引 用 と 思 わ れ る]o
朝 比 奈 正 二 郎(1958). 日 本 の 錆 蛤. 資 料[191.
新 昆 虫,11(11):54-58.
カ オ ジ ロ ト ン ボ を “ 越 中 立 山 ” よ り 記 録 。
Asahin,S.(1974b)Iterspcifhybd
amongtheOdonata.Jpn.J.ZooL,17
[2]:65-7,Pis
1 9 7 3 年 ， 中 新 川 郡 上 市 町 で 採 集 さ れ た ア カ
ネ 属 の 種 間 雑 種 （ リ ス ア カ ネ × マ ユ タ テ ア
カ ネ ） が 含 ま れ て い る 。 朝 比 奈 （1981 ） は
こ れ を マ ユ タ テ ア カ ネ × コ ノ シ メ ト ン ボ の
種 間 雑 種 と 訂 正 。 加 治(1973), 鈴 木･ 根 来
(1985b) も 見 よ 。
Asahina,S.(1976).Arevisionalstudyof
thegenus 〃" αis(Odonata,Caloptery-
gidae).VII.Aproposedtaxonomyof
JapaneseM" αis.Tombo,Tokyo,19[1/4]:
2-16.
ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ を 高 岡 市 五 十 里 及 び 上 市
町 大 岩 よ り （ ニ シ カ ワ ト ン ボ 〃 ’ 〃"0s α
P""osaSelys と し て), オ オ カ ワ ト ン ボ
を 高 岡 市 五 十 里 及 び 富 山 市 城 山 よ り （ 〃 ．
P γ""OS α 〃 αwaiYamamoto と し て ） そ れ
ぞ れ 記 録 。
朝 比 奈 正 二 郎(1981). 錆 蛤 類 に お け る 種 間 雑
種 （ 第2 報).Tombo,Tokyo,24[1/4]:
17-2 ．
Asahina(1974b) を 見 よ 。
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
朝 比 奈 正 二 郎 ( 1 9 8 2 a ) . 日 本 の 自 然 環 境 と 昆
虫 一 ト ン ボ 類 に お い て の 調 査 と そ の 結 果 ．
遺 伝 ，36 （7 ） ：7-12.
1 9 7 8 年 度 中 に 実 施 さ れ た 「 緑 の 国 勢 調 査 」
の 結 果 報 告 全 国 版 の 要 約 。 特 に ， 富 山 県 に
も 関 係 す る 種 と し て 次 の も の が 挙 が っ て い
る ： ム カ シ ト ン ボ ， ム カ シ ヤ ン マ ， ハ ッ チ
ョ ウ ト ン ボ ( 以 上 指 標 昆 虫 ) ， オ ナ ガ ア カ ネ
（ 分 布 域 が 国 内 の 若 干 の 地 域 に 限 定 さ れ て
い る 種 と し て ) ， オ ツ ネ ン ト ン ボ ( 近 年 当 該
地 域 一 富 山 一 に お い て 絶 滅 し た と 考 え ら れ
る も の と し て ) ， ム ス ジ イ ト ト ン ボ , ハ グ ロ
ト ン ボ ， オ ジ ロ サ ナ エ ， サ ラ サ ヤ ン マ ， コ
シ ボ ソ ヤ ン マ ， ア オ ヤ ン マ ， ヤ ブ ヤ ン マ ，
マ ル タ ン ヤ ン マ ， カ ト リ ヤ ン マ ， ギ ン ヤ ン
マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ （ 各 地 で 減 少 の 著 し い
種 ま た は 環 境 指 標 と し て 適 当 と 考 え ら れ る
種 と し て) 。
朝 比 奈 正 二 郎(1982b). 環 境 庁 編 「 日 本 の 重
要 な 昆 虫 類 の 分 布 全 国 版 」(264pp.).
指 標 昆 虫 （ ム カ シ ト ン ボ ， ム カ シ ヤ ン マ ，
ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ） 及 び 特 定 昆 虫 一 靖 蛤 目
の 項 ．pp.10-17,41-60.
指 標 昆 虫 3 種 の 他 ， 富 山 県 に 関 係 の あ る 種
と し て 次 の も の が 挙 げ ら れ て い る ： エ ゾ イ
ト ト ン ボ ， ホ ソ ミ オ ツ ネ ン ト ン ボ ， ク ロ サ
ナ エ ， マ ダ ラ ヤ ン マ ， カ ラ カ ネ ト ン ボ ， ヒ
メ ア カ ネ ， マ イ コ ア カ ネ ， ネ キ ト ン ボ ， カ
オ ジ ロ ト ン ボ ， ハ グ ロ ト ン ボ ， コ シ ボ ソ ヤ
ン マ ， カ ト リ ヤ ン マ ， オ ツ ネ ン ト ン ボ （ 以
上 富 山 よ り 報 告 の あ っ た 種 と し て ) , ム ス ジ
イ ト ト ン ボ ， コ サ ナ エ ， ヒ ラ サ ナ エ ， オ ジ
ロ サ ナ エ ， オ ナ ガ サ ナ エ ， エ ゾ ト ン ボ ， ハ
ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ ， オ ナ ガ ア カ ネ ， オ オ カ
ワ ト ン ボ 。
東 勝 公 ( 1 9 4 8 ) ． 立 山 随 想 ． 虫 ･ 自 然 , 1 8 :
97-98.
1 9 4 6 年 7 月 2 7 日 ， 中 新 川 郡 立 山 町 称 名 渓
谷 ・ 称 名 坂 登 山 口 ～ 弘 法 で の 採 集 記 録 。 ト
1 0
ン ボ 類 は 次 の 3 種 の み ： オ ニ ヤ ン マ ， シ オ
カ ラ ト ン ボ ， ナ ツ ア カ ネ 。
伴 幸 成･ 加 藤 英 樹(1980). 立 山 （ 富 山 県 ） ．
弥 陀 ケ 原 に 分 布 す る 高 山 性 池 塘 （ 餓 鬼 田 ）
の 水 生 昆 虫 相. 昆 虫 と 自 然,18 （3 ） ：46-47.
1982 年10 月10 日 に お け る 幼 虫 の 採 集 記 録 。
ル リ ボ シ ヤ ン マ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ， カ
ラ カ ネ ト ン ボ ， タ イ リ ク ア カ ネ 。 富 山 県 下
か ら は タ イ リ ク ア カ ネ の 記 録 は な く ， こ の
記 録 は 疑 問 。 弥 陀 ケ 原 か ら も 記 録 さ れ て
い る ア キ ア カ ネ の 誤 り で あ る 可 能 性 が 高
1 ，
v q o
藤 沢 正 平 ( 1 9 8 0 ) . 高 山 靖 蛤 カ オ ジ ロ ト ン ボ の
本 邦 に お け る 分 布 ． 昆 虫 と 自 然 ， 1 5 （ 9 ） ：
31-32 ．
富 山 県 の 既 知 産 地 と し て ， 中 新 川 郡 立 山 周
辺 及 び 上 新 川 郡 有 峰 周 辺 が 挙 げ ら れ て い る
が ， 出 典 は 明 ら か で な い 。
福 光 町 教 育 委 員 会 編 ( 1 9 6 5 ) ． 3 ． 医 王 山 の 生
物 相 －3 ． 動 物 相 ． 「 医 王 の 自 然 」 ：32-36 ‐
リ ス ト の み 。 オ ニ ヤ ン マ ， ヤ ブ ヤ ン マ ， シ
オ カ ラ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， カ ワ
ト ン ボ [ ？ ] ， ム カ シ ト ン ボ ， ム カ シ ヤ ン マ
（ 不 確 実 ) ， ア キ ア カ ネ ， ナ ツ ア カ ネ 。
福 光 町 教 育 委 員 会 ( 1 9 7 1 ) . 小 矢 部 川 峡 の 自 然
一 動 物 相 ． 「 小 矢 部 川 峡 の 自 然 」 ：53-75.
1968 ～1970 年 の6 ～9 月 に の べ12 回 調 査 し た
結 果 と し て 次 の 種 の リ ス ト が 挙 が っ て い る
が ， 記 述 内 容 か ら 同 定 に は 信 頼 の お け な い
も の が 多 い ： オ ニ ヤ ン マ ， ウ ス バ キ ト ン ボ
［ ？] ， ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ, シ オ カ ラ ト ン ボ ，
ナ ツ ア カ ネ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， キ イ ト ト ン ボ ”
ギ ン ヤ ン マ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ク ロ イ ト ｜ ､ ン
ボ ， タ カ ネ ト ン ボ ［ ？ ] ， ミ ル ン ヤ ン マ ， オ
オ イ ト ト ン ボ ， ミ ヤ マ サ ナ エ 。
福 光 町 教 育 委 員 会 ・ 教 育 セ ン タ ー 編 ( 1 9 7 9 ) .
自 然 編 第 3 章 動 物 相 ． 「 日 中 の 自 然 と 生
活 」 ：25-35.
1971 ～1973 年, 日 中 ダ ム 建 設 に 伴 っ て 湖 底 化
富 山 県 の ト ン ボ 相
し た 地 域 の 調 査 結 果 と し て 次 の 種 を 記 録 し
て い る が ， 他 の 昆 虫 類 に つ い て と 同 様 ， ト
ン ボ 類 に つ い て も 同 定 に は 全 く 信 頼 が 置 け
な い ： ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ， ア キ ア カ ネ ， ナ
ツ ア カ ネ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， オ ニ ヤ ン マ ， ハ
グ ロ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， コ ノ シ
メ ト ン ボ ［ ？ ] ， コ フ キ ト ン ボ ［ ？ ] ， マ ダ
ラ ナ ニ ワ ト ン ボ ［ ？ ] ， キ イ ト ト ン ボ 。 富 山
県 下 か ら は ， マ ダ ラ ナ ニ ワ ト ン ボ の 確 実 な
記 録 は な い 。
舟 坂 隆 博(1953). 有 峰 採 集 行 鯖 蛤 類 一 覧 ．
Neozephyrus,1:30-31.( 謄 写 刷 ）
1952 年8 月13-17 日, 上 新 川 郡 大 山 町 有 峰 で
の 有 峰 ダ ム 建 設 に よ る 水 没 以 前 の 記 録 。 カ
ワ ト ン ボ [ ＝ ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ ] ， ム カ シ ヤ
ン マ ， ク ロ サ ナ エ ， オ ニ ヤ ン マ ， シ オ カ ラ
ト ン ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ア キ ア カ ネ ， ナ ヅ
ア カ ネ 。
春 田 俊 郎 ( 1 9 7 7 ) ． ア ル ペ ン ル ー ト で み る 立 山
の 生 物 . グ ラ フ ィ ッ ク ガ イ ド 立 山 黒 部 白
馬.pp.116-124. 学 習 研 究 社 ， 東 京 ．
弥 陀 ケ 原 ･ 雲 ノ 平 ・ 太 郎 兵 衛 平 の ｶ ｵ ジ ﾛ
ﾄ ﾝ ポ ， 弥 陀 ケ 原 ・ 室 堂 の ル リ ボ シ ヤ ン マ
と オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ の 紹 介 。
氷 見 市 教 育 委 員 会(1974). 樹 間 を 飛 び 交 う モ
ン キ ア ケ ハ ･ 潟 上 を 乱 舞 す る チ ョ ウ ト ン ボ ．
「 氷 見 の 自 然 と 歴 史 」:41-44,48-50.
シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ
ニ ヤ ン マ ( 以 上 桑 の 院 よ り ） ； シ オ カ ラ ト ン
ボ ， ア キ ア カ ネ ， オ ニ ヤ ン マ ， オ オ ヤ マ ト
ン ボ ， ギ ン ヤ ン マ ， ク ロ イ ト ト ン ボ ， キ イ
ト ト ン ボ ， コ シ ア キ ト ン ボ ， オ オ ル リ ボ シ
ト ン ボ[ ＝ オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ の 誤 り] ， マ
ユ タ テ ア カ ネ ， コ ノ シ メ ト ン ボ （ 以 上 阿 尾
～ 薮 田 ～ 見 田 窪 よ り ） ； オ ニ ヤ ン マ , ギ ン ヤ
ン マ ， ウ チ ワ ヤ ン マ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ
オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， コ フ キ ト ン ボ ， コ シ ア
キ ト ン ボ ， キ イ ト ト ン ボ ， ア オ イ ト ト ン ボ ，
ア キ ア カ ネ ， ア ジ ア イ ト ト ン ボ ， チ ョ ウ ト
1
ン ボ （ 以 上 十 二 町 潟 ・ 万 尾 ～ 島 崎 よ り ) 。
本 多 啓 七 ( 1 9 6 3 ) . 北 ア ル プ ス の 生 物 案 内 ． 遺
伝,17(7):16-19.
太 郎 兵 衛 平 の カ オ ジ ロ ト ン ボ の 紹 介 の み 。
本 多 啓 七 ( 1 9 6 7 ) ． 立 山 三 山 の 自 然 ． 全 国 高 等
学 校 体 育 連 盟 他 編 「 第 1 1 回 全 国 高 等 学 校 登
山 大 会 」 ：41-46 ．
ト ン ボ 類 に つ い て は 太 郎 兵 衛 平 の カ オ ジ ロ
ト ン ボ の 紹 介 の み 。 本 多 （ 1 9 6 3 ） と 同 一 内
容 。
堀 与 治 ( 1 9 8 1 ) . 「 ふ る さ と 歩 道 を た ず ね て
－ 医 王 山 」 （ 自 然 観 察 読 本 シ リ ー ズ 1 ) , 4 5
pp. 富 山 県 自 然 保 護 課 ．
ア キ ア カ ネ ， コ ノ シ メ ト ン ボ ， ノ シ メ ト ン
ボ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， ナ ツ ア カ ネ の 5 種 の
み 。
今 西 錦 司(1930) ． 日 本 ア ル プ ス 池 沼 昆 虫 小 景 。
昆 虫,4[3];181-184.
オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ， カ オ ジ ロ ト ン ボ の み
（ い ず れ も 幼 虫 に つ い て) 。
井 波 治 作(1908) ． 富 山 県 産 害 益 虫 及 有 用 虫 目
録. 教 育 大 会 参 考 部( 富 山 県 教 育 会 編):114
-12．
益 虫 と し て 次 の 種 が 挙 げ ら れ て い る ： シ オ
カ ラ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ （ ム ギ ワ ラ ト
ン ボ ) ， ベ ッ コ ウ ト ン ボ [ お そ ら く ヨ ツ ボ シ
ト ン ボ の こ と ] ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， ミ ヤ
マ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， チ ョ ウ ト ン ボ ”
オ ニ ヤ ン マ ， コ オ ニ ヤ ン マ ， カ ト リ ト ン ボ
（ ＝ カ ト リ ヤ ン マ ) ， ア オ ハ ダ ト ン ボ ［ こ れ
は オ オ ア オ イ ト ト ン ボ の こ と で あ る ] , カ ワ
ト ン ボ [ ？ ] ， ア オ イ ト ト ン ボ ， キ イ ト ト ン
ボ ， モ ノ サ シ ト ン ボ ， キ ト ン ボ ， ナ ツ ア カ
ネ 。 ［ 鈴 木 ・ 根 来(1985a) も 見 よ] ・
石 田 省 三 （1969) ． 「 原 色 日 本 昆 虫 生 態 図 鑑II
ト ン ボ 編｣.261pp.,56 原 色 図 版 ． 保 育 社 ，
大 阪 ．
次 の 種 の 項 で ， 富 山 県 に 関 係 す る 記 述 ま た
は 分 布 図 あ り ： ヒ メ ク ロ サ ナ エ ， ミ ル ン ヤ
鈴 木 邦 雄 ・ 恨 米 尚 ・ 板 倉 範 枝
ン マ 属 ， ギ ン ヤ ン マ 属 ， ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ，
カ オ ジ ロ ト ン ボ ， チ ョ ウ ト ン ボ 。
鏑 木 外 岐 雄 （ 1 9 3 4 ) ． 黒 部 立 山 地 方 の 動 物 相 ．
文 部 省 編 ｢ 黒 部 立 山 天 然 記 念 物 調 査 報 告 」 ：
47-60 ．
オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， ウ ス バ キ ト ン ボ ， ミ
ヤ マ ア カ ネ ， キ イ ト ト ン ボ （ 以 上 宇 奈 月 付
近 ) ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， ギ フ ヤ マ ト ン ボ ( ＝
ム カ シ ヤ ン マ ) ， エ ゾ ト ン ボ ［ ？ ] ， ナ ツ ア
カ ネ ， ミ ヤ マ ア カ ネ （ 以 上 小 屋 ノ 平 ～ 樺 平
～ 祖 母 谷 温 泉 ) ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， ナ ツ ア カ
ネ ( 以 上 樺 平 ～ 仙 人 山 ～ 池 ノ 平 ) ， ギ ン ヤ ン
マ ［ ル リ ボ シ ヤ ン マ ま た は オ オ ル リ ボ シ ヤ
ン マ の 誤 り で あ ろ う ］ （ 室 堂 付 近 な ど ) ， ナ
ツ ア カ ネ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ （ 以 上 弥 陀 ケ 原
～ 鏡 石 ) 。 “ 吉 沢 庄 作 ： 立 山 ； 富 山 県 史 蹟 名
勝 天 然 記 念 物 調 査 報 告 第 9 号 立 山 と 黒 部 峡
谷 等 を 参 照 し た" と あ る｡ 吉 沢 は, 吉 沢(1925 ）
を さ す 。
加 治 外 司 三 ( 1 9 7 0 ) . ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ の 生 息
地 呉 西 で も 確 認.Amica,14(2):7-8.
1 9 3 3 年 9 月 3 日 , 東 砺 波 郡 安 居 村 興 法 寺 ( 現
在 小 矢 部 市 興 法 寺 ） で の 採 集 記 録 。 1 9 7 0 年
6 月 1 4 日 及 び 同 年 7 月 2 ( ) 日 ， 同 所 で の 採 集
記 録 。
加 治 外 司 三 ( 1 9 7 1 a ) . 小 矢 部 市 興 法 寺 の 池 沼
集 落 に 生 息 す る ト ン ボ 類 の 調 査[I].Amica,
15(l):1-3.
1970 年4 月19 日 ～11 月21 日 の の べ30 回 の 調
査 結 果 ｡ 次 種 を 記 録 ： モ ー ト ン イ ト ト ン ボ ，
キ イ ト ト ン ボ ， モ ノ サ シ ト ン ボ ， ア オ イ ト
ト ン ボ ， コ サ ナ エ ， オ ニ ヤ ン マ ， オ オ ル リ
ボ シ ヤ ン マ ， ギ ン ヤ ン マ ， エ ゾ ト ン ボ ， キ
バ ネ モ リ ト ン ボ ［ タ カ ネ ト ン ボ の 誤 り 。 加
治(1971c) で 自 ら 訂 正L オ オ ヤ マ ト ン ボ ，
シ オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， オ オ シ オ
カ ラ ト ン ボ ， ハ ッ チ ョ ウ | ､ ン ボ ， シ ョ ウ ジ
ョ ウ ト ン ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ア キ ア カ ネ ，
マ イ コ ア カ ネ ， ヒ メ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ
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ネ ［ 以 上 3 種 は ， い ず れ も 興 法 寺 に 産 す る
が ， 同 定 に は 混 乱 が 見 ら れ る 。 鈴 木 ・ 根 来
(1985b) も 参 照 の こ と1, リ ス ア カ ネ ， ノ
シ メ ト ン ボ ， キ ト ン ボ ， コ シ ア キ ト ン ボ ，
チ ョ ウ ト ン ボ （ 目 撃 の み ) 。
加 治 外 司 三 ( 1 9 7 1 b ) ． 小 矢 部 市 興 法 寺 の 池 沼
集 落 に 生 息 す る ト ン ボ 類 の 調 査[II].Amica,
15(1):3-5.
1971 年1 月17 日 ～6 月13 日 の の べ15 回 の 調
査 に 基 づ き ， 次 の 種 を 追 加 記 録 ： オ オ イ ト
ト ン ボ ， オ ゼ イ ト ト ン ボ ［ エ ゾ イ ト ト ン ボ
の 誤 り 。 田 中(1980c) 及 び 鈴 木･ 根 来(1985
b ) を 参 照 の こ と ] , カ ワ ト ン ボ [ = オ オ カ
ワ ト ン ボ ； 鈴 木 ・ 根 来(1985b) 参 照], ム
カ シ ヤ ン マ ， ヤ マ サ ナ エ ， サ ラ サ ヤ ン マ ，
ク ロ ス ジ ギ ン ヤ ン マ ， ヨ ツ ボ シ ト ン ボ ◎
加 治 外 司 三 ( 1 9 7 1 c ) . 小 矢 部 市 興 法 寺 の 池 沼
集 落 に 生 息 す る ト ン ボ 類 の 調 査 [ I I I ] .
Amica,15(2):1-3.
1971 年6 月17 日 ～10 月10 日 の の べ23 回 の 調
査 の 結 果 ， 次 の 種 を 追 加 ： ア ジ ア イ ト ト ン
ボ ， ク ロ イ ト ｜ ､ ン ボ ， エ ゾ イ ト ト ン ボ ， オ
オ ア オ イ ト ト ン ボ ， コ オ ニ ヤ ン マ ， ウ チ ワ
ヤ ン マ ， ミ ル ン ヤ ン マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ，
コ フ キ ト ン ボ ， ナ ツ ア カ ネ 。
加 治 外 司 三 ( 1 9 7 2 a ) . 湧 水 の 出 る 湿 地 帯 を 含
む 池 沼 に 住 む ト ン ボ 類 幼 虫 の 飼 育 に つ い て ．
Amica,16(1):4-5.
ト ン ボ 類 幼 虫 の 屋 内 飼 育 法 の 紹 介 。
加 治 外 司 三 ( 1 9 7 2 b ) . 小 矢 部 市 興 法 寺 の 池 沼
集 落 に 生 息 す る ト ン ボ 類 の 調 査 [ I V ] .
Amica,16(2):1-3.
1972 年4 月16 日 ～10 月29 日 の の べ28 回 の 調
査 の 結 果 ， 次 の 種 を 追 加 ： ア オ ヤ ン マ ， ハ
ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ 。
加 治 外 司 三 ( 1 9 7 3 a ) ． 雑 種 ア カ ネ の 発 見 ．
Tombo,Tokyo,16:18.
1 9 7 3 年 1 1 月 4 日 ， 富 山 県 上 市 町 中 ノ 又 で 雑
種 ア カ ネ （ リ ス ア カ ネ × マ ユ タ テ ア カ ネ 〉
嵐 山 県 の ト ン ボ 相
を 採 集｡Asahina(1974b) 及 び 朝 比 奈(1981)
も 見 よ 。
加 治 外 司 三(1973b). ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ お よ
び ア ジ ア イ ト ト ン ボ で 見 ら れ た 羽 化 直 後 の
移 動 飛 朝 に つ い て.Amiga,17(1):12-14.
ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ： 小 矢 部 市 興 法 寺 で 1 9 7 1
年 6 月 2 0 日 に 観 察 ｡ " 羽 化 直 後 の 個 体 が 軟 風
に 乗 っ て 5 0 m も 上 昇 し 水 田 や 原 野 の 方 向 に
吹 き よ せ ら れ て 見 え な く な っ た " ･ ア ジ ア イ
ト ト ン ボ ： 新 湊 市 中 新 湊 で 1 9 7 2 年 4 月 2 5 日
に 観 察 。 “ 一 斉 羽 化 ， そ の う ち 2 0 % < ら い が
上 空 に 吹 き 上 げ ら れ , 1 0 0 m < ら い も 高 く 上
が り ， 分 散 す る " ・
柿 原 修 ( 1 9 7 5 ) ． 東 大 谷 川 の 水 生 動 物 ． ゆ ず
り 葉( 井 波 自 然 と 親 し む 会 会 誌),3 ：20-21 ．
ヒ メ ク ロ サ ナ エ ， オ ニ ヤ ン マ （ 共 に 幼 虫 ) 。
上 市 町 誌 編 纂 委 員 会 ( 1 9 7 0 ) . 上 市 町 に 見 ら れ
る 昆 虫 ． 「 上 市 町 誌 」 ：77-89 ．
ム カ シ ヤ ン マ ， ホ ン サ ナ エ ， コ サ ナ エ ， ダ
ビ ド サ ナ エ ， ク ロ サ ナ エ 。 い ず れ も 上 市 町
教 育 委 員 会 他(1966) の 引 用 。
上 市 町 教 育 委 員 会 他(1966). 上 市 町 の 昆 虫 ．
「 上 市 町 の 自 然 」 ：31-32 ．
ム カ シ ヤ ン マ ， ホ ン サ ナ エ ， コ サ ナ エ ， ダ
ビ ド サ ナ エ ， ク ロ サ ナ エ の 5 種 を 記 録 。
上 村 清(1982). 富 山 県 に お け る 昆 虫 の 方 言 ．
Amica,27:271-274.
ト ン ボ ： ダ ン ボ ， ド ン ボ ， ア ブ ラ ド ン ボ ；
イ ト ト ン ボ ( 主 に オ オ ア オ イ ト ト ン ボ ） ： コ
シ ワ ド ン ボ ， ト ー ウ ミ ダ ン ボ ， ド ー ス ン ド
ン ボ ， ニ ー ゴ ダ ン ボ ， ノ ラ イ サ マ ト ン ボ ，
ト ー ス ミ ダ ン ボ ， ヨ メ サ ト ン ボ ； カ ワ ト ン
ボ ： カ ワ ダ ン ボ ； ノ 、 グ ロ ト ン ボ ： オ カ ッ ア
マ ト ン ボ ， カ ネ ツ ケ ド ン ボ ； ヤ ン マ 類 ： オ
ン マ ト ン ボ ， ヤ マ キ チ ト ン ボ ， ヤ マ シ リ ヤ
ン マ ， ヤ マ ダ ン ボ ， ヤ マ ト ン ボ ； カ ト リ ヤ
ン マ ： ヌ ス ト ダ ン ボ ； オ ニ ヤ ン マ ： オ ー サ
マ ダ ン ボ ， ギ リ ダ ン ボ ， ト ノ サ マ ダ ン ボ ，
ヤ マ ダ ン ボ ； シ オ カ ラ ト ン ボ ： シ ョ ッ ダ ン
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ボ ， ツ シ ョ ド ン ボ ， ヌ ス ト ダ ン ボ ； ア カ ネ
類 ： ア カ ト ン ボ ， オ コ ' ノ ト ン ボ ； ミ ヤ マ ア
カ ネ ： ク ル マ ト ン ボ ； ア キ ア カ ネ ： ア ネ サ
ド ン ボ , ア ネ サ マ ド ン ボ ； ヤ ゴ ： ア ネ モ シ ，
カ ン ナ リ ム シ ， ハ タ オ リ ナ ン ボ ， ハ タ ナ ン
ボ 。
環 境 庁 編 ( 1 9 7 9 ) . 第 2 回 自 然 環 境 保 全 基 礎 調
査 動 物 分 布 調 査 報 告 書 （ 昆 虫 類).87pp.
富 山 県 ．
ム カ シ ト ン ボ ( 朝 日 町 笹 川 ， 宇 奈 月 町 浦 山 ，
上 市 町 浅 生 川 ， 上 市 町 大 岩 ， 大 山 町 有 峰 ) ，
ム カ シ ヤ ン マ （ 婦 中 町 藤 ケ 池 ， 宇 奈 月 町 栃
屋 ， 黒 部 市 前 沢 ， 滑 川 市 坪 野 ， 上 市 町 大 岩 ，
大 山 町 文 珠 寺 ， 利 賀 村 百 瀬 ， 福 光 町 安 居 ，
上 平 村 菅 沼 ， 黒 部 峡 谷 東 谷 ， 仙 人 の 湯 ， 黒
部 湖 左 岸 ) ， ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ( 宇 奈 月 町 栃
屋 ， 八 尾 町 深 谷 ， 大 沢 野 町 万 願 寺 ， 庄 川 町
三 谷 ， 福 光 町 大 西 ， 福 光 町 中 河 内 ， 小 矢 部
市 興 法 寺 ， 上 市 町 大 岩 ） （ 以 上 指 定 昆 虫 ) ，
オ ゼ イ ト ト ン ボ[ エ ゾ イ ト ト ン ボ の 誤 り ］ ・
エ ゾ イ ト ト ン ボ ( 小 矢 部 市 興 法 寺 ) ， オ ツ ネ
ン ト ン ボ ( 農 地 改 良 事 業 で 消 滅 ) ， ホ ソ ミ オ
ツ ネ ン ト ン ボ ( 上 市 町 中 ノ 又 ) ， ハ グ ロ ト ン
ボ （ か つ て 普 通 で あ っ た が ， 河 川 改 修 ． 水
質 汚 濁 な ど の た め 激 減 。 今 は 氷 見 市 指 崎 ．
森 吉 の み) ， ク ロ サ ナ エ( 上 市 町 大 岩 ～ 浅 生) ，
コ シ ボ ソ ヤ ン マ （ 普 通 で あ っ た が ， 農 地 改
良 事 業 で 河 川 は 一 変 し 絶 滅 し た と こ ろ が 多
い ) ， カ ト リ ヤ ン マ ( か つ て よ く い た が ， 近
年 は 一 頭 も 見 ら れ な い ) ， マ ダ ラ ヤ ン マ ( 環
境 変 化 で 絶 滅 し た ら し い ) ， カ ラ カ ネ ト ン ボ
（ 高 冷 地 池 塘 ・ 山 間 地 ) ， マ イ コ ア カ ネ （ 生
息 地 減 少 ) ， ヒ メ ア カ ネ ， ネ キ ト ン ボ ， カ オ
ジ ロ ト ン ボ （ 立 山 弥 陀 ケ 原 ・ 大 日 平 。 最 近
の 観 光 開 発 に よ る 池 塘 の 汚 染 ・ 水 位 低 下 ．
枯 渇 な ど の た め 著 し く 減 少 し て い る ) , チ ョ
ウ ト ン ボ （ か つ て 多 く い た が ， 干 拓 ・ 農 地
改 良 ． 農 薬 な ど で 激 減 し た 。 富 山 市 城 山 ，
高 岡 市 古 城 公 園 に い る の で 復 元 の 可 能 性 が
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 純 枝
あ る ) ， ア オ ヤ ン マ ( 小 矢 部 市 興 法 寺 ， 氷 見
市 島 崎 ) , モ ー ト ン イ ト ト ン ボ ( か つ て 多 産 ，
現 在 た い へ ん 少 数 ) ， ア オ イ ト ト ン ボ ( か つ
て 多 産, 現 在 た い へ ん 少 数), カ ワ ト ン ボ[ オ
オ カ ワ ト ン ボ ＋ ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ ] ( 少 な く
な っ た ) ， ア キ ア カ ネ ( 一 時 激 減 ， 現 在 急 激
に 増 加 し て い る ) 。
環 境 庁 編(1980). 「 日 本 の 重 要 な 昆 虫 類 北
陸 版 」 （ 富 山 県 ) ． 第 2 回 自 然 環 境 保 全 基 礎
調 査 （ 緑 の 国 勢 調 査 ） 動 物 分 布 調 査 （ 昆 虫
類 ） 報 告 書 ．87pp. 大 蔵 省 印 刷 局 （ 東 京.
環 境 庁 編(1979) と 同 一 内 容 。
環 境 庁 編 （1981) ． 富 山 県 動 植 物 分 布 図(20 万
分 の 1 ) ． 第 2 回 自 然 環 境 保 全 基 礎 調 査 [ 環
境 庁 編 （1979)] の 結 果 を 地 図 上 に 示 し た も
の 。
関 西 電 力 株 式 会 社(1977a,b) ． 新 愛 本 発 電 所
環 境 調 査 報 告 書;p.85. 同 資 料 編:p.131.
ア キ ア カ ネ 目 撃 の 記 事 の み 。
関 西 電 力 株 式 会 社(1977c,d). 小 川 第1 地 点
自 然 環 境 調 査 報 告 書:pp.76-77,81-87,89
-94 ． 同 資 料 編:pp.90-91,138.
1976 ～1977 年 ， 朝 日 町 ・ 宇 奈 月 町 に ま た が
る 黒 薙 川 流 域 及 び 小 川 流 域 の 一 部 の 調 査 結
果 。 田 中(1971d) も 引 用 。
ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ ， カ ワ ト ン ボ ， ム カ シ ヤ
ン マ ， ヒ メ ク ロ サ ナ エ ， ヤ ブ ヤ ン マ ， コ ヤ
マ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ
ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， ア キ ア カ ネ ．
ミ ヤ マ ア カ ネ ， オ ニ ヤ ン マ を 記 録 。
数 井 正 俊(1920a). 越 中 立 山 に て 採 集 せ る 昆
虫 ． 昆 虫 世 界,24[1]:31-34.
芦 ' 1 肝 寺 ～ 藤 橋 （ ～ 鏡 石 ） で の 採 集 記 録 。 年
月 日 の 記 述 は な い 。 ウ ス バ キ ト ン ボ ， ミ
ヤ マ ア カ ネ ， ナ ツ ア カ ネ ， ナ ツ ア カ ネ の 変
種 [ ？ ] ， ノ シ メ ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン
ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ．
オ ニ ヤ ン マ ， コ オ ニ ヤ ン マ 。
数 井 正 俊(1920b). 越 中 立 山 に て 採 集 せ る 昆
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虫 （ 承 前) ． 昆 虫 世 界 ，24 ［2 ］ ：68-71 ．
カ ラ カ ネ ト ン ボ ， カ オ ジ ロ ト ン ボ （ い ず れ
も 文 献 な ど か ら ) 。
小 林 嗣 夫 ( 1 9 3 9 ) . 上 高 地 付 近 の 鯖 蛤 ． 虫 の 世
界 ，3 ［5/6 ］ ：70-75 ．
カ ラ カ ネ ト ン ボ （ 立 山 で も 記 録 さ れ て い る
と の 記 述 あ り ） 。
小 池 博 司(1951-1953). 私 の 採 集 せ る 富 山 県
の 昆 虫 （1 －5) ． （ 自 刊 ， 謄 写 刷 ）
産 地 名 の み で ， 年 月 日 が 記 し て な い 。 カ ワ
ト ン ボ ， モ ノ サ シ ト ン ボ ， オ オ ア オ イ ト ト
ン ボ ， ア オ イ ト ト ン ボ ， キ イ ロ サ ナ エ ， サ
ナ エ ト ン ボ [ コ サ ナ エ ？ ] ， オ ニ ヤ ン マ ， ギ
ン ヤ ン マ ， カ ト リ ヤ ン マ ， コ シ ボ ソ ヤ ン マ ，
シ オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ
ョ ウ ト ン ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ア キ ア カ ネ ，
ナ ツ ア カ ネ ， リ ス ア カ ネ ， コ シ ア キ ト ン ボ ，
ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ ， ハ グ ロ ト ン ボ ， マ ユ タ
テ ア カ ネ ， コ ヤ マ ト ン ボ ， チ ョ ウ ト ン ボ ，
タ ベ サ ナ エ ［ ？ ] ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， ノ
シ メ ト ン ボ ， オ オ イ ト ト ン ボ を 記 録 。 富 山
県 下 か ら は タ ベ サ ナ エ の 確 実 な 記 録 は な い 。
小 池 博 司(1953). 私 の 採 集 せ る 富 山 県 の 昆 虫 ．
Neozephyrus,2:16-18.( 謄 写 刷 ）
採 集 案 内 的 な も の 。 小 池 （1951-1953 ） に 基
づ く 。
「 昆 虫 と 自 然｣ 編 集 部(1970). ハ ッ チ ョ ウ ト
ン ボ が 大 沢 野 町 に 群 生 ( 富 山 ) . 昆 虫 と 自 然 ，
5 （8 ） ：35.
1970 年7 月4 日, 大 沢 野 町 万 願 寺 開 拓 地 内 。
「 昆 虫 と 自 然｣ 編 集 部 （1980) ． 虫 界 ニ ユ ー ス
ー ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ の 生 息 地 保 護 へ ， 昆 虫
と 自 然,15(11):35.
1980 年7 月13 日 付 「 北 日 本 新 聞 」 の 記 事 の
紹 介 。 東 砺 波 郡 城 端 町 ・ 通 称 天 竺 谷 。
「 昆 虫 と 自 然 」 編 集 部 (1981a). 虫 界 ニ ュ ー
ス ・ 富 山 市 呉 羽 山 に サ ラ サ ヤ ン マ | ､ ン ボ ．
昆 虫 と 自 然,16(9):35.
「 北 日 本 新 聞 」 1 9 8 1 年 6 月 2 日 付 記 事 の 紹
富 山 叫 ↓ の ト ン ボ 相
ン ボ ［ ？] ・
前 田 利 保 （1838) ． 「 啓 蒙 虫 譜 図 解｣ ．
奥 村 （1958) を 見 よ 。
南 山 隆 博 ( 1 9 7 0 ) . 富 山 県 の 昆 虫 － そ の 研 究 の
歴 史 と 今 後 の 課 題 ． 富 山 生 物 教 育 , 4 ： 6 7 －
68．
特 に ト ン ボ 類 に 関 す る 文 献 と し て 中 村(1937 》
が 挙 げ ら れ て い る 。
長 井 真 隆 （1983) ． 匙 湾icariaﾉlastato- α"'7 ‐
culata(Making)Nakai( ホ ソ バ ノ ウ ナ
ギ ツ カ ミ ） の 記 録 ． 富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ
ー 研 究 報 告,5 ：7 ．
1 9 8 2 年 6 月 1 5 日 ， 富 山 市 三 ノ 熊 で ハ ッ チ ョ
ウ ト ン ボ を 確 認 の 記 述 あ り 。
長 津 蔦 尾 ( 1 9 7 0 ) . 朝 日 岳 周 辺 の 主 な 昆 虫 ． 朝
日 岳 白 馬 岳 の 自 然 ． （ 自 刊 ， 謄 写 刷56pp.,
付12p.):52-53.
朝 日 岳 頂 上 周 辺 で ， ナ ツ ア カ ネ ， オ オ エ ゾ
ト ン ボ ， ヒ メ ク ロ サ ナ エ を 記 録 。 黒 部 川 流
域 高 山 で ， カ オ ジ ロ ト ン ボ を 記 録 。
中 川 秀 幸(1967). 有 峰 の ト ン ボ2 題.Amica,
l(1) ：9 ．
1 9 6 6 年 8 月 1 3 日 ， 有 峰 湖 畔 で キ バ ネ モ リ ト
ン ボ [ タ カ ネ ト ン ボ の 誤 り ] ， ハ ネ ビ ロ エ ゾ
ト ン ボ を 記 録 。
中 川 秀 幸(1970). 富 山 県 の エ ゾ ト ン ボ.Amica,
14(1):6.
1 9 6 3 年 4 月 ( 9 月 の 誤 り 1 5 日 ， 宇 奈 月 町 浦
山 及 び 1 9 6 9 年 8 月 1 3 日 ， 大 沢 野 町 万 願 寺 で
オ オ エ ゾ ト ン ボ を 記 録 ｡ [ 共 に ハ ネ ビ ロ エ ゾ
ト ン ボ の 誤 り （ 筆 者 ら が 標 本 で 確 認 ) ] ･
中 村 誠 喜(1937). 富 山 県 の 鯖 蛤 目 録 ． 昆 虫 界 ，
5(36):17-12.
次 の 5 0 種 を 記 録 ， 具 体 的 な 採 集 デ ー タ は な
い 。 ギ ン ヤ ン マ ， ヤ プ ト ン ボ （ ＝ ヤ ブ ヤ ン
マ ) ， エ ゾ ヤ ン マ （ ＝ ル リ ボ シ ヤ ン マ ) ， コ
シ ボ ソ ト ン ボ ( ＝ コ シ ボ ソ ヤ ン マ ) ， カ ト リ
ト ン ボ ( ＝ カ ト リ ヤ ン マ ) ， オ ニ ヤ ン マ ， ギ
フ ヤ マ ト ン ボ ( ＝ ム カ シ ヤ ン マ ) ， ウ チ ワ ト
介 。
｢ 昆 虫 と 自 然 」 編 集 部(1981b). 虫 界 ニ ュ ー
ス ・ 城 山 で ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ 発 見 ： 城 山 で
ま た 稀 少 生 物 ． 昆 虫 と 自 然,16(11):46.
「 北 日 本 新 聞 」1981 年7 月10 日 及 び7 月12
日 付 の 記 事 の 紹 介 。
｢ 昆 虫 と 自 然 」 編 集 部(1981c). 虫 界 ニ ュ ー
ス ・ 城 山 に ま た 希 少 生 物 ． 昆 虫 と 自 然 ，
16( ） ：46 。
「 北 日 本 新 聞 」1981 年7 月12 日 付 記 事 の 紹
介 。 富 山 市 城 山 で エ ゾ ト ン ボ と オ オ カ ワ ト
ン ボ が 発 見 さ れ た 。
倉 田 稔 ( 1 9 6 5 ) . 犀 川 と そ の 周 辺 の ト ン ボ ．
（ 北 ア ル プ ス 北 部 地 方 の ト ン ボ 類 ) ． ニ ュ ー ・
エ ン ト モ ロ ジ ス ト,14[9]:65-79.
一 部 富 山 県 に 関 係 す る 種 と し て ： ル ' ノ ボ シ
ヤ ン マ ， モ ー ト ン イ ト ト ン ボ ， キ イ ト ト ン
ボ ， エ ゾ イ ト ト ン ボ ， ア オ イ ト ト ン ボ ， オ
オ ア オ イ ト ト ン ボ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ，
カ ラ カ ネ ト ン ボ ， エ ゾ ト ン ボ ， タ カ ネ ト ン
ボ ， カ オ ジ ロ ト ン ボ ， ヨ ツ ボ シ ト ン ボ 。
櫛 岡 勝 英 ( 1 9 6 4 ) . 神 通 川 水 系 の 底 生 昆 虫 ～ 山
田 川 に お け る 底 生 昆 虫 の 分 布 概 要 ． 研 究 会
誌 （ 富 山 県 高 等 学 校 生 物 研 究 会),5 ：6-18.
1 9 6 2 年 8 ～ 9 月 の 調 査 結 果 ， い ず れ も 幼 虫
に よ る 。 ヒ メ サ ナ エ ［ ？ ] ， ダ ビ ド サ ナ エ 。
櫛 岡 勝 英 ( 1 9 7 8 ) ． 富 山 県 の 河 川 に お け る 水 生
昆 虫 ． 田 中 晋 編 「 富 山 県 の 陸 水 生 物 』
(347pp):193-251. 富 山 県 ．
富 山 県 産 の 水 生 昆 虫 目 録 と し て 次 の 1 5 種 を
挙 げ る 。 全 て 幼 虫 に よ る 。 富 山 県 に 産 す る
可 能 性 の な い 種 が 多 く 含 ま れ て お り ， 同 定
に は 全 く 信 頼 が 置 け な い ｡ カ ワ ト ン ボ [ ？ ] ，
グ ン バ イ ト ン ボ [ ？ ] ， コ オ ニ ヤ ン マ ， ミ ヤ
マ サ ナ エ ［ ？ ] ， キ イ ロ サ ナ エ ［ ？ ] ， ヤ マ
サ ナ エ ［ ？ ] ， オ ジ ロ サ ナ エ ［ ？ ］ ， ダ ビ ド
サ ナ エ ［ ？ ］ ， ク ロ サ ナ エ ［ ？ ] ， オ ニ ヤ ン
マ, ミ ナ ミ ヤ ン マ[ ？], コ シ ボ ソ ヤ ン マ[ ？] ，
コ ヤ マ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， ノ シ メ ト
１
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
ン ボ ( ＝ ウ チ ワ ヤ ン マ ) ， コ オ ニ ヤ ン マ ， サ
ナ エ ト ン ボ [ ＝ ？ コ サ ナ エ ] ， サ ナ エ モ ド キ
（ ＝ ホ ン サ ナ エ ) ， ハ キ サ ナ エ （ ＝ ダ ビ ド サ
ナ エ ) ， ヒ メ ヤ マ ト ン ボ （ ＝ ヤ マ サ ナ エ ) ，
キ イ ロ サ ナ エ ， オ ナ ガ サ ナ エ ， ウ ス バ キ ト
ン ボ ， チ ョ ウ ト ン ボ ， コ シ ア キ ト ン ボ ， カ
オ ジ ロ ト ン ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ア キ ア カ ネ ，
ナ ツ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， マ イ コ ア カ
ネ ， ノ シ メ ト ン ボ ， キ ト ン ボ ， ネ キ ト ン ボ ，
ハ ラ ビ ロ ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， シ
オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ
ラ ト ン ボ ， ベ ッ コ ウ ト ン ボ ， ハ ッ チ ョ ウ ト
ン ボ ， コ ヤ マ ト ン ボ ， オ オ ヤ マ ト ン ボ ， カ
ラ カ ネ ト ン ボ ， タ カ ネ ト ン ボ ， ハ ネ ビ ロ エ
ゾ ト ン ボ ［ ？ ] ， コ エ ゾ ト ン ボ ［ ？ ] ， ハ グ
ロ ト ン ボ ， ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ ， カ ワ ト ン ボ
［ ＝ オ オ カ ワ ト ン ボ ] ， ヤ ナ ギ ト ン ボ ［ ＝ ヒ
ウ ラ カ ワ ト ン ボ ] ， オ ツ ネ ン ト ン ボ ， オ オ セ
ア オ イ ト ト ン ボ （ ＝ オ オ ア オ イ ト ト ン ボ ) ，
モ ノ サ シ ト ン ボ ， キ イ ト ト ン ボ ， イ ト ト ン
ボ [ ＝ ？ オ オ イ ト ト ン ボ ] ， ヒ メ イ ト ト ン ボ
［ ？] ・
名 和 昆 虫 研 究 所 編 輯 部 編 ( 1 9 0 2 ) ． 第 壷 回 全 国
昆 虫 展 覧 会 出 品 目 録( 全).8-l-208pp.,4pls.
名 和 昆 虫 研 究 所 （ 岐 阜 ) ．
「 分 類 標 本 」 中 に 富 山 県 よ り ウ チ ワ ト ン ボ
（ ＝ ウ チ ワ ヤ ン マ ） の 記 録 あ り 。
根 来 尚(1981a).Cercionsex""eat 況 加
Selys( ム ス ジ イ ト ト ン ボ) の 記 録 ． 富 山 市
科 学 文 化 セ ン タ ー 研 究 報 告 ， 3 ： 4 6 .
1 9 7 8 年 9 月 2 6 日 ， 氷 見 市 十 二 町 潟 で の 採 集
記 録 。 ［ 本 種 の 富 山 県 下 唯 一 の 記 録 ] ・
根 来 尚(1981b).Anisogon ゆ ん"smaackii
Selys( ミ ヤ マ サ ナ エ) の 記 録 ． 富 山 市 科 学
文 化 セ ン タ ー 研 究 報 告 , 3 ： 4 6 .
1 9 8 0 年 8 月 7 日 ， 大 山 町 常 願 寺 川 ・ 真 川 合
流 点 で の 採 集 記 録 。
根 来 尚 ( 1 9 8 2 ) ． 富 山 市 産 昆 虫 類 の 記 録 ． 富
山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー 研 究 報 告 ， 4 ： 3 1 －
1 5
67.
1 9 7 0 ～ 1 9 8 0 年 の 間 に 記 録 の あ る も の （ 文 献
よ り ） 及 び 富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー の 収 蔵
す る 標 本 類 に 基 づ く 3 3 種 の リ ス ト 。 キ イ ト
ト ン ボ ， ア ジ ア イ ト ト ン ボ ， ク ロ イ ト ト ン
ボ ， オ オ イ ト ト ン ボ ， モ ノ サ シ ト ン ボ ， オ
オ カ ワ ト ン ボ ， ミ ヤ マ サ ナ エ ， ヤ マ サ ナ エ ，
キ イ ロ サ ナ エ ［ 以 上 3 種 は 櫛 岡 （ 1 9 7 8 ） に
よ る も 同 定 に は 信 頼 が 置 け な い ] , ウ チ ワ ヤ
ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ， サ ラ サ ヤ ン マ ， コ シ ボ
ソ ヤ ン マ ［ ？ 櫛 岡 （1978 ） に よ る] ， ア オ ヤ
ン マ ， ギ ン ヤ ン マ ， コ ヤ マ ト ン ボ ［ ？ 櫛 岡
（1978 ） に よ る] ， オ オ ヤ マ ト ン ボ ， シ オ カ
ラ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， ヨ ツ ボ シ
ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， コ フ キ ト ン
ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ナ ツ ア カ ネ ， ア キ ア カ
ネ ， マ イ コ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， リ ス
ア カ ネ ， ノ シ メ ト ン ボ ， キ ト ン ボ ， コ シ ア
キ ト ン ボ ， ウ ス バ キ ト ン ボ ， チ ョ ウ ト ン ボ 。
富 山 市 よ り 1 9 7 0 年 以 前 の 記 録 が あ る も の と
し て 次 の 8 種 が 挙 げ ら れ て い る 。 セ ス ジ イ
ト ト ン ボ ， ホ ン サ ナ エ ， コ オ ニ ヤ ン マ ， ヤ
ブ ヤ ン マ ， マ ダ ラ ヤ ン マ ， ト ラ フ ト ン ポ ，
エ ゾ ト ン ボ ， オ オ キ ト ン ボ ［ ？ ] ・
根 来 尚 ( 1 9 8 3 ) . 標 本 同 定 会 で 見 ら れ た 昆 虫 ．
と や ま と 自 然,5(4):10.
ハ グ ロ ト ン ボ ， ミ ル ン ヤ ン マ ， ヤ ブ ヤ ン マ ，
チ ョ ウ ト ン ボ の 4 種 を 記 録 。 こ の 他 に ， ア
オ ハ ダ ト ン ボ と ハ ラ ビ ロ ト ン ボ も 記 録 さ れ
た が ， こ れ ら 2 種 の 記 録 は 誤 り と し て 後 に
削 除 ［ 根 来 （1985)] ・
根 来 尚 ( 1 9 8 4 ) ． オ ナ ガ ア カ ネ の 記 録 ． 富 山
市 科 学 文 化 セ ン タ ー 研 究 報 告 , 6 ： 9 3 .
1971 年10 月10 日 ， 小 矢 部 市 興 法 寺 で の 採 集
記 録 。 ［ 本 種 の 富 山 県 下 か ら の 初 記 録 ] ・
根 来 尚 ( 1 9 8 5 ) ． 当 誌 第 5 巻 冬 の 号 に 報 告 の
「 標 本 同 定 会 で 見 ら れ た 昆 虫 」 に 関 す る 訂
正 ． と や ま と 自 然 ，7 （4 ） ：12 ．
上 記 報 告 中 の ア オ ハ ダ ト ン ボ と ハ ラ ビ ロ ト
富 山 県 の ト ン ボ 相
ン ボ の 記 録 は 取 り 消 さ れ た 。
日 本 自 然 保 護 協 会 ( 1 9 7 4 ) ． 動 物 一 イ ワ ナ と ム
シ ・ コ ン チ ュ ウ ． パ ン フ レ ッ ト 「 立 山 の 自
然 」 ：28-29 ．
弥 陀 ケ 原 の 餓 鬼 田 の カ オ ジ ロ ト ン ボ の 紹 介 。
尾 花 茂(1969) ． 一 人 一 話 ．Gradle[ 関 西 ト
ン ボ 談 話 会 々 報] ’8 ：7-8.
1 9 6 8 年 8 月 2 9 日 ， 立 山 で カ オ ジ ロ ト ン ボ を
採 集 と の 記 事 あ り 。
大 田 弘 ･ 長 井 真 隆 （ 1 9 6 3 ) ． 富 山 県 東 部 の 生
物 と 教 材 ． （ 自 刊 ， 謄 写 刷).231pp.
文 献 ［ 例 え ば 田 中(1939b,c) 等 ］ に 基 づ
き ， 富 山 県 東 部 各 地 の 生 物 を 解 説 。 次 の ト
ン ボ 類 が 出 て く る 。 ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ， ム
カ シ ト ン ボ ， ギ ン ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ， コ
シ ボ ソ ヤ ン マ ， ヤ マ サ ナ エ ， ダ ビ ド サ ナ エ ，
カ ト リ ヤ ン マ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， カ オ
ジ ロ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン
ボ ， ウ ス バ キ ト ン ボ ， ナ ツ ア カ ネ ， ア キ ア
カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， キ イ ト ト ン ボ ， オ
オ セ ア オ イ ト ト ン ボ （ ＝ オ オ ア オ イ ト ト ン
ボ ) ， オ ヅ ネ ン ト ン ボ ， ハ グ ロ ト ン ボ ， カ ワ
． ト ン ボ ， チ ョ ウ ト ン ボ ， オ オ イ ト ト ン ボ 。
大 田 弘 他 ( 1 9 8 2 ) ． ふ る さ と 歩 道 を た ず ね て
一 朝 日 （ 自 然 観 察 読 本 シ リ ー ズ2).39pp.
富 山 県 自 然 保 護 課 ．
ヨ ツ ボ シ ト ン ボ ， ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ 2 種 が
挙 っ て い る の み 。
大 田 弘 ･ 長 津 蔦 尾 （ 1 9 8 3 ) ． ふ る さ と 歩 道 を
た ず ね て － 御 前 山 神 通 峡 ． 5 2 p p . 富 山 県 自
然 保 護 課 ．
シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ ニ ヤ ン マ ， ア キ ア カ ネ ，
ノ シ メ ト ン ボ 4 種 が 挙 っ て い る の み 。
太 田 紀 之 ( 1 9 5 7 ) . 高 岡 市 周 辺 の ト ン ボ 目 録 ．
Neozephyrus,4:26-27.( 謄 写 刷 ）
1 9 5 6 年 中 に 高 岡 市 周 辺 で 採 集 さ れ た ト ン ボ
類 の 記 録 。 一 部 に 採 集 デ ー タ が 記 さ れ て い
る 。 シ オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， ナ ツ
ア カ ネ ， ア キ ア カ ネ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， オ オ
シ オ カ ラ ト ン ボ ， チ ョ ウ ト ン ボ ， コ シ ア キ
ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， オ オ ヤ マ ト
ン ボ ， コ ヤ マ ト ン ボ ， ア オ ヤ ン マ ， ギ ン ヤ
ン マ ， カ ト リ ヤ ン マ ， コ シ ボ ソ ヤ ン マ ， オ
ニ ヤ ン マ ， サ ナ エ ト ン ボ ［ ＝ 7 コ サ ナ エ ] ，
サ ナ エ モ ド キ ( ＝ ホ ン サ ナ エ ) , オ ニ ヤ ン マ 、
ウ チ ワ ヤ ン マ ， カ ワ ト ン ボ ， オ ハ グ ロ ト ン
ボ ( ＝ ハ グ ロ ト ン ボ ) ， キ イ ト ト ン ボ ， モ ノ
サ シ ト ン ボ 。
大 塚 外 次 ( 1 9 3 6 ) . 日 本 北 ア ル プ ス 昆 虫 瞥 見 。
広 島 文 理 大 高 師 博 物 学 会 誌 , 4 ： 5 0 - 5 7 .
1935 ～1936 年8 月 ， 立 山 で の 採 集 記 録 。 ル
リ ボ シ ヤ ン マ ， ナ ツ ア カ ネ ， カ オ ジ ロ ト ン
ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， ノ シ メ ト ン ボ の 5 種
の み 。
大 塚 外 次 ( 1 9 3 8 ) . 立 山 弥 陀 ケ 原 の 昆 虫 相 ． 昆
虫 界,6[52] ：545-51 ．
大 塚 ( 1 9 3 6 ) に マ ユ タ テ ア カ ネ が 追 加 さ れ
て い る の み 。
奥 村 定 一 ( 1 9 5 8 ) ． ト ン ボ と 民 俗 一 虫 譜 と 羽 子
突 ． 新 昆 虫,11(9):18-21.
前 田 利 保 （ 1 8 3 8 ） の 「 啓 蒙 虫 譜 図 解 」 中 の
ト ン ボ 類 を 次 の よ う に 同 定 し て い る ： 「 キ
シ ブ ヤ ン マ 」 （ ＝ ギ ン ヤ ン マ ) ， 「 ト ロ ト ロ ヤ
ン マ 」 （ ＝ オ ニ ヤ ン マ ) ， 「 メ ク ラ ト ン ボ ウ 』
（ ＝ ウ チ ワ ヤ ン マ ) ， 「 狸 々 ト ン ボ 6 月 出 ス 』
（ ＝ シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ) ， 「 赤 卒 秋 出 ル モ
ノ 」 （ ＝ ア カ ト ン ボ の 1 種 ) ， 「 赤 卒 1 種 夏 出
ル モ ノ 」 （ ＝ ミ ヤ マ ア カ ネ ) ， 「 赤 卒 雌 秋 出 ル
モ ノ 」 （ ＝ ア カ ト ン ボ の 1 種 ) ， 「 赤 卒 夏 出 ル
モ ノ 」( ＝ ミ ヤ マ ア カ ネ),｢ 赤 卒 夏 出 ル モ ノ 』
（ ＝ ウ ス バ キ ト ン ボ ) ， 「 ア カ ト ン ボ 秋 出 ル
モ ノ 」 （ ＝ ノ シ メ ト ン ボ ) ， 「 赤 卒 1 種 」 （ ＝
ノ シ メ ト ン ボ ) ， 「 胡 蕊 キ エ ン マ 」 （ ＝ キ ト ン
ボ) ， 「 ヤ ナ ギ ジ ョ ロ ウ 」 （ ＝ ハ グ ロ ト ン ボ) ，
「 黄 褐 迩 ノ モ ノ 」 （ ＝ カ ワ ト ン ボ ) ， 「 紺 審 テ
フ ト ン ボ ヤ ナ ギ 女 娘 光 沢 ナ キ モ ノ 」 ( ＝ ハ グ
ロ ト ン ボ 雌) ， 「 黄 褐 白 身 ノ モ ノ｣( ＝ カ ワ ト ン
ボ 雄) ， 「 コ シ ボ ソ 」 （ ＝ ハ グ ロ ト ン ボ) ， 「 趣
１ １ 入
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
透 明 緑 身 ノ モ ノ 」 （ ＝ カ ワ ト ン ボ ) ， 「 シ ホ カ
ラ ト ン ボ 」 （ ＝ オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ 雌 ) ， 「 シ
ホ カ ラ 灰 黒 横 斑｣( ＝ オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ 雌) ，
「 小 ム キ ト ン ボ 」 （ ＝ シ オ ヤ ト ン ボ 雄 ) ， 「 1
種 小 ム キ ト ン ボ 」 （ ＝ シ オ ヤ ト ン ボ 雌 ) ， 「 小
ト ン ボ 」 （ ＝ イ ト ト ン ボ ) ， 「 シ ホ タ キ 」 （ ＝
オ ツ ネ ン ト ン ボ ？ ） ， 「 ト ノ サ マ ト ン ボ 富 山
方 言 」 （ ＝ コ シ ア キ ト ン ボ ) 。 「 雄 ト ノ サ マ ト
ン ボ 腰 白 」 （ ＝ コ シ ア キ ト ン ボ 雄 ) ， 「 ト ノ サ
マ ト ン ボ 腰 黄 」 （ ＝ コ シ ア キ ト ン ボ 雌 ) 。
プ レ ッ ク 研 究 所 編(1978). 境 川 地 点 自 然 環 境
調 査 報 告 書 （ 資 料 編 ） ： 3 5 .
1 9 7 6 ～ 1 9 7 8 年 の 調 査 結 果 。 ト ン ボ 類 は 次 の
8 種 の リ ス ト の み 。 ル リ ボ シ ヤ ン マ ， ア キ
ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ，
ヒ メ ア カ ネ ， マ イ コ ア カ ネ ， シ オ カ ラ ト ン
ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ 。
佐 川 豊 太 郎(1931). 立 山 の 昆 虫 採 集 案 内 ． 虫 ，
3 （2 ） ：96-102 ．
エ ゾ ヤ ン マ ( ル リ ボ シ ヤ ン マ ) ， カ オ ジ ロ ト
ン ボ の み 。
坂 井 憲 三 ( 1 9 0 8 ) ． 富 山 県 産 昆 虫 分 類 目 録 ． 教
育 大 会 記 録 参 考 部 （ 富 山 県 教 育 会 編 ) : 1 0 4
-14 ．
富 山 県 産 昆 虫 類1,115 種 の 目 録｡ 内 ト ン ボ 類
は 次 の28 種 ［ 鈴 木･ 根 来(1985a) を 見 よ] 。
靖 蛤 科 ： ヒ メ ヤ マ ト ン ボ （ ＝ ヤ マ サ ナ エ ) ，
コ ヤ マ ト ン ボ , ヤ ブ ト ン ボ ( ＝ ヤ ブ ヤ ン マ ) ，
コ オ ニ ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ， ギ ン ヤ ン マ ，
カ ト リ ト ン ボ ( ＝ カ ト リ ヤ ン マ ) ， ウ チ ワ ト
ン ボ ( ＝ ウ チ ワ ヤ ン マ ) ， オ オ シ オ カ ラ ト ン
ボ [ ＝ ？ シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ] ， シ オ カ ラ ト
ン ボ ， ハ ラ ビ ロ ト ン ボ ， サ ナ エ ト ン ボ ［ ＝
コ サ ナ エ], コ シ ア キ ト ン ボ ， ト ラ フ ト ン ボ ，
シ オ ヤ ト ン ボ ・ ム ギ ワ ラ ト ン ボ （ ＝ シ オ ヤ
ト ン ボ ) ， コ ウ ス バ キ ト ン ボ [ ＝ マ イ コ ア カ
ネ ] ， ミ ヤ マ ナ ツ ア カ ネ ･ セ ラ セ ラ ト ン ボ ( ＝
ミ ヤ マ ア カ ネ ) ， ノ シ メ ト ン ボ ， チ ョ ウ ト ン
ボ , ベ ッ コ ウ ト ン ボ [ ＝ ？ ヨ ツ ボ シ ト ン ボ ] ，
ナ ツ ア カ ネ ， ウ ス イ ロ ナ ツ ア カ ネ ［ ＝ マ イ
コ ア カ ネ ］ ； 豆 娘 科 ： カ ワ ト ン ボ [ ＝ オ オ カ
ワ ト ン ボ ] ， ヤ ナ ギ ト ン ボ [ ＝ オ オ カ ワ ト ン
ボ ] ， ハ グ ロ ト ン ボ ， モ ノ サ シ ト ン ボ ， イ ト
ト ン ボ [ ＝ セ ス ジ イ ト ト ン ボ ] ， キ イ ト ト ン
ボ 。
坂 下 栄 作(1955) ． 節 足 動 物 一 昆 虫 綱 ． 「 富 山
県 動 物 目 録 」 （ 自 刊 ， 謄 写 刷 ） ：113-166 ．
ト ン ボ 類 は 次 の 5 0 種 ｡ 全 て 文 献 に 基 づ く 。 ム
カ シ ヤ ン マ ， ヤ ブ ト ン ボ （ ＝ ヤ ブ ヤ ン マ ) ，
エ ゾ ヤ ン マ ( ＝ ル リ ボ シ ヤ ン マ ) ， コ シ ボ ソ
ヤ ン マ ， カ ト リ ト ン ボ （ ＝ カ ト リ ヤ ン マ ) ，
オ ニ ヤ ン マ ， ギ フ ヤ マ ト ン ボ （ ＝ ム カ シ ヤ
ン マ ) ， ウ チ ワ ヤ ン マ ， コ オ ニ ヤ ン マ ， サ ナ
エ ト ン ボ ［ ＝ コ サ ナ エ ] ， ハ キ サ ナ エ （ ＝ ダ
ビ ド サ ナ エ ) ， ヒ メ サ ナ エ ［ ？ ] ， サ ナ エ モ
ド キ ( ＝ ホ ン サ ナ エ ) ， キ イ ロ サ ナ エ ， オ ナ
ガ サ ナ エ ， ク ロ サ ナ エ ， ウ ス バ キ ト ン ボ ，
チ ョ ウ ト ン ボ ， コ シ ア キ | ､ ン ボ ， カ オ ジ ロ
ト ン ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ナ ツ ア カ ネ ， ア キ
ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， マ イ コ ア カ ネ ，
ノ シ メ ト ン ボ ， キ ト ン ボ ， コ フ キ | ､ ン ボ ，
シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， ノ 、 ラ ビ ロ ト ン ボ ， シ
オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ
ラ ト ン ボ ， ベ ッ コ ウ ト ン ボ ［ ＝ ？ ヨ ツ ボ シ
ト ン ボ], コ ヤ マ ト ン ボ, ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ，
オ オ ヤ マ ト ン ボ ， カ ラ カ ネ ト ン ボ ， タ カ ネ
ト ン ボ ， ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ ， コ エ ゾ ト ン
ボ [ ？ ] ， ハ グ ロ ト ン ボ ， ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ ，
カ ワ ト ン ボ [ ＝ オ オ カ ワ ト ン ボ ] ， ヤ ナ ギ ト
ン ボ [ ＝ ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ ] ， オ ツ ネ ン ト ン
ボ ， オ オ セ ア オ イ ト ト ン ボ （ ＝ オ オ ア オ イ
｜ 、 ト ン ボ ) , モ ノ サ シ ト ン ボ , キ イ ト ト ン ボ ，
イ ト ト ン ボ [ ＝ ？ オ オ イ ト ト ン ボ ] ， ヒ メ イ
ト ト ン ボ ［ ？ ］ ・
佐 々 治 寛 之 ( 1 9 7 9 ) ． 湖 沼 の 昆 虫 た ち ． 里 見 信
生 編 ｢ 北 陸 の 自 然 誌 」 （ 日 本 海 カ ラ ー ブ ッ ク
ス6)(158pp.):107.
立 山 弥 陀 ケ 原 の 池 塘 一 貴 重 な 寒 地 性 ト ン ボ
１ 人
富 山 県 の ト ン ボ 相
瀬 川(1972) と 同 一 内 容 。
瀬Ml 哲 夫(1973b). 昆 虫 類 ． 富 山 市 教 育 委 員
会 「 呉 羽 丘 陵 城 山 南 部 の 自 然 科 学 お よ び 文
化 史 跡 調 査 報 告 書 」 ：41-47 ．
瀬 川 （1972 ） と 同 一 内 容 。
瀬 川 哲 夫 ( 1 9 7 5 a ) . 安 居 地 内 の 昆 虫 調 査 報 告
一 東 砺 波 郡 福 野 町 安 居 ． （ 自 刊).20pp.
1 9 7 5 年 9 ～ 1 0 月 の 3 回 の 調 査 結 果 。 次 の 5
種 を 記 録 ： ギ ン ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ， ア キ
ア カ ネ ， ヒ メ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， オ
オ エ ゾ ト ン ボ ( ＝ エ ゾ ト ン ボ ) ， タ カ ネ ト ン
ボ 。
瀬 川 哲 夫 ( 1 9 7 5 b ) . こ ん 虫 ． 大 山 町 教 育 委 員
会 編 「 大 山 町 の 自 然 」 ：25-31.
次 の 1 5 種 の リ ス ト の み 。 具 体 的 な 採 集 デ ー
タ の 記 録 は な い 。 ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ ， ア オ
ヤ ン マ ， オ オ ア オ イ ト ト ン ボ ， オ ニ ヤ ン マ ，
ム カ シ ヤ ン マ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト
ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ
ト ン ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ア キ ア カ ネ ， ク ロ
ス ジ ギ ン ヤ ン マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， タ カ ネ
ト ン ボ ， ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ 。
瀬HI 哲 夫(1976). 浜 黒 崎 の こ ん 虫20pp.( 自
刊 ， 謄 写 刷 ）
シ オ カ ラ ト ン ボ ， ア キ ア カ ネ ， ウ ス バ キ ト
ン ボ の 3 種 が 挙 げ ら れ て い る の み 。
瀬 川 哲 夫 ( 1 9 7 9 ) ． 昆 虫 一 浜 黒 崎 の こ ん 虫 ． 富
山 市 教 育 委 員 会 編 「 富 山 市 浜 黒 崎 松 並 木 自
然 調 査 中 間 報 告 書 」 ： 5 - 1 0 .
1 9 7 8 年 ， ウ ス バ キ ト ン ボ 8 月 ） と ア キ ア
カ ネ 1 0 月 ） の 目 撃 記 録 の み 。
瀬 川 哲 夫 ( 1 9 8 2 ) ． 昆 虫 調 査 報 告 ． 富 山 市 都 市
開 発 部 公 園 緑 地 課 編 「 呉 羽 丘 陵 自 然 環 境 調
査 報 告 書 」:83-130.
文 献 , 1 9 8 1 年 の 採 集 品 お よ び 目 撃 に よ り ，
次 の 2 0 種 を 記 録 ： ア ジ ア イ ト ト ン ボ ， モ ノ
サ シ ト ン ボ ， サ ラ サ ヤ ン マ ， ア オ ヤ ン マ ，
ヤ ブ ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ， ト ラ フ ト ン ボ ，
タ カ ネ ト ン ボ ， コ ヤ マ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト
の 発 生 地 。 カ オ ジ ロ ト ン ボ ， カ ラ カ ネ ト ン
ボ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ
の 紹 介 。
瀬 川 哲 夫(1968a) ． 富 山 県 で マ ダ ラ ヤ ン マ を
採 集 ． 昆 虫 と 自 然,3(12):24-25.
1 9 6 8 年 9 月 1 5 日 , 富 山 市 蓮 町 で の 採 集 記 録 。
本 種 の 富 山 県 下 に お け る 唯 一 の 確 実 な 記 録
（ 筆 者 ら が 標 本 を 確 認 ) 。
瀬 川 哲 夫 ( 1 9 6 8 b ) . マ ダ ラ ヤ ン マ 富 山 県 で 採
集.Amica,12(2):1.
瀬 川(1968a) と 同 一 の 記 録 。
瀬 川 哲 夫 ( 1 9 6 8 c ) . 富 岩 運 河 の ト ン ボ 類 調 査
[I].Amica,12(2):2.
1 9 6 8 年 9 月 に お け る 5 回 の 調 査 結 果 。 次 の
1 6 種 を 記 録 ： ア ジ ア イ ト ト ン ボ ， ク ロ イ ト
ト ン ボ ， セ ス ジ イ ト ト ン ボ ， オ オ イ ト ｜ ､ ン
ボ ， モ ノ サ シ ト ン ボ ， ミ ヤ マ サ ナ エ ， マ ダ
ラ ヤ ン マ ， ギ ン ヤ ン マ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ，
シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ア キ
ア カ ネ ， マ イ コ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ，
キ ト ン ボ ， ウ ス バ キ ト ン ボ 。
瀬 川 哲 夫(1968d). カ オ ジ ロ ト ン ボ の 一 観 察 ．
Amica,12(2):3.
1 9 6 2 年 及 び 1 9 6 8 年 の 8 月 ， 立 山 弥 陀 ケ 原 で
の 採 集 記 録 。
瀬 川 哲 夫 （ 1 9 7 2 ) ． 城 山 ( 富 山 市 ) の 昆 虫 ．
Amica,16(2):3-11.
1 9 7 2 年 8 ～ 1 0 月 の 9 回 の 調 査 結 果 。 次 の 2 0
種 を 記 録 ： キ イ ト ト ン ボ ， ア ジ ア イ ト ト ン
ボ ， ク ロ イ ト ト ン ボ ， オ オ イ ト ト ン ボ ， ウ
チ ワ ヤ ン マ ， ギ ン ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ， オ
オ ヤ マ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ オ シ オ
カ ラ ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， コ フ キ
ト ン ボ ， ア キ ア カ ネ ， マ イ コ ア カ ネ ， マ ユ
タ テ ア カ ネ ， リ ス ア カ ネ ， キ ト ン ボ ， コ シ
ア キ ト ン ボ ， チ ョ ウ ト ン ボ ， ウ ス バ キ ト ン
ボ 。
瀬 川 哲 夫 ( 1 9 7 3 a ) ． 城 山 の 昆 虫 ． 富 山 生 物 教
育 ［ 富 山 県 生 物 教 育 研 究 会] ’7 ：24 ．
Ｔ ｌ ▲
鈴 木 ト u 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， ヨ ツ ボ シ ト ン
ボ ， コ フ キ ト ン ボ ， ナ ツ ア カ ネ ， ア キ ア カ
ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， リ ス ア カ ネ ， ノ シ メ
ト ン ボ ， コ シ ア キ ト ン ボ ， ウ ス バ キ ト ン ボ 。
瀬 川 哲 夫 ･ 根 来 尚 ( 1 9 8 0 ) ． 昆 虫 類 ． 富 山 市
教 育 委 員 会 編 「 富 山 市 浜 黒 崎 松 並 木 自 然 調
査 報 告 書 」:18-23.
1978,1979 年 の 調 査 結 果｡ 次 の6 種 を 記 録 ：
キ イ ト ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， ア キ ア カ
ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， ノ シ メ ト ン ボ ， ウ ス
バ キ ト ン ボ 。
新 谷 信 之 ( 1 9 7 0 ) . 飛 騨 地 方 に お け る ト ン ボ 2
種 の 産 地 ． 昆 虫 と 自 然,5 （7 ） ：33-34 ．
富 山 県 に 関 係 す る も の と し て ， 北 ノ 俣 岳 の
カ オ ジ ロ ト ン ボ の 採 集 記 録 。
自 然 博 物 園 セ ン タ ー ね い の 里 編 ( 1 9 8 2 ) . ニ ュ
ー ・ フ ェ ー ス － 貴 重 な 動 植 物 の 分 布 記 録 ．
ね い の 里 だ よ り.No.3.( 謄 写 刷).
富 山 県 初 記 録 と し て ， 1 9 8 1 年 8 月 1 日 ， 富
山 市 町 袋 で の ネ ア カ ヨ シ ヤ ン マ を 記 録 。 し
か し ， 筆 者 ら は ， 同 標 本 の 写 真 か ら こ れ は ，
ア オ ヤ ン マ の 誤 同 定 で あ る と 判 定 し た 。
自 然 博 物 園 セ ン タ ー ね い の 里 編(1984). 自 然
博 物 園 の|､ ン ボ ． 自 然 博 物 園 紀 要,1 ：28 －
31.
1981 年8 月 ～1983 年12 月 の 調 査 で ， 次 の34
種 を 記 録 ： キ イ ト ト ン ボ , ク ロ イ ト ト ン ボ ，
セ ス ジ イ ト ト ン ボ ， モ ノ サ シ ト ン ボ ， オ オ
ア オ イ ト ト ン ボ ， ニ シ カ ワ ト ン ボ （ ＝ ヒ ウ
ラ カ ワ ト ン ボ ) ， オ オ カ ワ ト ン ボ ， ム カ シ ヤ
ン マ ， ヤ マ サ ナ エ ， コ サ ナ エ ， コ オ ニ ヤ ン
マ ， オ ニ ヤ ン マ ， サ ラ サ ヤ ン マ ， ヤ ブ ヤ ン
マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ，
ギ ン ヤ ン マ ， ク ロ ス ジ ギ ン ヤ ン マ ， エ ゾ ト
ン ボ ， タ カ ネ ト ン ボ ， コ ヤ マ ト ン ボ ， シ オ
カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ
ト ン ボ ， ヨ ツ ボ シ ト ン ボ ， ハ ッ チ ョ ウ ト ン
ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， ナ ツ ア カ ネ ， ア
キ ア カ ネ ， ヒ メ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ，
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ノ シ メ ト ン ボ ， コ シ ア キ ト ン ボ ， ウ ス バ キ
ト ン ボ 。
Suzuki,K.(1980a).Infraspecificformsand
theirgeographicaldistributionofthe
M ” αfs-damselflies(Odonata,Calopter-
ygidae)inhabitngtheHokurikuDistrict,
centralHonshu,Japan(I).J.Col.Lib.
Arts,ToyamaUniv.(Nat.Sci.),13(2):21
-30 ．
北 陸 地 方 に 生 息 す る カ ワ | ､ ン ボ 属 〃 邦 α i s の 諸
型 と 地 理 的 分 布 に 関 す る 研 究 の 第 2 報 ｡ 1 9 8 0
年 5 ～ 8 月 の 採 集 記 録 。
鈴 木 邦 雄 ( 1 9 8 0 b ) . 北 陸 地 方 に 生 息 す る カ ワ
ト ン ボ 属 〃 " “ の 諸 型 と 地 理 的 分 布 ( 続 報 ) 。
日 本 動 物 学 会 第 5 1 回 大 会 ( 静 岡 ） 講 演 要 旨
動 物 学 雑 誌 ，89 ：633 ．
Suzuki(1980a) と ほ ぼ 同 一 内 容 。
鈴 木 邦 雄 ( 1 9 8 1 a ) . 立 山 の 昆 虫 立 山 連 峰 の
自 然 を 守 る 会 結 成 1 0 周 年 記 念 誌 「 立 山 の 自
然 － そ の 開 発 と 自 然 保 護 」(139pp.):79-
81．
弥 陀 ケ 原 の カ オ ジ ロ ト ン ボ ， カ ラ カ ネ ト ン
ボ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ
の 紹 介 。 富 山 県 昆 虫 研 究 会 ( 1 9 7 6 ) に よ る 。
Suzuki,K.(1981b).M" α 応-damselflies
(Odonat,Calopterygidae)insouthwest-
ernNigataPrefecture,centralHonshu,
Japan.Tombo,Tokyo,14[1/4]:25-28.
新 潟 県 西 南 郡 に お け る ニ シ カ ワ ト ン ボ （ ＝
ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ ) と ヒ ガ シ カ ワ ト ン ボ の 地
理 的 分 布 。 両 者 は ， 能 生 町 の 木 ノ 浦 川 を 境
と し て 側 所 的 に 分 布 し て い る こ と を 解 明 。
鈴 木 邦 雄 ( 1 9 8 2 ) . 数 種 の 昆 虫 に お け る 種 内 変
異 の 解 析 . 種 生 物 学 研 究 [ 種 生 物 学 研 究 会 ] ，
VI:121-144.
富 山 ・ 石 川 両 県 に お け る オ オ カ ワ ト ン ボ と
ニ シ カ ワ ト ン ボ （ ＝ ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ ） の
地 理 的 変 異 。Suzuki&Eguchi(1979) 及
(/'Suzuki(1980a) に 基 づ く 。
富 山 県 の ト ン ボ 相
Suzuki,K.(1984a).Infraspecificformsand
theirgeographicaldistributionofthe
〃" αfs-damselfies （Odonat ，Caloptery ‐
gidae)inhabitingtheHokurikuDistrict,
centralHonshu,Japan.II.Ocurence
ofaberrantmales.J.Coll.Lib.Arts,
ToyamUniv.(Nat.Sci.),17[1]:13-1.
北 陸 地 方 に 生 息 す る カ ワ ト ン ボ 属 の 諸 型 と
地 理 的 分 布 に 関 す る 研 究 の 第 3 報 。 オ オ カ
ワ ト ン ボ の オ ス の 異 常 個 体 及 び オ オ カ ワ ト
ン ボ と ニ シ カ ワ ト ン ボ （ ＝ ヒ ウ ラ カ ワ ト ン
ボ ） の 雑 種 と 考 え ら れ る 個 体 を 報 告 。 ヒ ガ
シ カ ワ ト ン ボ の メ ス と ニ シ カ ワ ト ン ボ の メ
ス を ， そ れ ぞ れ f . a s α ﾙ " ” 及 び f . s 彪 加 〃 j
と 呼 ぶ こ と を 提 唱 。
Suzki,K.(1984b).Charcterdisplacemnt
andevolutionoftheJapanese 〃" αis
damselfies(Zygoptera:Clopterygidae).
Odonatolgica,13[2]:287-30.
従 来 「 瀬 戸 内 群 」 と 呼 ば れ て き た ニ シ カ ワ
ト ン ボ 個 体 群 は ， 同 じ く 「 南 海 群 ｣ 及 び ｢ 西
海 群 」 と 呼 ば れ て き た ニ シ カ ワ ト ン ボ 個 体
群 と は 既 に 種 の レ ベ ル の 分 化 を 遂 げ て い る
と 考 え ら れ る こ と ， ヒ ガ シ カ ワ ト ン ボ お よ
び オ オ カ ワ ト ン ボ も そ れ ぞ れ 独 立 種 と 考 え
ら れ る の で ， 日 本 産 の カ ワ ト ン ボ 属 に は 4
独 立 種 が 含 ま れ る こ と に な る と の 説 を 提 唱 。
鈴 木 邦 雄 ( 1 9 8 4 c ) . 日 本 産 カ ワ ト ン ボ 属 の 分
類 と 進 化 － 4 独 立 種 説 の 提 唱 ． 昆 虫 分 類 学
若 手 懇 談 会 ニ ュ ー ス,46:9-13 ． 、
Suzuki(1984a,b) 及 び そ の 後 の 知 見 に 基 づ
き ， 日 本 産 の カ ワ ト ン ボ 属 が 4 独 立 種 か ら
な る と の 説 を 解 説 。
鈴 木 邦 雄 ( 1 9 8 4 d ) . オ オ カ ワ ト ン ボ の 透 明 バ
ネ 型 オ ス の 地 理 的 分 布 と そ の 出 現 の 行 動 生
態 学 的 意 義 ( 予 報 ) ． 日 本 昆 虫 学 会 第 4 4 回 大
会 （ 筑 波 ） 講 演 要 旨,P.6.
1 9 8 4 年 6 月 ， 富 山 県 下 で オ オ カ ワ ト ン ボ の
新 し い 透 明 バ ネ 型 オ ス を 発 見 。
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鈴 木 邦 雄(1985a). 日 本 産 カ ワ ト ン ボ 属 （ 均 迩
亜 目 ： カ ワ ト ン ボ 科 ） の 分 類 と 進 化 ． 生 物
科 学,37[1]:1-13.
日 本 産 カ ワ ト ン ボ 属 の 分 類 と 進 化 を め ぐ る
諸 問 題 の 総 説 。 日 本 産 カ ワ ト ン ボ 属 は 4 独
立 種 よ り な る と の 仮 説 を 展 開 。 そ れ に よ れ
ば ， 富 山 県 下 に は オ オ カ ワ ト ン ボ と ヒ ウ ラ
カ ワ ト ン ボ （ 新 称 ） の 2 種 が 生 息 し て い る
こ と に な る 。 後 者 は ， 従 来 瀬 戸 内 群 ニ シ カ
ワ ト ン ボ と 呼 ば れ て き た も の で あ る が ， 西
南 日 本 に 分 布 す る 南 海 群 及 び 西 海 群 ニ シ カ
ワ ト ン ボ と は 既 に 種 レ ベ ル の 分 化 を 遂 げ て
い る と 考 え ら れ ， 将 来 新 種 と し て 命 名 ・ 記
載 さ れ る べ き も の で あ る 。
Suzki,K.&M.Eguchi(197).Infraspecif-
icformsandtheirgeographicaldistribu-
tionofthe 〃" α 応-damselflies(Odonata,
Calopterygidae)inhabitngtheHokuriku
District,centralHonshu,Japan.J.Col.
Lib.Arts,ToyamaUniv.(Nat.Sci.,12:
65-8 ．
北 陸 地 方 に 生 息 す る カ ワ ト ン ボ 属 の 諸 型 と
地 理 的 分 布 に 関 す る 研 究 の 第 1 報 。
Suzuki,K.&N.Metoki(1983).Morpho-
metricalnalysiofthrecloselyrelated
〃" αisspeciesinJapan(Odonata,
Calopterygidae).IVariationfcrosvein
number.J.Col.Lib ・Arts,ToyamaUniv.
(Nat.Sci),15[2]:3-17.
日 本 産 カ ワ | ､ ン ボ 属 3 種 の 横 脈 数 の 変 異 に
関 す る 研 究 。 ニ シ カ ワ ト ン ボ は ， 最 近 ヒ ウ
ラ カ ワ ト ン ボ と ニ シ カ ワ ト ン ボ に 分 け ら れ
た の で ， 4 種 と な る 。 富 山 県 産 の も の は ，
ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ （ 3 集 団 ） と オ オ カ ワ ト
ン ボ （ 6 集 団 ） が 材 料 と し て 用 い ら れ た 。
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ( 1 9 8 5 a ) . 富 山 県 昆 虫 同
好 会 が 所 蔵 す る 故 坂 井 憲 三 氏 収 集 の 富 山 県
産 ト ン ボ 類 ． 富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー 研 究
報 告,7:23-33,4pis.
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
富 山 県 昆 虫 同 好 会 が 所 蔵 す る 砺 波 市 出 身 の
故 坂 井 憲 三 氏(1878-1943)[｢ 富 山 県 産 昆 虫
分 類 目 録 」(1908) の 著 者] の 収 集 し た 昆 虫
類 の 標 本 の 内 ， ト ン ボ 類 2 4 個 体 を 調 べ ， 上
記 目 録 中 の ト ン ボ 類 と の 対 応 関 係 を 明 ら か
に し た 。 そ の 結 果 は ， 次 の 通 り で あ る 。 現
存 標 本 の 失 な わ れ て し ま っ て い る も の に は ，
＃ 印 を 付 し た 。 「 目 録 」 中 に 挙 っ て い る 種 を
始 め に 示 し た 。 ヒ メ ヤ マ ト ン ボ ー ヤ マ サ ナ
エ , ＃ コ ヤ マ ト ン ボ ＝ ？ コ ヤ マ ト ン ポ 又 は ？
オ オ ヤ マ ト ン ボ ， ＃ ヤ プ ト ン ボ ( ＝ ヤ ブ ヤ ン
マ ) ， コ オ ニ ヤ ン マ ＝ ？ ヤ マ サ ナ エ ， ＃ オ ニ
ヤ ン マ ， ギ ン ヤ ン マ ， ？ カ ト リ ト ン ボ ( ＝ カ
ト リ ヤ ン マ ) ， ウ チ ワ ト ン ボ ( ＝ ウ チ ワ ヤ ン
マ ) , オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ＝ ？ シ ョ ウ ジ ョ ウ
ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， ハ ラ ビ ロ ト ン ボ ，
サ ナ エ ト ン ボ ー コ サ ナ エ , ＃ コ シ ア キ ト ン ボ ，
ト ラ フ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ＝ ？ シ オ カ ラ
ト ン ボ ， コ ウ ス バ キ ト ン ボ ー マ イ コ ア カ ネ ，
ミ ヤ マ ナ ツ ア カ ネ ・ セ ラ セ ラ ト ン ボ （ ＝ ミ
ヤ マ ア カ ネ ) ， ＃ ノ シ メ ト ン ボ （ ＝ ？ ノ シ メ
ト ン ボ ， コ ノ シ メ ト ン ボ ， リ ス ア カ ネ ， マ
ユ タ テ ア カ ネ ) ， チ ョ ウ ト ン ボ ， ＃ ベ ッ コ ウ
ト ン ボ ＝ ？ ヨ ツ ボ シ ト ン ボ ， ナ ツ ア カ ネ ，
ウ ス イ ロ ナ ツ ア カ ネ ー マ イ コ ア カ ネ ， カ ワ
ト ン ボ ー オ オ カ ワ ト ン ボ ， ヤ ナ ギ ト ン ボ ー
オ オ カ ワ | ､ ン ボ ， ノ ､ グ ロ I ､ ン ボ ， モ ノ サ シ
ト ン ボ ， イ ト ト ン ボ ー セ ス ジ イ ト ト ン ボ ，
キ イ ト ト ン ボ 。 そ の 他 ， 目 録 中 に は 挙 っ て
い な い が ， 現 存 標 本 中 に は ， ハ ッ チ ョ ウ ト
ン ボ が 含 ま れ て い た 。
鈴 木 邦 雄 ･ 根 来 尚 ( 1 9 8 5 b ) . 富 山 県 の ト ン ボ 研
究 家 故 加 治 外 司 三 氏 の 業 績 ． 富 山 市 科 学 文
化 セ ン タ ー 研 究 報 告,7 ：35-49 ．
砺 波 市 出 身 の ア マ チ ュ ア ・ ト ン ボ 研 究 家 故
加 治 外 司 三 氏 の 収 集 さ れ た 富 山 県 産 の ト ン
ボ 類 の 標 本 は , 次 の 6 5 種 5 5 6 個 体 で あ っ た ：
エ ゾ イ ト ト ン ボ ， ク ロ イ ト ト ン ボ ， セ ス ジ
イ ト ト ン ボ ， オ オ イ ト ト ン ボ ， キ イ ト ト ン
ボ ， ア ジ ア イ ト ト ン ボ ， モ ー ト ン イ ト ト ン
ボ ◎ モ ノ サ シ ト ン ボ ， ホ ソ ミ オ ツ ネ ン ト ン
ボ ， ア オ イ ト ト ン ボ ， オ オ ア オ イ ト ト ン ボ ，
オ ツ ネ ン ト ン ボ ， ハ グ ロ ト ン ボ ， ミ ヤ マ カ
ワ ト ン ボ ， オ オ カ ワ ト ン ボ ， ヒ ウ ラ カ ワ ト
ン ボ ， ム カ シ ヤ ン マ ， ヤ マ サ ナ エ ， ホ ン サ
ナ エ ， キ イ ロ サ ナ エ ， ウ チ ワ ヤ ン マ ， ヒ メ
ク ロ サ ナ エ ， オ ナ ガ サ ナ エ ， コ オ ニ ヤ ン マ 、
コ サ ナ エ ， オ ニ ヤ ン マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ，
オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ， ア オ ヤ ン マ ， ク ロ ス
ジ ギ ン ヤ ン マ ， ギ ン ヤ ン マ ， コ シ ボ ソ ヤ ン
マ ， カ ト リ ヤ ン マ ， サ ラ サ ヤ ン マ ， ミ ル ン
ヤ ン マ ， カ ラ カ ネ ト ン ボ ， ト ラ フ ト ン ボ ，
ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ ， タ カ ネ ト ン ボ ， エ ゾ
ト ン ボ ， オ オ ヤ マ ト ン ボ ， コ ヤ マ ト ン ボ ，
シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， コ フ キ ト ン ボ ， カ オ
ジ ロ ト ン ボ ， ヨ ツ ボ シ ト ン ボ ， ハ ッ チ ョ ウ
ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ，
オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， ウ ス バ キ ト ン ボ ， コ
シ ア キ ト ン ボ ， チ ョ ウ ト ン ボ ， コ ノ シ メ ト
ン ボ ， オ ナ ガ ア カ ネ ， キ | ､ ン ボ ， ナ ツ ア カ
ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， ア キ ア カ ネ ， ノ シ メ
ト ン ボ ， マ イ コ ア カ ネ ， ヒ メ ア カ ネ ， ミ ヤ
マ ア カ ネ ， リ ス ア カ ネ ， ネ キ ト ン ボ 。 以 上
の う ち ， 次 の 種 は 特 に 重 要 で ､ あ る 。 ホ ソ ミ
オ ツ ネ ン ト ン ボ （ 1 9 7 3 年 6 月 1 0 日 と 同 年 9
月 1 6 日 に ， 中 新 川 郡 上 市 町 中 ノ 又 で 各 1 早
が 採 集 さ れ た ） は ， 富 山 県 下 か ら は 他 に 確
実 な 記 録 が な い 。 オ ナ ガ サ ナ エ は ， 他 に 3
例 の 記 録 が あ る が ， い ず れ も 標 本 が 現 存 せ
ず ， 現 存 す る の は 上 記 加 治 氏 採 集 の 1 ¥ の
み で あ る 。 オ ナ ガ ア カ ネ （ 小 矢 部 市 興 法 寺
産 ） は ， 富 山 県 初 記 録[ 根 来 （1984)]o
Suzuk1,K.&A ・Tamaishi(1981).Etholo-
gicalstudyonCa 妙 彪ryxcorneliaSelys
(Odonat,Calopterygidae).IAnalysiof
adultbehaviorbymarking-reobservation
experiments.J.Col.Lib.Arts,Toyama
Univ.(Nat.Sci.),14[1:25-40.
ワ 且
撒 山 県 の ト ン ボ 相
竹 脇 潔 ( 1 9 2 7 ) ． 富 山 市 付 近 の 昆 虫 に 関 す る
方 言 昆 虫 世 界.31[3]:100-102.
ア カ ネ の 類 - オ コ リ ト ン ボ ( ア カ ネ の 類 を 捕
え る と マ ラ リ ヤ に か か る と 言 う ） ， ト ン ボ ー
切 一 ダ ン ボ 。
田 中 忠 次(1939a) ． 郷 土 の 昆 虫 研 究.78pp.
（ 自 刊 ， 謄 写 刷 ）
宇 奈 月 町 ， 黒 部 市 ， 朝 日 町 ， 入 善 町 の 昆 虫
類 。 ト ン ボ 類 に 関 す る 記 述 は 次 の 通 り 。 平
地 の 昆 虫 と し て ： オ オ ア オ イ ト ト ン ボ ， キ
イ ト ト ン ボ ， ヒ メ イ ト ト ン ボ ［ ？ ] ， モ ノ サ
シ ト ン ボ ， カ ワ ト ン ボ ， ノ 、 グ ロ ト ン ボ ， ア
キ ア カ ネ ， ウ ス バ キ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン
ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， ナ ツ ア カ ネ ， マ ユ タ テ
ア カ ネ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， オ ニ ヤ ン マ ， カ ト
リ ト ン ボ ( ＝ カ ト リ ヤ ン マ ) ， ギ フ ヤ マ ト ン
ボ ( ＝ ム カ シ ヤ ン マ ) ， ギ ン ヤ ン マ ， コ シ ボ
ソ ヤ ン マ , ヤ マ サ ナ エ ； 山 地 の 昆 虫 と じ て ：
オ ツ ネ ン ト ン ボ ， オ オ ア オ イ ト ト ン ボ ， キ
イ ト ト ン ボ ， ア キ ア カ ネ ， オ オ シ オ カ ラ ト
ン ボ ， コ ノ シ メ ト ン ボ ， コ ヤ マ ト ン ボ ， シ
オ カ ラ ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， ナ ツ
ア カ ネ ， ノ シ メ ト ン ボ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ，
ミ ヤ マ ア カ ネ ， ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ ， タ カ
ネ ト ン ボ , カ ト リ ト ン ボ ( ＝ カ ト リ ヤ ン マ ) ，
オ ニ ヤ ン マ ， ギ フ ヤ マ ト ン ボ （ ＝ ム カ シ ヤ
ン マ ) ， ヤ マ サ ナ エ ， ヒ ト ス ジ サ ナ エ ( ＝ コ
サ ナ エ ） ； 峡 谷 地 帯 の 昆 虫 と し て ： ア キ ア カ
ネ ； 高 地 帯 の 昆 虫 と し て ： ア キ ア カ ネ ， カ
オ ジ ロ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， ル リ ボ シ
ヤ ン マ ， ノ シ メ ト ン ボ ， ナ ツ ア カ ネ ， マ ユ
タ テ ア カ ネ ； 分 布 上 特 記 す べ き も の と し て ：
ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ ； 水 生 昆 虫 に つ い て と
し て ： ヤ ン マ ( 総 称 ) ， ト ン ボ 科 の 昆 虫 ， カ
ワ ト ン ボ ， ハ グ ロ ト ン ボ ， イ ト ト ン ボ （ 総
称 ） ； 燈 火 に 集 ま る 昆 虫 と し て ： ア キ ア カ
ネ ； 昆 虫 の 冬 ご も り と し て ： ト ン ボ ( 総 称 ） ；
小 学 校 教 材 の 昆 虫 出 現 調 査 と し て ： シ オ カ
ラ ト ン ボ(4 ～11 月, オ ニ ヤ ン マ7 ～10 月,
富 山 県 婦 負 郡 八 尾 町 の 別 荘 川 で ， 1 9 7 7 年 6
月 4 日 ～ 9 月 3 日 に 行 っ た 記 号 放 逐 法 に よ る
ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ の 習 性 学 的 研 究 の 第 1 報 。
Suzuki,K.&A.Tamaishi(1982).Etholo-
gicalstudyontwoMnaisspecies,M.mum
YamamotoandM.p γ 況 加osaSelys,in
theHokurikuDistrict,centralHonshu,
Japan.I.Analysisofadultbehaviorby
marking-reobservationexperiments.J.
Col.Lib.Arts,ToyamUniv.(Nat.Sci.) 、
14:95-128.
富 山 県 婦 負 郡 八 尾 町 の 別 荘 川 で , 1 9 7 7 年 5
月 1 3 日 ～ 8 月 1 日 に 行 っ た 記 号 放 逐 法 に よ る
オ オ カ ワ ト ン ボ と ニ シ カ ワ ト ン ボ （ ＝ ヒ ウ
ラ カ ワ ト ン ボ ） の 習 性 学 的 研 究 の 第 1 報 。
Suzuki,K.,H.Ubukata&M.Eguchi
(1980).Infrasubspecificforms,habitat
segregationandreproductiveisolation
amongM" αjs-damselflies(Odonata,
Calopterygidae)attheHokurikuand
HokaidoDistricts,Japan,withahis-
toricalreviewontheclasificationofthe
species.KontyuTokyo,48[2]!169-
192.
北 海 道 （ 札 幌 ） 及 び 北 陸 （ 金 沢 及 び 富 山 県 〉
に お け る カ ワ ト ン ボ 属 の 諸 型 ， 棲 み 分 け 及
び 生 殖 隔 離 に 関 す る 研 究 。 北 陸 地 方 に 生 息
す る オ オ カ ワ ト ン ボ と ニ シ カ ワ ト ン ボ （ ＝
ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ ） の 間 に は 完 全 な 生 殖 隔
離 が あ り ， 両 者 は 同 所 的 に 生 息 す る 場 合 で
も か な り 相 対 的 に 棲 み 分 け て い る こ と を ，
初 め て 記 号 放 逐 法 に よ っ て 実 証 し た 。
高 橋 正 和 ( 1 9 6 6 ) ． 高 天 ケ 原 峠 で ､ カ オ ジ ロ ト ン
ボ 採 集 ． 昆 虫 と 自 然,1(7):36.
1 9 6 6 年 8 月 1 0 日 ， 大 山 町 雲 ノ 平 ～ 高 天 ケ 原
峠 で ､ の 採 集 記 録 。
武 藤 明 （ 1 9 6 5 ) ． 大 日 岳 の ル l ノ ボ シ ヤ ン マ ．
生 物 研 究,9 ［3/4 ］ ：43.
1964 年8 月 の 採 集 記 録 。
ワ ム
鈴 木 郁 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 伎
ギ ン ヤ ン マ （ 7 ～ 1 0 月 ) , カ ワ ト ン ボ 5 ～ 7
月 ） ； 薬 用 昆 虫 と し て ： ナ ツ ア カ ネ ， シ ョ ウ
ジ ョ ウ ト ン ボ （ 解 熱 材 と し て 用 い ら れ て い
る 所 が あ る ） ； 益 虫 と し て ： オ ニ ヤ ン マ , シ
カ ラ ト ン ボ そ の 他 の ト ン ボ 類 ； 当 地 方 に お
け る 昆 虫 方 言 ： ト ン ボ （ 総 称 ） － ダ ン ボ ，
オ ニ ヤ ン マ ー ギ リ ダ ン ボ ・ ト ノ サ マ ダ ン ボ ・
王 様 ダ ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ー シ ョ ッ カ ラ
ト ン ボ ・ ヌ ス ト ダ ン ボ ・ シ ョ ダ ン ボ ， イ ト
ト ン ボ （ 総 称 ） － ニ ー ゴ ダ ン ボ 。
田 中 忠 次 ( 1 9 3 9 b ) . 黒 部 川 流 域 産 昆 虫 目 録
（5 ） ． 昆 虫 界,7[67 ］ ：524-530 ．
平 地 帯(A)= 黒 部 扇 状 地,o ～100m( 沖 積
層 の 部 分 ） ； 山 地 帯 ( B ) = 高 台 を な す 洪 積
層 ･ 第 三 紀 層 の 部 分 ； 峡 谷 地 帯 c = 黒 部
峡 谷 ； 高 地 帯(D)=l,500m 以 上 。 ト ン ボ 類
は 次 の 通 り 。 ギ ン ヤ ン マ ( A ) , オ ニ ヤ ン マ
( A B ) , コ シ ボ ソ ヤ ン マ ( A B ) , ヒ メ ヤ
マ ト ン ボ （ ＝ ヤ マ サ ナ エ ) ( A B ) , ヒ ト ス
ジ サ ナ エ （ ＝ コ サ ナ エ ) ( B ) , カ ト リ ト ン
ボ （ ＝ カ ト リ ヤ ン マ ) ( A B ) , ギ フ ヤ マ ト
ン ボ （ ＝ ム カ シ ヤ ン マ ) ( B O , シ ョ ウ ジ
ョ ウ ト ン ボ ( B ) , カ オ ジ ロ ト ン ボ B ,
コ ヤ マ ト ン ボ ( B ) , シ オ カ ラ ト ン ボ ( A B ) ,
シ オ ヤ ト ン ボ(B), オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ(B),
ウ ス バ キ ト ン ボ ( A ) , ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ
( B ) , タ カ ネ ト ン ボ ( C ) , ナ ツ ア カ ネ ( A
B ) , マ ユ タ テ ア カ ネ ( B ) , ア キ ア カ ネ ( A
B C ) , ノ シ メ ト ン ボ ( B ) , コ ノ シ メ ト ン
ボ ( B ) , ミ ヤ マ ア カ ネ ( A B ) , キ イ ト ト
ン ボ ( A B ) , ヒ メ イ ト ト ン ボ [ ' > セ ス ジ イ
ト ト ン ボ ] ( A ) , モ ノ サ シ ト ン ボ ( A ) , t
オ セ ア オ イ ト ト ン ボ （ ＝ オ オ ア オ イ ト ト ン
ボ ） （ A ) ， オ ツ ネ ン ト ン ボ(B), ハ グ ロ ト
ン ボ ( A ) , カ ワ ト ン ボ ( A ) o
田 中 忠 次 ( 1 9 3 9 c ) . 黒 部 川 流 域 産 昆 虫 目 録
（6 ） ． 昆 虫 界,7 ［69 ］ ：639-647 ．
田 中(1939b) の 追 加 。 コ シ ア キ ト ン ボ(A),
ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ ( A ) 。
田 中 忠 次 ( 1 9 4 1 ) . 金 毘 羅 山 と 其 の 湿 地 及 び 荒
地 ． 昆 虫 界,9[84]:93-107;[ 追 記]9:
242．
下 新 川 郡 東 山 村 栃 屋 金 毘 羅 山 ( 2 6 0 m ) 及 び
そ の 裏 ・ 前 大 谷 の ト ン ボ 類 の リ ス ト 。 ハ ッ
チ ョ ウ ト ン ボ ， ク ロ ス ジ ギ ン ヤ ン マ ， シ ョ
ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， イ
ト ト ン ボ [ ？ ] ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， カ ワ ト ン
ボ ， ヤ ナ ギ ト ン ボ ， ヤ マ サ ナ エ ， ギ フ ヤ マ
ト ン ボ （ ＝ ム カ シ ヤ ン マ ) ， キ イ ト ト ン ボ ，
オ ニ ヤ ン マ 。
田 中 忠 次(1942a). や ご 採 集 記 ． 採 集 と 飼 育 、
4 ［3 ］ ：75-77.
1 9 4 1 年 5 ～ 1 0 月 に 採 集 し た ト ン ボ 類 の 幼 虫
の 記 録 。 オ ニ ヤ ン マ ， ヤ マ サ ナ エ ， コ オ ニ
ヤ ン マ ， サ ナ エ ト ン ボ の 一 種 ， ギ ン ヤ ン マ ，
ヒ ト ス ジ サ ナ エ ( ＝ コ サ ナ エ ) ， ハ キ サ ナ エ
（ ＝ ダ ビ ド サ ナ エ ) ， ヒ メ ク ロ サ ナ エ （ 以 上
3 種 は 成 虫), ム カ シ ト ン ボ, カ ワ ト ン ボ[ ？ ］
ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ( 成 虫 ) ， ナ ツ ア カ ネ ， カ
オ ジ ロ ト ン ボ （ 立 山 弥 陀 ケ 原 ) 。
田 中 忠 次(1942b) ． 立 山 採 集 行 ． 採 集 と 飼 育 ，
4[7]:200-207.
1 9 4 1 年 8 月 7 ～ 1 0 日 の 採 集 記 録 。 カ オ ジ ロ
ト ン ボ ， ギ ン ヤ ン マ の 幼 虫 ［ 富 山 県 昆 虫 研
究 会(1976) 「 立 山 の 昆 虫 相 」 で ル リ ボ シ ヤ
ン マ と 訂 正] ・
田 中 忠 次(1949). 立 山 旧 登 山 路 ブ ナ 小 屋 を 中
心 と せ る 昆 虫 採 集 お ぼ え が き.14pp.( 自 刊 ，
謄 写 刷 ）
1 9 4 9 年 8 月 1 1 ～ 1 4 日 の 調 査 結 果 。 オ ニ ヤ ン
マ ， ナ ツ ア カ ネ の 2 種 の み 。
田 中 忠 次(1950). 「 自 然 に 拾 う 」( 理 科 文 庫1).
128pp. 内 田 老 鶴 圃 、 東 京 ．
田 中(1942a) が 採 録 さ れ て い る 。
田 中 忠 次 ( 1 9 5 1 a ) . 東 砺 波 郡 利 賀 方 面 採 集 会
に お け る 昆 虫 目 録.5pp ． （ 自 刊 ， 謄 写 刷 ）
1 9 5 1 年 7 月 2 7 ～ 2 9 日 の 調 査 結 果 。 次 の 6 種
を 記 録 ： ム カ シ ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ， シ オ
、 ／ 〕
富 山 県 の ト ン ボ 相
カ ラ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， ア キ ア
カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ 。
田 中 忠 次 ( 1 9 5 1 b ) . 利 賀 方 面 の 昆 虫 に つ い て
富 山 生 物 学 会 報,1:13-15 ． （ 謄 写 刷 ）
田 中 ( 1 9 5 1 a ) を 引 用 し て い る の み 。
田 中 忠 次 （1955) ． 富 山 よ り （ 読 者 の た よ り 入
採 集 と 飼 育,17[1]:29-30.
1 9 5 4 年 8 月 5 日 ， 鏡 石 及 び ､ 一 ノ 谷 ～ 追 分 で
カ オ ジ ロ ト ン ボ,1954 年8 月29 ～30 日 ， 西
砺 波 郡 宮 島 峡 で オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ を そ れ
ぞ れ 採 集 。
田 中 忠 次(1956) ． 利 賀 方 面 採 集 会 に お け る 昆
虫 目 録 ． 越 飛 文 化,3/4:14-18.
田 中(1951a) と 同 一 内 容 。
田 中 忠 次(1957). 五 箇 山 下 梨 方 面 生 物 の 一 端
越 飛 文 化,5:15-19.
1 9 5 5 年 5 月 下 旬 ・ 8 月 上 旬 の 採 集 記 録 。 ヒ
ト ス ジ サ ナ エ ト ン ボ ( ＝ コ サ ナ エ ) ， ウ ス ハ
キ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ
ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， マ ユ タ テ ア
カ ネ ， カ ト リ ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ， キ イ ト
ト ン ボ 。
田 中 忠 次(1958a). 立 山 の 生 物 ． 登 山 （ 第13
回 国 民 体 育 大 会:30-31.
立 山 弥 陀 ケ 原 の カ オ ジ ロ ト ン ボ ， ル リ ボ シ
ヤ ン マ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ の 紹 介 。
田 中 忠 次(1958b) ． 黒 部 の 動 物 一 こ ん 虫 ． 宇
奈 月 町 教 育 委 員 会 編｢ 黒 部 峡 谷 の す が た 」 ：
75-78 ．
オ ニ ヤ ン マ ， ギ フ ヤ マ ト ン ボ （ ＝ ム カ シ ヤ
ン マ ) ， ナ ツ ア カ ネ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ( 以 上 宇
奈 月 よ り 上 流 ) ， ギ フ ヤ マ ト ン ボ ( ＝ ム カ シ
ヤ ン マ ） （ 仙 人 ダ ム 上 流 で も 採 集 ) ， ル リ ボ
シ ヤ ン マ （ 高 地 帯 ) ， ム カ シ ト ン ボ [ 浦 山 の
俗 称 タ キ ン タ ン （ 滝 の 谷 の 意 ) ] ， ハ ッ チ ョ
ウ ト ン ボ 。
田 中 忠 次 ( 1 9 5 9 a ) . 富 山 県 の 動 物 一 昆 虫 の 分
布. 教 育 公 報( 富 山 県 教 育 委 員 会),10(11):
14-15.
次 の 1 2 種 に つ い て の 簡 単 な 解 説 ： オ ニ ヤ ン
マ ･ カ ワ ト ン ボ （ 山 間 地 の 清 流 ) ， ギ ン ヤ ン
マ ･ オ ハ グ ロ ト ン ボ （ ＝ ハ グ ロ ト ン ボ ） （ 海
岸 地 帯 か ら 平 地 ) ， チ ョ ウ ト ン ボ （ 滑 川 市 ・
富 山 市 五 福 ･ 氷 見 市 十 二 町 潟 ) ， コ シ ア キ ト
ン ボ （ 婦 負 郡 呉 羽 ･ 射 水 郡 ) ， ウ チ ワ ヤ ン マ
（ 氷 見 市 十 二 町 潟 ・ 熊 無 ･ 高 岡 市 伏 木) ， カ
オ ジ ロ ト ン ボ ( 立 山 弥 陀 ケ 原 の ガ キ の 田 圃
唐 松 岳 の ガ キ の 田 圃 ) ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ( 弥
陀 ヶ 原 の ガ キ の 田 圃 ･ 雷 鳥 沢 の 湿 地 ) ， オ オ
ル リ ボ シ ヤ ン マ （ 弥 陀 ケ 原 の ガ キ の 田 圃 ・
雷 鳥 沢 の 湿 地 ・ 宮 島 峡 ･ 宇 奈 月 ) ， ハ ッ チ ョ
ウ ト ン ボ （ 宇 奈 月 町 栃 屋 山 地 一 県 の 天 然 記
念 物 一 ・ 八 尾 町 の 一 部 ) ， ム カ シ ト ン ボ （ 朝
日 町 笹 川 ・ 宇 奈 月 町 栃 屋 山 地 ) 。
田 中 忠 次(1959b) ． マ ル タ ン ヤ ン マ 富 山 県 に
産 す.Neozephyrus,5:1.( 謄 写 刷 ）
1 9 5 9 年 6 月 2 5 日 ， 黒 部 市 東 三 日 市 ‘ 駅 よ り 富
山 地 鉄 本 線 宇 奈 月 行 列 車 に 乗 車 中 に 採 集 。
本 種 の 富 山 県 下 か ら の 唯 一 の 記 録 で あ る が ，
標 本 は 現 存 し な い ｡ 筆 者 ら は ， こ の 標 本 の 写
真 か ら 本 種 に 間 違 い の な い こ と を 確 認 し た 。
田 中 忠 次 （1962) ． 称 名 の 昆 虫 ． 立 山･ 称 名 滝
総 合 学 術 調 査 団 ・ 富 山 新 聞 社 編 「 立 山 一 称
名 滝 と そ の 渓 谷 を 探 る 」(312pp.):174-201.
（ 富 山 新 聞 社) ．
1 9 6 1 年 の 調 査 に 基 づ き ， 次 の 8 種 を 挙 げ て
い る ： オ ニ ヤ ン マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ （ ？ ） ，
ナ ツ ア カ ネ ， ア キ ア カ ネ ， ウ ス バ キ ト ン ボ ，
タ カ ネ ト ン ボ ， カ オ ジ ロ ト ン ボ ， オ オ ル リ
ボ シ ヤ ン マ 。
田 中 忠 次 （1963) ． 有 峰 の こ ん 虫 ． 富 山 教 育 ，
507:1-6.
1962 年9 月 の 採 集 記 録 。 ル リ ボ シ ヤ ン マ ，
ア オ イ ト ト ン ボ の 2 種 の み 。
田 中 忠 次(1964a) ． 僧 ケ 岳 の 昆 虫 ． 宇 奈 月 町
役 場･ 他 編｢ 僧 ケ 岳 学 術 調 査 報 告 」 （ 謄 写 刷 ）
（10pp, 但 し 頁 が 付 け ら れ て い な い.
ト ン ボ 類 は ， ル リ ボ シ ヤ ン マ （ 僧 ケ 岳 ） と
の ／ 白
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ （ 宇 奈 月 ） の 2 種 の み 。
田 中 忠 次(1964b) ． 有 峰 の こ ん 虫 ． 富 山 県 生
物 学 会 誌,6:1-3.
田 中(1963) と 同 一 内 容 。
田 中 忠 次(1964c). 有 峰 の こ ん 虫.Amica,8'
1－9．
1963 年8 月7 ～8 日 の 調 査 結 果｡ 田 中(1963)
に あ る も の は 除 く と し て ， 次 の 5 種 が 挙 げ
ら れ て い る ： ム カ シ ト ン ボ ( 幼 虫 ) ， ム カ シ
ヤ ン マ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ， ナ ツ ア カ ネ ，
ミ ヤ マ ア カ ネ 。
田 中 忠 次(1964d). 立 山 の こ ん 虫 ． 富 山 教 育 ，
522 ：1-9 ．
立 山 の ト ン ボ 類 の 解 説 ｡ 次 の 9 種 に つ い て ：
オ ニ ヤ ン マ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ， ミ ル ン
ヤ ン マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， カ オ ジ ロ ト ン ボ ，
シ オ カ ラ ト ン ボ ， ナ ツ ア カ ネ ， ノ シ メ ト ン
ボ ， マ ユ タ テ ア カ ネ 。
田 中 忠 次(1966a). 越 中 の こ ん 虫 ・ 立 山 の 昆
虫. 里 見 信 生 編｢ 北 陸 の 自 然｣(208pp.):181
-184,200-202. 六 月 社 ， 大 阪 ．
ウ チ ワ ヤ ン マ ( 氷 見 地 方 ) ， ハ ッ チ ョ ウ ト ン
ボ ( 宇 奈 月 町 や 八 尾 町 の 浅 山 地 の 湿 地 ) ， ム
カ シ ト ン ボ （ 朝 日 町 笹 川 ・ 宇 奈 月 町 浦 山 ・
魚 津 市 松 倉 ･ 有 峰 ) ， カ オ ジ ロ ト ン ボ ・ ル 1 ]
ボ シ ヤ ン マ （ 立 山 弥 陀 ケ 原 の ガ キ 田 ) 。
田 中 忠 次(1966b) ． 昆 虫 こ ぼ れ 話.Amica,
10(1:12-17.
ム カ シ ヤ ン マ に つ い て ， 富 山 県 下 の 既 産 地
（ 黒 部 峡 谷 仙 人 谷 ・ 有 峰 な ど の 峡 谷 ・ 高 地 ）
と1966 年5 月30 日 に 上 市 町 大 岩 ～ 釜 池 で ｝I
か ら 5 m 程 離 れ た 草 の 上 で 脱 皮 殻 を 採 集 し た
と の 記 述 。
田 中 忠 次(1969a) ． 上 市 の 昆 虫 ． 富 山 生 物 教
育,3:80.
次 の 3 種 に つ い て の 簡 単 な 記 述 ： ム カ シ ヤ
ン マ ， ホ ン サ ナ エ ， コ サ ナ エ 。
田 中 忠 次(1969b). 富 山 県 産 と ん ぼ 目 録 ．
Amica,13(1)I1-7.
ﾜ 蔭
~ R 圭
1934 ～1968 年 に 富 山 県 下 で 採 集 さ れ た 種 に
文 献 上 の 記 録 を 加 え て ， 次 の 7 3 種 を 記 録 ：
ク ロ イ ト ト ン ボ ， セ ス ジ イ ト ト ン ボ ， オ オ
イ ト ト ン ボ ， キ イ ト ト ン ボ ， ア ジ ア イ ト ト
ン ボ ， モ ー ト ン イ ト ト ン ボ ， モ ノ サ シ ト ン
ボ ， オ ツ ネ ン ト ン ボ ， ア オ イ ト ト ン ボ ， オ
オ ア オ イ ト ト ン ボ ， ハ グ ロ ト ン ボ ， ミ ヤ マ
カ ワ ト ン ボ ， カ ワ ト ン ボ （ ＝ オ オ カ ワ ト ン
ボ ＋ ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ ) ， ム カ シ ト ン ボ ， ム
カ シ ヤ ン マ ， ミ ヤ マ サ ナ エ ， ク ロ サ ナ エ ，
ダ ビ ド サ ナ エ ， コ サ ナ エ ， ヤ マ サ ナ エ ， キ
イ ロ サ ナ エ ， ホ ン サ ナ エ ， ウ チ ワ ヤ ン マ ，
ヒ メ ク ロ サ ナ エ ， オ ナ ガ サ ナ エ ， コ オ ニ ヤ
ン マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン
マ ， マ ダ ラ ヤ ン マ ， ア オ ヤ ン マ ， ヨ シ ヤ ン
マ ( ＝ ネ ア カ ヨ シ ヤ ン マ ) , マ ル タ ン ヤ ン マ 、
ク ロ ス ジ ギ ン ヤ ン マ ， ギ ン ヤ ン マ ， コ シ ボ
ソ ヤ ン マ ， カ ト リ ヤ ン マ ， サ ラ サ ヤ ン マ ，
ミ ル ン ヤ ン マ ・ ヤ ブ 誤 ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ，
カ ラ カ ネ ト ン ボ ， ト ラ フ ト ン ボ ， ハ ネ ビ ロ
エ ゾ ト ン ボ ， エ ゾ ト ン ボ ， タ カ ネ ト ン ボ ，
キ バ ネ モ リ ト ン ボ ， オ オ ヤ マ ト ン ボ ， コ ヤ
マ ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， コ フ キ ト
ン ボ ， カ オ ジ ロ ト ン ボ ， ベ ッ コ ウ ト ン ボ ，
ヨ ツ ボ シ ト ン ボ ， ノ 、 ラ ビ ロ ト ン ボ ， ノ 、 ツ チ
ョ ウ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン
ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， ウ ス バ キ ト ン ボ ．
コ シ ア キ ト ン ボ ， チ ョ ウ ト ン ボ ， コ ノ シ メ
ト ン ボ ， キ ト ン ボ ， ナ ツ ア カ ネ ， ア キ ア カ
ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， ノ シ メ ト ン ボ ， マ イ
コ ア カ ネ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ヒ メ ア カ ネ ， ’ ノ
ス ア カ ネ ， ネ キ ト ン ボ ， オ オ キ ト ン ボ 。 以
上 の う ち , 次 の 種 に は そ れ ぞ れ 問 題 が あ る 。
ヨ シ ヤ ン マ ( ＝ ネ ア カ ヨ シ ヤ ン マ ) : 1 9 5 2 年
7 月 1 8 日 に 下 新 川 郡 朝 日 町 宮 崎 城 祉 で の 採
集 記 録 で あ る が ， 標 本 が 現 存 せ ず 確 認 で き
な い 。 キ バ ネ モ リ ト ン ボ は ， 中 川 ( 1 9 6 7 》
の 記 録 に よ る が ， こ れ は タ カ ネ ト ン ボ の 誤
り 。 オ オ キ ト ン ボ は ， 富 山 市 ， 黒 部 市 ， 氷
術 山 県 の ﾄ ﾝ ボ 相
見 市 ， 高 岡 市 か ら 記 録 さ れ て い る が ， い ず
れ も 標 本 が 現 存 せ ず ， 確 認 で き な い 。 シ ョ
ウ ジ ョ ウ ト ン ボ の メ ス の 誤 同 定 で あ っ た 可
能 性 が 高 い 。 マ ダ ラ ヤ ン マ は ， 瀬 川 （ 1 9 6 8
a) に よ る 。 ベ ッ コ ウ ト ン ボ は ， 坂 井(1908)
に よ る が , 恐 ら く ヨ ツ ボ シ ト ン ボ の 誤 り [ 鈴
木 ・ 根 来(1985a) を 見 よ] ・ ハ ラ ビ ロ ト ン
ボ は, 中 村(1937) に よ る が, 既 に 坂 井(1908)
と 井 波 （1908 ） が 記 録 し て お り ， 筆 者 ら は ，
坂 井 氏 の 採 集 し た 標 本 を 直 接 確 認 し て い る
［ 鈴 木 ・ 根 来(1985a) を 見 よ] ・
田 中 忠 次 ( 1 9 7 0 a ) . 富 山 県 の こ ん 虫 富 山 県
理 科 教 育 セ ン タ ー 研 究 協 議 会 編 「 富 山 県 の
自 然 教 材 一 野 外 観 察 の 手 引 き 」:10-12.
次 の 5 種 の 主 な 産 地 が 挙 が っ て い る の み ：
ウ チ ワ ヤ ン マ ， カ オ ジ ロ ト ン ボ ， ル リ ボ シ
ヤ ン マ ， ム カ シ ト ン ボ ， ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ 。
田 中 忠 次(1970b). こ ん 虫 こ ぼ れ 話(4).
Amica,14(2):9-10.
1 9 7 0 年 秋 に ， 平 地 か ら ま っ た く 姿 を 消 し て
い た ア キ ア カ ネ が 再 度 現 れ た と の 報 告 。
田 中 忠 次(1971a). こ ん 虫 こ ぼ れ 話(5).
Amica,15(1)I6-8.
(1)1971 年5 月21 日 に, 宇 奈 月 町 栃 屋 山 地(200
m 前 後 ) で カ ワ ト ン ボ 燈 色 型 [ ＝ オ オ カ ワ ト
ン ボ ］ を 再 発 見 。 （2 ）1971 年5 ～6 月 ， 魚
津 市 松 倉 で ム カ シ ヤ ン マ の 脱 皮 殻 を 発 見 。
田 中 忠 次(1971b). 富 山 県 産 昆 虫 目 録.242pp.
巧 玄 舎 ， 富 山 ． （ 自 刊 ）
ト ン ボ 類 に つ い て は ， 7 3 種 が 挙 が っ て い る
が ， 田 中(1969b) と 同 じ で, 極 に よ っ て ご く
わ ず か に 産 地 が 追 加 さ れ て い る だ け で あ る 。
田 中 忠 次(1971c) ． 短 報 ．Amica,15(2):5-7.
ア キ ア カ ネ ， ナ ヅ ア カ ネ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ，
マ ユ タ テ ア カ ネ に つ い て の 簡 単 な 記 事 。
田 中 忠 次(1971d). 唐 松 岳 周 辺 の 昆 虫 ． 宇 奈
月 町 教 育 委 員 会 編 「 第 5 次 黒 部 峡 谷 学 術 調
査 報 告 書 」 ：6 －14 ． （ 謄 写 刷 ）
カ オ ジ ロ ト ン ボ ， ア キ ア カ ネ の 2 種 の み 。
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田 中 忠 次 ( 1 9 7 4 ) ． こ ん 虫 相 か ら み た 大 岩 ～ 釜
池 ． 自 然 保 護 ( 富 山 県 自 然 保 護 協 会 会 誌 ) ，
戸 F ロ ハ 庁
0 0 ． 0 － イ ．
ム カ シ ヤ ン マ ， ム カ シ ト ン ボ ， コ サ ナ エ ，
ク ロ サ ナ エ ， ヒ メ ク ロ サ ナ エ ， ダ ビ ド サ ナ
エ ( 以 上 浅 生 川 ) ， ナ ツ ア カ ネ ， マ イ コ ア カ
ネ ， ア オ イ ｜ 、 ト ン ボ ， ホ ソ ミ オ ツ ネ ン ト ン
ボ ( 以 上 中 ノ 又 ) ， エ ゾ イ ト ト ン ボ ， ク ロ ス
ジ ギ ン ヤ ン マ ， コ サ ナ エ ， ト ラ フ ト ン ボ ( 以
上 つ ぶ ら 池) 。
田 中 忠 次 ( 1 9 7 5 a ) . 調 査 地 域 の 動 物 ． 北 陸 地
方 建 設 局 黒 部 工 事 事 務 所 編 「 宇 奈 月 ダ ム サ
イ ト 自 然 環 境 調 査 報 告 書 」 ：28-44.
1 9 7 5 年 7 月 1 9 ～ 2 ( 1 日 の 現 地 調 査 及 び そ れ 以
前 に 確 認 し た も の を 挙 げ る 。 ト ン ボ 類 は ，
次 の 6 種 の み ： ア キ ア カ ネ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ．
マ ユ タ テ ア カ ネ ， タ カ ネ ト ン ボ ， オ ニ ヤ ン
マ ， ム カ シ ヤ ン マ 。
田 中 忠 次(1975b). 動 物 一 こ ん 虫 類･ 特 殊 動 植
物 及 び す ぐ れ た 景 観 ・ 北 陸 地 方 建 設 局 黒 部
工 事 事 務 所 編 「 黒 薙 川 自 然 環 境 概 略 調 査 報
告 書 」 ：5-6,25-42.
1974 年10 月25 ～27 日 の 現 地 調 査( 北 又 谷) 及
び 文 献 よ り 。 ト ン ボ 類 は ， ア キ ア カ ネ ， ム
カ シ ヤ ン マ （ ？ ） の 2 種 の み 。
田 中 忠 次(1975c). 自 然 博 物 園 の 昆 虫 ． 富 山
県 環 境 部 公 園 緑 地 課 編 「 自 然 博 物 園 調 査 報
告 書｣,1 ：48-59.
1 9 7 4 年 5 月 2 4 日 ～ 7 月 ， 婦 中 町 藤 ケ 池 周 辺
で の 調 査 結 果 。 次 の 1 8 種 の リ ス ト ： キ イ ト
ト ン ボ ， モ ノ サ シ ト ン ボ ， カ ワ ト ン ボ （ 透
明 型 の み ） ［ ＝ ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ ] ， ム カ シ
ヤ ン マ ， ヤ マ サ ナ エ ， キ イ ロ サ ナ エ ， コ サ
ナ エ ， ギ ン ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ， オ オ ヤ マ
ト ン ボ ( 目 撃 ) ， シ オ ヤ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト
ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， ヨ ツ ボ シ ト ン
ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， ア キ ア カ ネ ， ミ
ヤ マ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ 。
田 中 忠 次 ( 1 9 7 6 ) ． ガ キ 田 の ト ン ボ 他 ． 植 木 忠
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
夫 編｢ 富 山 の 動 物 」(282pp.):53-54,188-
189,245-246,256-258.
次 の 7 種 に つ い て 簡 単 な 解 説 が あ る ： カ オ
ジ ロ ト ン ボ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， カ ラ カ ネ ト
ン ボ ， ア キ ア カ ネ ， ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ， ム
カ シ I ､ ン ボ ， ム カ シ ヤ ン マ 。
田 中 忠 次(1977a). 「 富 山 の 昆 虫｣.48pp ・ 富
山 県 自 然 保 護 課 ．
平 地 の 昆 虫 と し て ： ア キ ア カ ネ ， ク ロ イ ｜ 、
ト ン ボ ， ア ジ ア イ ト ト ン ボ ， オ オ イ ト ト ン
ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， ギ ン ヤ ン マ ， チ
ョ ウ ト ン ボ ， コ シ ア キ | ､ ン ボ ， コ フ キ ト ン
ボ ， ウ チ ワ ヤ ン マ ； 立 山 の 昆 虫 と し て ： カ
オ ジ ロ ト ン ボ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， オ オ ル リ
ボ シ ヤ ン マ ， カ ラ カ ネ ト ン ボ ； 激 減 し た ト
ン ボ と し て ： カ ト リ ヤ ン マ ， コ シ ボ ソ ヤ ン
マ ， オ ニ ヤ ン マ ， チ ョ ウ ト ン ボ ， カ ワ ト ン
ボ ， ハ グ ロ ト ン ボ ， オ オ ア オ イ ト ト ン ボ ，
ア キ ア カ ネ ； 渓 流 の ト ン ボ と し て ： ミ ヤ マ
カ ワ ト ン ボ ， ム カ シ ト ン ボ ， ク ロ サ ナ エ ，
ヒ メ ク ロ サ ナ エ ， ダ ビ ド サ ナ エ ； 池 沼 ・ 湿
地 の ト ン ボ と し て ： ノ 、 ツ チ ョ ウ ト ン ボ ， オ
ゼ イ ト ト ン ボ ( エ ゾ イ ト ト ン ボ の 誤 り ） ； そ
の 他 ： サ ラ サ ヤ ン マ ， ア オ ヤ ン マ ， ネ キ ト
ン ボ ， ト ラ フ ト ン ボ ， ヨ ツ ボ シ ト ン ボ ， エ
ゾ ト ン ボ 。
田 中 忠 次(1977b). ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ． 新 越
中 風 土 記 「 富 山 県 の 歴 史 と 風 土 」 ： 2 5 7 ． 創
土 社 ， 東 京 ．
形 態 と 生 態 に つ い て の 簡 単 な 記 述 と ， 県 下
の 産 地 に つ い て 述 べ る 。
田 中 忠 次 ( 1 9 7 7 c ) . 越 中 ト ン ボ 誌 ． ゆ ず り 葉
（ 井 波 自 然 と 親 し む 会 会 誌),5 ：55-58 ．
富 山 県 産 の 均 迩 類 の 解 説 。 カ ワ ト ン ボ ［ オ
オ カ ワ ト ン ボ ＋ ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ ] , ハ グ ロ
ト ン ボ ， ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ ， モ ー ト ン イ ト
ト ン ボ ， キ イ ト ト ン ボ ， ア ジ ア イ ト ト ン ボ ，
ク ロ イ ト ト ン ボ ， セ ス ジ イ ト ト ン ボ ， オ オ
イ ト ト ン ボ ， エ ソ 、 イ ト ト ン ボ ， オ ゼ イ ト ト
ワ 員
~ L ･ ･
ン ボ [ ＝ エ ゾ イ ト ト ン ボ ] , モ ノ サ シ ト ン ボ ，
オ ツ ネ ン | ､ ン ボ ， ホ ソ ミ オ ツ ネ ン ト ン ボ ，
オ オ ア オ イ ト ト ン ボ ， ア オ イ ト ト ン ボ 。
田 中 忠 次 ( 1 9 7 7 d). 昆 虫 ． 北 電 産 業 株 式 会 社
編 「 富 山 新 港 火 力 発 電 所 動 物 調 査 報 告 書 」
(148p.):9-10,53-148.
1977 年10 ～11 月 の 調 査 ， 文 献 及 び 他 の 研 究
者 か ら の 情 報 に よ る 。 富 山 新 港 の 火 力 発 電
所 の 影 響 が 及 ぶ と 考 え ら れ る 地 域 ( 高 岡 市 ，
射 水 郡 ， 富 山 市 ， 婦 負 郡 な ど ） の 昆 虫 相 。
ト ン ボ 類 は ， 次 の 3 8 種 が 挙 げ ら れ て い る ：
キ イ ト ト ン ボ ， ア ジ ア イ ト ト ン ボ ， ク ロ イ
ト ト ン ボ ， セ ス ジ イ ト ト ン ボ ， オ オ イ ト ト
ン ボ ， モ ノ サ シ ト ン ボ ， オ オ ア オ イ ト ト ン
ボ ， ム カ シ ヤ ン マ ， ミ ヤ マ サ ナ エ ， ヤ マ サ
ナ エ ， キ イ ロ サ ナ エ ， ホ ン サ ナ エ ， コ サ ナ
エ ， ウ チ ワ ヤ ン マ ， ヤ ブ ヤ ン マ ， マ ダ ラ ヤ
ン マ ， ギ ン ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ， ト ラ フ ト
ン ボ ， コ ヤ マ ト ン ボ ， オ オ ヤ マ ト ン ボ ， シ
オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ
ラ ト ン ボ ， ヨ ツ ボ シ ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ
ト ン ボ ， コ フ キ ト ン ボ ， ア キ ア カ ネ ， ヒ メ
ア カ ネ ， マ イ コ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ，
リ ス ア カ ネ ， コ ノ シ メ ト ン ボ ， ノ シ メ ト ン
ボ ， キ ト ン ボ ， コ シ ア キ ト ン ボ ， チ ョ ウ ト
ン ボ ， ウ ス バ キ ト ン ボ 。
田 中 忠 次(1978). 越 中 ト ン ボ 誌(2). ゆ ず
り 葉( 井 波 自 然 と 親 し む 会 会 誌),6 ：21-24 ．
富 山 県 産 の ム カ シ ト ン ボ 科 ， ム カ シ ヤ ン マ
科 ， サ ナ エ ト ン ボ 科 ， オ ニ ヤ ン マ 科 の 解 説 。
ム カ シ ト ン ボ ， ム カ シ ヤ ン マ ， ミ ヤ マ サ ナ
エ ， ヤ マ サ ナ エ ， キ イ ロ サ ナ エ ， ホ ン サ ナ
エ ， コ サ ナ エ ， ダ ビ ド サ ナ エ ， ク ロ サ ナ エ ，
ヒ メ ク ロ サ ナ エ ， オ ナ ガ サ ナ エ ， コ オ ニ ヤ
ン マ ， ウ チ ワ ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ 。
田 中 忠 次(1979a). 僧 ケ 岳 の 昆 虫 ． 僧 ケ 岳 周
辺 学 術 総 合 調 査 団 ・ 仙 人 岩 屋 屋 敷 跡 学 術 総
合 調 査 団 編 「 僧 ケ 岳 周 辺 並 び に 仙 人 岩 屋 屋
敷 跡 学 術 調 査 報 告 書 」(40pp.):16-36.
M1l｣ 県 の|､ﾝ ボ 相
宇 奈 月 町 教 育 委 員 会 ．
1 9 7 4 年 8 月 8 ～ 9 日 及 び 1 9 7 7 年 7 月 2 7 ～ 2 S
日 の 調 査 結 果 に 過 去 の 知 見 を 加 え た も の 。
ト ン ボ 類 は ， 次 の 4 種 の み ： ル リ ボ シ ヤ ン
マ ， ノ シ メ ト ン ボ ， コ ノ シ メ ト ン ボ ， ア キ
ア カ ネ 。
田 中 忠 次(1979b). 越 中 ト ン ボ 誌(3). ゆ ず
り 葉( 井 波 自 然 と 親 し む 会 会 誌),7:10-14.
富 山 県 産 の ヤ ン マ 科 ， エ ゾ ト ン ボ 科 ， ヤ マ
ト ン ボ 科 の 解 説 。 サ ラ サ ヤ ン マ ， コ シ ボ ソ
ヤ ン マ ， ミ ル ン ヤ ン マ ， ア オ ヤ ン マ ， カ ト
リ ヤ ン マ ， ヤ ブ ヤ ン マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ，
オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ， マ ダ ラ ヤ ン マ ， マ ル
タ ン ヤ ン マ ， ギ ン ヤ ン マ ， ク ロ ス ジ ギ ン ヤ
ン マ ， ト ラ フ ト ン ボ ， カ ラ カ ネ ト ン ボ ， エ
ゾ ト ン ボ ， ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ ， タ カ ネ ト
ン ボ ， コ ヤ マ ト ン ボ ， オ オ ヤ マ ト ン ボ 。
田 中 忠 次 ( 1 9 8 0 a ) . 昆 虫 調 査 報 告 ． 富 山 県 生
活 環 境 部 自 然 保 護 課 編 「 呉 羽 丘 陵 自 然 環 境
調 査 報 告 書 」(149pp.):95-123.
1 9 7 9 年 5 ～ 1 0 月 に の べ 1 0 回 調 査 し た 結 果 及
び 瀬 川 （ 1 9 7 2 ） の 記 録 を も と に ， ト ン ボ 類
は 次 の 2 5 種 を 挙 げ る ： キ イ ト ト ン ボ ， ア ジ
ア イ ト ト ン ボ ， ク ロ イ ト ト ン ボ ， オ オ イ ト
ト ン ボ ， モ ノ サ シ ト ン ボ ， ウ チ ワ ヤ ン マ ，
オ ニ ヤ ン マ ， ア オ ヤ ン マ ， サ ラ サ ヤ ン マ ，
ギ ン ヤ ン マ ， オ オ ヤ マ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト
ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， ヨ ツ ボ シ ト ン
ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， コ フ キ ト ン ボ ，
ア キ ア カ ネ ， マ イ コ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ
ネ ， リ ス ア カ ネ ， ノ シ メ ト ン ボ ， キ ト ン ボ ，
コ シ ア キ ト ン ボ ， ウ ス バ キ ト ン ボ ， チ ョ ウ
ト ン ボ 。
田 中 忠 次(1980b) ． 猿 倉 山 の 昆 虫.Amica,18:
10-17.
1 9 7 9 年 8 月 1 7 ～ 1 9 日 ， 大 沢 野 町 猿 倉 山 で の
調 査 結 果 。 ト ン ボ 類 は ， 次 の 6 種 の み ： オ
ニ ヤ ン マ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ
ト ン ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ア キ ア カ ネ 、 ノ シ
メ ト ン ボ 。
田 中 忠 次(1980c). 小 矢 部 市 興 法 寺 の オ ゼ イ
ト ト ン ボ に つ い て.Amica,18:20-21.
加 治(1971a) 及 び 富 山 県 昆 虫 研 究 会 編(1979)
な ど で ､ 報 告 さ れ た オ ゼ イ ト ト ン ボ は ， 全 て エ
ゾ イ ト ト ン ボ の 誤 り で あ っ た 。 ［ 鈴 木 ・ 根 来
(1985b) も 見 よ] ・
田 中 忠 次 ( 1 9 8 0 d ) . 昆 虫 調 査 ． 富 山 県 「 富 山
県 池 の 尻 自 然 環 境 保 全 地 域 指 定 基 礎 調 査 報
告 書 」(34p.):21-27.
1 9 7 8 年 7 月 1 0 - 1 2 日 の 調 査 結 果 。 ト ン ボ 類
は ， 次 の 2 種 が 挙 げ ら れ て い る の み ： オ オ
ル リ ボ シ ヤ ン マ （ ？ ） ， ア キ ア カ ネ 。
田 中 忠 次(1981a). 越 中 ト ン ボ 誌(4). ゆ ず
り 葉( 井 波 自 然 と 親 し む 会 会 誌),8 ：3 －9 ．
富 山 県 産 の ト ン ボ 科 の 解 説 。 ハ ラ ビ ロ ト ン
ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， オ オ
シ オ カ ラ ト ン ボ ， ヨ ツ ボ シ ト ン ボ ， ハ ッ チ
ョ ウ ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， コ フ キ
ト ン ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ナ ツ ア カ ネ ， ア キ
ア カ ネ ， ヒ メ ア カ ネ ， マ イ コ ア カ ネ ， マ ユ
タ テ ア カ ネ ， リ ス ア カ ネ ， ノ シ メ ト ン ボ ，
コ ノ シ メ ト ン ボ ， ネ キ ト ン ボ ， キ ト ン ボ ，
オ オ キ ト ン ボ ， カ オ ジ ロ ト ン ボ ， コ シ ア キ
ト ン ボ ， ウ ス バ キ ト ン ボ ， チ ョ ウ ト ン ボ 。
付 記 と し て ， 「 オ ゼ イ ト ト ン ボ 」 は ， 「 エ ゾ
イ ト ト ン ボ 」 の 誤 り で あ っ た こ と ， 次 の 種
は 疑 問 が あ る の で ､ 省 略 し た と の 記 述 が あ る ：
グ ン バ イ ト ン ボ ， オ ジ ロ サ ナ エ ， ミ ナ ミ ヤ
ン マ ［ 以 上3 種 は ， 櫛 岡(1978) に よ る,
ヒ メ サ ナ エ ［ 櫛 岡(1964) に よ る1. ネ ア カ
ヨ シ ヤ ン マ ［ 田 中 （1969 ） に よ る] ， キ バ ネ
モ リ ト ン ボ ［ 中 川 （1967 ） に よ る] ， ベ ッ コ
ウ ト ン ボ ［ 坂 井 （1908 ） に よ る] ・ オ ジ ロ サ
ナ エ は ， 筆 者 ら が 本 報 告 で 初 め て 記 録 。
田 中 忠 次(1981b). 井 波 町 に ミ ヤ マ サ ナ エ ．
ゆ ず り 葉( 井 波 自 然 と 親 し む 会 会 誌),8 ：9 ．
1 9 7 9 年 9 月 ， 井 波 町 公 園 で の 採 集 記 録 。
田 中 忠 次 ( 1 9 8 1 c ) . 昆 虫 調 査 ． 富 山 県 編 「 富
ワ 〕
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
山 県 日 尾 御 前 自 然 環 境 保 全 地 域 基 礎 調 査 報
告 書 」:16-23.
1 9 7 7 年 7 月 2 6 日 ・ 8 月 2 4 日 の 調 査 結 果 。 ト
ン ボ 類 は, 次 の7 種 の み ： カ ワ ト ン ボ[ ？] ，
オ ニ ヤ ン マ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， ミ ヤ マ
ア カ ネ ， ア キ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， ノ
シ メ ト ン ボ 。
田 中 忠 次(1981d).1980 年 の 記 録 か ら.Amica
通 信,1:3-4.
最 近 生 息 の 確 認 さ れ た 種 と し て , 1 9 8 0 年 9
月 2 4 日 ， 下 新 川 郡 朝 日 町 宮 崎 で の カ ト リ ヤ
ン マ の 採 集 記 録 が 報 告 さ れ て い る 。 し か し ，
筆 者 ら が こ の 標 本 の 写 真 を 調 べ た と こ ろ ，
オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ の 誤 り で あ る こ と が 判
明 し た 。
田 中 忠 次 ( 1 9 8 2 a ) . 河 川 敷 の 昆 虫 に 思 う ． 自
然 保 護 ( 富 山 県 自 然 保 護 協 会 会 誌 ) , 9 3 ： 8 ．
1 9 7 7 年 9 月 中 旬 , 神 通 川 の 河 川 敷 で の 記 録 。
ト ン ボ 類 は 1 0 種 見 ら れ た と あ る が ， 次 の 3
種 が 挙 げ ら れ て い る の み ： ク ロ イ ト ト ン ボ ，
オ オ イ ト ト ン ボ ， オ オ ヤ マ ト ン ボ 。
田 中 忠 次(1982b).1981 年 の 昆 虫 メ モ ． 富 山
県 生 物 学 会 誌 ，21/22 ：22-23
ヤ ブ ヤ ン マ の 生 息 確 認 （ 婦 中 町 自 然 博 物 園
セ ン タ ー 内 ） 及 び ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ 生 息 地
の 現 況 に つ い て 報 告 。
田 中 忠 次(1982c). 訂 正 補 遺 ． ゆ ず り 葉 （ 井
波 自 然 と 親 し む 会 会 誌),9 ：53 ．
( 1 ) オ ゼ イ ト ト ン ボ と 同 定 さ れ た 標 本 は ，
全 て エ ゾ イ ト ト ン ボ で あ っ て ， オ ゼ イ ト ト
ン ボ の 産 地 と さ れ て い た 小 矢 部 市 興 法 寺 の
調 査 で も オ ゼ イ ト ト ン ボ は 発 見 さ れ て い な
い 。 よ っ て 本 種 の 本 県 の 生 息 は 不 明 と し て
訂 正 す る ； （ 2 ） カ ワ ト ン ボ 。 近 年 3 亜 種
に 分 け ら れ た が ， こ れ に よ り 本 県 に は オ オ
カ ワ ト ン ボ と ヒ ガ シ カ ワ ト ン ボ ［ ニ シ カ ワ
ト ン ボ の 誤 り ] が い る こ と に な る 。 た だ し ，
別 種 と す る 人 も お り ， 議 論 の 余 地 が あ る 。
田 中 忠 次 ( 1 9 8 2 d ) . 自 然 保 護 に 思 う ． 富 山 県
鍵
自 然 保 護 協 会 編 「 自 然 保 護 二 十 年 史 」 ： 1 2 2
－124 ．
次 の 3 種 に つ い て 簡 単 な 解 説 が あ る ： サ ラ
サ ヤ ン マ ， ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ， チ ョ ウ ト ン
ボ 。
田 中 忠 次(1984) ． オ オ ア オ イ ト ト ン ボ(Lestes
彪 刀 ゅoralisSelys) 栃 屋 で 再 発 見 ．Amica,
28:117.
1983 年10 月 ， 宇 奈 月 町 栃 屋 で の 採 集 記 録 。
田 中 忠 次 ･ 水 野 透 ( 1 9 8 0 ) . 昆 虫 ． 富 山 県 生
活 環 境 部 編 「 立 山 カ ル デ ラ 地 域 自 然 環 境 調
査 報 告 書 」(68pp.):25-44.
1978 年7 月24 ～26 日 の 調 査 結 果 。 ト ン ボ 類 は ，
次 の 1 2 種 ： キ イ ト ト ン ボ , ア オ イ ト ト ン ボ ，
ム カ シ ヤ ン マ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ， タ カ
ネ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ
ト ン ボ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， ア キ ア カ ネ ， コ
ノ シ メ ト ン ボ ， ネ キ | ､ ン ボ ， カ オ ジ ロ ト ン
ボ 。
田 中 忠 次 ･ 山 中 浩 （ 1 9 8 2 ) ． 医 王 山 採 集 会 ・
採 集 昆 虫 目 録.Amica,27:275-292.
1 9 8 1 年 8 月 1 2 日 の 調 査 記 録 ｡ オ ニ ヤ ン マ
の み 。
利 賀 村 教 育 セ ン タ ー 編 ( 1969). 百 瀬 川 流 域 の
生 物 分 布 構 造 一 水 生 昆 虫 ， 利 賀 産 蝶 類 ・ 蛾
類･ 昆 虫 目 録 ． 「 利 賀 の 自 然｣,3:11-19,71
－78．
ト ン ボ 類 は , 次 の 9 種 の み ： ノ シ メ ト ン ボ ，
ミ ヤ マ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， オ オ シ オ
カ ラ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， タ カ ネ ト ン
ボ ， ギ ン ヤ ン マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， ム カ シ
ト ン ボ （ 幼 虫) 。
富 樫 一 次 ･ 佐 々 治 寛 之 （ 1 9 7 9 ) ． ハ ッ チ ョ ウ ト
ン ボ の 危 機 ・ 他 ． 里 見 信 生 編 「 北 陸 の 自 然
誌 ･ 野 編 」 （ 日 本 海 カ ラ ー ブ ッ ク ス 5 ） （ 1 5 7
p.):105,148.
北 陸 地 方 の ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ， カ オ ジ ロ ト
ン ボ , カ ラ カ ネ ト ン ボ に つ い て の 簡 単 な 紹
介 。
耐 山 県 の ト ン ボ 相
砺 波 市 教 育 セ ン タ ー(1982) ． 昆 虫 類 ． 「 砺 波 青
少 年 の 家 を とt) ま く 自 然｣(64pp.):56-63.
ト ン ボ 類 は 次 の 8 種 の み ： ム カ シ ヤ ン マ ，
コ ノ シ メ ト ン ボ ， オ ニ ヤ ン マ ， オ オ シ オ カ
ラ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， ア キ ア カ ネ ，
ヒ メ ア カ ネ 。
富 山 県 ( 1 9 7 7 ) . 境 川 総 合 開 発 事 業 自 然 環 境 影
響 調 査 （ 資 料 編):41-46,48-58.
1 9 7 6 年 6 ～ 1 0 月 の 調 査 結 果 。 ト ン ボ 類 は ，
次 の 6 種 の み ： シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ オ シ オ
カ ラ ト ン ボ ， ア キ ア カ ネ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ，
マ イ コ ア カ ネ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ 。
富 山 県(1980a). 「 富 山 県 池 ノ 尻 自 然 環 境 保 全
地 域 指 定 書 （ 案 j : 1 - 2 .
自 然 環 境 の 概 要 の う ち の 野 生 動 物 中 に ， オ
オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ， エ ゾ イ ト ト ン ボ の 2 種
が 挙 げ ら れ て い る 。
富 山 県(1980b). 「 富 山 県 池 ノ 尻 自 然 環 境 保 全
地 域 保 全 計 画 書 （ 案 ) 」 ： 1 ．
保 全 す べ き 自 然 環 境 の 特 質 の 中 で ， オ オ ル
リ ボ シ ヤ ン マ ・ エ ゾ イ ト ト ン ボ の 2 種 が 挙
げ ら れ て い る 。
富 山 県 昆 虫 同 好 会 編 ( 1 9 6 6 ) ． 有 峰 の 昆 虫 生 態
観 察 の 手 引 ： 1 － 9 ． 読 売 新 聞 社 ．
ト ン ボ 類 は ， 約 2 0 種 を 産 す る と あ る が ， 名
称 が 出 て く る の は ， 次 の 8 種 の み ： ナ ツ ア
カ ネ ， ア キ ア カ ネ ， オ ニ ヤ ン マ ， ム カ シ ヤ
ン マ , カ ワ ト ン ボ [ ＝ ？ ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ] ，
オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， ム
カ シ ト ン ボ 。
富 山 県 昆 虫 同 好 会 展 示 解 説 執 筆ｸﾂ' 一ﾌ"(1982).
特 別 展 「 富 山 に 生 き る 昆 虫 た ち 」 展 示 解 説
書 ．l6pp 、 富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー ．
「 山 登 り を す る 昆 虫 た ち ｣ の 中 に ア キ ア カ ネ ，
「 富 山 の 方 言 を も つ 昆 虫 た ち 」 の 中 に イ ト
ト ン ボ （ コ シ ワ ド ン ボ ， ト ー ウ ミ ダ ン ボ ，
ト ー ス ン ド ン ボ ， ヒ ー ゴ ダ ン ボ ) ， ハ グ ロ ト
ン ボ （ カ ネ ツ ケ ド ン ボ ) ， ヤ ン マ 類 （ オ ン マ
ト ン ボ 、 ヤ マ キ チ ト ン ボ ， ヤ マ シ リ ヤ ン マ 、
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ヤ マ ダ ン ボ ) , オ ニ ヤ ン マ （ ト ノ サ マ ダ ン ボ ，
オ オ サ マ ダ ン ボ ， ギ リ ダ ン ボ ) ， シ オ カ ラ ト
ン ボ （ シ ョ ッ ダ ン ボ ， ツ シ ョ ド ン ボ ， ヌ ス
ト ダ ン ボ ) ， ミ ヤ マ ア カ ネ （ ク ル マ ト ン ボ ) ，
ア キ ア カ ネ （ ア ネ サ ド ン ボ ， ア ネ サ マ ド ン
ボ) 。
富 山 県 昆 虫 研 究 会 ( 1 9 7 6 ) . 立 山 の 昆 虫 相 ． 日
本 自 然 保 護 協 会 ･ 富 山 県 自 然 保 護 協 会 編 ｢ 中
部 山 岳 国 立 公 園 立 山 黒 部 地 区 学 術 調 査 報
告 」(530p.):23-369.
1973 ～1974 年 の 調 査 結 果 。 代 表 的 昆 虫 （ ト
ン ボ 類 は ， カ ラ カ ネ ト ン ボ ， カ オ ジ ロ ト ン
ボ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ 〉
の 生 息 実 態 に つ い て の 解 説 が あ り ， 「 立 山 産
昆 虫 目 録 」 中 に ， ト ン ボ 類 は 次 の 1 6 種 が 挙
げ ら れ て い る ： キ イ ト ト ン ボ ， コ オ ニ ヤ ン
マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ，
ミ ル ン ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ， カ ラ カ ネ ト ン
ボ ， タ カ ネ ト ン ボ ， カ オ ジ ロ ト ン ボ ， シ オ
カ ラ ト ン ボ ， ウ ス バ キ ト ン ボ ， ナ ツ ア カ ネ ．
ア キ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， ノ シ メ ト ン
ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ 。
富 山 県 昆 虫 研 究 会 編(1979). 「 富 山 県 の 昆 虫｣ ，
iv+545pp ’,7pis. 富 山 県 ．
図 版 中 に 次 の 6 種 の 生 態 写 真 あ り ： ミ ヤ マ
カ ワ ト ン ボ ， カ ワ ト ン ボ ［ ＝ オ オ カ ワ ト ン
ボ ] ， ア オ ヤ ン マ ， チ ョ ウ ト ン ボ ， コ フ キ ト
ン ボ ， キ ト ン ボ 。 富 山 県 下 各 地 の 昆 虫 類 の
概 説 中 に 多 く の ト ン ボ 類 に つ い て の 記 述 が
あ り ， 次 の 種 に つ い て は 富 山 県 下 の 分 布 状
況 の 概 説 あ り ： オ ニ ヤ ン マ ， ギ ン ヤ ン マ ，
ウ チ ワ ヤ ン マ ， ア オ ヤ ン マ ， オ オ ヤ マ ト ン
ボ ， コ ヤ マ ト ン ボ ， チ ョ ウ ト ン ボ ， コ シ ア
キ ト ン ボ ， ノ 、 グ ロ ト ン ボ ， ム カ シ ト ン ボ ，
ク ロ サ ナ エ ， ヒ メ ク ロ サ ナ エ ， ダ ビ ド サ ナ
エ ， カ オ ジ ロ ト ン ボ 。 激 減 し た ト ン ボ と し
て ： モ ー ト ン イ ト ト ン ボ ， オ オ ア オ イ ト ト
ン ボ ， ハ グ ロ ト ン ボ ， カ ワ ト ン ボ ［ 特 に オ
オ カ ワ ト ン ボ ] ， コ シ ボ ソ ヤ ン マ ， カ ト リ ヤ
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
ン マ ， チ ョ ウ ト ン ボ 。 次 の 6 種 は ， 採 集 例
が 少 な く ， 今 回 は 確 認 出 来 な か っ た ： ミ ヤ
マ サ ナ エ ， オ ナ ガ サ ナ エ ， ヤ ブ ヤ ン マ ， マ
ル タ ン ヤ ン マ ， ハ ラ ビ ロ ト ン ボ ， オ オ キ ト
ン ボ 。 ア キ ア カ ネ は ， 大 変 減 少 し て い た が ，
今 日 で は 多 い 。 注 目 す べ き ト ン ボ と し て ：
オ ゼ イ ト ト ン ボ ［ こ れ は エ ゾ イ ト ト ン ボ の
誤 り で あ っ た ； 田 中(1980c) お よ び 鈴 木 ・ 根
来(1985b) を 見 よ1, ム カ シ ト ン ボ, ク ロ サ ナ
エ ， ヒ メ ク ロ サ ナ エ ， ウ チ ワ ヤ ン マ ， サ ラ サ
ヤ ン マ ， ア オ ヤ ン マ ， カ ラ カ ネ ト ン ボ ， ハ ッ
チ ョ ウ ト ン ボ ， ネ キ ト ン ボ ， カ オ ジ ロ ト ン ボ ，
チ ョ ウ ト ン ボ 。 目 録 に は ， 次 の 7 3 種 が 挙 げ ら
れ て い る ： モ ー ト ン イ ト ト ン ボ ， キ イ ト ト ン ボ ，
ア ジ ア イ ト ト ン ボ ， ク ロ イ ト ト ン ボ ， セ ス ジ イ
ト ト ン ボ ， オ オ イ ト ト ン ボ ， エ ゾ イ ト ト ン ボ ，
オ ゼ イ ト ト ン ボ [ ＝ エ ゾ イ ト ト ン ボ ] ， モ ノ
サ シ ト ン ボ ， オ ツ ネ ン ト ン ボ ， ホ ソ ミ オ ツ
ネ ン ト ン ボ ， ア オ イ ト ト ン ボ ， オ オ ア オ イ
ト ト ン ボ ， ハ グ ロ ト ン ボ ， ミ ヤ マ カ ワ | ､ ン
ボ ， カ ワ ト ン ボ ［ オ オ カ ワ ト ン ボ ＋ ヒ ウ ラ
カ ワ ト ン ボ ] , ム カ シ ト ン ボ , ム カ シ ヤ ン マ ，
ミ ヤ マ サ ナ エ ， キ イ ロ サ ナ エ ， ヤ マ サ ナ エ ，
ホ ン サ ナ エ ， コ サ ナ エ ， ダ ビ ド サ ナ エ ， ク
ロ サ ナ エ ， ヒ メ ク ロ サ ナ エ ， オ ナ ガ サ ナ エ ，
コ オ ニ ヤ ン マ ， ウ チ ワ ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ，
サ ラ サ ヤ ン マ ， コ シ ボ ソ ヤ ン マ ， ミ ル ン ヤ
ン マ ， ア オ ヤ ン マ ， カ ト リ ヤ ン マ ， ヤ ブ ヤ
ン マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン
マ ， マ ダ ラ ヤ ン マ ， マ ル タ ン ヤ ン マ ， ギ ン
ヤ ン マ ， ク ロ ス ジ ギ ン ヤ ン マ ， ト ラ フ ト ン
ボ ， カ ラ カ ネ ト ン ボ ， オ オ エ ゾ ト ン ボ （ ＝
エ ゾ ト ン ボ ) ， ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ ， タ カ ネ
ト ン ボ ， コ ヤ マ ト ン ボ ， オ オ ヤ マ ト ン ボ ，
ﾉ 、 ラ ビ ロ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ
ト ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， ヨ ツ ボ シ ト
ン ボ ， ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト
ン ボ ， コ フ キ ト ン ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ア キ
ア カ ネ ， ナ ツ ア カ ネ ， ヒ メ ア カ ネ ， マ イ コ
ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， リ ス ア カ ネ ， コ
ノ シ メ ト ン ボ ， ノ シ メ ト ン ボ ， ネ キ | ､ ン ボ ，
キ | ､ ン ボ ， オ オ キ ト ン ボ ， カ オ ジ ロ ト ン ボ ，
コ シ ア キ ト ン ボ ， ウ ス バ キ ト ン ボ ， チ ョ ウ
ト ン ボ ｡ 次 の 種 は , 記 録 に あ る が 除 外 し た ：
グ ン バ イ ト ン ボ ( 櫛 岡 ， 1 9 7 8 ) ， オ ジ ロ サ ナ
エ [ 本 種 は ， 本 報 告 で 記 録 す る ] ， ヒ メ サ ナ
エ( 櫛 岡,1964) ， ミ ナ ミ ヤ ン マ( 櫛 岡,1978),
ネ ア カ ヨ シ ヤ ン マ （ 田 中,1969b,1971b),
キ バ ネ モ リ ト ン ボ ［ ＝ タ カ ネ ト ン ボ ； 中 川
(1967)], ベ ッ コ ウ ト ン ボ （ 坂 井 ，1908) 。
富 山 県 昆 虫 研 究 会 編(1981). 有 峰 の 昆 虫 相 ．
富 山 県 自 然 保 護 協 会 編 「 有 峰 の 自 然 」 ： 2 3 7
-403 ． 北 陸 電 力 株 式 会 社 （ 富 山) ．
1 9 7 7 ～ 1 9 7 9 年 の 調 査 結 果 と 文 献 記 録 に 基 づ
き ， ト ン ボ 類 は 次 の 1 9 種 を 挙 げ て い る ： ア
オ イ ト ト ン ボ ， カ ワ ト ン ボ ［ ＝ ヒ ウ ラ カ ワ
ト ン ボ ] ， ム カ シ ト ン ボ ， ム カ シ ヤ ン マ ， ク
ロ サ ナ エ ， オ ニ ヤ ン マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ，
オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ， タ カ ネ ト ン ボ ， ハ ネ
ビ ロ エ ゾ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ
ト ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， ミ ヤ マ ア カ
ネ ， ナ ツ ア カ ネ ， ア キ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア
カ ネ ， リ ス ア カ ネ ， ノ シ メ ト ン ボ 。
富 山 県 教 育 セ ン タ ー 編 （ 1 9 7 9 ) ． 「 野 外 観 察 ノ
ー ト （ 昆 虫 編)j.17pp.
富 山 市 城 山 に は 2 0 種 以 上 の ト ン ボ 類 が い る
と し て 次 の 種 が 挙 げ ら れ て い る ： シ オ カ ラ
ト ン ボ ， オ ニ ヤ ン マ ， キ イ ト ト ン ボ ， ウ チ
ワ ヤ ン マ ， ギ ン ヤ ン マ ， オ オ ヤ マ ト ン ボ ，
ア キ ア カ ネ 。 な お ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ の 交 尾
写 真 が あ る が ， 城 山 に 本 種 が 生 息 す る 可 能
性 は な く ， 何 ら か の 誤 り で あ ろ う 。
富 山 県 生 活 環 境 部 自 然 保 護 課 編(1984a). 「 富
山 県 深 谷 自 然 環 境 保 全 地 域 ｣ ( 富 山 県 の 自 然
環 境 保 全 地 域5 ） ．30pp.
婦 負 郡 八 尾 町 深 谷(1978 年7 月 に 指 定) 。 次
の 6 種 の ト ン ボ が 挙 げ ら れ て い る ： ニ シ カ
ワ ト ン ボ [ ＝ ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ ] ， ム カ シ ヤ
９ Ｊ
富 山 県 の ト ン ボ 相
「 富 山 県 に 分 布 す る 南 方 系 の 昆 虫 」 と し て ：
ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ；
「 富 山 県 に 分 布 す る 北 方 系 の 昆 虫 」 と し て ：
カ オ ジ ロ ト ン ボ ， カ ラ カ ネ ト ン ボ ， ル リ ボ
シ ヤ ン マ ； 「 富 山 県 に 分 布 す る 日 本 固 有 の
昆 虫 」 と し て ： ム カ シ ト ン ボ ， ム カ シ ヤ ン
マ ； 「 富 山 県 内 の 昆 虫 に 関 係 し た 天 然 記 念
物 ｣ と し て ： ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ( 宇 奈 月 町 栃
屋 金 毘 羅 山 ， 小 矢 部 市 興 法 寺 一 県 指 定 ； 大
沢 野 町 万 願 寺 ， 八 尾 町 深 谷 一 町 指 定 ） ； 「 四
季 の 昆 虫 」 と し て ： シ オ カ ラ ト ン ボ ， カ ワ
ト ン ボ ， ア キ ア カ ネ ； 「 昆 虫 の 仲 間 分 け 」
と し て 富 山 県 下 か ら 7 3 種 ト ン ボ 類 が 知 ら れ
て い る と の 記 事 あ り 。
富 山 新 聞 社 大 百 科 事 典 編 集 部 編(1976). 「 富
山 県 大 百 科 事 典 」(998pp.). 富 山 新 聞 社 ，
富 山 ．
次 の 項 目 に つ い て の 解 説 あ り ： 「 ア キ ア カ
ネ 」 （ ナ ツ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ も ) ， 「 イ
ト ト ン ボ 」 （ オ オ ア オ イ ト ト ン ボ ， オ ゼ イ ト
ト ン ボ ， エ ゾ イ ｜ 、 ト ン ボ ， オ ツ ネ ン ト ン ボ ，
ホ ソ ミ オ ヅ ネ ン ト ン ボ), 「 カ ワ ト ン ボ 」 （ カ ワ
｜ ､ ン ボ ー 燈 色 型 と 透 明 型 一 ， ミ ヤ マ カ ワ ト
ン ボ ， ハ グ ロ ト ン ボ ) ， 「 高 山 の ト ン ボ 」 （ カ
オ ジ ロ ト ン ボ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， カ ラ カ ネ
ト ン ボ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ) ， 「 興 法 寺 の
ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ と そ の 発 生 地 ｣ ， 「 金 毘 羅
山 の ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ 発 生 地 ｣ ， 「 シ オ カ ラ
ト ン ボ 」 （ シ オ ヤ ト ン ボ ， コ フ キ ト ン ボ も ) ，
「 チ ョ ウ ト ン ボ｣ ， 「 ト ン ボ｣( カ ト リ ヤ ン マ ，
ア キ ア カ ネ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ ニ ヤ ン マ ，
ギ ン ヤ ン マ ， ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ， ム カ シ ト
ン ボ ， ム カ シ ヤ ン マ ， オ ゼ イ ト ト ン ボ ， チ
ョ ウ ト ン ボ ， サ ラ サ ヤ ン マ ， ホ ソ ミ オ ツ ネ
ン ト ン ボ ， ク ロ サ ナ エ ， ヒ メ ク ロ サ ナ エ ，
オ ナ ガ サ ナ エ ， ト ラ フ ト ン ボ ， マ ル タ ン ヤ
ン マ ， ア オ ヤ ン マ に つ い て の 簡 単 な 解 説 ) ，
「ﾉ 、 ツ チ ョ ウ ト ン ボ｣ ， 「 ム カ シ ト ン ボ｣, 「 ム
カ シ ヤ ン マ ｣ 。
ン マ ， ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ， ヤ マ サ ナ エ ， オ
オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ 。
富 山 県 生 活 環 境 部 自 然 保 護 課 編(1984b) ． 「 自
然 環 境 保 全 地 域 候 補 地 現 地 調 査 報 告 書 」
(252p.):38,107-109,123,153-154,169
-171,173,193-194,212,230,245.
富 山 県 下 の 次 の 9 ケ 所 よ り ト ン ボ 類 を 記 録
(1974 ～1976 年 の 調 査 結 果 及 び 文 献 記 録 に
基 づ く ） 。 束 福 寺 （ 滑 川 市 ） ： ニ シ カ ワ ト ン
ボ ［ ＝ ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ ] ， ム カ シ ヤ ン マ ，
オ ニ ヤ ン マ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ
ラ ト ン ボ ， ア キ ア カ ネ ； 浅 生 （ 上 市 町 大 岩
～ 釜 池 ～ つ ぶ ら 池 ） ： キ イ ト ト ン ボ , オ オ イ
ト ト ン ボ ， エ ゾ イ ト ト ン ボ ， ホ ソ ミ オ ツ ネ
ン ト ン ボ ， ア オ イ ト ト ン ボ ， オ オ ア オ イ ト
ト ン ボ, カ ワ ト ン ボ[ ＝ ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ] ，
ム カ シ ト ン ボ ， ム カ シ ヤ ン マ ， ダ ビ ド サ ナ
エ ， ヒ メ ク ロ サ ナ エ ， ク ロ サ ナ エ ， コ サ ナ
エ ， ク ロ ス ジ ギ ン ヤ ン マ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ，
ミ ル ン ヤ ン マ ， タ カ ネ ト ン ボ ， コ ヤ マ ト ン
ボ ， ア キ ア カ ネ ， ナ ツ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア
カ ネ ， マ イ コ ア カ ネ ， ヒ メ ア カ ネ ， コ ノ シ
メ ト ン ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト
ン ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ
オ シ オ カ ラ ト ン ボ ， ト ラ フ ト ン ボ （ ？ ； 目
撃 ） ； 鹿 熊 ( 魚 津 市 ） ： ヒ メ ア カ ネ ； 打 谷 ( 朝
日 町 ） ： ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ , ア キ ア カ ネ ； 安
居 ( 福 野 町 ） ： ギ ン ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ， ア
キ ア カ ネ ， ヒ メ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ，
オ オ エ ゾ ト ン ボ ( ＝ エ ゾ ト ン ボ ) ， タ カ ネ ト
ン ボ ； 深 谷 ( 八 尾 町 ） ： カ ワ ト ン ボ ［ ＝ ？ オ
オ カ ワ ト ン ボ ] , ム カ シ ヤ ン マ , ヤ マ サ ナ エ ，
ノ 、 ツ チ ョ ウ ト ン ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， オ オ
シ オ カ ラ ト ン ボ ； 常 楽 寺 ( 婦 中 町 ） ： シ オ カ
ラ ト ン ボ , オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ ； 山 の 神 ( 利
賀 村 ） ： ア キ ア カ ネ ； 坂 上 （ 利 賀 村 ） ： ア キ
ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， コ ノ シ メ ト ン ボ 。
富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー ( 1 9 7 9 ) . 特 別 展 ． 富
山 の 昆 虫 ． 展 示 解 説.16pp.
３
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
土 田 豊 成 ( 1 9 5 6 ) . 城 端 町 ” 縄 ケ 池 ” 採 集 会 報
告.Neozephyrus,3:38-39.( 謄 写 刷 ）
1 9 5 3 年 5 月 1 7 日 の 採 集 記 録 。 ハ グ ロ カ ワ ト
ン ボ （ ＝ ハ グ ロ ト ン ボ ） の み 。
土 田 豊 成 他 （1953) ． 有 峰 盆 地 昆 虫 採 集 記 ．
Neozephyrus,1:4-21.( 謄 写Wi
ト ン ボ 類 に つ い て は ， 舟 坂 （ 1 9 5 3 ） に ま と
め ら れ て い る 。
植 木 忠 夫 ( 1 9 5 6 ) ． 立 山 の 動 物 ． 立 山 開 発 鉄 道
株 式 会 社 編｢ 立 山 そ の' 』I 然 と 文 化 」 ：25-29
カ オ ジ ロ ト ン ボ の み 。
植 木 忠 夫 （1961) ． 立 山 連 峰 の 動 物 相 ． 遺 伝 ，
15(5):24-28.
カ オ ジ ロ ト ン ボ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， オ オ ル
リ ボ シ ヤ ン マ の 紹 介 の み 。
宇 奈 月 町 史 編 纂 委 員 会(1969). 宇 奈 月 町 の 動
物. 「 宇 奈 月 町 史 」 ：178-245. 宇 奈 月 町 役 場 ．
宇 奈 月 町 内 の 昆 虫 類 の 概 説 及 び 目 録 。 ト ン
ボ 類 は ， 次 の 種 が 挙 げ ら れ て い る ： ア キ ア
カ ネ ， ウ ス バ キ | ､ ン ボ ， オ オ シ オ カ ラ ト ン
ボ ， コ ノ シ メ ト ン ボ ， コ ヤ マ ト ン ボ ， シ オ
カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ
｜ ､ ン ボ ， タ カ ネ ト ン ボ ， ナ ツ ア カ ネ ， ネ キ
ト ン ボ ， ノ シ メ ト ン ボ ， ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ，
ヒ メ ア カ ネ ， マ イ コ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ
ネ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ヨ ツ ボ シ ト ン ボ ， オ オ
ル リ ボ シ ヤ ン マ ， カ ト リ ヤ ン マ ， ギ ン ヤ ン
マ ， ク ロ ス ジ ギ ン ヤ ン マ ， コ シ ボ ソ ヤ ン マ ，
サ ラ サ ヤ ン マ ， ミ ル ン ヤ ン マ ， オ ニ ヤ ン マ ，
コ オ ニ ヤ ン マ ， コ サ ナ エ ， ダ ビ ド サ ナ エ ，
ヤ マ サ ナ エ ， ム カ シ ヤ ン マ ， ム カ シ ト ン ボ ，
イ ト ト ン ボ ［ ？ ］ ， オ オ ア オ イ ト ト ン ボ ， オ
ツ ネ ン ト ン ボ ， キ イ ト ト ン ボ ， モ ー ト ン イ
ト ト ン ボ ， モ ノ サ シ ト ン ボ ， カ ワ ト ン ボ [ オ
オ カ ワ ト ン ボ ＋ ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ ] , ハ グ ロ
ト ン ボ ， ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ （ 以 上 は ， 宇 奈
月 よ り 下 流 地 帯 ) ， カ オ ジ ロ ト ン ボ ， コ ノ シ
メ ト ン ボ ， ノ シ メ ト ン ボ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ，
ム カ シ ヤ ン マ （ 以 上 は ， 峡 谷 地 帯 一 僧 ケ 岳
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方 面 を 含 む) 。
山 本 悠 紀 夫 ( 1 9 6 7 ) ． 富 山 県 に お け る ム カ シ ヤ
ン マ の 多 産 地 ． 佳 香 蝶 （ 名 古 屋 昆 虫 同 好 会
会 誌),19(70):53-5
1 9 6 4 年 5 月 1 0 日 。 国 鉄 楠 原 駅 と 猪 谷 駅 間 の
無 名 の 沢 で の 採 集 記 録 。
山 中 浩 ( 1 9 8 2 a ) . 富 山 県 の 昆 虫 調 査 の あ ゆ
み と 今 後 の 課 題.Amica,27:1-11.
富 山 県 の ト ン ボ 相 に 関 す る 主 要 な 文 献 も 紹
介 さ れ て い る 。
山 中 浩 ( 1 9 8 2 b ) . 富 山 県 に お け る 昆 虫 研 究
の 草 分 け 坂 井 憲 三 氏 の 紹 介.Amica,27:12.
砺 波 市 出 身 の 坂 井 憲 三 氏 の 収 集 し た 昆 虫 類
の コ レ ク シ ョ ン に つ い て 。 ト ン ボ 類 も l 箱
あ る と の 記 事 。 ［ 鈴 木･ 根 来(1985a) 参 照] ・
古 沢 庄 作 （1925) ． 動 物 一 昆 虫 類 （ 節 足 動 物) ．
「 立 山 」 ：64-66 ． 北 陸 出 版 社 ， 富 山 ．
エ ゾ ヤ ン マ ( ＝ ル リ ボ シ ヤ ン マ ) ， カ オ ジ ロ
ト ン ボ の み 。
湯 浅 純 孝(1978) ． 「 立 山 路 の 動 物 手 帖 」 （ 巧 玄
カ ラ ー ブ ッ ク ス 3 ） ． 巧 玄 出 版 ， 富 山 ．
次 の ト ン ボ 類 に つ い て の 記 述 が あ る ： ア キ
ア カ ネ ［ 但 し 写 真 に は シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ
が 写 っ て い る ] ， カ オ ジ ロ ト ン ボ ， ル リ ボ シ
ヤ ン マ 。
柚 木 通 忠(1956). 朝 日 岳 の 虫 六 題.Neozephyrus,
3 ：38-39.( 謄 写 刷 ）
1 9 5 4 ～ 1 9 5 5 年 8 ～ 9 月 ， 魚 津 市 ・ 朝 日 町 な
ど で ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ を 記 録 。 1 9 5 5 年 8
月 1 4 日 ， 朝 日 町 泊 で の オ オ エ ゾ ト ン ボ （ 但
し ？ 付 ） の 採 集 記 録 。
続 八 尾 町 史 編 纂 委 員 会 （ 1 9 7 3 ) ． 動 物 ～ 昆 虫 ．
「 続 八 尾 町 史 」:88-91,
オ ナ ガ サ ナ エ ， ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ に つ い て
の 簡 単 な 解 説 あ り 。
I V 富 山 県 産 ト ン ボ 類 目 録
凡 例
1 . 本 報 告 で は ， 分 類 学 的 取 扱 い に つ い て 多 少
富 山 県 の I ､ ン ボ 相
と も 問 題 の あ る 二 ， 三 の 種 や 分 類 群 に つ い
て は ， 以 下 の よ う に 処 理 す る こ と と し た 。
a , 日 本 産 カ ワ ト ン ボ 属 〃 〃 a i s の 分 類 学 的 取
扱 い に つ い て は 諸 説 が あ る が ， 本 報 告
で は ， 筆 者 ら の 一 人 鈴 木 の 最 近 の 仮 説
(Suzuki,1984b: 鈴 木,1984c,1985) に 従
う 。 富 山 県 下 に は ， オ オ カ ワ ト ン ボ と 従
来 “ 瀬 戸 内 群 ニ シ カ ワ ト ン ボ ” と 呼 ば れ
て き た 個 体 群 と が 生 息 す る 。 前 者 に は 〃 ．
〃 α ”aiYamamoto の 学 名 を 充 て ， 後 者
は 将 来 新 種 と し て 命 名 ・ 記 載 さ れ る べ き
も の で あ る の で ， 本 報 告 で は “ ヒ ウ ラ カ
ワ ト ン ボ ” （ 新 称) の 和 名 を 充 て,M.sp.
と し て お く 。
b . モ イ ワ サ ナ エ D α 〃 i d i u s m o t 〃 α 〃 〃 s
(Okumura) は,Asahina&Inoue
( 1973) に よ っ て,$ 尾 部 附 属 器 そ の 他
の 形 質 に 基 づ い て 3 亜 種 に 分 け ら れ ， 生
物 地 理 学 上 興 味 深 い 問 題 を 準 ん で い る 。
本 種 は ， 富 山 県 下 か ら は 従 来 未 記 録 で あ
っ た が , 筆 者 ら は ， 今 回 ヒ ラ サ ナ エ D . m .
” γ " " に 相 当 す る 標 本 を 検 す る 機 会 に 恵 ま
れ た の で, 本 報 告 で はAsahina&Inoue
に 従 っ て 記 録 す る 。
c ､ ヤ マ サ ナ エ は ， 従 来 ホ ン サ ナ エ な ど と と
も にGo" ゆhs 属 の 一 員 と し て 扱 わ れ て き た
が, 最 近 朝 比 奈(1985) は, 新 た にAsiagom-
p 〃 〃s 属 を 創 設 し そ れ に 含 め た 。 本 報 告 で 、
は ， そ れ に 従 う 。
d ・ エ ゾ ト ン ボSomatoc ル ノ0 γ α 〃 がidiaenea
Uhler は ， 朝 比 奈(1950,1957,1965 な ど ）
や 伊 藤 他 編 （ 1 9 7 7 ） で は ， 後 迩 長 に よ っ
て 2 亜 種 ， 即 ち 原 名 亜 種 エ ゾ ト ン ボ 5 . v .
ひ か れ ” e n e a U h l e r と 亜 種 オ オ エ ゾ ト ン ボ
s. 〃.atro" だ 邦sSelys, に 分 け て い る 。
一 方 ， 石 田(1969) や 武 藤(1971c) は ，
両 者 は 中 間 的 な 個 体 に よ っ て 完 全 に 連 続
す る の で 亜 種 に 分 け る 必 要 は な い と の 見
解 を 示 し た 。 筆 者 ら も ， 石 田 ら の 意 見 に
3尋
同 意 す る 。 な お ， 筆 者 ら の 検 し た 標 本 類
の 大 部 分 に つ い て は 体 の 主 要 部 分 に つ い
て の 計 測 結 果 を 注 記 し て お い た 。
2 日 本 産 ト ン ボ 類 の 和 名 は ， ご く 少 数 の も の
を 除 け ば ， 現 在 で は か な り 定 着 し て お り ，
殆 ど 誤 解 の 虞 れ は な い と 思 わ れ る 。 筆 者 ら
は ， 枝 ( 1 9 7 6 ) に 従 っ た 。 ま た ， 学 名 の 表
記 に つ い て ， 筆 者 ら は 平 嶋 （ 1 9 8 3 ） の 意 見
に 賛 成 で あ る 。 平 嶋 は ， 「 属 名 と 種 名 の コ ン
ビ ネ ー シ ョ ン が 変 っ て い る に も か か わ ら ず ，
命 名 者 名 を （ ） に 入 れ ず に 示 し た 学 名 が
横 行 し て い る こ と は ， ま こ と に 遺 ‘ 憾 な こ と
と 言 わ ね ば な ら な い 」 と 述 べ た 。 ト ン ボ 類
に つ い て も ， 正 当 な 表 記 が な さ れ て い る も
の は 極 め て 少 な く ， 津 田 （ 1 9 7 9 ） が 指 摘 し
て い る よ う に ， 朝 比 奈 （ 1 9 6 1 ） の ト ン ボ 科
に つ い て の 総 説 以 外 殆 ど な い 。 筆 者 ら も 他
に は 生 方･ 北 川 （1979) ， 生 方(1980) お よ
び 関 西 ト ン ボ 談 話 会 編 （ 1 9 8 4 ） ぐ ら い し か
目 に す る こ と が 出 来 な か っ た 。 あ る 種 の 属
の 所 属 変 更 は ， い う ま で も な く そ の 種 に 対
す る わ れ わ れ の 認 識 の 発 展 の 反 映 に 他 な ら
な い か ら ， そ の 扱 い は 決 し て 粗 略 に す べ き
で は な い 。 筆 者 ら は ， 以 下 の 目 録 中 の 各 種
の 学 名 の 表 記 に 当 っ て は, 津 田(1979,1980),
朝 比 奈(1961: ト ン ボ 科 の み, 生 方･ 北Ill
（1980 ； 均 迩 亜 目) ， 生 方(1981; 不 均 迩 亜
目 及 び ム カ シ ト ン ボ 亜 目 ) , 関 西 ト ン ボ 談 話
会 編(1984) な ど を 参 照 し た 。
3 科 の 掲 載 順 序 は ， 慣 例 に 従 っ た が ， 同 一 科
内 の 種 の 配 列 は ， 属 及 び 種 の ア ル フ ァ ベ ッ
ト 順 と し た 。 こ の 点 一 般 に よ く 用 い ら れ て
い る 配 列 と は 異 な る 。 こ れ は ， 読 者 の 検 索
の 便 を 優 先 し た こ と と ， 従 来 よ く 用 い ら れ
て い る 種 の 配 列 に 必 ず し も 一 貫 し た 根 拠 か
見 出 せ な い た め で あ る 。
4 ． 「 既 知 産 地 」 に は ， 富 山 県 下 に お け る 当 該
種 の 発 生 消 長 及 び 生 息 状 況 の 変 化 を 知 る た
め に ， 採 集 年 月 も 付 し ， 最 後 に 文 献 を 挙 げ
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
た 。 頻 出 す る 富 山 県 昆 虫 研 究 会 （ ＝ 富 山 県
昆 虫 同 好 会 ） 編(1966,1976,1979,1981)
は ， 「 富 昆 研 編 」 と 略 記 し た 。 特 に 必 要 と 思
わ れ る 場 合 の み ， 採 集 頭 数 や 性 別 な ど を 記
し た 。 報 告 者 と 採 集 者 は 必 ず し も 一 致 し な
い が ， 「 記 録 ｣ の 責 任 は 報 告 者 に あ る の で 採
集 者 名 は 引 用 し て い な い 。 な お ， 具 体 的 な
採 集 デ ー タ の 明 記 さ れ て い な い も の は 原 則
と し て 「 既 知 産 地 」 と し て 取 り 上 げ な い こ
と と し た 。 そ れ は ， い か な る 普 通 種 と い え
ど も ， 同 胞 種 を は じ め と す る 形 態 的 に 類 似
し た 種 の 存 在 や 新 た な 発 見 に よ っ て 常 に 誤
同 定 の 危 険 に 晒 さ れ て お り ， 再 確 認 を 要 す
る 場 合 が し ば し ば 生 じ る た め で あ る 。 い か
に 貴 重 な 標 本 で あ っ て も ， 具 体 的 な 採 集 デ
ー タ の 記 さ れ た ラ ベ ル の な い も の が 殆 ど の
場 合 無 価 値 に 等 し い の と 同 断 で あ る 。 そ こ
で ， 本 報 告 で は ， 文 献 上 種 を 特 定 し え な い
も の ， 多 少 と も 疑 問 の 残 る も の に つ い て は
直 接 標 本 を 現 認 し え な い 限 り 一 切 採 録 し な
い 方 針 を 採 っ た 。 文 献 記 録 の み で 標 本 の 所
在 が 現 在 不 明 で あ っ た り 既 に 失 わ れ て し ま
っ た た め 現 認 し え な か っ た 種 が 二 ， 三 あ る
こ と は 甚 だ 遺 ‘ 憾 で あ る 。 そ れ ら に つ い て は ，
個 別 に コ メ ン ト を 付 し た 。 わ れ わ れ は ， 誤
同 定 の 可 能 性 が 生 じ た 時 ， 或 い は 当 該 の 記
録 に つ い て 何 ら か の 再 確 認 が 必 要 と な っ た
場 合 に ， そ れ が 速 や か に 可 能 と な る よ う な
手 立 て を 常 に 講 じ て お く 必 要 が あ る 。 南 山
( 1 9 7 0 ) は ， 富 山 県 の 昆 虫 の 研 究 史 を 概 説 し
た 諭 稿 の 中 で ， 次 の よ う に 指 摘 し て い る ：
｢ 主 に 個 人 研 究 と し て 行 わ れ て 来 た 昆 虫 研
究 は ， そ の 研 究 中 止 と と も に 発 表 さ れ た 標
本 ・ 引 用 文 献 は 分 散 ・ 遺 失 す る こ と が 多 か
っ た 。 殊 に 虫 害 を 受 け や す い 昆 虫 の 標 本 は
全 滅 に 近 い 状 態 で あ る 。 再 び 採 取 で き る か
ど う か 判 ら な い こ れ ら の 価 値 あ る 標 本 の 県
外 へ の 流 出 防 止 あ る い は 完 全 保 存 を ど の よ
う に す べ き で あ ろ う か ｣ ｡ 筆 者 ら は , こ こ で ，
ワ ‘ 運
J ' t L
関 西 ト ン ボ 談 話 会 の 会 員 諸 氏 を 中 心 と し て
行 わ れ た 近 畿 地 方 の ト ン ボ 相 の 研 究 （ 関 西
ト ン ボ 談 話 会 編,1974,1975,1976,1977,
1 9 8 4 ） に 学 び た い と 思 う 。 即 ち ， 同 談 話 会
の 会 員 諸 氏 の 収 集 し た 貴 重 な 標 本 類 の 多 く
が 大 阪 市 立 自 然 史 博 物 館 に 寄 贈 ・ 収 蔵 さ れ
て い る の で あ る 。 筆 者 ら は ， 本 研 究 の 過 程
で ， 約 8 0 年 以 前 に 収 集 さ れ た 標 本 類 や ， 既
に 故 人 と な ら れ た あ る ア マ チ ュ ア 研 究 家 の
収 集 し た 標 本 類 を も 検 す る 機 会 に 恵 ま れ た
（ 鈴 木 ・ 根 来 , 1 985a,b) が ， 長 期 間 の 保
存 の 保 証 さ れ な い 場 所 で の 保 管 に つ い て は
慎 重 な 配 慮 が よ り 一 層 な さ れ る べ き で あ る
こ と を 痛 感 し た 。
5 . 本 報 告 に 採 録 し た 「 調 査 標 本 」 の 記 録 は ，
全 て 筆 者 ら が 直 接 検 し た 以 下 の 標 本 類 に 基
づ い て い る 。
A . 富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー 所 蔵 の 標 本 類 。
a ・ 同 セ ン タ ー が 独 自 に 収 集 し た も の 。
b ・ 同 セ ン タ ー に 寄 贈 さ れ た も の 及 び 寄 贈
さ れ る 予 定 の も の 。 こ れ に は ， 田 中 忠
次 氏 （ 富 山 県 昆 虫 同 好 会 々 長 ； 宇 奈 月
と し か ず
町 ) ， 故 加 治 外 司 三 氏 （ 新 湊 市 ) ， 瀬 I l l
哲 夫 氏 （ 富 山 市 萩 浦 小 学 校 ； 富 山 市 ）
が そ れ ぞ れ 収 集 さ れ た 標 本 類 が 含 ま れ
て い る 。 故 加 治 氏 収 集 の 標 本 類 に つ い
て は, 鈴 木･ 根 来(1985b) も 参 蝿 さ れ た い
B . 富 山 大 学 教 養 部 生 物 学 科 鈴 木 研 究 室 所
蔵 の 標 本 類 。
C ・ 本 報 告 作 成 に 当 っ て 特 に 借 覧 し た 次 の 諸
氏 収 集 の 標 本 類 ： 瀬 川 哲 夫 氏 , 冬 木 勲 氏
（ 国 立 乗 鞍 青 年 の 家 ； 氷 見 市 ) , 大 野 豊 氏
（ 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 ； 小 杉 町 ) ， 中 川
秀 幸 氏 ( 富 山 保 健 所 長 ； 富 山 市 ) ， 川 添 秀
夫 氏 （ 日 本 安 全 産 業 株 式 会 社 ； 富 山 市 ) ，
岩 城 重 信 氏 ( 高 岡 市 ) 。 こ れ ら の 標 本 類 に
つ い て は ， 未 発 表 テ ､ － タ の 全 て を 収 録 さ
せ て い た だ い た 。 既 発 表 の デ ー タ は 原 恥
と し て 文 献 上 の 記 録 と し て 「 既 知 産 地 」
富 山 県 の ト ン ボ 相
』 列
な か に い か わ か み い ち ま ち た て や ま ま ち
中 新 川 郡 （ 2 町 l 村 ） : 上 市 町 , 立 山 町 ．
ふ な は し む ら
舟 橋 村 。
か み に い か わ お お や ま ま ち お お ぎ わ の ま ち
上 新 川 郡 （ 2 町 ） ： 大 山 町 ， 大 沢 野 町 。
ね い ふ ち ゅ う ま ち や つ お ま ち
婦 負 郡 （ 2 町 2 村 ） ： 婦 中 町 ， 八 尾 町
ほ そ い り む ら や ま だ む ら
細 入 村 ， 山 田 村 。
い み ず こ す ぎ ま ち お お し ま ま ち
射 水 郡 （ 3 町 l 村 ） ： 小 杉 町 ， 大 島 町
だ い も ん ま ち し も む ら
大 門 町 ， 下 村 。
ひ が し と な み し よ う が わ ま ち ふ く の
東 砺 波 郡 （ 4 町 4 村 ） ： 庄 川 町 ， 福 野
ま ち い な み ま ち じ よ う は な ま ち い の く ち む ら と が
町 ， 井 波 町 ， 城 端 町 ， 井 口 村 ， 利 賀
む ら た い ら む ら か み た い ら む ら
村 ， 平 村 ， 上 平 村 。
に し と な み ふ く お か ま ち ふ く み つ ま ち
西 砺 波 郡 （ 2 町 ） ： 福 岡 町 ， 福 光 町 。
6 . 各 種 に つ い て ， 富 山 県 下 に お け る 最 近 の 生
息 環 境 ・ 生 息 状 況 を ， 既 産 地 ， 成 虫 の 出 現
期 な ど を 中 心 に 簡 単 に 説 明 し た 。 産 地 の 説
明 に あ た っ て は ， 便 宜 上 富 山 県 下 を 次 の よ
う に 区 分 し た ： 東 部 （ 黒 部 市 ， 魚 津 市 ， 滑
川 市 ， 下 新 川 郡 ， 中 新 川 郡 ) ， 中 部 ( 富 山 市 ．
新 湊 市 ， 上 新 川 郡 ， 婦 負 郡 ， 射 水 郡 ) ， 西 部
（ 高 岡 市 ， 氷 見 市 ， 砺 波 市 ， 小 矢 部 市 ， 東
砺 波 郡 ， 西 砺 波 郡 ) 。 成 虫 の 出 現 期 は ， 本 県
下 に お け る 確 実 な 採 集 記 録 の み に 基 づ い て
記 し た ( 各 種 の 成 虫 の 発 生 消 長 に つ い て は 、
別 項 で 述 べ る ) ｡ 分 類 学 的 扱 い な ど に 問 題 の
あ る 種 に つ い て は ， 筆 者 ら の 意 見 を 簡 単 に
述 べ て お い た 。
の 中 に 含 め た が ， 少 数 の も の に つ い て は
理 由 を 明 記 し た 上 で 採 録 し て あ る 。
｢ 調 査 標 本 ｣ の 採 集 デ ー タ の 記 載 は ， 採 集 個
体 数 及 び 性 別 、 産 地 ， 採 集 年 月 日 ， 採 集 者
の 順 に 記 し た 。 産 地 名 は で き る だ け 具 体 的
に 記 す よ う に し た 。 採 集 者 名 は （ ） で 括
っ た 。 富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー 所 蔵 の 標 本
に は ， 採 集 者 名 の 次 に ［ ］ で 登 録 番 号 を
付 し た （ 但 し ， 正 式 な 登 録 番 号 は ， 例 え ば
TOYA-JI-1234" の よ う に 表 わ さ れ る が ．
｢ 富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー 」 及 び 「 日 本 産 昆
虫｣ を そ れ ぞ れ 表 わ す 記 号 で あ る｢TOYA 」
及 び 「 J I 」 は 省 略 し ， 最 後 の 番 号 の み を 記
し た) 。
な お ， 「 既 知 産 地｣ ， 「 調 査 標 本｣ の い ず れ も ，
市 名 及 び 郡 名 は ， 第 一 字 で 略 記 し た （ 例 ：
射 、 小 杉 町 太 閤 山 」 → 「 射 水 郡 小 杉 町 太 | 削
山 ｣ ) 。 ま た ， 検 索 の 便 の た め ， 産 地 名 は 下 記
の 表 の 順 に 従 っ て 記 し ， 同 一 産 地 の 記 録 は
採 集 年 月 日 の 古 い も の よ り 順 に 記 し た 。
富 山 県 は, 次 の9 市7 郡18 町8 村 よt) な る( 図1 。
く る ぺ う お づ な め り か ゎ と や ま
黒 部 市 ， 魚 津 市 ， 滑 H i 市 ， 富 山 市 ，
し ん み な と た か お か ひ み と な み
新 湊 市 ， 高 岡 市 ， 氷 見 市 ， 砺 波 市 ，
ぉ や ぺ
小 矢 部 市 。
L も に い か わ ぁ き ひ ま ち う な づ き 表 ち
下 新 川 郡 （ 3 町 ） ： 朝 日 町 ， 宇 奈 月 町 ，
に ゆ う ぜ ん ま ち
入 善 町 。
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鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
I 均 迩 亜 目Zygoptera
1 ． イ ト ト ン ボ 科Agrionidae
1 エ ゾ イ ト ト ン ボAgrio 〃 敗 れceolat" 加
Selys,1872( 図 版1-1)
［ 既 知 産 地 ］ ： 小 ． 興 法 寺,VI-1971( 加 治 ，
1971c),VI-1972( 富 昆 研 編,1979); 中 ．
上 市 町 高 峰 山,VI-1972 富 昆 研 編,1979);
中 ． 上 市 町 つ ぶ ら 池,V-1972,VI-1975(g
昆 研 編 ，1979) ．
［ 調 査 標 本 ］ ： 1 3 ， 小 ． 興 法 寺 , 4 - V -
1971( 加 治 外 司 三)[2814],2U,28-V
-1972( 加 治 外 司 三),It,7-VI-1972( 加
治 外 司 三),1$,7-V-1973( 加 治 外 司 三,
1t,10-V-1973( 加 治 外 司 三),2W,
14-V-1973( 加 治 外 司 三),1J,15-V-
1 9 7 3 （ 加 治 外 司 三 ) , 4 M 1 早 , 1 6 - V -
1973 （ 加 治 外 司 三)[2812(1$)],2M
l 早,20-V-1973( 加 治 外 司 三),2*a,
3-VI-1973( 加 治 外 司 三)[2813(1$)];
13 ， 下 ． 朝 日 町 棚 山,12-V-1982( 田 中
忠 次 ） ； 1 8 1 早 ， 中 ． 上 市 町 つ ぶ ら 池 , 3 0
-V-1965( 田 中 忠 次),1$14,4-VI-
1 9 7 4 ( 田 中 忠 次 ) ; 2 $ $ , 婦 ． 八 尾 町 上 新
村,14-VI-1984( 根 来 尚)[4301,4302];
13 ， 婦. 八 尾 町 桐 谷 赤 倉,1-VII-1984( 川
添 秀 夫 ) : i t . 婦 ． 八 尾 町 高 瀬 , 4 - V I -
1980( 南 部 久 男)[2245];4$$4W, 東 ．
平 村 猫 池,28-VI-1984( 根 来 尚)[4303-
4310],
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 一 山 地 の 水 生 植
物 の 多 い 池 沼 に 生 息 す る が ， 県 下 の 既 産 地
は 少 な く ， 8 ヶ 所 ほ ど が 知 ら れ て い る に す
ぎ な い 。 最 低 地 は 小 矢 部 市 興 法 寺 （ 約 1 0 0
m), 最 高 地 は 平 村 猫 池( 約1,050m) 。 成 虫
出 現 期 ： 5 月 上 旬 一 7 月 上 旬 。
(2) ク ロ イ ト ト ン ボC 沙 ℃ わncalamomm(RlS,
の 急
｡ 曇
1916 ） （ 図 版1-2)
[ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 横 越,VI-1978( 根 来 ，
1982);t. 蓮 町,IX-1968( 瀬 川,1968c);
富 ． 富 山 城 吐,VI-1944( 田 中,1969b); 富 舎
神 通 川 河 川 敷,XI-1977( 冨 昆 研 編,1979);
富 ． 吉 作,V-1972( 富 昆 研 編,1979);s.
城 山,VIII-1972( 瀬)l|,1972),X-1977( 田
中,1977),VI-1979( 田 中,1980a); 富 ．
三 ノ 熊,VI-1975( 富 昆 研 編,1979); 氷 ．
仏 生 寺,X-1973( 冨 昆 研 編,1979); 氷 ．
十 二 町 潟,VIII-1947( 田 中,1969b),VII
-1972( 富 昆 研 編,1979); 氷 ． 島 崎,VII-
1972( 富 昆 研 編,1979); 氷 ． 見 田 窪,VIII
-1972( 富 昆 研 編 ，1979 ） ； 小 ． 興 法 寺,VII
-1971( 加 治,1971c),VL1972( 富 昆 研 編 。
1979 ） ； 小 ． 宮 島 峡,VIII-1954( 田 中,1969
b): 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋,VII-1935( 田 中 ，
1969b); 婦 ． 婦 中 町 藤 ケ 池 ，VII-1974 （ 冨
昆 研 編 ，1979 ） ； 婦 ． 八 尾 町 桐 谷,VIII-
1977( 富 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本]:1$,*. 城 南 公 園,27-VI-
1980( 多 賀 勝 彦)[2244];1J, 富 ． 金 草 鶏
2 - V M 9 7 3 ( 加 治 外 司 三 ) ; 1 $ , . 三 ノ
熊,9-VI-1983( 根 来 尚)[3248],1$ ，
6-IX-1983( 根 来 尚 ） ［3142 ］ ；131¥ ，
新. 足 洗 潟,25-IX-1984( 根 来 尚)[4319,
4320 ］ ；2 鮒, 氷. 上 田 子,1-VIII-1984( 根
来 尚)[4296,4297];1$, 氷 ． 仏 生 寺 。
8-X-1972( 加 治 外 司 三)[2820];1$,
氷 ． 十 二 町 潟 , 2 8 - I X - 1 9 7 8 根 来 尚 ）
[2207];1$, 氷 ． 原 山 峠,1-Vffl-1984( 根
来 尚)[4295];1$, 小 ． 埴 生,18-V Ⅱ 皇
-1984( 川 添 秀 夫);2$$, 小 ． 興 法 寺,2/
-V-1972( 加 治 外 司 三)[2821(1$)],1
$1^,25-VI-1980( 田 中 忠 次),2M1
鼎 ，3 －VII-l980( 根 来 尚)[2250,2251,
2200],2$$2W,4-VIII-1984( 鈴 木 邦
雄 ) ; 1 s 1 ^ , 小 ． 宮 島 峡 , 1 8 - V I I I -
1984( 川 添 秀 夫):It, 婦. 婦 中 町 藤 ケ 池 ，
富 山 県 の ト ン ボ 相
17-VM981( 根 来 尚)[2243],2J$,1
-VII-1984( 川 添 秀 夫),14,1-IX-
1984( 川 添 秀 夫);1$1 早 ， 婦 ． 婦 中 町 い
こ い の 村,3-VII-1984( 川 添 秀 夫);4 純 。
婦 ． 婦 中 町 中 保 谷,8-IX-1968( 瀬)ll 哲
夫 ） ； 1 8 ， 婦 ． 婦 中 町 平 等 , 3 - V I I I -
1984( 鈴 木 邦 雄:);2s$, 婦 ． 八 尾 町 上 新
村,14-VI-1984( 根 来 尚)[4293,4294];
1$1^, 婦. 八 尾 町 桐 谷,26-VIII-1983( 根
来 尚)[3349,3350];1$14, 射 、 小
杉 町 女 池 , l - V - 1 9 6 9 ( 大 野 豊 ) , 1 ^ ,
8 - V M 9 6 9 ( 大 野 豊 ) : 3 $ $ 1 ^ , 射
小 杉 町 太 閤 山 小 池,21-VII-1975( 鈴 木 邦
雄),4$$1^ ,25-VII-1975( 鈴 木 邦 雄);
1 ＄ 射 ， 小 杉 町 薬 勝 寺 池 ，21-VII-l975( 鈴
木 邦 雄),3M2W,26-VII-1975( 鈴 木
邦 雄),1$2W,4-VIII-1975( 鈴 木 邦
雄),1$,7-Vm-1975( 鈴 木 邦 雄),43$$
4W,8-VIII-1975( 鈴 木 邦 雄) ，181 品
21-VIM984( 鈴 木 邦 雄) ，3 総l 早 ，6
VIII-1984( 鈴 木 邦 雄:);1$,' 西 ． 西 野 尻 一
（ ＝ ？ 西 ． 福 光 町 岩 木),15-X-1932( 加 治
外 司 三) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 池 沼 に
生 息 す る 。 イ ト ト ン ボ 科 中 で は ， キ イ ト ト
ン ボ に つ い で 多 い 種 で あ る が ， 産 地 は 中
西 部 に 多 く ， 東 部 で は 宇 奈 月 町 栃 屋 か ら 1 9 3 弓
年 に 採 集 さ れ た も の が 唯 一 つ の も の で あ る 。
最 高 地 は ， 八 尾 町 桐 谷 ( 約 3 6 0 m ) 。 成 虫 出 現
期 ： 5 月 上 旬 - 1 0 月 中 旬 。
(3) セ ス ジ イ ト ト ン ボCere わ れ 〃erogly-
P 〃c 況 加(Brauer,1865)( 図 版1-3)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 蓮 町,IX-1968( 瀬 川,1968
c); 氷 ． 十 二 町 潟,V-1973( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 小 ． 興 法 寺,V-1973( 富 昆 研 編 ，
1979)．
［ 調 査 標 本 ］ ： 1 3 1 ￥ ， 富 ． 冨 岩 運 河 , 1 7 -
Vin-1984( 川 添 秀 夫);i 早 ， 富 ． 田 畑,1
3 9
-VIII-1984( 川 添 秀 夫);i$i¥ ， 富 ． 城
山,9-VIII-1975( 瀬 川 哲 夫,2$$,18-
VIII-1975( 瀬 川 哲 夫),14,6-VI-1979( 田
中 忠 次),m 幹､6-VI-1982( 鈴 木 邦 雄);
131¥ ， 新 ． 足 洗 潟,25-IX-1984( 根 来
尚 ） ［4321,4322 ］ ；2 船6 幹 ， 高 ． 与 茂
九 郎 池,22-IX-1982( 根 来 尚)[2182-
2189 ］ ；2 鮒2 幹 ， 氷 ． 十 二 町 潟,28-IX
-1978( 根 来 尚)[2203-2206],13$$,22
-IX-1982( 根 来 尚)[2160-2168,2192-
2195],1$,1-VIII-1984( 根 来 尚 〉
[4289];1$, 氷 ． 島 崎,25-V-1973( 加
治 外 司 三)[2819]:4$$1 早 ， 射 、 小 杉 町
薬 勝 寺 池,21-VII-1975( 鈴 木 邦 雄),2n
2n,26-VII-1975( 鈴 木 邦 雄),1$14,
4-VIII-1975( 鈴 木 邦 雄),3W,7-VIII
-1975( 鈴 木 邦 雄),5W,8-VIII-1975( 鈴
木 邦 雄) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 の 潟 湖 ･ 池 沼 に 生 息
す る が ， 産 地 は 少 な く ， 東 部 か ら の 記 録 は
な い 。 海 岸 近 く の 産 地 が 多 く ， 小 矢 部 市 興
法 寺( 約100m) が 最 も 内 陸 部 の 産 地 で あ る 。
成 虫 出 現 期 ： 5 月 下 旬 一 9 月 下 旬 。
(4) ム ス ジ イ ト ト ン ボCercionsexlineat" 郷
(Selys,1883)( 図 版1-4)
［ 既 知 産 地 ］ ： 氷 ． 十 二 町 潟,IX-1978( 根 来 。
198a).
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 上 記 が 本 県 に お け る 唯 一
の 記 録 で あ る 。 追 認 が 望 ま れ る 。 新 潟 県 下
か ら の 記 録 （ 尾 花 ・ 二 宗 ， 1 9 6 9 ） は ， 最 近
ク ロ イ ト ト ン ボ の 誤 り で あ っ た と し て 訂 正
さ れ た （ 樋 熊 , 1 9 8 2 ) の で ， 上 記 の 記 録 は
日 本 海 側 の 北 限 と い う こ と に な る 。
( 5 ) オ オ イ ト ト ン ボ C e γ α o n s i e 加 脇 〃
(Selys,1876)( 図 版1-5)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富. 蓮 町,IX-1968( 瀬 川,1968
c); 富. 神 通 川 河 川 敷,IX-1977( 冨 昆 研 編 ，
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
1979 ） ； 富 ． 吉 作,v-1972( 富 昆 研 編 ，
1979);s. 城 山,Vm-1972( 瀬 川,1972),
VI-1979( 田 中,1980a);1. 三 ノ 熊,VL
1975 （ 富 昆 研 編,1979); 氷 ． 小 川,VI-
1973( 冨 昆 研 編,1979); 小 ． 興 法 寺,V-
1972( 冨 昆 研 編 ，1979 ） ； 下 ． 入 善 町 舟 見 山
地 ，yl-l971 （ 富 昆 研 編,1979); 中 ． 上 市
町 中 ノ 又,VI,VIII-1973( 富 昆 研 編 ，
1979); 中 ． 立 山 町 上 段,VIII-1952( 小 池 。
1951-1953); 婦 ． 婦 中 町 長 沢,VM972(a
昆 研 編,1979 ） ； 東. 福 野 町 安 居,V-1933( 田
中,1969b).
[ 調 査 標 本]:1$,. 古 沢,l-Vn-1981( 根
来 尚 ） ［2238 ］ ；3 船 ， 富 ． 三 ノ 熊 ，27-
VI-1983( 根 来 尚)[3303-3305],1$,
7-VII-1983( 根 来 尚)[3245];1^,t.
坂 下 新,7-VII-1983( 南 部 久 男)[3316];1
8 ， 新 ． ニ ノ 丸 町,5-V-1972( 加 治 外 琵
三);1$, 氷 ． 上 田 子,1-VIII-1984( 根
来 尚)[4291]:1$, 氷 ． 仏 生 寺,8-X
-1972( 加 治 外 司 三);1$, 氷 ． 十 二 町 潟 ？
16-v-1973( 田 中 忠 次),1$,1-VIII-
1984( 根 来 尚)[4290];2$$, 氷 ． 土 倉 ，
2-VM974( 田 中 忠 次);1$, 氷. 桑 の 院 ，
22-VII-1972( 田 中 忠 次);3$$2w, 氷 。
薮 田 一 見 田 窪,27-Vin-1972( 田 中 忠 次);
3 船 ， 砺 ． 坪 野,8-IX-1968( 瀬Jll 哲 夫 〉
[180];1 平 ， 小 ． 興 法 寺,10-V-1972( 加
治 外 司 三),14,10-V-1973( 加 治 外 司 三 〉
[2818],14,15-V-1973( 加 治 外 司 三),
1$,16-v-1973( 加 治 外 司 三)[2817],
1$,20-v-1973( 加 治 外 司 三),1$,5
-Vin-1973( 加 治 外 司 三),1$1^ ,25-VI
-1980( 田 中 忠 次) ，191¥ ，3 －VII-
1980( 根 来 尚 ） ［2249,2252 ］ ；18 ， 下
宇 奈 月 町 栃 屋,1-VI-1941( 田 中 忠 次);2
純 1 ¥ ， 下 ． 宇 奈 月 町 下 立 山 地 ， l l - V I -
1955( 田 中 忠 次);3$$, 婦 ． 婦 中 町 河 原
谷,25-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,21-IX
“
- 1 9 8 4 鈴 木 邦 雄 ) ; i $ i ^ , 婦 ． 婦 中 町
上 瀬,27-VI-1983( 根 来 尚)[3317,
3318];1$, 婦 ・ 婦 中 町 高 塚,27-VI-
1983 （ 根 来 尚)[3334];1$, 婦 ． 八 尾
町 深 谷,11-VI-1972( 田 中 忠 次);i$, 婦 ．
八 尾 町 上 新 村 , 1 4 - V I - 1 9 8 4 ( 根 来 弥
[4292];1$, 射 ， 小 杉 町 女 池,i-v-
1969( 大 野 豊),1^ ,21-VI-1969( 大 野
豊)．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 水 生 植
物 の 多 い 池 沼 ・ 湿 地 に 生 息 す る 。 最 高 地 は
上 市 町 中 の 又 （ 約490m) 。 中･ 西 部 に 多<,
東 部 で の 近 年 の 記 録 は 入 善 町 舟 見 お よ び ､ 上
市 町 中 の 又 の み で あ る 。 成 虫 出 現 期 ： 5 月
上 旬 一 1 0 月 上 旬 。
(6) キ イ ト ト ン ボCerttigrio 〃 加2 地"" γ 況 加
Selys,1876( 図 版I-6a,6b)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 浜 黒 崎,VII-1979( 瀬 川 ・
根 来,1980);1. 城 山,VIII-1972( 瀬 川 ，
1972 ） ； 新 ． 中 新 湊,VIII-1972( 富 昆 研 編 ，
1979); 氷 ． 桑 の 院,VII-1972( 富 昆 研 編 ，
1979); 氷 ． 薮 田,VIII-1972( 富 昆 研 編 ，
1979); 小 ． 興 法 寺,VII-1972( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 下. 宇 奈 月 町 栃 屋,VIII-1936( 田 中 ，
1 9 6 9 b ) ; 下 . 宇 奈 月 町 下 立 山 地 , V I -
1964 （ 田 中,1969b); 中 ． 上 市 町 中 ノ 又 ，
VIII-1973( 富 昆 研 編,1979); 中 ． 立 山 弥 陀
ケ 原,VII-1973( 冨 昆 研 編,1979); 中 ． 立
山 カ ル デ ラ,VII-1978( 田 中･ 水 野,1980);
婦 ． 婦 中 町 藤 ケ 池,VIII-1974( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 婦 ． 八 尾 町 八 尾,VI-1972( 富 昆 研
編,1979); 婦 ． 八 尾 町 桐 谷,VII-1977S
昆 研 編 ，1979) ．
[ 調 査 標 本 ］ ：2 純 ， 富. 呉 羽,28-VIII-
1969( 瀬 川 哲 夫);i$i4,. 城 山,12
-VII-1976( 瀬 川 哲 夫);i$i 早 ， 富 ． 古
沢.1-VII-1981( 根 来 尚)[2239,2240],
1$14,24-VII-1981( 根 来 尚)[2237,
富 山 県 の ト ン ボ 相
2236;1$, 富 ． 坂 下 新,7-VII-1983( 南
部 久 男)[3313]:1$1^,n. 三 ノ 熊 ，
25-VI-1982( 根 来 尚)[2202,2201];1
$,7-Vn-1983( 根 来 尚)[3246];1$,
6-IX-1983( 根 来 尚)[3119]:1$, 新
新 湊,3-Vin-1980( 岩 城 重 信);14, 氷 。
薮 田 一 見 田 窪,,27-VIII-1972( 田 中 忠 次);
1$, 氷. 上 田 子,1-VIII-1984( 根 来 尚 ｝
[4298 ］ ；18 ， 氷. 原 山 峠,l-VII-1984( 根
来 尚)[4299];1^, 砺 ． 頼 成 池 原,1
-VII-1984( 川 添 秀 夫);1$1^, 小 ． 興
法 寺,8-VII-1971( 加 治 外 司 三)[2822,
2823 ］ ；3 純1 早,21-VIII-1971( 瀬 川 哲
夫),1$14,5-Vm-1973( 加 治 外 司 三) ．
1$,13-VII-1979( 根 来 尚)[2198],1
$14,4-Vm-1984( 鈴 木 邦 雄):1$2
幹 ， 下 ． 朝 日 町 山 崎 内 谷,5-VI-1967( 田
中 忠 次 ） ；1 早 ， 中. 立 山 弥 陀 ケ 原,26-VIII
-1973 （ 田 中 忠 次);1$, 中 ． 立 山 町 伊 勢
屋,21-VIII-1980( 根 来 尚)[2241]:2
鮒 ， 上 ． 大 山 町 上 滝,26-VIII-1966( 瀬ill
哲 夫)[2253(1$)]:1$2W, 上 ． 大
山 町 文 珠 寺,6-VII-1968( 瀬 川 哲 夫 ）
[176(1 早)],1$1^,lO-VII-1983( 南
部 久 男)[3147,3146],1$,14-IX-1983( 根
来 尚)[3140];1$, 上 ． 大 沢 野 町 寺 家 ，
21-Vn-1983( 根 来 尚)[3238];1^, 婦 ．
婦 中 町 上 瀬,27-VI-1983( 根 来 尚 》
[3299],1$14,20-VII-1984( 鈴 木 邦
雄),36$14W,27-Vn-1984( 鈴 木 邦 雄:),
1$,25-IX-1984( 鈴 木 邦 雄:);1$, 婦 ．
婦 中 町 河 原 谷,25-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄):
1$, 婦 ． 婦 中 町 藤 ケ 池,7-VII-1983( 根
来 尚 ） ［3312] ，131 早,1-VIL1984()I|
添 秀 夫);1$, 婦 ． 婦 中 町 高 塚,27-VI-
1983( 根 来 尚)[3310];1$, 婦 ． 八 尾
町 桐 谷,26-VIII-1983( 根 来 尚)[3345];
1 早 ， 婦. 八 尾 町 桐 谷 赤 倉,1-VII-1983( 川
添 秀 夫);1$, 婦 ． 八 尾 町 東 川 倉,7-VII-
II
1983( 南 部 久 男)[3250];14, 射 、 小 杉 町
女 池,21-VI-1969( 大 野 豊);14, 射 、
小 杉 町 福 田 池 ，l4-VIII-1984( 川 添 秀 夫;
1$, 射 、 小 杉 町 太 閤 山,28-VII-1969( 瀬
川 哲 夫 ） ； 3 純 3 幹 ， 射 ､ 小 杉 町 太 閤 山 小
池,21-VII-1975( 鈴 木 邦 雄),4$$,25-
VII-1975( 鈴 木 邦 雄),1$,4-VIII-
1975 （ 鈴 木 邦 雄 ） ；3 純1¥ ， 射 、 小 杉 町
薬 勝 寺 池,21-VII-1975( 鈴 木 邦 雄),1 早 ，
22-VII-1975( 鈴 木 邦 雄),1$,26-VII-
1975 （ 鈴 木 邦 雄),1$1 早,7-VIII-
1975 （ 鈴 木 邦 雄),7$$1^,8-VIII-
1975( 鈴 木 邦 雄);2$$, 東 ． 上 平 村 池 ノ
平,18-VII-1982( 根 来 尚)[2196,2197],
14,23-VIII-1984( 根 来 尚)[4300];1
9 ， “ 西 ． 西 野 尻 ” （ ＝ ？ 西 ． 福 光 町 岩 木) ，
27-VIII-1932( 加 治 外 司 三) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 亜 高 山 帯 の 池
沼 ・ 湿 地 に 広 く 生 息 し ， 個 体 数 も イ ト ト ン
ボ 科 中 最 も 多 い ｡ 最 高 地 は 立 山 弥 陀 ヶ 原 ( 約
1,900m) 。 成 虫 出 現 期:6 月 上 旬-9 月 下
旬 。
(7) ア ジ ア イ ト ト ン ボIscﾙ"" 噸asiatica
Brauer,1865( 図 版I-7a,7b)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富. 蓮 町,IX-1968( 瀬 川,1968
c);. 呉 羽 山,Vm-1978( 瀬 川,1982):
富 ． 城 山,VIIL1972( 瀬 川,1972); 富 ． 三
ノ 熊,VI-1975( 富 昆 研 編,1979): 新 ． ニ
ノ 丸 町,VI-1972( 富 昆 研 編,1979); 小 ．
興 法 寺,v-1972( 冨 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本]:14, 黒 金 屋,28-V-1978( 長
井 真 隆)[2210];1$, 富 ． 日 方 江,26-VIII
-1971( 瀬 川 哲 夫 ） ；1¥ ， 富 ． 蓮 町,10-X
‐1967 （ 瀬 川 哲 夫 ） ；2 銘 ， 富 ． 田 畑,1-
Vra-1984( 川 添 秀 夫);2w,t. 富 岩 運
河,17-Vffl-1984( 川 添 秀 夫:);14, 富 ．
城 山,11-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄),1$2^,
3-X-1977( 田 中 忠 次):14, 富 ． 三 ノ 熊 ，
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
27-VI-1983( 根 来 尚)[3236],1^ ,6
-IX-1983( 根 来 尚)[3141];1$1 早 ，
新. 足 洗 潟,25-IX-1984( 根 来 尚)[4323,
4324 ］ ；1¥ ， 新. ニ ノ 丸 町,5-V-1972( 加
治 外 司 三 ） ［2826 ］ ；132 幹 ， 高 ． 与 茂 九
郎 池,22-IX-1982( 根 来 尚)[2180,2181,
2190]:14, 氷 ． 十 二 町 潟,23-VII-1972
( 田 中 忠 次),1^ ,16-V-1973( 田 中 忠 次),
l 早,25-V-1973( 加 治 外 司 三),1$,22
-IX-1982( 根 来 尚)[2191],1 早,28-IX
-1978( 根 来 尚)[2208],1^ ,1-VIII-
1984( 根 来 尚)[4288];1$14, 小 ．
興 法 寺,6-v-1972( 加 治 外 司 三),1^,
13-IX-1979( 根 来 尚)[2199],2$S,4
-Vin-1984( 鈴 木 邦 雄);1$2w, 上 ． 大
山 町 文 珠 寺,10-VIII-1983( 南 部 久 男)[3143
-3145]:14, 婦 ． 婦 中 町 上 瀬,27-VI-
1983 （ 根 来 尚 ） ［3235 ］ ；19 ， 婦 ． 婦 中
町 藤 ケ 池,7-VII-1983( 根 来 尚)[3323];
19 ， 婦 ． 八 尾 町 上 新 村,14-VI-1984( 根
来 尚 ） ［ 4 2 8 7 ］ ； 1 3 1 早 ， 射 、 小 杉 町 黒
河,12-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);1 早 ， 射 、 小
杉 町 薬 勝 寺 池,,26-VII-1975( 鈴 木 邦 雄),
3W,4-VIII-1975( 鈴 木 邦 雄･ 山 田 清),
2n,8-Vm-1975( 鈴 木 邦 雄),1$1^ ,
21-VII-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,6-vm-
1984( 鈴 木 邦 雄) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 潟 湖 ･ 池
沼 ・ 湿 地 に 生 息 す る が ， 個 体 数 は 少 な い 。
中 ・ 西 部 か ら の 記 録 が 多 く ， 東 部 で は 黒 部
市 金 屋 か ら 採 集 さ れ た も の が 唯 一 の 記 録 で
あ る 。 最 高 地 は 大 山 町 文 珠 寺( 約200m) 。 成
虫 出 現 期 ： 5 月 上 旬 一 1 0 月 上 旬 。
( 8 ) モ ー ト ン イ ト ト ン ボ 〃 0 γ わ れ 昭 γ z O 〃
sg 妙 加 〃(Ris,1916)( 図 版1-8)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 三 ノ 熊,VI-1975( 富 昆 研
編 ，1979 ） ； 氷 ． 胡 桃,VI-1973( 冨 昆 研 編 ，
1979 ） ； 小 ． 興 法 寺,VI-1970( 加 治,1971
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a),VI-1972( 富 昆 研 編,1979); 下 ． 宇 奈
月 町 栃 屋,VI-1935,VI-1967( 田 中,1969
b); 下. 宇 奈 月 町 下 立 山 地,VI-1964( 田 中 ，
1969b); 婦 ． 婦 中 町 長 沢,VI-1972( 富 昆 研
編,1979); 婦. 婦 中 町 藤 ケ 池,VII-1974ca
昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本 ］ ：3 幹 ， 黒 ． 石 田,30-VII-
1 9 6 5 （ 田 中 忠 次 ） ； 2 鮒 ， 富 ． 三 ノ 熊 ， 2 7
-VI-1983( 根 来 尚)[3241,3247],1$
14,7-VII-1983( 根 来 尚)[3324,
3325];1$, 小 ． 興 法 寺,10-VI-1972( 田
中 忠 次),1$14,2-VII-1972( 加 治 外
司 三)[2824,2825]I14, 下 ． 朝 日 町 大
平,24-VI-1981( 田 中 忠 次);2$$5^ ,
下 ． 宇 奈 月 町 下 立 山 地,ll-VI-1955( 田 中
忠 次 ) ; i $ , 婦 ． 婦 中 町 高 塚 , 2 7 - V I -
1983 （ 根 来 尚)[3333];1$14, 婦 ．
婦 中 町 藤 ケ 池,7-VII-1983( 根 来 尚 》
[3322,3321],1$,1-VII-1984( 川 添
秀 夫 ) ; i $ i ¥ ， 婦 ． 婦 中 町 上 瀬 , 2 7 - V I
-1983( 根 来 尚)[3320,3319],14,20
-VII-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,27-VII-
1984( 鈴 木 邦 雄);i$, 婦. 婦 中 町 河 原 谷 ，
29-VI-1984( 鈴 木 邦 雄),1*14,20-VII
－1984 （ 鈴 木 邦 雄) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： か つ て は 水 田 地 帯 に 普 通
で あ っ た （ 富 昆 研 編 ，1979 ） よ う で あ る が ，
確 実 な 記 録 の 残 さ れ て い る 産 地 は 少 な い 。
近 年 で は ， 丘 陵 地 の 湿 地 や 廃 棄 田 な ど で 見
ら れ る の み で あ り ， 発 生 個 体 数 も 激 減 し た
種 で あ る 。 成 虫 出 現 期 ： 6 月 上 旬 － 7 月 下
旬 。
2 ． モ ノ サ シ ト ン ボ 科Platycnemididae
(9) モ ノ サ シ ト ン ボCopera α 泥 泥" 〃/ α
(Selys,1863)( 図 版I-9a,9b)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 蓮 町,IX-1968( 瀬 川,1968
c): 富. 富 山 城 祉,VI-1944( 田 中,1969b):
耐 山 県 の | ､ ﾝ ボ 相
富 ． 呉 羽 山,VIII-1981( 瀬 川,1982); 高
佐 賀 野,IV-1948( 小 池:,1951-1953); 高
中 川,VI-1951( 小 池 ，1951-1953 ） ； 氷 ． 蔽
田,VIII-1972( 富 昆 研 編,1979); 氷. 森 寺 ≦
VIM973( 富 昆 研 編,1979); 砺 ． 頼 成 山
VI,VIII-1977( 田 中,1977b); 砺. 千 光 寺 。
VII-1968( 田 中,1969b): 小 ． 興 法 寺,VI,
VIII-1972,IX-1973( 富 昆 研 編,1979); 小 。
戸 久,VII-1972( 富 昆 研 編,1979); 小 ． 宮
島 峡,VIII-1954( 田 中,1969b); 下 ． 宇 奈
月 町 栃 屋,VII-1937( 田 中,1969b); 婦 ．
婦 中 町 藤 ヶ 池,VI-1974( 田 中,1975c).
[ 調 査 標 本]:1$1^,t. 城 山,5-IX-
1976 （ 瀬 川 哲 夫);1$2w, 富 ． 古 沢 ，
24-VII-1981( 根 来 尚)[227L2283,
2284],14,12-VIII-1981( 南 部 久 男 ）
[2290],1$,18-IX-1981( 根 来 尚 》
[2272]:1$, 富 ． 三 ノ 熊,25-VI-1982( 根
来 尚)[2278],1^,9-VM983( 根 来
尚)[3249],1^,27-VI-1983( 根 来 尚 》
[3306],1$,7-VII-1983( 根 来 尚 》
[3307],1$,6-IX-1983( 根 来 尚 》
[3120 ］ ；19 ， 氷 ． 上 田 子,1-VIII-
1984( 根 来 尚)[4286]:1$, 氷 ． 吉 池
12-VII-1973( 加 治 外 司 三);14, 氷 ． 阿
尾 川,25-VII-1973( 加 治 外 司 三);3$$,
氷 ． 見 田 窪,27-Vm-1972( 田 中 忠 次);1
子 ， 砺 ． 頼 成 池 原,1-VII-1984( 川 添 秀
夫 ） ；l ￥ ， 砺 ・ 坪 野,8-IX-1968( 瀬 川 哲
夫);i 早 砺. 三 合 新,29-IX-1968( 瀬 川 哲 夫 》
；1 早, 小. 興 法 寺,17-VI-1971( 加 治 外 司
三),1^,20-VM972( 田 中 忠 次),1^,
25-VI-1972( 加 治 外 司 三),1$,17-VI-
1973( 加 治 外 司 三,),1$,30-VII-1973( 加
治 外 司 三),1$,13-VII-1979( 根 来 尚 〉
[2276],2$$5W,3-VII-1980( 根 来
尚 ） ［2275,2277,2285-2289] ，18 ，4 －
VIII-1984( 鈴 木 邦 雄);14, 小 ． 宮 島 峡 ，
18-Vin-1984( 川 添 秀 夫);1^, 下 ． 入 善
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町 舟 見 山 地,,26-VI-1971( 田 中 忠 次);2
幹 ， 上 ． 大 山 町 文 珠 寺,29-VM964( 瀬Jll
哲 夫),1^,5-VII-1964( 瀬 川 哲 夫);1
¥ ， 婦 ． 婦 中 町 藤 ケ 池,16-VI-1974( 田 中
忠 次),2W,23-VII-1974( 田 中 忠 次),
2 鮒1 早,17-VI-1981( 根 来 尚)[2272,
2274,2292],1 早 リ7-VII-1983( 根 来 齢
[3309],1$1^ ,1-VII-1984( 川 添 秀
夫);1 早 ， 婦. 婦 中 町 吉 住,26-VI-1981( 吉
村 博 儀)[2291];1$, 婦 ． 婦 中 町 い こ い
の 村,3-VII-1984( 川 添 秀 夫);1$1 早 ，
婦 ． 婦 中 町 嘉 礼 谷,22-VIII-1969( 瀬 川 哲
夫 ） ；1 早 ， 婦. 婦 中 町 高 塚,27-VI-1983( 根
来 尚 ) 3 2 3 7 ] ; 1 $ , 婦 ． 八 尾 町 上 新 村 ，
14-VI-1984( 根 来 尚)[4285]:1 早 ， 婦 ．
八 尾 町 笹 原,10-VII-1983( 南 部 久 男 〉
[3251 ］ ；2 総l 早 ， 婦 ． 八 尾 町 桐 谷 ，26
-VI-1983( 根 来 尚)[3347,3348,3346],
1$,23-VII-1984( 鈴 木 邦 雄);1$, 射 、
小 杉 町 女 池,21-VI-1969( 大 野 豊):43
$$17W, 射 、 小 杉 町 太 閤 山 小 池,21-VII
-1975 （ 鈴 木 邦 雄) ，9 船1 早,25-VII-
1975( 鈴 木 邦 雄),59$$20W,4-VIII-
1975( 鈴 木 邦 雄);30$$8W, 射 、 小 杉 町
薬 勝 寺 池,,8-VIII-1974( 鈴 木 邦 雄),8$$
4n,26-VII-1975( 鈴 木 邦 雄･ 山 田 清),
27$$7W,4-VIII-1975( 鈴 木 邦 雄･ 山 田
清),21$$3W,7-Vm-1975( 鈴 木 邦 雄 ・
山 田 清),48$$12W,21-VII-1984( 鈴
木 邦 雄),2$$84i,6-VIII-1984( 鈴 木
邦 雄 : ) ; 1 早 ， “ 西 ． 西 野 尻 ” （ ＝ ？ 西 ． 福 光
町 岩 木),11-VM933( 加 治 外 司 三).
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 周 辺 に 樹 林 の 存 在 す る 平
地 一 丘 陵 地 の 池 沼 に 生 息 し , 個 体 数 も 多 い 。
中 ・ 西 部 に 多 く ， ， 東 部 で は 入 善 町 舟 見 と 宇
奈 月 町 栃 屋 の 2 ヶ 所 の み 。 最 高 地 は ， 八 尾
町 桐 谷( 約360m) 。 成 虫 出 現 期:6 月 上 旬 一
9 月 下 旬 。
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
3 ． ア オ イ I 、 ト ン ボ 科 L e s t i d a e
( 1 0 ) ア オ イ ト ト ン ボ L e s t e s s p o n s a
(Hansemann,1823)( 図 版II-1)
［ 既 知 産 地 ］ ： 小 ． 興 法 寺,IX-1970( 加 治 ，
1971a),IX-1972( 富 昆 研 編,1979); 中 ．
上 市 町 中 ノ 又,IX-1973( 富 昆 研 編,1979);
中 ． 立 山 カ ル デ ラ,VII-1978( 田 中･ 水 野 、
1980); 上. 大 山 町 有 峰 折 立 一 太 郎 平(1,870
m 付 近),IX-1962( 田 中,1963); 上 ． 大 山
町 有 峰,VIII-1979( 冨 昆 研 編,1981); 婦 一
八 尾 町 白 木 峰,VIII,IX-1973( 富 昆 研 編 、
1979 ） ； 東 ． 福 野 町 安 居,X-1932( 田 中 ，
1969b); 西 ． 福 光 町 南 谷,X-1948( 小 池 ：
195-1953).
［ 調 査 標 本 ］ ： 2 船 ， 黒 嘉 礼 沢 , 2 - I X -
1984( 川 添 秀 夫);1$1 早 ， 富 ． 緑 ケ 丘 ，
23-IX-1977( 瀬 川 哲 夫);1$, 富. 三 ノ 熊
6-IX-1983( 根 来 尚)[3118];2$$2
幹 ， 高 与 茂 九 郎 池,22-IX-1982( 根 来
尚 ） ［2306-2309 ］ ；5 船4 幹 ， 小. 興 法 寺 ：
21-VIII-1971( 瀬 川 哲 夫)[181(1 早)],2
$$,19-IX-1971( 加 治 外 司 三),2$$2
4f,24-IX-1971( 瀬 川 哲 夫),2W,5-
VIII-1973( 加 治 外 司 三)[2810(14)],1
$14,26-Vm-1973( 加 治 外 司 三)[2811
(1$)],2$$,13-VII-1979( 根 来 尚 ）
[2319,2320];1$, 上 ． 大 山 町 文 珠 寺 ，
14-IX-1983( 根 来 尚)[3139];3$$, 上 。
大 山 町 有 峰 折 立,17-VIII-1980( 岩 城 重
信 ） ； 2 船 3 幹 ， 婦 ． 八 尾 町 白 木 峰 ， 2 8 -
VIII-1979( 根 来 尚)[2295-2299];1$,
射 、 小 杉 町 太 閤 山 小 池,21-VII-1975( 鈴 木
邦 雄 ） ； 1 8 ， 射 、 小 杉 町 平 野 向 谷 池 ， 2 7 ‐
IX-1984( 鈴 木 邦 雄);1$, 東 ． 城 端 町 縄
ケ 池,23-VIII-1984( 根 来 尚)[4284];6
船 3 幹 ， 東 ． 上 平 村 池 ノ 平 , 1 8 - V I I I -
1982( 根 来 尚)[2310-2318],1$,23-
VIII-1984( 根 来 尚)[4283].
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[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 亜 高 山 帯 の 池
沼 ・ 湿 地 ・ 池 塘 に 生 息 す る が ， 産 地 は 少 な
く ， 特 に 平 地 に は 少 な い 。 最 低 地 は 富 山 市
緑 ヶ 丘 ( 約 1 0 m ) で あ る が ， こ の 地 で 発 生 し
た と は 考 え ら れ ず ， 他 所 か ら の 飛 来 と 思 わ
れ る 。 他 に は ， 小 杉 町 太 閤 山 の 小 池 （ 約 2 0
m ) の 記 録 が あ る 。 最 高 地 は 大 山 町 有 峰 折 立
一 太 郎 平 間 の 湿 地( 約1,870m)( 田 中,1963)
で あ る 。 白 木 峰 や 池 ノ 平 で は ， 生 息 個 体 数
も 多 い ｡ 成 虫 出 現 期 ： 7 月 中 旬 - 1 0 月 中 旬 。
(11) オ オ ア オ イ ト ト ン ボLestestemporalis
Selys,1883( 図 版II-2a,2b
［ 既 知 産 地 ］ ： 高 ． 清 水 町,Vm-1943( 小 池 。
1951-1953); 高. 岩 野,IX-1950( 小 池,1951
-1953 ） ； 高 ． 千 保 川,Vn-1945( 小 池,1951
-1953); 高 ． 二 上 山,X-1977( 田 中,1977
d); 高 ． 頭 川,IX-1977( 富 昆 研 編,1979);
氷 ． 稲 積,X-1972( 富 昆 研 編,1979); 氷 。
森 寺,VIII-1973( 冨 昆 研 編,1979); 砺 ． 頼
成,X-1977( 田 中,1977d); 小 ． 興 法 寺 、
X-1971( 加 治,1971c),X-1972( 富 昆 研
編,1979 ） ； 下. 宇 奈 月 町 栃 屋,VII-1935( 田
中,1969b),X-1983( 田 中,1984); 中 ．
上 市 町 大 岩,v-1973( 富 昆 研 編,1979);
中 ． 上 市 町 中 ノ 又,Vm-1973( 富 昆 研 編 ，
1979); 中 ． 立 山 町 芦Ill 弁 寺,IX-1974( 富 昆
研 編,1979 ） ； 東. 上 平 村 西 赤 尾,X-1974(e
昆 研 編 ，1979) ．
［ 調 査 標 本 ］ ： 1 3 ， 富 ． 三 ノ 熊 , 2 5 - V I -
1982( 根 来 尚)[2305],14,9-XI-
1983 （ 根 来 尚)[3117];1$14, 高 ．
与 茂 九 郎 池,22-IX-1982( 根 来 尚)[2304,
2303];1 早 ， 氷. 上 日 寺,5-VIII-1981( 冬
木 勲);1 早 ， 氷. 森 寺,26-VIII-1973( 加
治 外 司 三 ) ; 1 $ , 氷 ． 味 川 , 1 - V I I I -
1984( 根 来 尚)[4282];2W, 氷 ． 見 田
窪,27-VIII-1972( 田 中 忠 次);1$3w.
氷 ． 中 波,7-XI-1984( 鈴 木 邦 雄);1$,
富 山 県 の ト ン ボ 相
“ 東. 東 野 尻 ” （ ＝ 砺. 苗 加),30-X-1932( 加
治 外 司 三 ） ；19 ， 小 ． 高 坂 口,10-VIII-19
75 （ 瀬 川 哲 夫),1$,19-VIIL1975( 瀬Ill
哲 夫 ） ［2293 ］ ；2 幹 ， 小. 興 法 寺,4-V 正
-1984( 鈴 木 邦 雄);1$, 小 ． 東 大 谷,23
-VII-1981( 田 中 忠 次);13$$2w. 中 ．
上 市 町 骨 原,27-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);i
早 ， 中 ． 上 市 町 大 岩,12-IX-1975( 鈴 木 邦
雄),2$$2W,27-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);
18 ， 中 ． 上 市 町 中 ノ 又,16-IX-1973( 加
治 外 司 三 ） ； 1 8 ， 中 ． 立 山 町 千 垣 , 1 7 - X
-1966( 瀬 川 哲 夫;14, 上 ． 大 山 町 上 滝 ，
4-X-1968( 瀬 川 哲 夫)[175],1$1 早 ，
5-X-1968( 瀬 川 哲 夫);i 早 ， 上 ． 大 山 町
文 珠 寺,17-VIII-1963( 瀬 川 哲 夫),14,
6-VII-1964( 瀬 川 哲 夫),2$$,22-V 正
-1964( 瀬 川 哲 夫);5$$3w. 婦 ． 婦 中
町 上 瀬,25-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,1
-X-1984( 鈴 木 邦 雄),3$$,6-X-1984( 鈴
木 邦 雄),3$$4W,5-XI-1984( 鈴 木 邦
雄 ） ；18 ， 婦 ． 八 尾 町 笹 原,10-VII-
1983( 南 部 久 男)[3252];1¥ ， 婦 ． 八 尾
町 中 根,22-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),14,12
-X-1984( 鈴 木 邦 雄):3^4, 射 、 小 杉 町
平 野,4-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄),26$$14
n,6-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,15-
IX-1984( 鈴 木 邦 雄);2$$i 早 ， 射 、 小 杉
町 綿 打 池,30-IX-1984( 川 添 秀 夫;14,
射､ 小 杉 町 水 上 谷,8-X-1984( 鈴 木 邦 雄).
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 山 地 の 池 沼 や 細
流 の 流 れ こ む 湿 地 な ど に 生 息 し ， 前 種 に 較
べ よ り 平 地 に 分 布 す る 。 か つ て は ， 平 地 一
丘 陵 地 の 至 る 所 に 多 産 し て い た ( 冨 昆 研 編 ，
1 9 7 9 ) よ う で あ る が ， 近 年 平 地 で は 殆 ど 見
ら れ ず ， 丘 陵 地 か ら の 記 録 が 大 半 で あ る 。
最 高 地 は ， 上 市 町 中 の 又 ( 約 4 9 0 m ) 。 成 虫 出
現 期 ： 5 月 下 旬 一 1 1 月 上 旬 。
(1- ホ ソ ミ オ ツ ネ ン ト ン ボ 〃idolestes 〆 花
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grinus(RlS,1916)( 図 版II-3)
[ 既 知 産 地 ］ ： 中 ． 上 市 町 中 ノ 又,VI,IX
1973 （ 富 昆 研 編 ，1979) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 本 県 下 か ら は , 上 記 上 市
町 中 ノ 又 で の 2 幹 の 記 録 が あ る の み で あ る ＝
i¥i オ ツ ネ ン ト ン ボSympecmapaedisca
(Eversmann,1836)( 図 版II-4)
［ 既 知 産 地 ］ ： 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 山 地 , I X -
1937 （ 田 中,1969b).
［ 調 査 標 本 ］ ： 1 ¥ ， 富 ． 西 呉 羽 , 1 4 - V -
1933( 加 治 外 司 三);i$, 下 ． 宇 奈 月 町 栃
屋,12-VII-1952( 田 中 忠 次);i$i¥ ，
下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 山 地,4-XI-1952( 田 中
忠 次) ．
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 上 記 の 3 ヶ 所 か ら 記 録 さ
れ て い る が ， い ず れ も 1 9 5 2 年 以 前 の も の で
近 年 は 全 く 得 ら れ て い な い 。 田 中 ( 環 境 庁 ，
1 9 7 9 ） は ， 本 種 を 近 年 当 該 地 に お い て 絶 滅
し た と 考 え ら れ る 種 と し た が ， 筆 者 ら は 最
近 本 種 と 思 わ れ る 個 体 を 婦 中 町 で 目 撃 し て
い る 。 追 認 が 望 ま れ る 。
4 ． カ ワ ト ン ボ 科Calopterygidae
(M) ハ グ ロ ト ン ボCa" 彫ﾌﾂﾊ;atrataSelys,
1853 （ 図 版II-5)
［ 既 知 産 地 ］ ： 高 ． 千 保 川,VIII-1942( 小 池 ，
1951-1953); 氷 ． 余 川,VIII-1982( 根 来 ，
1983); 氷 ． 指 崎,VII-1973( 富 昆 研 編 ，
1979): 氷 ． 森 寺,VII-1973( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 中 ． 立 山 町 上 段,VIII-1952( 小 池 ，
1951-1953)i 東 ． 城 端 町,V-1953( 土 田 ，
1956).
［ 調 査 標 本 ］ ：13 ， 富 ． 星 井 町,24-VI-
1933 （ 加 治 外 司 三 ） ；1 ＄ ， 富 ． 五 福 三 区 ，
20-VII-1980( 瀬 川 哲 夫);2$$, 高 ・ 長 慶
寺,25-VII-1984( 岩 城 重 信);i$i 早 ，
氷 ． 森 寺 口,25-V1I-1973( 加 治 外 司 三 ）
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
[2807,2806]11$, 氷 ． 森 寺,12-VII-
1973( 加 治 外 司 三)[2805];1 早 ， 氷 ． 上
余 川,6-VIII-1982( 冬 木 勲);3$$2
幹 ， 砺 ． 福 山,22-VIII-1969( 瀬 川 哲 夫 ？
[2321(1$),173(14)];2$$1^ ,
小 ． 宮 島ll*,18-VIII-1984( 川 添 秀 夫):i
8 ， 婦 ． 婦 中 町 蓮 花 寺,29-IX-1968( 瀬 雁
哲 夫 ） ； 1 ¥ ， 婦 ． 婦 中 町 中 保 谷 , 8 - I X -
1968 （ 瀬 川 哲 夫) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 流 れ の
緩 や か な 小 川 に 生 息 す る 。 か つ て は ， 水 生
植 物 の 生 育 す る 緩 い 流 れ の あ る 所 で は ご く
普 通 に 見 ら れ た （ 冨 昆 研 編 ， 1 9 7 9 ） よ う で
あ る が ， 近 年 で は 主 に 西 部 の 少 数 の 地 点 か
ら 採 集 さ れ て い る に す ぎ ず ， 生 息 個 体 数 も
少 な い ｡ 成 虫 出 現 期 ： 6 月 下 旬 一 9 月 下 旬 ，
5 月 中 旬 と い う 極 め て 早 い 記 録 が 一 例 あ る
（ 土 田 ，1956) 。
(13 ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボCalopteryxcornelia
Selys,1853( 図 版II-6a,6b)
［ 既 知 産 地 ］ ： 高 ． 向 野,VI-1945( 小 池,1951
一1953 ） ； 高 ． 頭 川,X-1948( 小 池,1951-
1953 ） ； 下 ． 朝 日 町 笹 川,VII-1939( 田 中 ，
1969b)i 下 ． 朝 日 町 打 谷,VII-1975( 富 昆
研 編,1979); 下 ． 宇 奈 月 町 下 立 山 地,VIII
-1942( 田 中,1969b); 下 ． 宇 奈 月 町 愛 本 ，
VIII-1956( 田 中,1969b): 上. 大 山 町 赤 倉 ，
VI-1963( 田 中,1969b); 上 ． 大 山 町 河 内
VI-1972,VI-1973( 富 昆 研 編,1979); 婦 ．
八 尾 町 別 荘 川,VI,VII,VIII,IX-1977
(Suzuki&Tamaishi,1981); 西 ． 福 光
町 中 河 内,VIII-1967( 田 中,1969b),VIII
-1973 （ 富 昆 研 編 ，1979) ．
［ 調 査 標 本 ］ ： 1 3 ， 魚 ． 角 川 ダ ム , 7 - V I -
1983 （ 長 井 真 隆)[3267]I1$, 下 ． 朝 日
町 山 崎 5 - V I - 1 9 6 7 ( 田 中 忠 次 ) ; i $ i
￥ ， 中 ． 上 市 町 護 摩 堂,12-VI-1984( 根 来
尚 ） ［4222,4223 ］ ；10 ， 中 ． 立 山 町 伊 勢
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屋,16-VI-1982( 根 来 尚)[2322];2$$,
中 ． 立 山 町 栃 津,12-VI-1980( 鈴 木 邦 雄);
1$, 中 ． 立 山 町 座 主 坊,12-VI-1980( 鈴
木 邦 雄 ） ；18 ， 上 ． 大 山 町 手 出,24-VIII-
1974( 瀬 川 哲 夫);2$$, 上 ． 大 沢 野 町 万
願 寺,7-VI-1980( 鈴 木 邦 雄);i$14,
婦 ． 細 入 村 楠 原,26-VII-1979( 根 来 尚 〉
[2324,2325 ］ ；2 船1¥ ， 婦 ． 細 入 村 蟹
寺,22-VI-1980( 大 野 豊);3w, 西 ．
福 岡 町 小 野,10-VI-1979( 鈴 木 邦 雄);i
9 ， 西 ． 福 光 町 河 内,5-VIII-1973( 田 中 忠
次 ） ；18 ， 西 ． 福 光 町 中 河 内,12-VIII-
1967( 田 中 忠 次.
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 一 山 地 の 渓 流 に
生 息 す る 。 中 ・ 東 部 に 多 く ， 近 年 西 部 で 陰
福 岡 町 小 野 ・ 福 光 町 中 河 内 で 採 集 さ れ て い
る に す ぎ な い 。 生 息 個 体 数 は ， 近 年 激 減 し
て い る ｡ 成 虫 出 現 期 ： 6 月 上 旬 一 1 0 月 上 旬 〃
( 1 6 ） オ オ カ ワ ト ン ボ 〃 " α i s n α ” α z
Yamamoto,1956( 図 版 ⅡI-la,lb)
［ 既 知 産 地 ］ ： 黒 吉 城 寺,VI-1980(Suzuki,
1980a): 滑. 東 福 寺,V-1980(SUZUKL1980
a):1. 金 草,VM973( 富 昆 研 編,1979);
富 ． 城 山,V-1980(SUZUKL1980a),V-
1981(Suzuki&Metokl1983); 高 ． 五
十 里,V-1974( 富 昆 研 編,1979); 氷 ． 三
尾,V-1980(Suzuki,1980a); 氷 ． 寺 尾 “
V-1980(SuzUKL1980a); 氷 ． 長 坂,V-
1979(Suzuki&Eguchi,1979); 小 ． 興
法 寺,V-1971( 加 治,1971b),VM972,
v-1973( 冨 昆 研 編,1979); 下 ． 宇 奈 月 町
栃 屋 山 地 ，V-1970 （ 富 昆 研 編,1979),V
-1971( 田 中,1971a),VM977( 冨 昆 研 編 ，
1 9 7 9 ） ； 中 ． 立 山 町 座 主 坊 , V I - 1 9 8 0
(Suzuki,1980a); 上. 大 山 町 柵 ケ 原,VI-19
80(Suzuki,1980a); 上 ． 大 山 町 下 双 嶺 ，
VI-1980(Suzuki,1980a): 上 ． 大 沢 野 町
万 願 寺,VI-1980(Suzuki,1980a): 婦 ．
窟 山 県 の ト ン ボ 相
婦 中 町 大 瀬 谷 , V I - 1 9 7 9 ( S u z u k i &
Eguchi,1979); 婦. 八 尾 町 三 田,VI-1979
(Suzuki&Eguchi,1979),V-1980(Suzuki,
1 9 8 0 a ) : 婦 ． 八 尾 町 別 荘 川 , V - 1 9 7 6
(Suzuki&Metoki,1983),VVI,VII-
1977,V,VI-1978(Suzuki,Ubukata&
Eguchi,1980); 婦 ． 八 尾 町 中 根,V,VI,
VII-1977,V,VI,VII-1978(Suzuki&
Eguchl1979); 婦. 八 尾 町 若 ヶ 原,V,VI,
VII-1977,V,VI,VII-1978(Suzuki&
Eguchi,1979); 東 ． 井 口 村 川 上 中,VI-
1980(Suzuki,1980a); 西 ． 福 岡 町 上 野 ，
VI-1979(Suzuki&Eguchl1979).
[ 調 査 標 本]:1$, 黒. 若 栗,10-V-1939( 田
中 忠 次 ） ； 2 鮒 2 幹 ， 黒 ． 吉 城 寺 , 4 - V I
－1982 （ 鈴 木 邦 雄:),2$$4n,30-VI-
1984 （ 鈴 木 邦 雄 ） ；19 ， 黒 ． 内 生 谷 ，26 －
V-1982( 鈴 木 邦 雄:);2$$1 早 ， 魚 ． 大 谷 ，
22-V-1939( 田 中 忠 次);1$, 魚 ． 住 吉 ，
23-V-1961( 田 中 忠 次);2$$2w,t.
金 草,2-VI-1973( 加 治 外 司 三);2w.
富 ． 城 山,20-V-1981( 瀬 川 哲 夫),1$,
25-V-1981( 瀬 川 哲 夫),14$$16W,30-
V-1981( 鈴 木 邦 雄),6$$5W,27-V-
1 9 8 2 ( 鈴 木 邦 雄 ) , 3 $ $ 2 W , 3 1 - V -
1983( 目 時 直 人),1 早,28-V-1984( 鈴 木
邦 雄),3$$2W,31-V-1984( 鈴 木 邦
雄 ） ； 2 鮒 2 幹 ， 富 ． 西 金 屋 , 3 - V I -
1981( 根 来 尚)[4202-4205];1$, 氷 ．
床 鍋,1-VI-1974( 田 中 忠 次);1$, 小 ．
興 法 寺,20-VI-1971( 加 治 外 司 三),1$1
4,7-V-1972( 加 治 外 司 三),1$,10-
V-1972( 加 治 外 司 三.),1 早,16-V-1972( 加
治 外 司 三),1$,7-VI-1972( 加 治 外 司
三),1$,24-V-1973( 加 治 外 司 三);1
早 ， 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 前 大 谷 , 4 - V I -
1982( 鈴 木 邦 雄);1$, 下 ． 宇 奈 月 町 浦 山 ，
10-V-1960( 中 川 秀 幸);1$, 上 ． 大 山 町
上 滝,,18-V-1966( 瀬 川 哲 夫);1^, 上 ．
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大 山 町 文 珠 寺,28-IV-1964( 瀬 川 哲 夫),1
$,29-IV-1964( 瀬 川 哲 夫),2W,8-V
-1964( 瀬 川 哲 夫)[174(14)],4$$,
26-V-1964( 瀬 川 哲 夫);1$, 婦 ． 婦 中 町
河 原 谷,13-VI-1984( 鈴 木 邦 雄);2$$
[incl.i."X",lex.]14, 婦 ． 婦 中 町
常 楽 寺,ll-VI-1984( 鈴 木 邦 雄);2$$1
早 ， 婦 ． 婦 中 町 上 瀬,9-VI-1984( 鈴 木 邦
雄 ） ； 3 鮒 ， 婦 ． 八 尾 町 井 栗 谷 , 2 7 - V -
1984( 瀬 川 哲 夫);2$$, 婦 ． 八 尾 町 深 谷 ，
28-V-1982( 鈴 木 邦 雄);1$, 婦 ． 八 尾 町
下 笹 原,3-VI-1984( 増 田 準 三);6$$7
幹 ， 婦 ． 八 尾 町 若 ヶ 原,1-VI-1984( 鈴 木
邦 雄);1$[f."X"], 婦 ・ 八 尾 町 三 田 ，
23-V-1980( 鈴 木 邦 雄),5$$8W,10-
V-1982( 鈴 木 邦 雄),3$$1 早,U-VI-
1984( 鈴 木 邦 雄),2$$,14-VI-1984( 鈴
木 邦 雄);34$$[incl.f."X",3exs.]38
n,16-VI-1984( 鈴 木 邦 雄.),3$$2W,
18-VI-1984( 鈴 木 邦 雄),2$$1^ ,19-VI
-1984 （ 鈴 木 邦 雄),4$$[incl.f."X",
2exs.]3W,23-VI-1984( 鈴 木 邦 雄);
19 ， 西 ． 福 光 町 刀 利,27-V-1973( 加 治
外 司 三) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 清 流 ･ 渓
流 に 生 息 す る 。 か つ て は 最 も 普 通 な 種 で あ
っ た （ 富 昆 研 編 , 1 9 7 9 ) よ う で あ る が ， 近
年 多 く の 場 所 か ら 姿 を 消 し て し ま っ た 。 最
高 地 は 立 山 町 座 主 坊( 約340m) 。 黒 部 市 付 近
が 本 種 の 日 本 海 側 の 北 限 で あ る( 鈴 木,1980
a , b ) 。 成 虫 出 現 期 : 4 月 下 旬 - 7 月 中 旬 。
(17 ） ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ 〃" αissp.( 図 版Ill
-2a,2b)
［ 既 知 産 地 ］ ： 黒 吉 城 寺,VI-1980(Suzuki,
1980a): 魚 ． 大 沢,VI-1979(Suzuki&
Eguchi,1979); 滑 ． 東 福 寺,VII-1973(
昆 研 編,1979),VI-1979(Suzuki&
Eguchi,1979),V-1980(Suzuki,1980a);
鈴 木 州 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
氷 ． 一 の 瀬,Vn-1973 富 昆 研 編,1979;
氷 ． 三 尾,v-1980(SuzuKL1980a); 氷 ．
寺 尾,v-1980(SuzuKL1980a)i 下 ． 朝 日
町 境,VI-1979(Suzuki&Eguchi,1979);
下 ． 朝 日 町 笹 川,VI-1979(Suzuki&
Eguchi,1979): 下. 朝 日 町 田 中,VI-1980
(Suzuki,1980a); 下 ． 朝 日 町 南 保,VI-
1980(Suzuki,1980a); 下 ． 宇 奈 月 町 中 谷 ，
VI-1979(Suzuki&Eguchl1979),V-
1980(Suzuki,1980a); 中 ． 上 市 町 大 岩 ，
VI-1973( 富 昆 研 編,1979),V-1980
(Suzuki,1980a); 中 ． 上 市 町 釜 池,VI-
1972( 冨 昆 研 編,1979); 中 ． 上 市 町 高 峰 山 ，
VI-1972( 富 昆 研 編,1979); 中 ． 立 山 町 栃
津,VI-1980(SuzuKL1980a); 中 ． 立 山
町 座 主 坊,VI-1980(SuzuKL1980a); 上 ．
大 山 町 牧 野,VI-1980(SuzuKL1980a);
上 ． 大 山 町 瀬 戸,VI-1980(Suzuki,
1980a); 上 ． 大 山 町 小 佐 波,VI-1980
(Suzuki,1980a); 上. 大 山 町 小 坂,VI-1980
(Suzuki,1980a); 上 ． 大 山 町 小 原,VII-
1973 （ 冨 昆 研 編,1979); 上 ． 大 山 町 有 峰 ，
VIII-1952( 舟 坂,1953),Vin-1977( 富 昆
研 編,1979),VII-1977,VIII-1979( 富 昆
研 編,1981),VII-1980(Suzuki,1980a);
上 ． 大 沢 野 町 万 願 寺.VI-1980(Suzukl
1980a); 上 ． 大 沢 野 町 寺 家,VI-1980
(Suzukl1980a); 婦 ． 八 尾 町 三 田,vi-
1979(Suzuki&Eguchl1979),V-1980
(Suzuki,1980a); 婦. 八 尾 町 八 尾,VI-
1973( 富 昆 研 編,1979); 婦 ． 八 尾 町 深 谷 ，
VI-1976( 富 昆 研 編,1979); 婦 ． 八 尾 町 別
荘 川,V,VI-1976(Suzuki&Metoki,
1983),V,VI,VII,VIII,IX-1977,V,VI-
1978(SuzuklUbukata&Eguchi,
1980); 婦 ． 八 尾 町 中 根,V,VI,VII-1977,
V,VI,VI-1978(Suzuki&Eguchi,1979);
婦 ． 八 尾 町 若 ヶ 原,V,VI,VII-1977,V,VI,
VII-1978(Suzuki&Eguchi,1979) ； 婦 ：
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八 尾 町 小 井 波,VI-1973( 冨 昆 研 編,1979);
婦 ． 八 尾 町 日 尾 御 前,VII-1977( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 東 ． 利 賀 村 阿 別 当,VI,VII-1978
(Suzuki&Eguchi,1979); 西 ． 福 岡 町 上
向 田,VI-1979(Suzuki&Eguchi,1979);
西 ． 福 岡 町 上 野 , V L 1 9 7 9 ( S u z u k i &
Eguchi,1979); 西. 福 光 町 刀 利,VII-1973
（ 富 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本 ］ ：13 ［ 燈 色 型] ， 黒 ． 若 栗,10
-V-1939( 田 中 忠 次);4$$, 黒 ． 吉 城 寺 大
谷,24-V-1982( 鈴 木 邦 雄);4$$3w.
黒 ． 吉 城 寺,4-VI-1982( 鈴 木 邦 雄),1$,
9-VI-1982( 鈴 木 邦 雄),3W,30-VI-
1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；13 ， 黒 ． 柳 沢,1-VII
-1983 （ 根 来 尚 ） ［3297 ］ ；3 船 ， 黒 ． 尾
山,26-V-1982( 鈴 木 邦 雄);9$$14, 黒 ．
内 生 谷,26-v-1982( 鈴 木 邦 雄);2$$, 黒 ．
大 谷,22-V-1939( 田 中 忠 次 ） ；131 ￥ ，
氷 ． 床 鍋,2-VI-1974( 田 中 忠 次);1$,
氷 ． 見 田 窪,27-VIII-1972( 田 中 忠 次);1
8 ， 小. 興 法 寺,7-v-1972( 加 治 外 司 三);
5 船 ， 下 ． 朝 日 町 南 保 谷,8-VI-1982( 鈴
木 邦 雄 ） ； 2 鮒 2 幹 ， 下 ． 朝 日 町 山 崎 ， 8
-VI-1982( 鈴 木 邦 雄);12$$7^ , 下 ． 宇
奈 月 町 栃 屋 前 大 谷,4-VI-1982( 鈴 木 邦
雄 ） ； 2 幹 ， 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 , 9 - V I -
1982( 鈴 木 邦 雄);8$$2w. 下 ． 宇 奈 月
町 浦 山,17-V-1982( 鈴 木 邦 雄);1$, 下 ．
宇 奈 月 町 下 立,17-V-1982( 鈴 木 邦 雄);1
$, 下 ． 入 善 町 舟 見,,8-VI-1982( 鈴 木 邦
雄:);2$$1^, 中 ． 上 市 町 護 摩 堂,12-VI
-1984( 根 来 尚)[4224-4226];2$$, 中 ．
上 市 町 浅 生,4-VM974( 田 中 忠 次),6$$
2W,29-V-1980( 根 来 尚)[4185-
4192 ］ ；1 早 ， 中 ． 上 市 町 大 岩 一 釜 池 ，30 ‐
v-1965( 田 中 忠 次);2$$, 中 ． 上 市 町 大
岩,10-V-1973( 加 治 外 司 三),5$$24^ ,
13-VI-1982( 鈴 木 邦 雄);1$, 中 ． 上 市 町
大 沢,21-VI-1981( 岩 木 重 信);2$$, 中 ．
富 山 県 の ト ン ボ 相
立 山 町 伊 勢 屋,16-VI-1982( 根 来 尚 〉
[4209,4210],2$$,15-VI-1983,( 根 来
尚 ） ［3264,3265 ］ ；2 鮒 ， 上 ． 大 山 町 文 珠
寺,28-IV-1964( 瀬 川 哲 夫),1^,9-V
-1964( 瀬 川 哲 夫),1$1^,26-V-1964( 瀬
川 哲 夫 ） ；18 ， 上 ． 大 山 町 福 沢,23-VI-
1978( 根 来 尚)[4199];1 早 ， 上 ． 大 山
町 小 原,15-VII-1973( 加 治 外 司 三);1$,
上. 大 山 町 有 峰,6-VIII-1977( 田 中 忠 次);
1$[ 燈 色 型], 上 ． 大 山 町 有 峰 西 谷,12-
VI-1983( 北 村 征 三 郎);1$, 上 ． 大 沢 野
町 寺 家,4-IV-1972( 瀬 川 哲 夫:),2$$,
21-VII-1983( 根 来 尚)[4221,3280]:1
早 ， 上 ． 大 沢 野 町 舟 渡,22-V-1981( 根 来
尚)[4208]:1$1^, 上 ． 大 沢 野 町 猿 倉
山,26-V-1982( 根 来 尚)[4194,4195];
1$1 早 ， 婦 ． 婦 中 町 長 沢,6-v-1972( 加
治 外 司 三),1$2W,16-V-1972( 加 治 外
司 三),1$2n,24-V-1972( 加 治 外 司
三),1$,9-VI-1972( 加 治 外 司 三);4
$$[incl. 燈 色 型,lex.]14, 婦 ． 婦 中
町 河 原 谷,1-VI-1984( 鈴 木 邦 雄),62$$
74^ ,4-VI-1984( 鈴 木 邦 雄),1$6W,
9-VI-1984( 鈴 木 邦 雄),9$$1 早,11-VI
-1984 （ 鈴 木 邦 雄:),1$,13-VI-1984( 鈴
木 邦 雄 ） ；18 ， 婦 ． 婦 中 町 常 楽 寺,11-VI
-1984( 鈴 木 邦 雄),3$$,23-VM984( 鈴
木 邦 雄 : ) ; 3 $ $ 1 4 , 婦 ． 婦 中 町 上 瀬 , 9
-VI-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,20-VII-1984
( 鈴 木 邦 雄 ） ；13 ， 婦 ． 婦 中 町 藤 ヶ 池,,17
-VI-1981( 根 来 尚)[4207];1$, 婦 ．
婦 中 町 い こ い の 村,29-V-1983( 瀬 川 哲 夫);
18 ， 婦 ． 婦 中 町 吉 住,26-VI-1981( 吉 村
博 儀)[4206];12$$2W, 婦 ． 八 尾 町 井
栗 谷,28-V-1982( 鈴 木 邦 雄),2$$14,
27-V-1984( 瀬 川 哲 夫):5$$, 婦 ． 八 尾 町
深 谷,28-V-1982( 鈴 木 邦 雄:),2$$,8-
VI-1984( 南 部 久 男)[4227,4228],2$$
14,14-VI-1984( 根 来 尚)[4229-
4号
4231];14, 婦 ． 八 尾 町 下 笹 原,3-VI-
1 9 8 4 ( 増 田 準 三 ) ; 4 $ $ , 婦 ． 八 尾 町 若 ヶ
原,1-VI-1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；20 早8 将 ，
婦 ． 八 尾 町 三 田,28-V-1982( 鈴 木 邦 雄,
6$$,16-VI-1984( 鈴 木 邦 雄),10$$[incl.
燈 色 型,lex.]44^ ,18-VI-1984( 鈴 木
邦 雄),3$$2W,23-VI-1984( 鈴 木 邦
雄),4$$14,14-VI-1984( 鈴 木 邦 雄);
l ギ ， 婦 ． 八 尾 町 高 瀬,14-VI-1983( 根 来
尚 ） ［4232 ］ ；2 鮒 ， 婦 ． 細 入 村 楠 原 ，21 ‐
V-1978( 根 来 尚)[4197,4198];1$,
射 、 小 杉 町 水 上 谷,24-V-1982( 長 井 真 隆 〉
[4193 ］ ；l 早 ， 東 ． 利 賀 村 金 剛 堂 山 々 麓 ，
15~VI-1983( 瀬 川 哲 夫);i$, 東 ． 利 賀 村
山 の 神 峠,9-VIII-1979( 根 来 尚)[41
9 6 ］ ； 2 鮒 2 幹 ， 西 ． 福 光 町 中 河 内 ， 8 ‐
VII-1973( 加 治 外 司 三):i$14, 西 ． 福
光 町 刀 利,27-V-1973( 加 治 外 司 三.
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 山 地 の 渓 流 に 生
息 す る 。 前 種 よ り も 生 息 域 が 広 く ， 平 地 一
低 丘 地 で は し ば し ば 前 種 と 共 存 す る が ， 山
地 渓 流 に は 本 種 の み が 普 遍 的 に 生 息 す る 。
最 高 地 は ， 大 山 町 有 峰 西 谷( 約1,100m) 。 成
虫 出 現 期 ： 4 月 中 旬 一 8 月 下 旬 。
II ム カ シ|､ ン ボ 亜 目Anisozygoptera
5 ． ム カ シ ト ン ボ 科Epiophlebiidae
(13 ム カ シ ト ン ボ" わ ， 〃 んbiasupe 芯 彪s
(Selys,1889)( 図 版 Ⅱ1-3)
［ 既 知 産 地 ］ ： 下. 宇 奈 月 町 浦 山,VI-1955( 田
中,1969a): 中 ． 上 市 町 浅 生,V-1972,V
-1973( 冨 昆 研 編,1979).
［ 調 査 標 本 ］ ：13 ， 中 ． 上 市 町 大 岩,14-V-
1978( 鈴 木 邦 雄);2$$,25-V-1980( 鈴 木
邦 雄):i$14, 中 ． 上 市 町 浅 生,29-V-
1980( 根 来 尚)[2326,2327];1$, 中 ．
上 市 町 大 沢,3-VI-1979( 岩 城 重 信).
鈴 木 邦 雄 ・ 恨 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 一 山 地 の 渓 流 に
生 息 す る が ， 発 生 個 数 体 は 少 な い 。 確 実 な
産 地 も 少 な く ， 宇 奈 月 町 浦 山 お よ び 上 市 町
の 大 岩 川 ・ 浅 生 川 の 流 域 の み で あ る 。 成 虫
出 現 期 ： 5 月 中 旬 一 6 月 上 旬 。
ⅡI 不 均 迩 亜 目Anisoptera
6 ． ム カ シ ヤ ン マ 科 P e t a l u r i d a e
09) ム カ シ ヤ ン マTa" 妙 彪?ryxpryeri
(Selys,1889)( 図 版III-4a,4b)
［ 既 知 産 地 ］ ； 魚. 金 山 谷,v-1971( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 滑 ． 東 福 寺,VII-1975( 冨 昆 研 編 ，
1979 ） ； 砺 ． 頼 成,VI-1977( 田 中,1977b);
砺 ． 栴 檀 山,VI-1970( 富 昆 研 編,1979);
小 ． 興 法 寺,v-1971( 加 治,1971b),V-
1972( 冨 昆 研 編,1979); 下 ． 朝 日 町 越 道| 峠 ，
Vn-1977( 富 昆 研 編,1979); 下 ． 宇 奈 月 町
栃 屋 山 地 ，V-l977( 富 昆 研 編,1979); 中 ．
上 市 町 浅 生 川,V-1966( 富 昆 研 編,1979);
中 ． 立 山 カ ル デ ラ,VIM978( 田 中･ 水 野 ，
1980); 中 ． 黒 部 湖 左 岸,VIII-1973( 富 昆 研
編,1979); 上 ． 大 山 町 有 峰,Vin-1952( 土
田 他,1953),VII-1963( 田 中,1964c),VII
-1979( 富 昆 研 編,1981); 婦 ． 婦 中 町 長 沢 ，
v-1972( 富 昆 研 編,1979); 婦 ． 婦 中 町 藤 ヶ
池,v-1974( 田 中,1975c); 婦 ． 八 尾 町 深
谷,VI-1972,VI-1976( 富 昆 研 編,1979);
婦 ． 細 入 村 楠 原 一 猪 谷 , V - 1 9 6 4 ( 山 本 ，
1967); 東 ． 利 賀 村 菅 沼,Vn-1951( 田 中 ，
195a).
［ 調 査 標 本]:1 早 ， 魚. 松 倉,23-V-1971( 田
中 忠 次);1$, 滑. 東 福 寺,22-VI-1978( 鈴
木 邦 雄:),1 早,22-VI-1979( 鈴 木 邦 雄.),
3n,24-V-1980( 鈴 木 邦 雄);1$, 滑 ．
東 福 寺 野,12-VI-1984( 根 来 尚)[4251]:
1$14, 高 二 上 山,15-VI-1969( 中Jll
秀 幸):14, 氷. 岩 ヶ 瀬,17-VIII-1981( 瀬
55
川 哲 夫 ） ；13 ， 氷 ． 寺 尾,29-V-1980( 鈴
木 邦 雄 ） ； 1 3 ， 砺 ． 頼 成 の 森 , 1 - V I I -
1984 （ Ⅱ| 添 秀 夫);1$, 小 ． 興 法 寺,29-
IV-1972( 瀬 川 哲 夫),1$,14-V-1972( 加
治 外 司 三),1$,29-IV-1973( 加 治 外 司
三),2W,14-V-1973( 加 治 外 司 三);1
＄ ， 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋,30-VI-1977( 鈴 木
邦 雄 ) ; 2 $ $ 1 早 ， 下 ． 宇 奈 月 町 浦 山 , 1 7
-v-1982( 鈴 木 邦 雄);1$, 下 ． 黒 部 峡 谷
森 石,30-VIII-1981( 大 野 豊);1 早 ， 中 ．
上 市 町 釈 泉 寺,6-VI-1962( 田 中 忠 次):1
8 ， 中 ． 上 市 町 大 岩,25-V-1980( 鈴 木 邦
雄 : ) ; 1 早 ， 中 ． 上 市 町 下 浅 生 , 4 - V I -
1 9 7 4 （ 田 中 忠 次 ） ； 2 鮒 ， 中 ． 立 山 町 伊 勢
屋,16-VI-1982( 根 来 尚)[2329,2330];
19 ， 中 ． 立 山 町 栃 津,12-VI-1980( 鈴 木
邦 雄 ) ; 1 $ , 中 ． 立 山 町 座 主 坊 , 1 2 - V I -
1980( 鈴 木 邦 雄:);1$, 上 ． 大 山 町 河 内 ，
28-VM980( 大 野 豊);1$, 上 ． 大 山 町
上 滝,18-V-1966( 瀬 川 哲 夫):1$, 上 ．
大 山 町 文 珠 寺,4-Vn-1963( 瀬 川 哲 夫),
l 平,8-V-1964( 瀬 川 哲 夫)[161],1$,
22-V-1964( 瀬Jll 哲 夫)[2328],14,28-
V-1964( 瀬 川 哲 夫);1$, 上. 大 山 町 長 瀬 ，
5-VII-1980( 大 野 豊);1$, 上 ． 大 山
町 牧 野,11-VI-1980( 鈴 木 邦 雄);1$, 上 ．
大 山 町 有 峰,29-VIL1981( 大 野 豊);1
3 ， 上 ． 大 沢 野 町 猿 倉 山,7-VI-1983( 根
来 尚)[3266];1$, 婦. 婦 中 町 河 原 谷 ，
4-VI-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,9-VI-
1984( 鈴 木 邦 雄);1$1 平 ， 婦 ． 婦 中 町 上
瀬,9-VI-1984( 鈴 木 邦 雄):4$$14,
婦 ． 婦 中 町 藤 ヶ 池 ，17-V1-1981( 根 来 尚 ）
[231-134,236],1$,l-VI-1984( 川
添 秀 夫 ） ； 1 3 ， 婦 ． 婦 中 町 吉 住 , 2 6 - V I -
1981 （ 根 来 尚)[2335],14,26-VI-19
81 （ 吉 村 博 儀:)[2337];14, 婦 ． 婦 中 町
い こ い の 村,29-V-1983( 瀬 川 哲 夫),1 早 ，
3-Vm-1984( 川 添 秀 夫);1$, 婦 ． 婦 中
富 山 県 の ト ン ボ 相
町 高 塚,,24-VI-1984( 川 添 秀 夫):1$, 婦 ＝
八 尾 町 三 田,11-VL1979( 鈴 木 邦 雄),3 船 、
28-V-1980( 鈴 木 邦 雄);2$$1 早 ， 婦 ． 八
尾 町 深 谷,14-VI-1984( 根 来 尚)[4252-
4254];1 ギ ， 婦 ． 八 尾 町 横 手,29-V-
1976( 鈴 木 邦 雄) ，1¥ ，17-V-1977 （ 鈴 木
邦 雄 ） ；19 ， 婦 ． 八 尾 町 上 笹 原,23-VI-
1976( 鈴 木 邦 雄),3$$,25-V-1977( 鈴 木
邦 雄),1$,lO-VI-1977( 鈴 木 邦 雄),1
$,12-VM977( 鈴 木 邦 雄),2$$,29-VI
‐1978 （ 鈴 木 邦 雄 ） ；19 ， 婦 ． 八 尾 町 中 根 ，
2-VI-1976( 鈴 木 邦 雄:),1$,16-VI-
1976( 鈴 木 邦 雄),3$$,21-VI-1976( 鈴
木 邦 雄:),2$$,7-Vn-1976( 鈴 木 邦 雄) §
1 早 ，9 －VII-1976( 鈴 木 邦 雄:),;1$, 婦 、
八 尾 町 若 ヶ 原 , 3 - V M 9 7 8 ( 鈴 木 邦 雄 ) , 1
早 ，9 －V1-1978 （ 鈴 木 邦 雄:);9$$3W,
婦 ． 八 尾 町 三 田,28-V-1982( 鈴 木 邦 雄);
l 早 ， “ 西 ． 西 野 尻 ” （ ＝ ？ 西. 福 光 町 岩 木),
25-V-1933C 加 治 外 司 三) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 一 山 地 の 水 の 惨 み
出 る 湿 っ た 崖 の 存 在 す る 場 所 に 生 息 す る 。
全 域 に 産 地 が 多 く ， 個 体 数 も 多 い 。 最 低 地
は 婦 中 町 長 沢 ( 約 4 0 m ) , 最 高 地 は 黒 部 湖 西
岸( 約1,500m) 。 成 虫 出 現 期:5 月 上 旬-8
月 下 旬 。
7 ． サ ナ エ|､ ン ボ 科Gomphidae
M ミ ヤ マ サ ナ エA 〃 たago" ゆ 〃"5maacki
(Selys,1872)( 図 版IV-1)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 蓮 町,IX-1968( 瀬 川 ，
1968c); 上 ． 大 山 町 常 願 寺 川･ 真 川 合 流 点 ，
VIII-1980( 根 来,1981b); 東 ． 井 波 町 公 園 ，
IX-1979( 田 中,1981b).
［ 調 査 標 本 : 1 4 , S . 東 部 小 学 校 , 2 - I X
-1976 （ 瀬 川 哲 夫) ．
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 上 記 の 産 地 が 知 ら れ て い
る の み 。 幼 虫 は 平 地 河 川 の 中 ・ 下 流 に 生 息
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し ， 成 虫 は 大 き な 移 動 を す る ら し い ( 石 田 ，
1 9 6 9 ） が ， 本 県 で の 生 息 の 実 態 は 全 く 不 明
で あ る 。
(21 ） ヤ マ サ ナ エAsit 悪omphusmelaenops
(Selys,1854)( 図 版IV-2)
［ 既 知 産 地 ］ ： 魚 ． 金 山 谷,VI~1971( 富 昆 研
編 ，1979 ） ； 氷 ． 指 崎,VII-1973( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 砺 ． 頼 成,VI-1977( 田 中,1977d);
小 ． 興 法 寺,V-1971( 加 治,1971b),V-
1972( 富 昆 研 編,1979): 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 ，
VI-1977( 富 昆 研 編,1979); 中 ． 上 市 町 白
萩 一 釈 泉 寺,V,VI-1962( 田 中,1969b); 上 ．
大 山 町 福 沢,VII-1961( 田 中,1969b); 婦 ．
婦 中 町 長 沢,VI-1972( 冨 昆 研 編,1979);
婦. 婦 中 町 藤 ヶ 池,VI-1974( 田 中,1975c);
婦 ． 八 尾 町 八 尾 , V I - 1 9 7 2 ( 冨 昆 研 編 , 1 9
79 ） ； 婦 ． 八 尾 町 深 谷,VI-1976( 冨 昆 研 編 ，
1979 ） ； 西. 福 光 町 う ず ら 山,VIII-1973(s
昆 研 編 ，1979) ．
［ 調 査 標 本]:1$, 氷 ． 桑 の 院,12-VI-
1974 （ 田 中 忠 次 ） ；1 早 ， 氷 ． 寺 尾,29-V-
1 9 8 0 ( 鈴 木 邦 雄 ) ; i $ , 砺 ． 頼 成 山 , 2 0 -
VI-1977( 田 中 忠 次),14,23-VI-1978( 田
中 忠 次),1¥,1-VII-1984( 川 添 秀 夫;
18 ， 小. 興 法 寺,7-V-1972( 加 治 外 司 三,
14,11-VI-1972( 加 治 外 司 三);i$, 中 ．
上 市 町 白 萩,6-VI-1962( 田 中 忠 次);i
早 ， 中 ． 上 市 町 眼 目,7-VI-1981( 荒 木);
3 鮒 3 幹 ， 上 ． 大 山 町 文 珠 寺 . 2 6 - V -
1964( 瀬 川 哲 夫)[2338(1$),162(14)]i
13 ， 上 ． 大 山 町 牧 野,ll-VI-1980( 鈴 木
邦 雄 : 1 4 . 婦 ． 婦 中 町 長 沢 , 2 4 - V -
1972( 加 治 外 司 三),1$,4-VI-1973( 加
治 外 司 三 ) : i $ , 婦 ． 婦 中 町 各 願 寺 , 1 -
VI-1972( 加 司 三)[2829]:14, 婦 ・ 婦 中
町 河 原 谷,9-V-1984( 鈴 木 邦 雄),1¥ ，
16-VI-1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；1¥ ， 婦 ． 婦 中 町
上 瀬,20-VII-1984( 鈴 木 邦 雄),1 早,23
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 技
-VII-1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；l¥ ， 婦 ． 婦 中 町
藤 ケ 池,14-VI-1974( 田 中 忠 次),1$,1
-VII-1984( 川 添 秀 夫);i$, 婦 ． 婦 中 町
吉 谷 一 藤 ヶ 池,18-VI-1974( 田 中 忠 次):i
¥ ， 婦. 婦 中 町 い こ い の 村,3-VII-1984( 川
添 秀 夫 ) ; i $ , 婦 ． 八 尾 町 三 田 , 2 8 - V -
1 9 8 0 ( 鈴 木 邦 雄 ) ; i ¥ ， 婦 ． 八 尾 町 横 手 ，
18-VM976( 鈴 木 邦 雄);i$, 婦 ． 八 尾 町
下 笹 原,3-VI-1976( 鈴 木 邦 雄 ） ；1¥ ， 婦 ．
八 尾 町 上 笹 原,29-VI-1978( 鈴 木 邦 雄);i
9 婦. 八 尾 町 中 根,16-VI-1976( 鈴 木 邦 雄),
3 純1 早,21-VI-1976( 鈴 木 邦 雄);i$,
婦 ． 八 尾 町 三 田,28-V-1982( 鈴 木 邦 雄),
6$$,18-VI-1984( 鈴 木 邦 雄),2$$,17
-VII-1984( 鈴 木 邦 雄),14,27-VII-
1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；18 ， “ 西. 西 野 尻 ” （ ＝ ？
西 ． 福 光 町 岩 木),ll-VI-1933( 加 治 外 司
三);1$, 西 ． 福 光 町 う ず ら 山,11-VIII-
1972( 加 治 外 司 三.
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 の 渓 流 に 生 息 す
る 。 鈴 木 と 板 倉 は ， 八 尾 町 の 渓 流 で 最 盛 期
に 縄 張 り を 形 成 す る オ ス を 多 く 見 か け た 。
サ ナ エ ト ン ボ 科 中 コ サ ナ エ に 次 い で 個 体
数 が 多 い 。 成 虫 出 現 期 5 月 中 旬 － 8 月 中
旬 ｡
中. 上 市 町 中 ノ 又,4-VII-1977( 大 野 豊).
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 山 地 渓 流 に 生 息 す る が ，
個 体 数 は 少 な く ， 上 記 産 地 か ら 知 ら れ て い
る に す ぎ な い ｡ 成 虫 出 現 期 ： 5 月 中 旬 － 8 月
上 旬 。
(23 ） ヒ ラ サ ナ エD α ひ 〃j 〃s 汎Oz ” α""sta γ 〃 〃
AsahinaetInoue,1973( 図 版IV-4)
［ 調 査 標 本]:1$, 高 ． 二 上 山 城 山,30-V-
1 9 8 2 （ 冬 木 勲 ） ； 1 9 ， 氷 ． 上 田 子 , 3 0 -
VI-1982( 冬 木 勲.
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 本 亜 種 は 本 報 告 で 富 山
県 よ り 初 め て 記 録 さ れ る 。
(24 ） ダ ビ ド サ ナ エDav 城"s 〃 α""s(Selys,
1869 ） （ 図 版IV-5)
［ 既 知 産 地 ］ ： 下. 朝 日 町 笹 川,V-1941( 田 中 ．
1942a); 下 ． 朝 日 町 山 崎 内 谷,VI-1967( 田
中,1969b)I 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 山 地,VI-
1941( 田 中,1969b); 中 ． 上 市 町 黒 川,v-
1971( 富 昆 研 編,1979); 中 ． 上 市 町 釜 池 付
近,V-1965( 田 中,1969b); 中 ． 上 市 町 大
岩,V-1973( 富 昆 研 編,1979).
［ 調 査 標 本]:14, 中 ． 上 市 町 大 岩,4-VI
-1974( 田 中 忠 次),3$$2W,13-VI-
1982( 鈴 木 邦 雄);i$, 中 ． 上 市 町 浅 生j 帆
4-VI-1974( 田 中 忠 次);i$14, 中 ． 上
市 町 大 沢,21-V1-1981( 岩 城 重 信);i 平 、
上 ． 大 山 町 小 坂,ll-VI-1980( 鈴 木 邦 雄);
2 鮒 ， 上. 大 沢 野 町 万 願 寺,18-VI-1969( 瀬
川 哲 夫 ) ; i $ 1 4 , 婦 ・ 八 尾 町 横 手 , 2 1 -
V-1975( 鈴 木 邦 雄),1$,28-V-1976( 鈴
木 邦 雄 ） ； 1 3 3 幹 ， 婦 ． 八 尾 町 上 笹 原 ，
30-VI-1976( 鈴 木 邦 雄),1 早,2-VII-
1976 （ 鈴 木 邦 雄),6$$10W,20-V-
1977( 鈴 木 邦 雄) ，2 幹 ，25-V-1977( 鈴 木
邦 雄 ） ； 1 早 ， 婦 ． 八 尾 町 中 根 , 2 - V I I -
1976( 鈴 木 邦 雄),14.7-VII-1976( 鈴
木 邦 雄 ; i 4 , 婦 ． 細 入 村 楠 原 , 2 1 - V -
(2) ク ロ サ ナ エD α 〃 〃"sfujiamaEraser,
1936 （ 図 版IV-3)
［ 既 知 産 地 ］ ： 中 ． 上 市 町 大 岩,V-1973( 富 昆
研 編 , 1 9 7 9 ) ; 中 ． 上 市 町 大 岩 一 釜 池 , v -
1965 （ 田 中,1969b); 中 ． 上 市 町 浅 生 川 ，
V-1973( 冨 昆 研 編,1979); 上. 大 山 町 有 峰 、
VIII-1952( 舟 坂,1953),VII-1977( 冨 昆
研 編 ，1981) ．
［ 調 査 標 本 ］ ： l ￥ ， 中 ． 上 市 町 護 摩 堂 , 1 2 -
VI-1984( 根 来 尚)[4260];1$, 中 ． 上
市 町 大 岩,4-VI-1974( 田 中 忠 次);1$,
中. 上 市 町 浅 生 川,4-VI-1974( 田 中 忠 次,
1 早,29-V-1980( 根 来 尚)[2349];1$,
Ｆ へ 』
富 山 県 の ト ン ボ 相
1978( 根 来 尚)[2350];3$$1 平 ， 西
福 岡 町 小 野,10-VI-1979( 鈴 木 邦 雄).
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 一 山 地 の 渓 流 に
生 息 す る 。 東 部 に 多 い 。 成 虫 出 現 期 ： 5 月
中 旬 一 7 月 中 旬 。
”ﾎﾝｻﾅｴGomphus 加st “"/ α γis
Selys,1869( 図 版IV-6)
［ 既 知 産 地 ］ ： 高 ・ 高 岡 公 園,VI-1955( 太 田 ，
1957); 婦 ． 婦 中 町 長 沢,V-1972( 冨 昆 研
編 ，1979) ．
［ 調 査 標 本 ］ ：1 ￥ ， 富. 蓮 町,23-V-1933( 加
治 外 司 三);14, 高 ・ 古 城 公 園,1-VI-19
69( 瀬 川 哲 夫);i$, 中 ． 上 市 町 柿 沢,17
-V-1953( 田 中 忠 次);2$$14, 上 ． 大 沢
野 町 万 願 寺,18-V-1969( 瀬 川 哲 夫.
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 小111 に
生 息 す る が ， 本 県 下 で の 確 実 な 記 録 は 上 記
の み で あ り ， し か も い ず れ も 1 9 7 2 年 以 前 の
も の で あ る 。 成 虫 の 現 在 の 生 息 状 況 は 全 く
不 明 で あ る 。 成 虫 出 現 期 ： 5 月 中 旬 一 6 月
上 旬 。
(20 キ イ ロ サ ナ エGompﾉitispryeriSelys,
1883( 図 版IV-7)
［ 既 知 産 地 ］ ： 高 ． 城 光 寺,VII-1951( 小 池 ，
1951-1953); 婦 ． 婦 中 町 藤 ヶ 池,VI-1974
（ 田 中,1975c).
［ 調 査 標 本 ］ ： 1 3 ， 氷 ． 指 崎 1 1 - V I I -
1973( 加 治 外 司 三)[2832];14, 婦 ． 婦
中 町 吉 谷 一 藤 ヶ 池,18-VI-1974( 田 中 忠
次) 。
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 本 県 下 か ら の 確 実 な 記 録
は 上 記 の み 。 前 種 同 様 現 在 の 生 息 状 況 は 不
明 で､ あ る 。
(27 ） ウ チ ワ ヤ ン マ 此""ogomphusc 〃 ひatus
(Eabricius,1775)( 図 版IV-8)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富. 城 山,VIII-1972( 富 昆 研 編 ，
5 2
1979); 氷 ． 十 二 町 潟,VIII-1947( 田 中 ，
1969b); 氷 ． 熊 無,VIII-1960( 田 中 ，
1969b)I 小 ． 興 法 寺,VII,VIII-1971( 加 治 ，
1971c),VII-1972( 富 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本]:l$, 氷 ． 上 田 子,1-VIII-
1984( 根 来 尚)[4233];1$, 小 ． 興 法
寺,1-VIII-1971( 加 治 外 司 三),1$,27
-VIII-1972( 加 治 外 司 三)[2839]I3$$,
射, 小 杉 町 太 閤 山,27-VII-1969( 瀬 川 哲 夫 〉
[163(1$)],1$,28-VII-1969( 瀬 川
哲 夫) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 野 一 丘 陵 地 の 水 面 の
開 け た 池 沼 に 生 息 す る が ， 近 年 激 減 し て い
る 。 東 部 か ら は 全 く 採 集 さ れ て い な い 。 最
高 地 は 氷 見 市 熊 無 （ 約 1 0 0 m ) お よ び 小 矢 部
市 興 法 寺( 約100m)｡ 成 虫 出 現 期:7 月 下 旬
一 8 月 下 旬 。
(23 ヒ メ ク ロ サ ナ エL α""iusfuiiaciis
(Eraser,1936)( 図 版V-l)
［ 既 知 産 地 ］ ： 魚 ． 坪 野 、V-1939( 田 中 ，
1969b): 下 ． 朝 日 町 笹 川,V-1941( 田 中 ，
1942a); 下 ． 朝 日 町 相 の 又 谷,VII-1977(1
昆 研 編,1979): 下 ． 朝 日 町 越 道 峠,VII-
1977( 富 昆 研 編,1979): 中 ． 上 市 町 大 岩 一
釜 池,V-1973( 冨 昆 研 編,1979): 上 ． 大 山
町 文 珠 寺,V-1964( 田 中,1969b); 東 ． 平
村 相 倉,V-1955( 富 昆 研 編,1979); 西 ． 福
光 町 刀 利,V-1973( 富 昆 研 編,1979).
［ 調 査 標 本 ］ ： 1 早 ， 高 古 城 公 園 , 1 0 - V -
1966( 中 川 秀 幸):i$, 中 ． 立 山 町 称 名 峡
谷,25-VII-1977( 大 野 豊)[ 南 西 型1:i
早 ， 上 ． 大 山 町 文 珠 寺,31-V-1964( 瀬 川 哲
夫 ) ; i $ , 上 ． 大 沢 野 町 寺 家 公 園 , 3 0 - I V
-1972( 瀬 川 哲 夫)[ 南 西 型 ］ ；2 幹 ， 上 ．
大 沢 野 町 猿 倉 山 , 2 6 - V - 1 9 8 2 ( 根 来 尚 ＞
［2344,2345 ］ ；1 早 ， 上 ． 大 沢 野 町 舟 渡 ，
22-V-1981( 根 来 尚)[2346]I2$$, 婦 ．
八 尾 町 井 栗 谷,27-V-1984( 瀬 川 哲 夫);i
鈴 木 邦 雄 ・ 根 米 尚 ・ 板 倉 範 枝
3 ， 婦 ． 八 尾 町 横 手,21-V-1975( 鈴 木 邦
雄 ) ; i $ , 婦 . 八 尾 町 桐 谷 赤 倉 , 1 4 - V I -
1984 （ 川 添 秀 夫) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 一 山 地 の 渓 流 に
生 息 す る 。 既 知 産 地 は 比 較 的 多 い が ， 採
集 さ れ た 個 体 数 は あ ま り 多 く な い 。 平 地 で
の 唯 一 の 記 録 で あ る 高 岡 市 古 城 公 園 の も の
は そ の 地 で 発 生 し た も の と は 思 わ れ ず ， 他
か ら の 飛 来 と 思 わ れ る 。 本 県 か ら は ， い わ
ゆ る 東 北 型 の み が 知 ら れ て い た ( 富 昆 研 編 、
1 9 7 9 ） が ， 南 西 型 の 個 体 も 少 数 な が ら 採 集
さ れ て い る 。 成 虫 出 現 期 ： 4 月 下 旬 － 7 月
下 旬 。
(29 ） オ ナ ガ サ ナ エOnyc 〃 昭0 ？"p 〃 妬 ひ か 城 一
costus(Oguma.1926)( 図 版V-2)
［ 既 知 産 地 ］ ： 下 ． 朝 日 町 南 保,VII-1950( 田
中,1969b); 婦 ． 八 尾 町 大 長 谷,VIII-1959
（ 田 中,1969b).
［ 調 査 標 本 ］ ： 1 早 ， “ 西 ． 西 野 尻 七 山 ” （ ＝
東 ． 福 野 町 滝 寺),9-IX-1933( 加 治 外 司
三) ．
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 田 中(1969b) が 朝 日 町
南 保 ・ 八 尾 町 大 長 谷 ・ 高 岡 市 戸 出 よ り 記 録
し て い る が ， 高 岡 市 戸 出 の 記 録 に は 採 集 年
の 記 載 が な い 。 い ず れ も 標 本 は 現 存 し な い
が , 八 尾 町 大 長 谷 産 の 標 本 写 真 が 存 在 す る 。
鈴 木･ 根 来(1985b) は ， 故 加 治 外 司 三 氏 か
戦 前 現 在 の 新 湊 高 校 に 寄 贈 さ れ た 標 本 類 中
に 1 早 を 発 見 し た 。 こ の 標 本 が ， 本 県 産 の
唯 一 の 現 存 標 本 で あ る 。 い ず れ も 古 い 記 録
な の で 追 認 が 望 ま れ る 。
(30) コ オ ニ ヤ ン マSie 加 〃j"s α/6 α γdac
Selys,1886( 図 版V-3)
［ 既 知 産 地 ］ ： 魚 ． 鹿 熊,VIII-1959( 田 中 ，
1969b); 小 ． 興 法 寺,VI-1971( 加 治 外 司
三),VI-1972( 冨 昆 研 編,1979): 東 ． 福 野
町 安 居,VIII-1951( 田 中,1969b).
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[ 調 査 標 本 ］ ：13 黒. 尾 山,10-VIII-1941( 田
中 忠 次 ） ； 1 3 ， 婦 ． 婦 中 町 蓮 花 寺 ， 2 9 - 瞳
-1968( 瀬 川 哲 夫):i$," 東 ． 東 野 尻 ” （ ＝
砺 ． 苗 加),17-VIII-1936( 加 治 外 司 三.
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 の 河 川 に 生 息 す る
が ， 本 県 で は 比 較 的 稀 な 種 で あ る 。 既 知 産
地 は 少 な く ， 上 記 の も の が 全 て で あ る 。 成
虫 出 現 期 ： 6 月 下 旬 一 9 月 下 旬 。
(31) オ ジ ロ サ ナ エStylogon ゆ""ss 〃z 況 城
(Oguma,1926)( 図 版V-4)
［ 調 査 標 本 ］ ：2 鮒 ， 婦. 八 尾 町 中 根,7-VII
－1976( 鈴 木 邦 雄) ，1 早 ，9 －VII-1976( 鈴
木 邦 雄) ．
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 本 種 は , 本 報 告 で 富 山 県
か ら 初 め て 記 録 さ れ る 。 や や 古 い 記 録 な の
で 追 認 力 望 ま れ る 。
( 3 ) コ サ ナ エ T γ 増 0 柳 p " s m e l a m p u s
(Selys,1869)( 図 版V-5)
［ 既 知 産 地 ］ ： 魚. 金 山 谷 一 北 山,VI-1971(g
昆 研 編,1979); 魚 ． 坪 野,VI-1937( 田 中 ，
1969b); 高 ． 古 城 公 園,V-1948( 田 中 ，
1969b); 高 ． 中 川,V.VM949( 小 池,,1951
-1953 ） ； 氷 ． 島 崎,v-1973( 富 昆 研 編 ，
1979); 氷 ． 稲 積,v-1972( 富 昆 研 編 ，
1979); 小. 興 法 寺,VI-1970( 加 治,1971a),
VI-1972( 冨 昆 研 編,1979); 下 ． 朝 日 町 笹
川,V-1941( 田 中,1942a); 下 ． 宇 奈 月 町
栃 屋 山 地,,VI-1941( 田 中,1969b); 下 ． 入
善 町 舟 見 山 地,,VL1971( 冨 昆 研 編,1979):
中. 上 市 町 大 岩,v-1973( 冨 昆 研 編,1979);
中. 上 市 町 つ ぶ ら 池,V-l965( 田 中,1969b).
v-1972( 富 昆 研 編,1979); 婦. 婦 中 町 長 沢 ．
v-1972( 冨 昆 研 編,1979); 婦 ． 婦 中 町 藤 ケ
池,VI-1974( 田 中,1975c); 東 ． 福 野 町 安
居,V-1932( 田 中,1969b).
［ 調 査 標 本 ］ ：181¥ ， 黒 ． 鋲 ケ 岳,17-VI
-1984( 田 中 忠 次 ） ；1¥ ， 富 ． 呉 羽 山,21
will 県 の|､ ン ボ イ:I 」
-VI-1981( 岩 城 重 信);2$$2w,t. 吉
作,5-V-1969( 瀬 川 哲 夫 ） ；1¥ ， 富 ． 三
ノ 熊,25-VI-1982( 根 来 尚)[2341],3
船1 早 ，l9-V-1983 （ 根 来 尚)[3269-
3272],1$2W,27-VI-1983( 根 来 尚 ）
[3287,3288,3300]:2$$2W, 高 ． 古
城 公 園,9-V-1966( 瀬 川 哲 夫),1$,1
-v-1969( 中 川 秀 幸);1$, 高 ． 二 上 山 城
山 3 0 - V - 1 9 8 2 ( 冬 木 勲 ) ; 1 $ , 高 ． 五
十 里,28-V-1974( 田 中 忠 次);i$, 氷. 十 二 町
潟,16-V-1973( 田 中 忠 次);1$, 小 ． 興
法 寺,16-V-1971( 加 治 外 司 三) ，l¥ ，25
-IV-1972( 加 治 外 司 三),2$$,27-IV-
1972 （ 加 治 外 司 三 ） ［2834 （18)] ，l ￥ ，
1-VI-1972( 加 治 外 司 三.),1$,20-V-
1973 （ 加 治 外 司 三);4$$14, 下 ． 朝 日
町 棚 山,12-v-1982( 田 中 忠 次);1$, 下 ．
宇 奈 月 町 栃 屋,9-VI-1982( 鈴 木 邦 雄),2
W,30-VI-1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；l¥ ， 中 ．
上 市 町 つ ぶ ら 池 ，4 －V1-1974( 田 中 忠 次);
1¥ ， 上 ． 大 沢 野 町 寺 家:,28-V-1982( 根 来
尚 ） ［2342 ］ ；l¥ ， 婦 ． 婦 中 町 長 沢,24-V
-1972( 加 治 外 司 三);1$14, 婦 ． 婦 中
町 上 瀬,1-VI-1984( 鈴 木 邦 雄);1$1
¥ ， 婦 ． 婦 中 町 藤 ケ 池,24-V-1974( 田 中 忠
次),1$,18-VI-1974( 田 中 忠 次),1$
1 早,17-VI-1981( 根 来 尚),[2339,
2340],1$,7-VII-1983( 根 来 彫
[3296],14,1-VII-1984( 川 添 秀 夫);
1 早 ， 婦 ． 八 尾 町 三 田,28-V-1980( 鈴 木 邦
雄 ） ； 1 9 1 牛 ， 婦 ． 八 尾 町 上 新 村 , 1 4 - V I
-1984( 根 来 尚)[426L4262]12$$,
婦 ． 八 尾 町 桐 谷 赤 倉,14-VI-1984( 川 添 秀
夫 ） ； 2 幹 ， 射 、 小 杉 町 太 閤 山 , 4 - V -
1969( 瀬 川 哲 夫:);1$, 射 、 小 杉 町 女 池 ，
8-VI-1969( 大 野 豊) ，1 ￥ ，21-V1 －
1969( 大 野 豊).
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 野 一 山 地 の 池 沼 ･ 湿 地
に 生 息 す る 。 本 県 の サ ナ エ ト ン ボ 科 中 最 も
個 体 数 が 多 い 。 最 高 地 は 黒 部 市 鋲 ヶ 岳 （ 約
7 2 0 m ) 。 成 虫 出 現 期 : 4 月 下 旬 - 7 月 上 旬 ．
8 ． オ ニ ヤ ン マ 科Cordulegasteridae
(33 ） オ ニ ヤ ン マAnotogas 彫 γsie 加 脇 だ
(Selys,1854)( 図 版V-6)
［ 既 知 産 地 ］ ： 滑 ． 東 福 寺,VII-1975( 富 昆 研
編 ，1979 ） ； 富 ． 城 山,VIII-1972,( 瀬 川 ，
1972),VIII-1978( 根 来,1982); 高 ． 千 保
川,VIII-1946( 小 池,1951-1953); 高 ． 佐
賀 野,VIII-1948( 小 池,,1951-1953); 高 ．
手 洗 野 山,VIII-1948 小 池,1951-1953);
高 ． 五 十 里,IX-1972( 富 昆 研 編,1979);
氷 ． 桑 の 院,Vn-1972( 富 昆 研 編,1979);
氷. 薮 田,VIII-1972( 冨 昆 研 編,1979); 砺 。
頼 成,VII-1977( 田 中,1977d); 小 ． 興 法
寺,VIII-1972( 富 昆 研 編,1979); 小 ． 宮 島
峡,IX-1950( 小 池,1951-1953); 下 ． 宇 奈
月 町 栃 屋,VIII-1975( 冨 昆 研 編,1979): 下 ．
宇 奈 月 町 宇 奈 月 ダ ム サ イ ト （ 田 中,1975a);
中 ． 立 山 町 上 段,VIII-1952( 小 池,1951-
1953): 中 ． 立 山 町 称 名 峡 谷,VII-1946(^ ,
1948); 上. 大 山 町 有 峰,Vin-1952( 土 田 他 ，
1953),Vin-1979( 富 昆 研 編,1981); 上 ．
大 沢 野 町 猿 倉 山,VIII-1979( 田 中,1980);
上 ． 大 沢 野 町 神 通 川 河 川 敷,IX-1977( 富 昆
研 編 , 1 9 7 9 ) ; 婦 ． 婦 中 町 藤 ヶ 池 , , I X -
1977 （ 富 昆 研 編,1979); 婦 ． 八 尾 町 桐 谷 、
Vin-1977( 富 昆 研 編,1979); 婦 ． 八 尾 町 日
尾 御 前,VII-1977( 富 昆 研 編,1979); 西 。
福 光 町 医 王 山,VIII-1973( 富 昆 研 編,1979),
VIII-1981( 田 中 ・ 山 中,1982).
［ 調 査 標 本 ］ ：1 早, 富. 五 福,20-IX-1979( 鈴
木 邦 雄) ，1 早,23-VIII-1979( 鈴 木 邦 雄);
3 鮒 ， 富 ． 呉 羽 山,1-VIII-1978( 瀬 川 哲
夫 ） ［2362 （13)] ’2 鮒1 平 ，2 －V111 ‐
1978( 瀬 川 哲 夫)[2361(1$)],1$,2
-VIII-1984( 川 添 秀 夫),2$$,6-VIII-
Ｆ Ｄ
鈴 木 郁 雄 ・ 限 来 尚 ・ 板 倉 範 伎
1984 （ 川 添 秀 夫) ，181¥ ，l4-VIII-
1984( 吉 村 博 儀:)[4234,4235]11$,.
寺 町,4-VII-1979( 鈴 木 邦 雄:);1$,fi.
城 山,26-VI-1975( 山 田 清),1$,5-
VIII-1975( 鈴 木 邦 雄),1$,12-Vm-1975
( 瀬 川 哲 夫),1$,18-VIII-1975( 瀬Jll 哲
夫),8$$,31-VII-1976( 山 田 清),32
鮒2n,2-VIII-1976( 鈴 木 邦 雄 ・ 山 田
清),8$$,5-Vm-1976( 山 田 清),u,
12-VIII-1976( 原 章) ，35 鮒3 幹 ，3 ‐
Vm-1977( 鈴 木 邦 雄 ） ；131 早 ， 宮 ． 三 ノ
熊,6-IX-1983( 根 来 尚)[3088,3108];
2 船 ， 富 ． 古 沢,24-Vn-1981( 根 来 尚 ）
[2351,2352 ］ ；1¥ ， 高. 守 山 谷,24-VIII-
1982( 冬 木 動 ） ；1 ＄ ， 氷 ． 朝 日 丘 村 上 ，
4-VIII-1981( 冬 木 勲);1$1¥ ， 氷 ．
原 山 峠,1-VIII-1984( 根 来 尚)[4237,
4236 ］ ；18 ， 氷. 見 田 窪,27-VIII-1972( 田
中 忠 次);1$," 東. 東 野 尻"(= 砺. 苗 加),
lO-VIII-1931( 加 治 外 司 三);1$, 砺 ． 頼
成 の 森,21-Vra-1984( 川 添 秀 夫 ） ；l 早 ，
小 ． 興 法 寺,17-VI-1972( 加 治 外 司 三 ）
[2840] ，l¥ ，4 －VIII-1984( 鈴 木 邦 雄);
19 ， 下 ． 朝 日 町 棚 山,8-IX-1982( 田 中
忠 次);1 早 ， 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋,24-VII-
1964 （ 田 中 忠 次),1$,15-VIIM967( 田
中 忠 治);1$, 中 ． 上 市 町 大 岩,12-IX-
1979( 根 来 尚)[2354];1$, 中 ． 立 山
町 利 田,27-Vm-1968( 瀬 川 哲 夫);1$,
上 ． 大 山 町 文 珠 寺,24-VIII-1964( 瀬 川 哲
夫 ） ； 1 ギ ， 上 ． 大 山 町 長 瀬 , 4 - V I I -
1963( 瀬 川 哲 夫 ） ［172 ］ ；1 斗 ， 上 ． 大 山 町
小 原,8-VIII-1963( 瀬 川 哲 夫);1$, 上 ．
大 沢 野 町 万 願 寺,11-IX-1968( 瀬 川 哲 夫);
l¥ ， 婦 ． 婦 中 町 長 沢,8-VIII-1984( 鈴 木
邦 雄 ) ; 1 $ , 婦 ． 婦 中 町 河 原 谷 , 1 2 - X -
1984 （ 鈴 木 邦 雄 ） ；18 ， 婦 ． 婦 中 町 上 瀬 ，
2-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,21-IX-
1984( 鈴 木 邦 雄:),1$,25-IX-1984( 鈴 木
56
邦 雄 ) ; i $ , 婦 ． 婦 中 町 中 保 谷 , 8 - I X -
1 9 6 8 ( 瀬 川 哲 夫 ) ; i $ i 4 , 婦 ． 八 尾 町 横
手,10-VIII-1976( 鈴 木 邦 雄),1$,27-VIII
- 1 9 7 6 （ 鈴 木 邦 雄 ） ； 1 9 ， 婦 ． 八 尾 町 上 笹
原,29-VI-1978( 鈴 木 邦 雄);i$, 婦 ． 八
尾 町 中 根,22-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);8$$
3 幹 ， 婦 ． 八 尾 町 桐 谷,23-VII-1984( 鈴
木 邦 雄 ) ; i $ , 婦 ． 八 尾 町 小 井 波 , 2 8 - I X
‐1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；2 鮒 ， 婦 ． 八 尾 町 三 田 ，
17-VII-1984( 鈴 木 邦 雄);i$, 射 、 小 杉
町 平 野 向 谷 池,27-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);i
3 ， 射, 小 杉 町 太 閤 山 小 池,25-VII-1975( 鈴
木 邦 雄 ･ 山 田 清 ) ; i 4 . 東 . 井 波 町 杉 谷 ，
5-VIII-1969( 瀬 川 哲 夫);i$, 東 ． 利 賀
村 山 の 神 峠,9-VIII-1979( 根 来 尚)[23
53 ］ ；1 ￥ ， 西 ． 福 光 町 医 王 山,10-VII-
1977 （ 大 野 豊) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ； 丘 陵 地 一 山 地 の 小 川 ･ 渓
流 ・ 湿 地 に 広 く 生 息 し ， 個 体 数 も 極 め て 多
い 。 鈴 木 と 板 倉 は,1984 年 秋 に ， 廃 棄 水 田
や 湿 地 帯 で も 産 卵 す る 個 体 を し ば し ば 観 察
し て い る 。 成 虫 出 現 期 ： 6 月 中 旬 - 1 0 月 中
旬 。
9 ． ヤ ン マ 科 A e s c h n i d a e
6 4 ） ル リ ボ シ ヤ ン マ A e s c " " α ノ " " “ α
(Linnaeus,1758)( 図 版V-7)
［ 既 知 産 地 ］ ： 小 ． 興 法 寺,IX-1971( 加 治 ，
1971c),X-1972( 冨 昆 研 編,1979); 下 。 宇
奈 月 町 僧 ケ 岳,VIII-1964( 田 中,1969b);
中 ． 上 市 町 中 ノ 又,IX-1973( 富 昆 研 編 ，
1979); 中 ． 立 山 下 の 小 平,IX-1956( 田 中 ，
1969b); 中 ． 立 山 弥 陀 ヶ 原,VIII-1957( 田
中,1969b),VII-1973( 富 昆 研 編,1976);
中 ． 大 日 岳,VIII-1964( 武 藤,1965); 中 ．
爺 ヶ 岳 種 池 小 屋,VIII-1959( 倉 田,1965);
上 ． 大 山 町 有 峰,VIII-1979( 冨 昆 研 編 ，
1981); 上. 大 山 町 有 峰 折 立 一 太 郎 平(1,870
富 山 県 の ト ン ボ 相
m 付 近),IX-1962( 田 中,1963): 婦 ． 八 尾
町 白 木 峰,VIII-1973( 富 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本 ］ ：13 ， 小 ． 興 法 寺,19-IX-
1971( 加 治 外 司 三);i$, 中 ． 立 山 ブ ナ 平 ．
25-Vin-1968( 瀬 川 哲 夫):i$, 中 ． 立 山
大 日 平,29-VII-1983( 根 来 尚)[3275];
132 幹 ， 中 ． 立 山 弥 陀 ヶ 原,20-VIII-
1957( 田 中 忠 次),1 早,18-VIII-1968( 瀬
川 哲 夫),14,21-VII-1973( 中 川 秀 幸),
1$14,23-VIII-1983( 根 来 尚)[4238,
4239 ］ ；18 ， 中 ． 立 山 鏡 石 平,11-VIII-
1964( 田 中 忠 次 ） ；1 平 ， 上 ． 大 山 町 上 滝 ，
2-IX-1965( 瀬 川 哲 夫);1$, 上 ． 大 山 町
有 峰,23-VIII-1968( 中 川 秀 幸);2$$, 上 ．
大 山 町 有 峰 折 立,28-VIII-1980( 根 来 尚 〉
[2383,2384],1$,27-IX-1984( 根 来
尚)[4311];i$, 上 ． 大 沢 野 町 舟 渡,24
-IX-1981( 根 来 尚)[2388]I6$$1 平 ，
婦. 八 尾 町 小 井 波,28-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),
6 純4 幹 ，l-X-l984( 鈴 木 邦 雄),1$,
26-X-1984( 根 来 尚)[4326];2$$1 早 ，
婦. 八 尾 町 白 木 峰,28-Vm-1979( 根 来 尚 ）
[2385-2387 ］ ；3 船 ， 東. 上 平 村 ブ ナ オ 峠 ，
18-VII-1982( 根 来 尚)[2389-2391].
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 一 亜 高 山 帯 の 池
沼 ・ 池 塘 に 生 息 す る 。 産 地 は ， 中 ・ 東 部 に 多
い 。 立 山 弥 陀 ヶ 原 で は 多 く 見 ら れ る が ， 他 の
産 地 で は あ ま り 多 く な い 。 最 低 地 は 小 矢 部
市 興 法 寺( 約100m), 最 高 地 は 長 野 県 と の 県
境 に あ る 爺 ヶ 岳 種 池 小 屋 （ 約2,440m) で あ
る 。 成 虫 出 現 期 ： 7 月 下 旬 - 1 0 月 下 旬 。 鈴
木 と 板 倉 は ， 1 9 8 4 年 秋 ， 八 尾 町 桐 谷 一 小 井
波 の 林 道 上 を パ ト ロ ー ル す る オ ス を 多 く 観
察 し た 。
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 上 記 が 本 種 の 富 山 県 下
か ら の 唯 一 の 記 録 で あ る 。 現 在 の 生 息 状 況
は 全 く 不 明 で あ る 。
㈹ オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マAescﾉ2" α 刀 惣roflava
Martin,1908( 図 版V-8)
［ 既 知 産 地 ］ ： 小 ． 興 法 寺,VIII-1970( 加 治 ，
1971a),VIII-1972( 富 昆 研 編,1979); 小 ．
宮 島 峡,Vin-1954( 田 中,1955); 下 ． 宇 奈
月 町 宇 奈 月 公 園,IX-1964( 田 中,1969b);
中 ． 上 市 町 釜 池,IX-1974( 富 昆 研 編 ，
1979); 中 ． 立 山 町 桂 台,VIII-1973( 富 昆 研
編,1976 ） ； 中. 立 山 弥 陀 ヶ 原,VIII-1957( 田
中,1969b); 中. 立 山 カ ル デ ラ,VII-1978(S
昆 研 編,1979): 上. 大 山 町 有 峰,VIII-1963
（ 田 中,1964c),VIII-1977( 富 昆 研 編 ，
1979); 婦 ． 八 尾 町 桐 谷,VIII-1977( 富 昆 研
編,1979); 婦 。 八 尾 町 白 木 峰,IX-1973(a
昆 研 編 ，1979 ） ； 東 ． 福 野 町 安 居,VIII-
1951( 田 中,1969b).
[ 調 査 標 本]:1$,t. 安 養 坊,21-X-
1984( 川 添 秀 夫);1 平 ， 砺 ． 三 合 新,29-
IX-1968( 瀬 川 哲 夫);1$, 小 ． 興 法 寺 ，
19-IX-1971( 加 治 外 司 三,),1$,24-IX-
1971( 瀬 川 哲 夫),1$14,9-IX-1973( 加
治 外 司 三)[2857,2856],1$,12-IX-
1973( 加 治 外 司 三),1$,2-x-1973( 加
治 外 司 三 ） ； 1 3 ， 中 ． 立 山 弥 陀 ヶ 原 ， 2 6 －
VII-1973( 田 中 忠 次) ，191¥ ，23-V111
-1983( 根 来 尚 ） ［4240,4241] ，181 平 ，
20-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄:);2$$, 上 ． 大 山
町 文 珠 寺,14-IX-1983( 根 来 尚)[3in,
3112];1 早 ， 上 ． 大 山 町 石 淵,15-VIII-
1973( 瀬 川 哲 夫);1$, 上 ． 大 山 町 有 峰 ，
30-VIII-1978( 大 野 豊)[ 冨 昆 研 編(1981)
に ル リ ボ シ ヤ ン マ と し て 報 告 ］ ； 2 船 , 婦 ．
婦 中 町 上 瀬,12-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄),6
鮒14,25-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄:),1$,
12-IX-1984( 鈴 木 邦 雄:),1 早,6-x-1984
鯛 マ ダ ラ ヤ ン マ A e s c " " α 加 ” α
Latreille,1805( 図 版 Ⅵ-1)
［ 既 知 産 地 ］ ：18 ， 富 ． 蓮 町,IX-1968( 瀬
川,1968a).
Ｆ Ｄ
鈴 木 州 雄 ・ 根 米 尚 ・ 板 倉 範 枝
( 鈴 木 邦 雄 ） ； 2 鮒 ， 婦 ． 婦 中 町 河 原 谷 ，
25-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄;2W, 婦 ． 八 尾
町 白 木 蜂,28-VIII-1979( 根 来 尚)[2397,
2398];1$, 射 、 小 杉 町 上 野,30-IX-
1984( 川 添 秀 夫);i$, 射 ， 小 杉 町 平 野 向
谷 池,27-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);1$i4.
東. 城 端 町 縄 ヶ 池,23-VIII-1984( 根 来 尚 ）
[4242,4243 ］ ；183 幹 ， 東 ． 上 平 村 池
の 平,18-VIII-1982( 根 来 尚)[2393-
2396],1$14,23-VIII-1984( 根 来 尚 ）
[42,425] ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 一 亜 高 山 帯 の 池
沼 ・ 池 塘 に 広 く 生 息 し ， 個 体 数 も 前 種 に 較
べ て 多 い 。 最 低 地 は 富 山 市 安 養 坊 ( 約 2 0 m )
と 小 杉 町 平 野 向 谷 池 ( 約 5 0 m ) , 最 高 地 は 立
山 弥 陀 ヶ 原 （ 約1,900m) で あ る 。 ル リ ボ シ
ヤ ン マ に 較 べ 低 地 に 産 地 が 多 い 。 成 虫 出 現
期 ： 7 月 下 旬 - 1 0 月 下 旬 。
(37) ア オ ヤ ン マAesc"" ” ん ん6m わ れgis 惚 沈a
Selys,1883( 図 版VI-2)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 呉 羽 山,Vin-1981( 瀬 川 ，
1982 ） ； 富 ． 城 山,VM979( 田 中,1980a);
氷 ． 島 崎,VII-1972,VII-1973( 冨 昆 研 編 ，
1979); 小 ． 興 法 寺,Vn-1972( 加 治,1972
b); 上 ． 大 山 町 文 珠 寺,VII-1963( 田 中 ，
196b).
［ 調 査 標 本 ] : 1 $ , . 呉 羽 山 , 2 1 - V I -
1981( 岩 城 重 信),1$,1-VIII-1984( 川
添 秀 夫);1$,*. 城 山,30-V-1984( 鈴
木 邦 雄:),1$,ll-VI-1984( 鈴 木 邦 雄);
1 早 ， 富 ． 古 沢,3-VI-1981( 根 来 尚 〉
[2366],2$$1 芋,1-VII-1981( 根 来
尚)[2363-2365],1$,24-VII-1981( 根
来 尚 ） ［2364 ］ ；1 ＄ ， 富 ． 三 ノ 熊,25-VI
-1982( 根 来 尚 ） ［2368 ］ ；1¥ ， 高 ． 古 城
公 園,30-v-1969( 中 川 秀 幸),3$$2W,
1-VI-1969( 瀬 川 哲 夫)[167(14,)];1
¥ ， 射 、 小 杉 町 三 ケ,25-VI-1981( 数 井 教
5 s
隆)[2367];1$14, 射 、 小 杉 町 薬 勝 寺
池,21-VII-1984( 鈴 木 邦 雄,14,31-VII
-1984 （ 川 添 秀 夫) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の ヨ シ な ど
の 密 生 す る 池 沼 に 生 息 す る が ， 発 生 個 体 数
は 少 な い 。 東 部 か ら の 採 集 記 録 は な い 。 現
在 の 確 実 な 産 地 は 富 山 市 と 小 杉 町 の 数 ヶ 所
お よ び 小 矢 部 市 興 法 寺 の み で あ る 。 成 虫 出
現 期 ： 5 月 下 旬 一 8 月 下 旬 。
( 3 3 マ ル タ ン ヤ ン マ A 邦 ” 柳 α γ " " i S e l y s .
1897
［ 既 知 産 地 ］ ： 黒 ． 東 三 日 市 富 山 地 鉄 列 車 内 ，
VI-1959( 田 中,1959b).
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 上 記 が 本 県 下 か ら の 唯 一
の 記 録 。 こ の 標 本 は 現 在 し な い が ， 標 本 写
真 が 存 在 し ， 筆 者 ら も 間 違 い な く 本 種 で あ
る と 判 定 し た 。
(39 ） ク ロ ス ジ ギ ン ヤ ン マA" “ 〃 増rofasciatiis
〃 垣rofasciatisOguma,1915( 図 版 Ⅵ-3
［ 既 知 産 地 ］ ： 魚. 金 山 谷 一 北 山,VI-1971( 富
昆 研 編,1979); 小. 興 法 寺,V,VI-1971( 加
治,1971b),IV-1973( 富 昆 研 編,1979);
下 ． 朝 日 町 泊,VII-1949( 田 中,1969b);
下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 山 地,VII-1940( 田 中 ，
1969b); 中 ． 上 市 町 つ ぶ ら 池,V-1972,V
-1973 （ 富 昆 研 編 ，1979 ） ； 上 ． 大 山 町 文 珠
寺,VII-1963( 田 中,1969b).
［ 調 査 標 本1:i 早 ， 富. 吉 作,18-V-1969( 瀬
川 哲 夫 ） ；13 ， 富 ． 呉 羽 山,l-VII-1984
（ 瀬 川 哲 夫 ) ; i $ , 小 ． 興 法 寺 . 2 9 - I V -
1972( 加 治 外 司 三) ，l¥ ，2 －V-1972( 加
治 外 司 三),1$,20-V-1973( 加 治 外 司 三),
1$,3-VII-1980( 根 来 尚)[2377];1
早 ， 中 ． 立 山 町 伊 勢 屋,16-VI-1982( 根 来
尚 ） ［ 2 3 7 4 ］ ； 1 8 ， 上 ． 大 山 町 文 珠 寺 ， 3
-VI-1964( 瀬 川 哲 夫),14,26-VI-1964( 瀬
川 哲 夫) ，l¥ ，4 －VIII-1964 （ 瀬 川 哲 夫 〉
富 山 県 の ト ン ボ 相
[165]:2$$, 上. 大 沢 野 町 寺 家,21-VII
一1983( 根 来 尚･ 太 田 道 人 ） ［3277,3278 ］ ；
1$, 婦 ． 婦 中 町 蓮 花 寺,29-VIII-1969( 瀬
川 哲 夫 ） ；2 船 ， 婦. 婦 中 町 藤 ヶ 池,17-VI
-1981( 根 来 尚)[2375,2376]11$, 婦 ．
婦 中 町 上 瀬,27-VII-1984( 鈴 木 邦 雄),2
総14,1-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄),2$$,
2-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,3-VIII-
1 9 8 4 ( 鈴 木 邦 雄 ） ； 1 3 ， 婦 ． 八 尾 町 上 新 村
14-VI-1984( 根 来 尚)[4249]:1$, 婦 、
八 尾 町 桐 谷,14-IV-1984( 川 添 秀 夫.
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 周 囲 に 樹 林 の 存 在 す る 平
地 一 山 地 ， 特 に 丘 陵 地 の 池 沼 に 生 息 し ， 個
体 数 も 比 較 的 多 い 。 産 地 は ， 中 ・ 東 部 に 多
い 。 最 高 地 は 上 市 町 つ ぶ ら 池 （ 約 6 7 0 m ) で
あ る 。 成 虫 出 現 期 ： 4 月 下 旬 一 8 月 下 旬 。
4-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄):i$, 上 ． 大 沢
野 町 寺 家,21-VII-1984( 川 添 秀 夫);i4,
婦. 婦 中 町 上 瀬,12-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄;
l ￥ ， 婦 ． 婦 中 町 平 等,3-VIII-1984( 鈴 木
邦 雄 ) ; i $ , 婦 ． 八 尾 町 上 新 村 , 1 4 - V I -
1984( 根 来 尚)[4250];14, 射 、 小 杉
町 太 閤 山,4-X-1969( 瀬 川 哲 夫);i$,
射 ． 小 杉 町 薬 勝 寺 池,24-VII-1975( 鈴 木 邦
雄) ，3 純l¥ ，27-VII-l975( 鈴 木 邦 雄,),
1$,28-VII-1975( 鈴 木 邦 雄.
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 池 沼 に
生 息 し ， 前 種 に 較 べ よ り 低 地 に 分 布 す る 。
近 年 激 減 し た 。 中 ・ 西 部 に 多 く ， 東 部 で 陰
入 善 町 舟 見 が 唯 一 確 実 な 産 地 で あ る 。 最 高
地 は 大 沢 野 町 寺 家( 約200m) 。 成 虫 出 現 期 ：
5 月 下 旬 - 1 0 月 下 旬 。
(40 ） ギ ン ヤ ン マAnaxp α γ"tenope""zｨs
Brauer,1865( 図 版VI-4)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富. 蓮 町,IX-1968( 瀬 川,1968
c); 富. 城 山,VIII-1972( 富 昆 研 編,1979);
高. 中 川,V,VII-1949( 小 池,,1951-1953);
高 ． 千 保 川,VM943( 小 池,1951-1953);
氷. 薮 田,Vin-1972( 富 昆 研 編,1979); 小 ．
興 法 寺｡VI-1970( 加 治,1971a),VM972(a
昆 研 編,1979); 下 ． 入 善 町 舟 見 山 地,VI-
1971( 富 昆 研 編,1979); 上 ． 大 沢 野 町 神 通
川 河 川 敷,IX-1977( 富 昆 研 編,1979): 射 、
小 杉 町 黒 河 新,IX-1973( 富 昆 研 編,1979).
［ 調 査 標 本]:1$,. 蓮 町,24-IX-1968( 瀬
川 哲 夫 ） ［166 ］ ；1¥ ， 富 ． 城 山,12-VI-
1978 （ 中 川 秀 幸);1$,. 三 ノ 熊,27-
VI-1983( 根 来 尚)[3286];1$, 高 ・ 与
茂 九 郎 池.,22-IX-1982( 根 来 尚)[2370];
1$, 氷 ． 下 田 子,27-VII-1982( 冬 木
勲 ） ； 1 9 ， “ 東 ． 東 野 尻 ” （ ＝ 砺 ． 苗 加 ) ，
23-VII-1932( 加 治 外 司 三);1$, 小 ． 興
法 寺,20-VII-1971( 加 治 外 司 三) ，l¥ ，
23-IX-1972( 加 治 外 司 三)[2854],2$$,
41 コ シ ボ ソ ヤ ン マBoyeria 柳 αc 〃c" 彪 潅
(Selys,1883)( 図 版VI-5)
［ 既 知 産 地 ］ ： 高 ・ 佐 賀 野,VII-1948( 小 池 ，
1951-1953); 高 ． 高 岡 公 園,VII-1956( 太
田 ，1957 ） ； 氷 ． 森 寺,VII,VIII-1973(g
昆 研 編,1979): 小 ． 宮 島 峡,VIII-1954( 田
中,1969b); 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋,VIII-1948
（ 田 中,1969b).
［ 調 査 標 本 ］ ：1 ＄ ， 氷 ． 森 寺,17-VIII-
1973 （ 加 治 外 司 三 ） ［2849 ］ ；18 “ 東 ． 東
野 尻 ” （ ＝ 砺 ． 苗 加),20-VIII-1931( 加 治 外
司 三 ） ；18 ， 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋,27-VIII-
1961( 田 中 忠 次),1$,24-VIII-1964( 田
中 忠 次 ） ；18 ， 上 ． 大 山 町 上 滝,23-VIII-
1964( 瀬 川 哲 夫),13,2-IX-1966( 瀬Ill
哲 夫),1¥,18-VIII-1967( 瀬 川 哲 夫),1
4,21-IX-1968( 瀬 川 哲 夫 ） ；l 平 ， 上 ． 大
山 町 文 珠 寺,1LVIII-1964( 瀬 川 哲 夫 》
[164],
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 小 川 に
生 息 す る 。 以 前 は ， 各 地 で 普 通 で あ っ た ( 富
昆 研 編 ， 1 9 7 9 ） よ う で あ る が ， 確 実 な 記 録
Ｆ Ｏ
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
の あ る 産 地 は 少 な い ｡ 上 記 の 記 録 は 全 て 1 9 7 3
年 以 前 の も の で あ り ， 現 在 の 生 息 状 況 は 殆
ど 不 明 で あ る 。 鈴 木 と 板 倉 は,1984 年 秋 ，
八 尾 町 で 渓 流 の 上 空 を 日 没 後 高 飛 す る 本 種
と 思 わ れ る 個 体 を 再 三 目 撃 し て い る が ， 確
認 で き な か っ た 。 成 虫 出 現 期 ： 7 月 下 旬 一
9 月 下 旬 。
(42) カ ト リ ヤ ン マGy" α “"i" ノ ヒtponica
Bartenef,1909( 図 版 Ⅵ-6)
［ 既 知 産 地 ］ ： 高. 佐 賀 野,VIII,IX-1948( 小
池,1951-1953): 高 ． 岩 野,IX-1950( 小 池 ，
1951-1953); 高 ． 双 美 町,IX-1951( 小 池 ，
1951-1953)i 高 ． 西 田,VIII-1951( 小 池 ，
1951-1953): 小 ． 宮 島 峡,IX-1950( 小 池 ，
195-3).
［ 調 査 標 本 ］ ： 1 ￥ “ 東 ． 東 野 尻 ” （ ＝ 砺 ． 苗
加),10-VIII-1931( 加 治 外 司 三),1$,26
-VIII-1932( 加 治 外 司 三),1$,20-VIII-
1935( 加 治 外 司 三);14, 中 ． 立 山 町 千 垣 ，
17-X-1965( 瀬 川 哲 夫);1$, 婦 ． 婦 中
町 高 山,24-VIII-1967( 瀬 川 哲 夫 ） ；1 芋 ，
射､ 小 杉 町 薬 勝 寺 池,8-VIII-1975( 鈴 木 邦
雄) ．
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 池 沼 に
生 息 す る 。 薄 暗 い 神 社 の 境 内 な ど で よ く 見
ら れ た （ 冨 昆 研 編 ， 1 9 7 9 ） よ う で あ る が ，
近 年 激 減 し ， 殆 ど 姿 を 見 な い 。 確 実 な 記 録
の あ る 産 地 も 少 な い 。 記 録 も 古 い も の が 多
< , 1 9 7 0 年 以 後 の 確 実 な 記 録 は 小 杉 町 薬 勝
寺 池 よ り 採 集 さ れ た 1 早 が 存 在 す る の み で
あ る 。 成 虫 出 現 期 ： 8 月 上 旬 一 1 0 月 中 旬 。
㈱ サ ラ サ ヤ ン マ α 増oaescﾉz" αpryeri
(Martin,1909)( 図 版 Ⅵ-7)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 呉 羽 山,V-1981( 瀬 川 ，
1982 ） ； 富. 城 山,VI-1979( 田 中,1980a)I
小 ． 興 法 寺,VI-1971( 加 治,1971b),VI-
1972,V-1973( 富 昆 研 編,1979); 下 ． 宇
6‘
奈 月 町 栃 屋,VII-1960( 田 中,1969b); 上 ”
大 山 町 文 珠 寺,VI-1964( 田 中,1969b).
［ 調 査 標 本 ］ ： 2 鮒 ， 黒 ． 吉 城 寺 , 4 - V I -
1982( 鈴 木 邦 雄),1$,24-V-1982( 鈴 木
邦 雄);1$,a. 下 新,1-VI-1963( 瀬 川
哲 夫);1$,. 寺 町,15-VM982( 目 時
直 人 ） ；38 ， 富 ． 城 山,19-VI-1975( 鈴 木
邦 雄),1$,12-VI-1978( 中 川 秀 幸),1
$,30-v-1984( 鈴 木 邦 雄),9$$,4-VI
-1984( 鈴 木 邦 雄) ，1¥ ，ll-VI-l984 （ 鈴
木 邦 雄 ） ； 3 鮒 1 ¥ ， 富 ． 古 沢 , 3 - V I -
1981( 根 来 尚 ） ［2379,2382 ］ ；l 子 ， 高
長 慶 寺,23-V-1982( 岩 城 重 信);1$, 小 ．
興 法 寺,5-VI-1971( 加 治 外 司 三)[2842],
1$,7-VI-1972( 加 治 外 司 三) ，1 ￥ ，12
-VI-1972( 加 治 外 司 三)[2844],2W,11
-VI-1972( 田 中 忠 次),1$,8-VII-1972
（ 加 治 外 司 三)[2845];1$, 上 ． 大 沢 野
町 万 願 寺,18-V-1969( 瀬 川 哲 夫);3$$
1 早 ， 婦 ． 婦 中 町 河 原 谷,4-VL1984( 鈴
木 邦 雄),1$,23-Vn-1984( 鈴 木 邦 雄:);
13 ， 婦 ． 八 尾 町 井 栗 谷,20-v-1984( 瀬
川 哲 夫) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘| 凌 地 の 湿 地 ・ 細
流 に 生 息 す る ｡ m 体 数 は 必 ず し も 少 な く な い 。
成 熟 オ ス は 湿 地 や 渓 流 沿 い の 樹 間 に 縄 張 り
を 作 る ｡ 成 虫 出 現 期 ： 5 月 中 旬 一 7 月 下 旬 ．
( 4 4 ） ミ ル ン ヤ ン マ P l a n a e s c " " α 脚 " " 麓
(Selys,1883)( 図 版VI-8)
［ 既 知 産 地 ］ ： 高 ． 頭 川,IX-1977( 富 昆 研 編
1979); 氷 ． 岩 ヶ 瀬,VIII-1982( 根 来 ，
1983); 氷 ． 床 鍋,VIII-1973( 冨 昆 研 編 ，
1979 ） ； 小 ． 興 法 寺,VIII-1971( 加 治,1971
c): 下 ． 朝 日 町 南 保,X-1947( 田 中,1969
b): 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋,X-1949,VIII-
1951( 田 中,1969b); 下 ． 宇 奈 月 町 宇 奈 月 ，
VIII-1965( 田 中,1969b)I 中 ． 立 山 ブ ナ 平 ．
VIII-1949( 田 中,1969b); 東 ． 上 平 村 東 赤
富 山 県 の ト ン ボ 相
尾,X-1974( 冨 昆 研 編,1979); 西 ． 福 光
町 法 林 寺,X-1972( 富 昆 研 編,1979); 西 ．
福 光 町 刀 利,VIII-1967( 田 中,1969b).
[ 調 査 標 本1:1$, 高 ． 東 海 老 坂,24-VIII-
1 9 8 2 （ 冬 木 勲 ) ; i $ , 氷 ． 岩 ヶ 瀬 , 1 3 -
VIII-1981( 冬 木 動 ） ；1¥ ， 小 ． 興 法 寺 ，
17-VIII-1972( 加 治 外 司 三)[2850];1$,
中 ． 上 市 町 大 岩,3-IX-1972( 瀬 川 哲 夫);
2 鮒 l 早 ， 婦 ． 婦 中 町 河 原 谷 , 1 2 - X -
1984( 鈴 木 邦 雄);i$i 早 ， 婦 ． 八 尾 町 三
田,29-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);i$, 婦 ． 八
尾 町 中 根,22-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);i$,
婦 ． 八 尾 町 川 倉,4-X-1984( 鈴 木 邦 雄.
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 一 山 地 の 渓 流 に
生 息 す る｡ 最 高 地 は 立 山 ブ ナ 平( 約1,100m) 。
鈴 木 と 板 倉 は ， 1 9 8 4 年 秋 に ， 県 下 数 ヶ 所 で
日 没 前 後 に 渓 流 沿 い の 林 道 を 飛 鋤 す る 個 体
を 多 く 観 察 し た 。 成 虫 出 現 期 ： 8 月 上 旬 一
10 月 中 旬 。
(4 リ ャ ブ ヤ ン マ 勘 〃 “" 的agy" α 班elanictera
(Selys,1883)( 図 版Vll-1)
［ 既 知 産 県 ］ ： 富 ． 呉 羽 山,V-1934,V-1963
（ 田 中,1969b); 氷. 岩 ヶ 瀬,VIII-1982( 根
来 ， 1 9 8 3 ） ； 下 ． 朝 日 町 小 川 温 泉 , V I I -
1937 （ 田 中,1969b); 上 ． 大 山 町 文 珠 寺 ，
VII-1964( 田 中,1969b); 婦 ． 婦 中 町 自 然
博 物 園 セ ン タ ,ーVIII-1981( 田 中,1982b).
［ 調 査 標 本1:14,S. 太 郎 丸,4-VII-
1982 （ 布 村 昇 ） ［2372 ］ ；1 ギ ， 高 ・ 東 海
老 坂,16-IX-1982( 冬 木 動);14, 上 。
大 山 町 文 珠 寺,13-VII-1964( 瀬 川 哲 夫;
1 早 ， 婦 ． 婦 中 町 吉 住,10-VII-1981( 上 杉
俊 男 ） ［2371 ］ ；13 ， 婦 ． 婦 中 町 吉 住 ね い
の 里,31-VII-1982( 林 梅 夫.
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 周 囲 に 樹 林 の あ る 丘 陵 地
の 池 沼 に 生 息 す る が ， 発 生 個 体 数 は 極 め て
少 な い 。 記 録 の 少 な い 種 で あ る が ， 最 近 各
地 で 時 折 採 集 さ れ て い る 。 成 虫 出 現 期 ： 5
61
月 上 旬 一 9 月 中 旬 “
10 ． エ ゾ ト ン ボ 科Corduliidae
( 4 6 ） カ ラ カ ネ ト ン ボ C o 緬 戚 な α g 〃 “ α 加 z 〃 ‐
g 〃sisSelys,1887( 図 版 Ⅷ-2)
［ 既 知 産 地 ］ ： 中. 立 山 弥 陀 ヶ 原,VII-1973(a
昆 研 編,1976),VIII-1973( 富 昆 研 編,19
79 ） ； 西 ． 福 光 町 医 王 山,VII-1972( 富 昆 研
編,1979).
［ 調 査 標 本 ］ ：18 ， 中 ． 上 市 町 浅 生,29-V
-1980( 根 来 尚)[2405]:1$, 中 ． 立 山
弥 陀 ヶ 原,21-VII-1973( 加 治 外 司 三 〉
[2868],2$$,22-VII-1973( 加 治 外 司 三 〉
[2867(1$)];1$, 東 ． 平 村 猫 池,28
-VI-1984( 根 来 尚)[4255],
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 山 地 一 亜 高 山 帯 の 水 生
植 物 の 多 い 池 沼 ・ 池 塘 に 生 息 す る 。 確 実 な
産 地 は 少 な く ， 上 記 4 ヶ 所 の み 。 成 虫 出 現
期 ： 5 月 下 旬 一 8 月 下 旬 。
( 4 7 ） ト ラ フ ト ン ボ 動 " ﾉ 2 “ α 柳 α 増 加 α 畝
(Selys,1883)( 図 版VII-3)
［ 既 知 産 地 ］ ： 冨 呉 羽 山,V-1940( 田 中 ，
1969b): 氷 ． 稲 積,V-1972( 富 昆 研 編,19
79 ） ； 氷. 島 崎,V-1973( 富 昆 研 編,1979);
婦. 婦 中 町 長 沢,VI-1972( 富 昆 研 編,1979).
［ 調 査 標 本 ］ ：l81f ， 富 ． 呉 羽,26-V-
1 9 3 5 加 治 外 司 三 ) : 1 早 ， 富 ． 呉 羽 山 , 8
-V-1944( 田 中 忠 次);1 早 ， 富 ． 吉 作,5
-V-1969( 瀬 川 哲 夫),1$,18-V-1969( 瀬
川 哲 夫 ） ； 宮 ． 城 山,17-VI-1979( 中 川 秀
幸),14,7-V-1982( 鈴 木 邦 雄),14,
28-V-1984( 鈴 木 邦 雄:);1$1 早 ， 富 ． 古
沢,3-VI-1981( 根 来 尚)[2406,2407];
1$, 高 ． 古 城 公 園,l-V-1969( 中 川 秀
幸 ） ；1¥ ， 氷 ． 島 崎,27-V-1972( 加 治 外
司 三 ) ; 1 $ , 上 ． 大 沢 野 町 万 願 寺 , 1 8 - V
‐1969 （ 瀬 川 哲 夫)[170];1 早 ， 婦 ． 婦 中
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
町 い こ い の 村,29-V-1983( 瀬 川 哲 夫).
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 水 生 植
物 の 多 い 池 沼 に 生 息 す る が ， 発 生 個 体 数 は
極 め て 少 な い 。 東 部 か ら は 全 く 採 集 さ れ て
い な い 。 現 在 確 実 に 生 息 し て い る の は 富 山
市 城 山 付 近 と 婦 中 町 周 辺 の 地 域 の み で あ る 。
鈴 木 の 採 集 し た 個 体 は , 路 上 高 さ 5 ～ 6 メ ー
ト ル の 所 を 高 飛 し て い た も の と ， 丘 陵 の 空
地 上 空 の 高 さ 6 ～ 7 メ ー 1 ､ ル の 所 を 敏 速 に 飛
溺 し て い た も の で あ る 。 ま た ， 根 来 は , 1 9 8 4
年 6 月 に ， 八 尾 町 で 池 上 を パ ト ロ ー ル し て
い た 本 種 と 思 わ れ る 個 体 を 目 撃 し た が ， 確
認 で き な か っ た 。 成 虫 出 現 期 ： 5 月 上 旬 一
6 月 中 旬 。
あ る 。 西 部 で は ， 小 矢 部 市 興 法 寺 か ら 1 9 7 2
年 に 採 集 さ れ た 記 録 が あ る の み で ， 以 後 県
下 か ら は 実 〈 採 集 さ れ て お ら ず ， 現 在 の 生
息 状 況 は 全 く 不 明 で あ る 6 成 虫 出 現 期 ： 8
月 上 旬 一 9 月 中 旬 。
( 4 9 ） タ カ ネ ト ン ボ S o m a j “ ん わ 、 〃 c h i d a i
FOerster,1909( 図 版VIP5a,5b)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 呉 羽 山,IX-1981( 瀬 川 ，
1982 ） ； 小 ． 興 法 寺,vra-i972( 富 昆 研 編 。
1979); 下 ． 朝 日 町 横 尾,IX-1966( 田 中 ，
1969b); 下 ． 朝 日 岳 登 山 路,VII-1953( 田
中,1969b); 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 山 地,VI-
1934( 田 中,1969b),VIII-1971( 富 昆 研 編 ．
1979); 下 ． 宇 奈 月 町 宇 奈 月,IX-1936( 田
中,1969b); 中. 上 市 町 大 岩,VI-1972,VIII
-1973( 富 昆 研 編,1979); 中 ． 立 山 町 桂 白
Vm-1973( 富 昆 研 編,1979); 中 ． 称 名 峡 谷
人 津 谷 一 桂 谷,VIII-1961( 田 中,1969b);
中 ． 立 山 カ ル デ ラ,VII-1978( 田 中･ 水 野 ．
1980); 上 ． 大 山 町 有 峰VIII-1968( 田 中 ．
1969b),VII-1972,VI-197( 冨 昆 研 編 、
1979),VIII-1977,VIII-1978( 富 昆 研 編 ，
1981): 婦 ． 八 尾 町 白 木 峰VIII-1973( 冨 昆
研 編 ，1979 ） ； 東. 福 野 町 安 居,IX-1975( 瀬
川 ，1975 ） ； 東 ． 平 村 上 松 尾,VIII-1972(a
昆 研 編,1979); 西 ． 福 光 町 医 王 山,VII-
1972 （ 冨 昆 研 編 ，1979) ．
［ 調 査 標 本]:1$, 富. 古 沢,18-IX-1981( 根
来 尚)[2410];1$,t. 三 ノ 熊,27-VI
‐1983 （ 根 来 尚 ） ［3294 ］ ；3 鮒 ， 砺 ． 三
合 新,29-IX-1968( 瀬 川 哲 夫)[169(1$)],
2$$,22-Vm-1969( 瀬 川 哲 夫)[2403(1
$)];1$, 小. 興 法 寺,21-VIII-1971( 瀬
)ll 哲 夫),2$$,19-IX-1971( 加 治 外 司 三),
1$,2-VII-1972( 加 治 外 司 三) ，l¥ ，
8-Vn-1972( 加 治 外 司 三),3W,16-VII
-1972( 加 治 外 司 三)[287L2872,2876],
1$,17-VII-1972( 加 治 外 司 三) ，l¥ ，
( 4 3 ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ S o 加 α 加 c 〃 ん 、
c"" αmOguma,1913( 図 版 Ⅵ1-4)
［ 既 知 産 地 ］ ： 魚 ． 魚 津,IX-1954( 柚 木 ，
1956 ） ； 小 ． 興 法 寺,VIII-1972( 加 治,1972
b): 下 ． 朝 日 町 南 保,VIII-1954( 柚 木 ，
1956 ） ； 上 ． 大 山 町 有 峰,VIII-1966( 中 川 ，
1967).
［ 調 査 標 本 ］ ：l¥ ， 下 ． 宇 奈 月 町 浦 山,15-
IX-1963( 中 川 秀 幸)[ 中 川(1970) に オ オ
エ ゾ ト ン ボ と し て 報 告 ］ ； 1 8 ， 中 . 立 山 町
利 田,24-VIII-1968( 瀬 川 哲 夫),1 早,27
-VIII-1968( 瀬 川 哲 夫;2W, 上 ． 大 山 町
上 滝,7-IX-1966( 瀬 川 哲 夫)[2404(1
4)],1$,20-IX-1968( 瀬 川 哲 夫);14,
上 ． 大 山 町 文 珠 寺,30-VIII-1964( 瀬 川 哲
夫),14,13-IX-1965( 瀬 川 哲 夫):14,
上. 大 山 町 有 峰6-VIII-1967( 中 川 秀 幸;
l 早, 上. 大 沢 野 町 万 願 寺,13-VIII-1969( 瀬
川 哲 夫),1$,13-VIII-1969( 中 川 秀 幸 ）
［ 中 川 ( 1 9 7 0 ) は オ オ エ ゾ ト ン ボ と し て 報
告]．
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 一 山 地 の 湿 地 ･ 小
川 に 生 息 す る が ， 個 体 数 は 少 な い 。 記 録 は
東 部 に 多 い が ， ど れ も 1 9 6 9 年 以 前 の も の で
戸 ｎ Ｕ
富 山 県 の ト ン ボ 相
5-VIII-1973( 加 治 外 司 三),1$,9-IX
-1973( 加 治 外 司 三)[2870]:2W, 下 ．
朝 日 岳,17-VII-1973( 大 野 豊 ） ；l¥ ，
下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋,25-VIII-1984( 田 中 忠
次 ） ； 1 早 ， 下 ． 宇 奈 月 町 下 立 , 1 6 - I X -
1 9 6 3 ( 中 川 秀 幸 ) ; 1 4 , 下 ． 宇 奈 月 町 浦 山
15-IX-1963( 中 川 秀 幸);i$, 下 ． 黒 部 峡
谷 森 石,30-VIII-1981( 大 野 豊);2$$,
中. 立 山 ブ ナ 坂,25-VIII-1968( 瀬 Ⅱ| 哲 夫);
18 ， 中 ． 立 山 大 日 平,29-VII-1983( 根 来
尚 ） ［3295 ］ ；13 ， 上 ． 大 山 町 上 滝12-X
- 1 9 6 7 ( 瀬 川 哲 夫 ) ; i $ , 上 ． 大 山 町 文 珠
寺,8-IX-1964( 瀬 川 哲 夫),14,14-IX
-1964( 瀬 川 哲 夫 ） ；2 鈍 り 上. 大 山 町 小 原 ，
28-VIIII-1963( 瀬 川 哲 夫);i$, 上 ． 大 山
町 有 峰,5-VIII-1967( 中 川 秀 幸),1$,
6-Vni-1977( 田 中 忠 次):5$$, 婦. 婦 中
町 上 瀬,12-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,13
-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),2$$1,15-IX-
1984 （ 鈴 木 邦 雄) ，13 鮒2 幹 ，21-1X ‐
1984( 鈴 木 邦 雄),14,30-IX-1984( 鈴 木
邦 雄),1$,1-X-1984( 鈴 木 邦 雄);i
早 ， 婦 ． 八 尾 町 白 木 峰,28-VIII-1979( 根 来
尚 ） ［2411 ］ ；l¥ ， 射 、 小 杉 町 太 閤 山 （ 黒
田 久 喜)[2412];1$, 射 ， 小 杉 町 平 野 向
谷 池,15-IX-1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；2 鮒l 呆
東. 城 端 町 縄 ヶ 池,23-VIII-1984( 根 来 尚 》
[4256-4258];1$, 東 ． 上 平 村 菅 沼,29
-VIII-1972( 田 中 忠 次):i$, 東 ． 上 平 村
ブ ナ オ 峠,18-VIII-1982( 根 来 尚)[2413].
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 一 亜 高 山 帯 の 池
沼 ・ 池 塘 に 生 息 す る 。 エ ゾ ト ン ボ 科 中 最 も
広 域 に 分 布 す る 。 最 低 地 は 富 山 市 呉 羽 （ 約
20m), 最 高 地 は 朝 日 岳( 約2,400m) 。 鈴 木
と 板 倉 は ， 1 9 8 4 年 ， 成 熟 し た オ ス が 周 囲 に
樹 林 の あ る 池 沼 の 岸 辺 を パ ト ロ ー ル し ， メ
ス は 水 際 2 m ほ ど の 範 囲 で 岸 と 水 面 と の 間
を 忙 し く 往 復 し な が ら 単 独 で 打 水 産 卵 す る
の を し ば し ば 観 察 し た 。 成 虫 出 現 期 ： 6 月
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下 旬 - 1 0 月 中 旬
(50 ） エ ゾ ト ン ボSb 加 α 加cﾙﾉoraviridiaenea
(Uhler,1858)( 図 版 ⅥI-6a,6b)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 城 山,VII-1981( 昆 虫 と 自
然 編 集 部 編,1981c); 小 ． 興 法 寺,VIII-
1972( 冨 昆 研 編,1979): 東 ． 福 野 町 安 居 ．
IX-1975( 富 昆 研 編,1979).
［ 調 査 標 本]:l4,t. 三 ノ 熊,27-VI-
1983 （ 根 来 尚)[3293],1$,6-IX-
1983 （ 根 来 尚 ） ［3106] ’1 早,9-VIII-
1984 （ 太 田 道 人 ） ［4259 ］ ；1 ＄ ’ 高 ． 長 慶
寺,29-VI-1984( 岩 城 重 信);i$," 東 ．
東 野 尻 ” （ ＝ 砺 ． 苗 加),17-VIII-1936( 加 治
外 司 三);i$, 小. 興 法 寺,3-X-1971( 加
治 外 司 三),1$,4-VII-1971( 加 治 外 司
三),1$,14-VII-1971( 加 治 外 司 三 〉
[2873],2$$,9-IX-1973( 加 治 外 司 三 〉
[2874,2875]i1$, 小 ． 東 大 谷,25-VII
-1981( 田 中 忠 次);2$$, 婦 ． 婦 中 町 河 原
谷,23-VII-1984( 鈴 木 邦 雄),3$$,2-
VIII-1984( 鈴 木 邦 雄),2$$,25-VIII-
1984 （ 鈴 木 邦 雄),1$,6-X-1984( 鈴 木
邦 雄 ） ； 1 3 ， 婦 ． 婦 中 町 上 瀬 , 2 0 - V I I -
1984( 鈴 木 邦 雄),17$$,23-VII-1984( 鈴
木 邦 雄),1$1 早,27-VII-1984( 鈴 木 邦
雄),3$$2W,2-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄),
1$1 平,28-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄) ，1 鼎
21-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),4$$,25-IX-
1984 （ 鈴 木 邦 雄);1$, 射 、 小 杉 町 上 野 ，
30-IX-1984( 川 添 秀 夫);2$$, 射 、 小 杉
町 福 田 池,8-IX-1984( 川 添 秀 夫 ） ；1 呆
西 ． 福 光 町 長 瀞,18-VI-1982( 田 中 忠 次);
西 ． 福 光 町 医 王 山,8-VII-1972( 加 治 外 司
三) ．
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 山 地 の 湿 地 に 生
息 す る 。 東 部 か ら の 採 集 例 は な く ， ハ ネ ビ
ロ エ ゾ ト ン ボ の 分 布 と 対 照 的 で あ る 。 最 高
地 は 福 光 町 医 王 山( 約900m) 。 成 熟 し た オ ス
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
は 湿 地 上 に 縄 張 を 形 成 す る ｡ 鈴 木 と 板 倉 は ，
1 9 8 4 年 ， 婦 中 町 上 瀬 の 湿 地 化 し た 廃 棄 水 田
に お い て ， 本 種 オ ス の 縄 張 り お よ び 配 偶 行
動 を 長 期 間 に 亙 り 観 察 し た 。 そ の 結 果 は ，
山 本 （ 1 9 8 2 ） の 新 潟 県 下 に お け る 観 察 と よ
く 一 致 す る 。 鈴 木 と 板 倉 は ， 本 種 の メ ス が ，
上 記 廃 棄 水 田 に お い て 単 独 打 水 産 卵 す る の
を 2 回 観 察 し た 。 本 種 の メ ス は ， オ ス の 縄
張 り の か な り 上 空 を 飛 棚 し ， そ れ を 発 見 し
た オ ス が 急 速 に 追 跡 し ， 数 分 後 に 交 尾 態 で
再 び オ ス が 縄 張 り を 形 成 し て い た 湿 地 上 に
現 れ ， 低 く 飛 棚 す る 例 を 多 数 観 察 し た 。 オ
ス の 縄 張 り の 形 成 は ， 午 後 ， 特 に 3 時 頃 か
ら 日 没 に か け て し ば し ば 観 察 さ れ た 。 成 虫
出 現 期 ： 6 月 中 旬 - 1 0 月 上 旬 。
[ 注 記 ］ エ ゾ ト ン ボ の 分 類 学 的 扱 い に は 異 論
が あ る が ， 既 述 の よ う に ， 筆 者 ら は ， 以 下
の 計 測 結 果 に 基 づ い て ， 富 山 県 産 の 個 体 を
全 て 「 エ ゾ ト ン ボ 」 1 種 と し て 扱 う こ と と す
る 。 調 査 標 本 の う ち ， 状 態 の 悪 い 数 個 体 を
除 く 計 4 6 鮒 8 幹 に つ い て ， 頭 幅 （ 両 複 眼
間 の 最 大 幅 ; h w ) . 前 迩 長 ( E W L ) , 後
迩 長 （ い ず れ も 迩 前 縁 基 端 よ り 最 長 の 点 ま
で の 長 さ ; H W L ) お よ び 腹 長 （ 腹 部 第 1
節 基 端 よ り 尾 部 附 属 器 を 除 く 腹 端 ま で の 長
さ ） を 計 測 し た 。 計 測 に は デ ィ バ イ ダ ー お
よ び 0 . 5 m m ま で 刻 ま れ た 竹 製 物 差 を 用 い , 頭
幅 長 は 0 . 1 m m ま で ， そ の 他 は 2 捨 3 入 で 0 . 5
m m 単 位 で 計 測 し た 。 前 迩 長 ． 後 迩 長 は ， 個
体 に よ っ て 多 少 の 差 異 は あ る も の の ， 8 ，
早 と も ほ ぼ 同 じ よ う な 値 を と る 。 腹 長 も 8
で は 迩 長 と ほ ぼ 同 じ で あ る が ， 平 で は そ れ
よ り も 明 ら か に 大 き い 値 を と る ｡ 武 藤 ( 1 9 7 1
c ) は ， 金 沢 市 三 小 牛 湿 地 産 の 4 0 鈴 に つ い
て の 計 測 結 果 を 公 表 し て い る が ， 筆 者 ら も
ほ ぼ 類 似 の 結 果 を 得 た 。 平 は 8 個 体 し か 検
す る こ と が で き な か っ た の で ， 以 下 の 図 ・
表 に は 4 6 船 に つ い て の 結 果 の み を 示 し て お
く。
、 ＝ 4 1 ． 0 3 ± 0 ． 4 ＝
s 、 。 ． ＝ 1 ． 4 塁
佃 体 数
｢ n 叶 ロ
3 8 3 9 4 0 4 1 4 2 4 3 4 4 4 二
後 迩 長(mm)
＄ の 後 迩 長 の 変 異
11. ヤ マ ト ン ボ 科Macromiidae
(51) オ オ ヤ マ ト ン ボ 動 ” 〃ﾙilmiaelegans
(Brauer,1865)( 図 版VII-1)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 城 山,VIII-1972( 瀬 川 ，
1972); 氷. 十 二 町 潟,VII-1972( 富 昆 研 編 ，
1979); 小 ． 興 法 寺,Vin-1970( 加 治,1971
a),VI-1972( 冨 昆 研 編,1979): 下 ． 入 善
町 舟 見 山 地,,VI-1971( 富 昆 研 編,1979);
婦 ． 八 尾 町,VI-1972( 富 昆 研 編,1979).
［ 調 査 標 本]:1$,. 古 沢,24-VII-1981
（ 根 来 尚)[2400];1$, 新 ． 中 新 湊 ，
23-VIII-1973( 加 治 外 司 三)[2861][ 富 昆 研
編 ( 1 9 7 9 ) で コ ヤ マ ト ン ボ と し て 報 告 ] ; 1
9 ， 高 ・ 古 城 公 園,14-VI-1967( 中 川 秀 幸);
19 ， 氷 ． 十 二 町 潟,21-VII-1972( 加 治 外
司 三 ） ；18 ， 小. 興 法 寺,29-VIII-1971( 加
治 外 司 三)[2863],1$,26-Vin-1973( 加
治 外 司 三)[2862],14,3-VII-1980( 根
来 尚)[2401],1$,4-Vin-1984( 鈴 木
邦 雄 ) ; 1 $ , 上 ． 大 沢 野 町 寺 家 , 2 1 - V I I -
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頭 1 幅
前 迩 長
後 迩 長
腹 長
計 測 値 の 分 布 I p 届 と 平 均 催
お よ び そ の95 ％ 信 噸 限 界11
8 ．5 ～9 ．59.()0 ±().07
38.5 ～45 ．541.45 ±O.-K
38.0 ～45.( ）41.03 ±().4 〔
35.5 ～44.( ）40.46 ±0.5 《
標 準 偏 差
４ 詮 置 跨 一 《 ” 廷 （ 能 〉ワ 会 勺 ０ 刈 坐 ワ ｊハ Ｕ １ １ １ １ １ １
高 山 県 の ト ン ボ 相
1983 （ 根 来 尚)[3276],1$,21-Vn-
1984( 川 添 秀 夫);i$, 婦. 婦 中 町 藤 ヶ 池 ．
17-VI-1981( 根 来 尚)[2402];1$, 婦 一
婦 中 町 平 等,3-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄);2
舗 ， 射 、 小 杉 町 女 池,21-VI-1969( 大 野
豊 ) ; i $ , 射 、 小 杉 町 太 閤 山 , 1 7 - V I L
1969( 瀬 川 哲 夫),2W,27-VII-1969( 瀬
川 哲 夫 ） ； 7 艶 ， 射 、 小 杉 町 薬 勝 寺 池 , 2 1
-VII-1976( 鈴 木 邦 雄),6$$,22-VII-
1976( 鈴 木 邦 雄),11$$,23-VII-1976( 鈴
木 邦 雄),6$$,24-VII-1976( 鈴 木 邦 雄),
6$$,25-VII-1976( 鈴 木 邦 雄),17$$,
26-VII-1976( 鈴 木 邦 雄),20$$1¥ リ27-
VII-1976( 鈴 木 邦 雄),16$$,28-VII-
1976( 鈴 木 邦 雄),13$$,29-VII-1976( 鈴
木 邦 雄),11$$,2-VII-1976( 鈴 木 邦 雄),
4$$,7-VIII-1976( 鈴 木 邦 雄);i$, 射
小 杉 町 オ ン ボ 池,1-IX-1979( 岩 城 重 信;
18 ， 射 、 小 杉 町 福 田 池,14-VIII-1984(JI|
添 秀 夫 ) ; i $ , " 西 ． 西 野 尻 ” （ ＝ ？ 西 ． 福
光 町 岩 木),20-VIII-1935( 加 治 外 司 三) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 潟 湖 ･ 池
沼 に 生 息 す る ｡ か つ て は 各 地 に 多 産 し た が ，
近 年 非 常 に 減 少 し て い る 。 開 け た 大 き な 池
沼 か ら 水 生 植 物 の 多 い 小 さ い 池 沼 ま で 見 ら
れ る が ， 東 部 で は 入 善 町 舟 見 が 唯 一 確 実 な
産 地 で あ る 。 最 高 地 は 大 沢 野 町 寺 家 ( 約 1 8 0
t n 。 成 虫 出 現 期 : 6 月 中 旬 - 9 月 上 旬 。
( 5 2 ） コ ヤ マ ト ン ボ 〃 “ ” ' " z α α " ゆ h 壇 " ”
α 畑P" 狸 卸aSelys,1871( 図 版VIII-2
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 呉 羽 山,VI-1960( 田 中 ，
1969b); 高 ． 中 川,V-1949( 小 池,1951-
1953); 下 ． 朝 日 町 笹 川 一 境 山 地,V-1941
（ 田 中,1969b); 下 ． 朝 日 町 山 崎 内 谷,VI
-1967( 田 中,1969b); 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 山
地,VI-1934,VII-1940( 田 中,1969b); 中 ．
上 市 町 大 岩,V-1965( 田 中,1969b),V-1966
（ 冨 昆 研 編,1979): 中 ． 立 山 町 芦' 弁 寺,VI
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-1961( 田 中,1969b); 射 、 小 杉 町 黒 河,V
-1970( 富 昆 研 編,1979): 西 ． 福 光 町 医 王
山,VII-1972( 冨 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本]:1$,. 蓮 町,26-VI-1933( 加
治 外 司 三 ） ； 1 8 ， 下 ． 朝 日 町 打 谷 , 5 - V I
-1967( 田 中 忠 次 ） ；l 早 ， 下 ． 宇 奈 月 町 栃
屋,8-VI-1982( 鈴 木 邦 雄 ） ；1¥ ， 下 ． 宇
奈 月 町 栃 屋 山 地,16-VII-1940( 田 中 忠
次 ） ； 1 3 ， 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 前 大 谷 ， 4 －
VI-1982( 鈴 木 邦 雄);2w, 上 ． 大 山 町 文
珠 寺,26-V-1964( 瀬 川 哲 夫);i$, 婦 ．
婦 中 町 上 瀬,27-VI-1983( 南 部 久 男 ）
[3283];14, 射 、 小 杉 町 黒 河,31-V-
1970( 加 治 外 司 三.
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 河 川 に
生 息 し ， 県 下 1 3 ヶ 所 か ら の 記 録 が あ る が ，
そ の 多 く は 1 9 7 3 年 以 前 の も の で ， 最 近 本 種
の 成 虫 が 得 ら れ た の は 宇 奈 月 町 栃 屋 周 辺 と
婦 中 町 上 瀬 の み で あ る 。 鈴 木 は ， 宇 奈 月 町
栃 屋 山 地 の 池 上 を パ | ､ ロ ー ル す る 本 種 を 観
察 ・ 採 集 し て い る 。 成 虫 出 現 期 ： 5 月 中 旬
－ 7 月 中 旬 。
12 ． ト ン ボ 科Libellulidae
(53 ） シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボCrocothemisser-
〃"ia(Drury,1770)( 図 版VIII-3)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 蓮 町,IX-1968( 瀬 川 ，
1968c); 富 ． 城 山,VIII-1972( 富 昆 研 編 ，
1979); 高. 御 旅 屋 町,VIII-1947( 小 池,1951
-1953 ） ； 氷 ． 十 二 町 潟,VII-1972( 富 昆 研
編,1979); 氷 ． 熊 無,VIII-1960( 田 中 ，
1969b); 砺 ． 栴 檀 野,VI-1932( 田 中 ，
1969b); 小 ． 興 法 寺,VII-1972( 富 昆 研 編 、
1979); 下 ． 朝 日 町 羽 入,VII-1977( 冨 昆 研
編,1979 ） ； 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 山 地,VI-1934
（ 田 中,1969b); 中 ． 上 市 町 大 岩,VIII-
1940( 田 中,1969b): 中 ． 上 市 町 中 ノ 又 ，
V-1973( 富 昆 研 編,1979); 婦. 婦 中 町 長 沢 ．
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
VI-1972( 富 昆 研 編,1979); 婦 ． 八 尾 町 深
谷,VI-1972( 冨 昆 研 編,1979); 婦 ． 山 田
村 山 田 温 泉,v-1939( 田 中,1969b).
[ 調 査 標 本]:1$,t. 浜 黒 崎,3-VI-1974
（ 山 田 清 ） ；1 平 ， 富 ． 呉 羽 山,28-VIII-
1969( 瀬 川 哲 夫)[2432];1$,1. 蓮 町
23-IX-1969( 瀬 川 哲 夫)[2431];2$$,fi.
古 沢,24-VII-1981( 根 来 尚)[2438,
2439];1$,1. 三 ノ 熊,27-VI-1983( 根
来 尚 ) [ 3 2 9 5 ] ; 1 $ , 高 ・ 古 城 公 園 , 8
-VI-1969( 中 川 秀 幸);1 平 ， 高 ・ 二 上 山 、
18-VII-1968( 大 野 豊);1$, 氷 ． 上 田
子,1-Vin-1984( 根 来 尚)[4265];1$,
氷 ． 下 田 子,27-VII-1982( 冬 木 勲);1
8 ， 氷 ． 十 二 町 潟,23-VII-1972( 田 中 忠
次);1$, 氷 ． 島 崎23-VII-1972( 加 治
外 司 三 ） ；1¥ ， 小. 興 法 寺,20-VI-1971( 加
治 外 司 三),1$,21-VIII-1971( 瀬 川 哲 夫),
131 早 ，ll-VI-1972( 加 治 外 司 三)[2887,
2889],1$,15-VI-1972( 加 治 外 司 三),
1$,2-IX-1973( 加 治 外 司 三)[2888],
1$,13-Vn-1979( 根 来 尚)[2436];2
鮒 ， 下 ． 宇 奈 月 町 下 立 山 地 中 ノ 池,,18-VI
一1964 （ 田 中 忠 次):1$, 上 ． 大 山 町 文 珠
寺,5-VII-1964( 瀬 川 哲 夫);14, 上 ．
大 沢 野 町 寺 家,21-VII-1983( 根 来 尚 〉
[3256 ］ ；1¥ ， 婦 ． 婦 中 町 吉 住,26-VI-
1981( 根 来 尚)[2435];1$, 婦 ． 婦 中
町 い こ い の 村,3-VII-1984( 川 添 秀 夫);
1 早 ， 婦 ． 婦 中 町 高 塚,27-VI-1983( 根 来
尚)[3298];1$, 婦 ． 八 尾 町 深 谷,11-VI
-1972( 田 中 忠 次);1$, 婦 ． 山 田 村 山 田
温 泉,28-V-1939( 田 中 忠 次 ） ；1¥ ， 射 、
小 杉 町 女 池,21-VI-1969( 大 野 豊),14,
28-VII-1969( 瀬 川 哲 夫);1$, 射 、 小 杉
町 太 閤 山,16-V1II-1980( 黒 田 久 喜 》
[ 2 4 3 7 ］ ； 2 鮒 ， 射 、 小 杉 町 薬 勝 寺 池 ， 2 g
-Vn-1975( 鈴 木 邦 雄:),2$$14,8-VIII
-1975( 鈴 木 邦 雄).
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[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 池 沼 に
生 息 す る が ， 近 年 発 生 個 体 数 は 激 減 し て い
る 。 最 高 地 は 上 市 町 中 ノ 又 （ 約 4 9 0 m ) で あ
る 。 成 虫 出 現 期 ： 5 月 下 旬 一 9 月 下 旬 。
(54 ） コ フ キ ト ン ボD"eliapﾙaon(Selys,
183 ） （ 図 版VII-4)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 呉 羽 山,V-1981( 瀬 川 ，
1982);s. 城 山,VIII-1972( 瀬 川,1972);
氷 ． 十 二 町 潟,VIII-1972,VI-1973( 富 昆
研 編 ，1979 ） ； 小 ． 興 法 寺,VII.VIII-1971
（ 加 治,1971c),VI-1971( 富 昆 研 編,1979).
［ 調 査 標 本 ］ ： 2 幹 ， 富 ． 城 山 , 9 - V I I I -
1975( 瀬111 哲 夫 ） ；1¥ ， 高 ・ 古 城 公 園 ，14
-VI-1967( 中 川 秀 幸);i$, 氷. 十 二 町 潟 ，
23-VII-1972( 加 治 外 司 三),1$,29-IX-
1972( 加 治 外 司 三)[2881],1$,8-VI-
1973 （ 加 治 外 司 三),1$14,26-VIII-
1973( 加 治 外 司 三,14,18-VIII-1984( 川
添 秀 夫 ） ；1¥ ， 小. 興 法 寺,10-VI-1972( 田
中 忠 次) ，2 幹 ，26-VIII-1973 （ 加 治 外 司
三 ） ； 4 幹 ， 射 、 小 杉 町 太 閤 山 , 2 8 - V I I -
1969( 瀬 川 哲 夫)[146(14)];2$$5w.
射 、 小 杉 町 薬 勝 寺 池,21-V1I-1975( 鈴 木 邦
雄),2W,22-VII-1975( 鈴 木 邦 雄),2
幹 ，23-VII-1975( 鈴 木 邦 雄),1$2W,
24-VII-1975( 鈴 木 邦 雄) ，8 幹 ，27-VII －
1975( 鈴 木 邦 雄) ，6 幹 ，29-VII-1975( 鈴
木 邦 雄) ，189 稗 ，4 －VIII-l975( 鈴 木 邦
雄),13W,7-VIII-1975( 鈴 木 邦 雄),1
$9W,8-VIII-1975( 鈴 木 邦 雄),1$,
1-VIII-1984( 川 添 秀 夫),1 早,26-VI11-
1984( 鈴 木 邦 雄.
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 池 沼 に
生 息 す る が 個 体 数 は 少 な い 。 東 部 か ら は 記
録 が な い 。 成 虫 出 現 期 ： 5 月 下 旬 － 9 月 下
旬 。 本 種 メ ス に は 2 型 が 知 ら れ て い る が ，
本 県 か ら は い わ ゆ る オ ビ ト ン ボ 型 は 発 見 さ
れ て い な い 。
富 山 県 の ト ン ボ 相
( 5 ， カ オ ジ ロ ト ン ボ L e u c o γ 吻 加 α d u b i a
orie 匁 雌 姑Selys,1887( 図 版VIII-5)
［ 既 知 産 地 ］ ： 下 ． 黒 部 峡 谷 南 越 上 部 の 餓 鬼
田,Vn-1967( 田 中,1969b).VII-1971( 田
中,1971d); 中 ． 立 山 鏡 石,VIII-1954( 田
中,1955); 中. 立 山 弥 陀 ヶ 原,Vm-1941( 田
中,1942a),VIII-1954( 田 中,1955),VIII
-1961( 田 中,1969b),VIII-1962,VIII-
1968( 瀬jI|,1968b),VI,VII-1972,VI
-1973 富 昆 研 編,1976); 中 ． 立 山 大 日 平 ，
VII-1964( 田 中,1969b),VI-1974( 富 昆
研 編,1979); 中 。 立 山 カ ル デ ラ,VII-1978
（ 田 中 ・ 水 野 ， 1 9 8 0 ） ； 上 ． 雲 ノ 平 高 天 ヶ 原
峠,VIII-1966( 高 橋,1966),Vn-1974(a
昆 研 編,1979); 上. 北 ノ 俣 岳,VII-1968( 安
m,1977),Vn-1969( 新 谷,1970),VII-
1970,VII-1973( 安 東,1977); 婦 ． 八 尾 町
白 木 峰,VI-1977( 富 昆 研 編,1979).
［ 調 査 標 本]:2$$1 早 ， 中 ． 立 山 大 日 平 ，
29-VII-1983( 根 来 尚)[3273,3240,
3239] ，181 早,16-VIII-1984( 瀬 川 哲
夫);1$1 平 ， 中 ． 立 山 弥 陀 ヶ 原,26-VII
‐1952( 田 中 忠 次) ，l ギ ，26-VIII-l952( 田
中 忠 次) ，181 平 ，29-V11-1956 （ 田 中 忠
次),1$,17-Vm-1959( 田 中 忠 次),3$$
4W,21-VII-1973( 加 治 外 司 三)[2896(1
早)] ，131¥ ，21-VII-1973( 中 川 秀 幸),
2 鮒 2 W , 2 0 - V m - 1 9 7 4 ( 山 田 清 ) , 1
$,18-Vn-1979( 根 来 尚)[2423],1$
l 早,21-VII-1981( 根 来 尚)[2420,
2422] ’1 早 ，6 －VIII-l981 （ 根 来 尚 ）
[2421],1 早,23-VIII-1983( 根 来 尚 ）
［4246 ］ ；1 早 ， 上 ． 雲 ノ 平 高 天 原,25-VII
－1974 （ 大 野 豊) ．
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 亜 高 山 帯 の 池 塘 に 生 息
す る 。 本 県 内 の 産 地 は 9 ヶ 所 知 ら れ て い る
が ， 内 8 ヶ 所 は 立 山 お よ び ､ 後 立 山 山 系 で ､ あ
り , 1 ヶ 所 八 尾 町 白 木 峰 の み 西 方 に 離 れ て
存 在 す る 。 成 虫 出 現 期 ： 6 月 下 旬 一 8 月 下
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旬曹
(56 ） ヨ ツ ボ シ ト ン ボ 〃be""/ α9 〃adri-
mac 況 敗 如 鱈 α 〃"aiSchmidt,1957( 図 版
VII-6)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 呉 羽 山,V-1981( 瀬 川 ，
1982 ） ； 富 ． 城 山,V-1979( 田 中,1980a);
高. 五 十 里,V-1974( 富 昆 研 編,1979); 氷 一
島 崎,VI-1973( 富 昆 研 編,1979); 氷 ． 稲
積,VI-1972( 富 昆 研 編,1979); 小 ． 興 法
寺,V-1933,V-1971( 加 治,1971b); 下 “
宇 奈 月 町 下 立 山 地,V-1948( 田 中,1969b);
婦 ． 婦 中 町 長 沢 , V I - 1 9 7 2 ( 冨 昆 研 編 ，
1979 ） ； 婦 ． 婦 中 町 藤 ヶ 池,V-1974( 田 中 ，
1975c); 婦 ． 八 尾 町 八 尾,VI-1972( 富 昆 研
編,1979).
［ 調 査 標 本 ] : 1 4 , 黒 ． 吉 城 寺 , 3 - V I -
1 9 8 0 （ 鈴 木 邦 雄 ） ； 1 3 ， 富 ． 吉 作 川 ， 5 ‐
V-1969( 瀬 川 哲 夫 ） ［149] ’2 鮒2 幹 ，5
-V-1969( 瀬 川 哲 夫);i$,1. 城 山,13-
VI-1976( 瀬 川 哲 夫);4$$,s. 古 沢,3
-VI-1981( 根 来 尚)[2427-2430]i1$,
富 ． 山 本 田 尻 池,25-V-1980( 岩 城 重 信;
2 鮒 ， 富 ． 三 ノ 熊,19-V-1983( 根 来 尚 〉
[3261,3262],1 早,27-VI-1983( 根 来
尚)[3284]:14, 高 ． 古 城 公 園,1-V-
1 9 6 9 （ 中 川 秀 幸 ） ； 1 ￥ ’ 高 ． 守 山 谷 , 2 0 -
VII-1980( 冬 木 勲);i$, 氷 ． 島 崎,15
-V-1973( 加 治 外 司 三);i$, 砺 ． 頼 成 池
原,l-VII-1984( 川 添 秀 夫);i$14,
小 ． 興 法 寺,7-V-1972( 加 治 外 司 三);i
8 ， 下 ． 朝 日 町 大 平,24-VI-1981( 田 中 忠
次 ） ； 2 船 ， 下 ． 朝 日 町 三 峰 , 5 - V I -
1 9 8 1 ( 田 中 忠 次 ) : 4 $ $ 1 4 , 下 ． 朝 日 町
棚 山,12-V-1982( 田 中 忠 次);i$, 婦 ．
婦 中 町 上 瀬,1-VI-1984( 鈴 木 邦 雄);2
船 ， 婦 ． 婦 中 町 藤 ヶ 池,1-VII-1984(Jl|
添 秀 夫 ） ； 3 鮒 1 鼎 ， 婦 ． 八 尾 町 三 田 ， 2 8
-V-1980( 鈴 木 邦 雄):3$$, 婦 ． 八 尾 町 上
鈴 木 邦 雄 ・ 根 米 尚 ・ 板 倉 脆 枝
新 村,14-VI-1984( 根 来 尚)[4263-
4265 ］ ；13 ， 婦 ． 八 尾 町 横 手,13-V-
1976( 鈴 木 邦 雄),3$$,17-V-1977( 鈴 木
邦 雄 ) ; i 4 , 婦 ． 八 尾 町 上 笹 原 , 2 5 - V -
1 9 7 7 （ 鈴 木 邦 雄 ） ； 2 幹 ， 婦 ． 八 尾 町 若 ヶ
原 新 屋,6-V-1977( 鈴 木 邦 雄),14,10
-V-1977( 鈴 木 邦 雄);i4. 婦 ． 八 尾 町 桐
谷,17-V-1980( 大 野 豊);2$$, 婦 ． 八
尾 町 桐 谷 赤 倉,14-VI-1984( 川 添 秀 夫) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 水 生 植
物 の 多 い 池 沼 ･ 湿 地 に 生 息 す る 。 産 地 で は 。
生 息 個 体 数 も 比 較 的 多 い 。 成 虫 出 現 期 ： 5
月 上 旬 一 7 月 中 旬 。
(57 ） ハ ラ ビ ロ ト ン ボLiﾉ γj0 的emispacﾉ ひ 唇zs ‐
Ira(Selys,1878)( 図 版VIII-7)
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 坂 井(1908) お よ び 中 村
（ 1 9 3 7 ） の 目 録 中 に 本 種 が 挙 が っ て お り ，
鈴 木 ・ 根 来 ( 1 9 8 5 a ) は 坂 井 の 収 集 し た 富
山 県 産 l ､ ン ボ 類 標 本 中 に 本 種 の メ ス l 個
体 を 見 出 し た 。 こ れ が 現 存 す る 本 県 産 唯
一 の 標 本 で あ る 。 根 来 ( 1 9 8 3 ) は 上 市 町
産 の 標 本 に つ い て 報 告 し た が ， こ れ は 採
集 者 の 極 め て 悪 質 な テ － タ 握 造 に よ る も
の で あ') ， 後 に 訂 正 さ れ た （ 根 来,1985) 。
本 種 が 現 在 も 本 県 下 に 生 息 し て い る か ど
う か は 不 明 で あ る が ， そ の 可 能 性 は 否 定 で
き な い 。
(50 ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ Ⅳ"""0ｶﾉzya 必 唇 加 膨a
Rambur,1842( 図 版Vlll-8a,8b)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 城 山,VII-1981( 昆 虫 と 自
然 編 集 部 編,1981b)it. 三 ノ 熊,VI-1982
（ 長 井 ，1983 ） ； 小 ． 興 法 寺.IX-1933,VI,
VII-1970( 加 治,1970),VI-1972( 富 昆 研
編,1979),VII-1972( 加 治,1973b); 小 ．
東 大 谷,VII-1981( 田 中,1982b); 下 ． 宇
奈 月 町 金 毘 羅 山,VI-1940( 田 中,1941),
VI-1941( 田 中,1942a),VII-1955( 赤 坂 ，
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1956); 中 ． 上 市 町 大 岩,VII-1972( 富 昆 研
編 , 1 9 7 9 ; 上 ． 大 沢 野 町 万 願 寺 , V I I -
1970( 昆 虫 と 自 然 編 集 部 編,1970),VI-
1972 （ 富 昆 研 編 ，1979 ） ； 婦 ． 八 尾 町 深 谷 ，
VI-1972,VI-1976( 富 昆 研 編,1979); 東 ．
庄 川 町 三 谷,vn-1973( 富 昆 研 編,1979);
東 ． 城 端 町 天 竺 谷,VII-1980( 昆 虫 と 自 然
編 集 部 編 , 1 9 8 0 ) ; 西 ． 福 光 町 大 西 , V I -
1973,VIII-1975( 冨 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本 ］ ：13 ， 魚 ． 大 谷,13-VII-1981
( 長 井 真 隆 ） ［2419 ］ ；2 総l¥ ， 富 ． 三 ノ
熊,15-VI-1982( 長 井 真 隆 南 部 久 男)[2463
-2465],3$$2W,25-VI-1982( 根 来
尚)[2452-2456],1$,27-VI-1983( 根 来
尚)[3291],2$$2W,7-VII-1983( 根
来 尚 ） ［3326-3329 ］ ；131¥ ， 富 ． 坂 下
新,7-VII-1983( 南 部 久 男)[3315,3314]:
1$14, 砺 ． 頼 成 池 原,1-VII-1984( 川
添 秀 夫 : ) ; 1 $ , 小 ． 千 羽 平 , 5 - V I I I -
1 9 7 9 ( 岩 城 重 信 ) ; 2 $ $ 4 w . 小 ． 末 友 ，
27-VI-1983( 田 中 忠 次);1$1 早 ， 小 ． 興
法 寺,20-V-1973( 加 治 外 司 三)[+ 羽 化 殻
2] ’4 船3 幹 ，22-V1-1975( 大 野 豊),
l 早 ，l3-VII-l979( 根 来 尚)[2467],4
鮒2n,3-Vn-1980( 根 来 尚)[2457
- 2 4 6 2 ］ ； 4 船 2 幹 ， 上 ． 大 沢 野 町 福 沢 ，
22-VI-1972( 田 中 忠 次),7$$4W,16-
VI-1982( 田 中 忠 次);1$14, 上 ． 大 沢
野 町 万 願 寺,11-VIII-1968( 田 中 忠 次),1
$4W,18-V-1969( 瀬 川 哲 夫)[150(1
早)] ’2 鮒2 幹 ，l3-VIII-1969 （ 中 川 秀
幸 ) ; 3 6 $ $ 1 6 W , 婦 ． 婦 中 町 河 原 谷 , 2 9 -
VI-1984( 鈴 木 邦 雄:),7$$3n,2-VIII
- 1 9 8 4 ( 鈴 木 邦 雄 ) ; 1 $ 1 4 , 婦 ． 婦 中 町
上 瀬:,27-VI-1983( 根 来 尚)[333L3330],
181¥ ，20-V11-1984( 鈴 木 邦 雄:);1$,
婦. 婦 中 町 藤 ヶ 池:,7-VII-1983( 根 来 尚 ）
[3244],1$,1-VII-1984( 川 添 秀 夫);
1 3 ， 婦 ． 婦 中 町 吉 住 , 8 - V I M 9 8 1 ( 高 瀬
富 山 県 の ト ン ボ イ Ⅱ
俊 郎 ） ［2466 ］ ；18 ， 婦 ． 婦 中 町 い こ い の
村,20-VI-1981( 岩 城 重 信) ，3 鮒3 幹 ，
29-V-1983( 瀬 川 哲 夫),1$14,3-VII
-1984( 川 添 秀 夫);i$i 早 ， 婦 ． 婦 中 町
高 塚,27-VI-1983( 根 来 尚)[3332,
3311]:i$, 婦 ． 八 尾 町 若 ヶ 原 新 屋,19
Vn-1983( 南 部 久 男)[4325],1$, 射 、
小 杉 町 平 野 , 2 7 - V I - 1 9 8 2 ( 木 我 栄 -
[2451]．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 の 湧 水 の あ る 日 当
り の い い 湿 地 に 生 息 す る 。 県 下 2 2 ヶ 所 か ら
採 集 記 録 が あ る が ， 既 に 絶 滅 し た と 思 わ れ
る 所 も あ り ， 現 在 の 確 実 な 産 地 は 1 0 ヶ 所 ほ
ど で あ る 。 田 中(1981a) が 指 摘 し た と お り 。
山 間 の 放 棄 田 の よ う な 生 息 に 適 し た 場 所 か
増 加 し た た め ， 近 年 新 産 地 も 発 見 さ れ る よ
う に な っ た 。 成 虫 出 現 期 ： 5 月 中 旬 一 9 月
上 旬 。 な お ， 小 矢 部 市 興 法 寺 は 県 の ， 同 市
末 友 東 大 谷 は 市 の そ れ ぞ れ 天 然 記 念 物 に 指
定 さ れ て い る 。
69 ）ｼｵｶﾗﾄﾝ ポO γｵﾙg 姉4 脚 α/bistyl""z
speciosum(Uhler,1858)( 図 版VII-9)
［ 既 知 産 地 ］ ： 滑 ． 東 福 寺,Vn-1975( 冨 昆 研
編 ，1979 ） ； 富 ． 横 越,VI-1978( 根 来 ，
1982);m. 神 通 川 河 川 敷,IX-1977( 富 昆
研 編 ，1979 ） ； 富 ． 城 山,VI-1972( 田 中 ，
1977b),Vm-1972( 瀬 川,1972),v-1973(a
昆 研 編,1979),V,VI,IX-1979( 田 中 ，
1980a),V-1980( 根 来,1982); 高 ． 白 銀 町 ，
Vin-1942( 小 池,1951-1953); 高 白 銀 後
町,IX-1944( 小 池,1951-1953); 高 ． 佐 賀
野,Vm-1948( 小 池,1951-1953); 高 ． 岩
野,IX-1950( 小 池,1951-1953); 高 。 千 保
川,VI-1945( 小 池,1951-1953); 氷 ． 島 崎 ，
VII-1973( 富 昆 研 編,1979): 砺 ・ 頼 成,VI
-1977( 田 中,1977); 小 ． 興 法 寺,VI,VII
-1972( 富 昆 研 編,1979); 中 ． 上 市 町 大 岩 ，
v-1973( 冨 昆 研 編,1979); 中. 上 市 町 釜 池 ，
6量
v-1972( 富 昆 研 編,1979); 中 ． 称 名 峡 谷 称
名 坂 登 山 口 一 弘 法,Vn-1946( 東,1948);
中 ． 立 山 弥 陀 ヶ 原,VII-1973( 富 昆 研 編 ，
1979); 中. 立 山 カ ル デ ラ,VII-1978( 田 中 ≧
水 野,1980); 上. 大 山 町 有 峰,VIII-1952( 舟
坂 ，1953 ） ； 上 ． 大 沢 野 町 猿 倉 山,VIII-
1979 （ 田 中,1980b); 婦 ． 婦 中 町 千 里,VI
-1976( 冨 昆 研 編,1979); 婦 ． 婦 中 町 常 楽
寺 , V I - 1 9 7 6 ( 富 山 県 生 活 環 境 部 自 然 保 護
課,1984b); 婦 ． 八 尾 町 八 尾,VM972(a
昆 研 編 ， 1 9 7 9 ） ； 婦 ． 八 尾 町 深 谷 , V I -
1976( 富 昆 研 編,1979); 婦 ． 八 尾 町 桐 谷 、
VIII-1977( 富 昆 研 編,1979); 婦 ． 八 尾 町 小
井 波,VI-1973( 富 昆 研 編,1979); 婦 ． 細
入 村 猪 谷,v-1984(Amica 編 集 部,1984);
東 ． 上 平 村 菅 沼,VIII-1972( 富 昆 研 編 ，
1979); 東. 上 平 村 桂,VII-1976( 富 昆 研 編-
1979)．
[ 調 査 標 本 ］ ： 2 艶 ， 富 . 岩 瀬 ス ポ ー ツ 公 園
16-VII-1982( 瀬 川 哲 夫);1 早 ， 富 ． 緑 町 ≦
23-VII-1964( 瀬 川 哲 夫);1$,1. 米 田
8-VIII-1965( 瀬 川 哲 夫),1$,13-vm-
1 9 6 5 ( 瀬 川 哲 夫 ) ; 1 $ 1 早 ， 富 ． 呉 羽 山
1-VIII-1978( 瀬 川 哲 夫 ） ［143(l 早)] ，1
$2W,4-VIII-1978( 瀬 川 哲 夫);1 早 ．
富. 五 福,24-VII-1975( 鈴 木 邦 雄):2$$,
富 ． 城 山,2-VIII-1975( 鈴 木 邦 雄),4$$
2n,3-VIII-1975( 鈴 木 邦 雄),1$,9
-VIII-1975( 瀬 川 哲 夫)[2542],2$$2 幹 ≦
6-VI-1978( 根 来 尚)[2514,2515,2519,
2520],2$$1 早,18-VII-1978( 根 来 尚 ＞
[2516-2518];1$,t. 古 沢,3-VI-
1981( 根 来 尚)[2469],1 早,1-VII-
1981( 根 来 尚 ） ［2538] ，l¥ ，24-VII ‐
1981( 根 来 尚)[2492],1$,4-VIII-
1981( 数 井 教 隆 ） ［2483 ］ ；1 ＄l¥ ， 富 ．
三 ノ 熊,25-VI-1982( 根 来 尚)[2527,
2528],1 早,27-VI-1983( 根 来 尚 き
[3289],1$,7-VII-1983( 根 来 尚)
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
[3301],1$,6-IX-1983( 根 来 尚 》
[3107 ］ ；l 早 ， 高 ． 与 茂 九 郎 池,,22-VI-
1982 （ 根 来 尚)[2508];1$, 氷 ． 上 田
子,1-VIII-1984( 根 来 尚)[4276];1$,
氷 ． 桑 の 院,22-VII-1972( 田 中 忠 次);1
8 ， “ 東 ． 東 野 尻 ” （ ＝ 砺 ． 苗 加),19-VIII-
1932( 加 治 外 司 三 ） ；18 ， 小 ． 興 法 寺 ，2 も
-VI-1971( 加 治 外 司 三) ，131 早 ，25-V1
-1972( 加 治 外 司 三)[2894(1$)],1$,
18-VII-1979( 根 来 尚 ） ［2502] ，181¥ 。
3-VII-1980( 根 来 尚)[2544,2545]I1
¥ ， 上 ． 大 山 町 文 珠 寺,26-V-1964( 瀬 川 哲
夫),1$,14-IX-1983( 根 来 尚)[3115];
3 船 ， 上 ． 大 沢 野 町 寺 家,21-Vn-1983( 根
来 尚)[3224,3253,3279];1$, 上 ．
大 沢 野 町 猿 倉 山,lO-VI-1982( 根 来 尚 〉
[2498 ］ ；2 幹 ， 婦 ． 婦 中 町 藤 ケ 池,,17-VI
-1981( 根 来 尚 ） ［2534,2536] ，l ￥ ，l
-VII-1984( 川 添 秀 夫),14,1-IX-
1 9 8 4 ( 川 添 秀 夫 ） ； 1 早 ， 婦 ． 婦 中 町 吉 住 ，
26-VI-1981( 吉 村 博 儀)[2470] ’7 鮒l 早 ，
lO-VII-1981( 上 杉 俊 男･ 黒 田 久 喜)[2481,
2482,2484-2489],1$,9-VII-1984( 田
中 忠 次 ) ; 1 $ 1 早 , 婦 . 婦 中 町 い こ い の 村 、
3-VII-1984( 川 添 秀 夫);1$1 早 ， 婦 ．
婦 中 町 上 瀬,20-VII-1984( 鈴 木 邦 雄),1
$,30-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；1 芋 ， 婦 ．
八 尾 町 桐 谷 赤 倉,14-VI-1984(JI| 添 秀 夫);
2 船 2 幹 ， 射 ､ 小 杉 町 太 閤 山 小 池 , 2 5 - V I I
-1975( 鈴 木 邦 雄) ，l ￥ ，4 －VIII-1975( 鈴
木 邦 雄 ） ； 1 ¥ ， 射 、 小 杉 町 薬 勝 寺 池 ， 2 1 ‐
VII-1975( 鈴 木 邦 雄),2$$,22-VII-
1975( 鈴 木 邦 雄),3W,23-VII-1975( 鈴
木 邦 雄),1 早,24-VII-1975( 鈴 木 邦 雄),
3 鮒3W,26-VII-1975( 鈴 木 邦 雄),5
船7W,4-VIIM975( 鈴 木 邦 雄),13$$
l 平,7-Vm-1975( 鈴 木 邦 雄:),30$$9
n,8-VIII-1975( 鈴 木 邦 雄):1$, 射 、
小 杉 町 平 野 向 谷 池,,28-IX-1984( 鈴 木 邦
ワ 侯
J 蓮
雄 ） ； 1 8 ， 射 、 小 杉 町 水 上 谷 , 5 - X I -
1984( 鈴 木 邦 雄);i$, 東 ． 上 平 村 池 の 平 ‘
18-VIII-1982( 根 来 尚)[2506].
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 山 地 の 池 沼 . 湿 地
な ど に 普 通 に 生 息 す る 。 最 高 地 は 立 山 弥 陀
ヶ 原 （ 約1,900m) で あ る が ， お そ ら く 低 地
か ら 飛 来 し た も の と 思 わ れ る 。 そ れ を 除 け
ば ， 立 山 カ ル デ ラ （ 約1,500m) が 最 高 地 の
産 地 で あ る 。 成 虫 出 現 期 ： 5 月 中 旬 一 1 1 月
上 旬 。
60 ） シ オ ヤ ト ン ボO γ 娩 師 γ 況 加 ノuponic""z
(Uhler,1958)( 図 版IX-1)
［ 既 知 産 地 ］ ： 黒 福 平,v-1973( 富 昆 研 編
1979); 高 ． 佐 賀 野,VIII-1948( 小 池 ，1951
-1953); 氷 ． 薮 田,VIII-1972( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 砺 ． 頼 成,VI-1977( 田 中,1977d);
小. 興 法 寺,v-1972( 冨 昆 研 編,1979); 下 ．
宇 奈 月 町 栃 屋 山 地 ，VI-l977 （ 冨 昆 研 編 ，
1979); 中. 上 市 町 大 岩,v-1949( 小 池,1951
-1953),V-1973( 富 昆 研 編,1979); 中 ． 上
市 町 釜 池 ，V-1972( 冨 昆 研 編,1979); 上 ．
大 山 町 有 峰,VII-1977( 冨 昆 研 編,1981);
婦 ． 婦 中 町 藤 ヶ 池,VII-1974( 田 中 忠 次 ，
1975c); 東 ． 庄 川 町,vn-1973( 富 昆 研 編 ，
1979)．
[ 調 査 標 本 ］ ：2 鮒1 平 ， 滑 ． 東 福 寺,24-V
-1980 （ 鈴 木 邦 雄):1$14, 富 ． 古 沢 ，
3-VI-1981( 根 来 尚)[2473,2472],1
$14,1-VII-1981( 根 来 尚)[2474,
2522 ］ ；2 鮒1 早 ， 富. 三 ノ 熊,19-V-1983
（ 根 来 尚)[3257,3258,3260],1 早 ，
7-VI-1983( 根 来 尚)[3259]; 氷 ． 床 鍋 ，
1-VI-1974( 田 中 忠 次):1¥ ， 砺 ． 頼 成 の
森,l-Vn-1984( 川 添 秀 夫):1 早 ， 小 ．
興 法 寺,15-V-1971( 加 治 外 司 三)[2892],
1$,4-IV-1972( 瀬 川 哲 夫),1$,15-
V-1972( 加 治 外 司 三),1$,20-v-1973( 加
治 外 司 三)[2891],1$,3-Vn-1980( 根
富 山 県 の ト ン ボ イ Ⅱ
来 尚)[2540]:1$, 下 ． 朝 日 町 三 峰 ，
5-VM981( 田 中 忠 次 ） ；181 早 ， 下 ． 朝
日 町 山 崎,5-VI-1967( 田 中 忠 次);2w,
下 ． 朝 日 町 棚 山,12-V-1982( 田 中 忠 次);
1 8 1 早 ， 中 ． 上 市 町 護 摩 堂 , 1 2 - V I -
1984( 根 来 尚)[428L4267]11$, 中 ．
上 市 町 大 岩,30-V-1965( 田 中 忠 次) ，l¥ ，
14-V-1978( 鈴 木 邦 雄 ） ；l¥ ， 中 ． 上 市 町
骨 原,25-V-1984( 根 来 尚)[4268 ］ ；1 早 ，
中 ． 上 市 町 骨 原 一 高 峰 山,25-VI-1972( 田
中 忠 次 ) : 1 早 ， 中 ． 上 市 町 中 ノ 又 , 4 - V I I
- 1 9 7 7 ( 大 野 豊 ） ； 1 8 1 ¥ ， 中 ． 立 山 町
伊 勢 屋,16-VI-1982( 根 来 尚)[2529,
2530] ，1¥ ，15 ‐VI ‐1983 （ 根 来 尚 ）
[3263];14, 上 ． 大 山 町 上 滝,18-V-
1966( 瀬 川 哲 夫),1$1 早,16-VI-1982( 根
来 尚)[253L2532];1$, 上 ． 大 山 町
文 珠 寺,27-IV-1964( 瀬 川 哲 夫),2W,
8-v-1964( 瀬 川 哲 夫 ） ［145(l 早)] ，13 ，
26-V-1964( 瀬 川 哲 夫)[2543];1$, 上 ．
大 山 町 赤 倉,30-VI-1963( 瀬 川 哲 夫);1
早 ， 上 ． 大 山 町 折 立 真 川,18-V-1974( 大 野
豊 ） ； 1 3 1 早 ， 上 ． 大 沢 野 町 上 大 久 保 ， 3 0
-IV-1972( 瀬 川 哲 夫);1$2w, 上 ． 大
沢 野 町 猿 倉 山,19-V-1982( 根 来 尚)2493
-2495],2n,lO-VI-1982( 根 来 尚 ）
[2496,2497 ］ ；3 船 ， 上 ． 大 沢 野 町 舟 渡 ，
22-V-1981( 根 来 尚)[2471,2474,2523]:
2 船 ， 婦 ． 婦 中 町 藤 ヶ 池,24-V-1974( 田
中 忠 次) ，1¥ ，l7 －VI －1981 （ 根 来 尚 ）
[2537],1$,l-VH-1984( 川 添 秀 夫);
3 将 ， 婦 ． 八 尾 町 三 田,7-v-1982( 鈴 木
邦 雄) ，5 総l ￥ ，10-V-1982( 鈴 木 邦 雄),
1$,18-VI-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,19-
VI-1984( 鈴 木 邦 雄):1$, 婦 ． 八 尾 町 深
谷,11-VI-1972( 田 中 忠 次) ，1 早 ，14-V1
-1984( 根 来 尚 ） ［4279 ］ ；l¥ ， 婦 ． 八 尾
町 井 栗 谷,27-V-1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；1¥ ，
婦 ． 八 尾 町 上 新 村,14-VI-1984( 根 来 尚 ）
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[4280];14, 婦 ． 八 尾 町 横 手,28-V-
1974( 鈴 木 邦 雄) ，2 鮒1 早,21-V-1975( 鈴
木 邦 雄) ，l 早 ，l8-VI-1976 （ 鈴 木 邦 雄),
2 純2W,28-V-1976( 鈴 木 邦 雄),3$$
l ￥ ，29-V-1976( 鈴 木 邦 雄);1$14,
婦. 八 尾 町 上 笹 原,23-VI-1976( 鈴 木 邦 雄.),
3 船14,8-V-1977( 鈴 木 邦 雄);9$$
7 幹 ， 婦 ． 八 尾 町 中 根,20-V-1976( 鈴 木
邦 雄) ，l¥ ，l6-VI-l976 （ 鈴 木 邦 雄),1
$,21-VI-1976( 鈴 木 邦 雄),2$$,2-vn
-1976( 鈴 木 邦 雄);6$$i3W, 婦 ． 八 尾
町 若 ヶ 原 新 屋,6-v-1977 鈴 木 邦 雄),16
$$10W,10-v-1977( 鈴 木 邦 雄);2$$1
¥ ， 婦 ． 八 尾 町 桐 谷 赤 倉,14-VI-1984( 川
添 秀 夫) ，1¥ ，l-VII-l984( 川 添 秀 夫);
2 幹 ， 婦 ． 八 尾 町 高 瀬,4-VI-1980( 根 来
尚 ） ［2546,2547 ］ ；1 早 ， 射 ， 小 杉 町 女 池 ，
15-IV-1978( 大 野 豊).
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 山 地 の 渓 流 ･ 湿 地
に 生 息 す る が ， 特 に 丘 陵 地 の 渓 流 に は 普 通
に 見 ら れ る 。 最 高 地 は 大 山 町 有 峰 折 立 付 近
（ 約1,450m) 。 成 虫 出 現 期:4 月 上 旬-8
月 上 旬 。
6 1 オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ O γ 肋 g か 〃 m t r i a n -
g" “ だ 籾elania(Selys,1883)( 図 版IX-
ワ 1
日 ノ
［ 既 知 産 地 ］ ： 滑 ． 東 福 寺,VII-1975( 富 昆 研
編,1979)is. 城 山,VIII-1972( 瀬 川 ，
1972),VII-1979( 田 中,1980a); 高 ． 岩 野 ョ
IX-1950( 小 池.1951-1953); 氷 ． 桑 の 院 ，
Vn-1972( 富 昆 研 編,1979); 氷. 薮 田,VIII
-1972( 冨 昆 研 編 ，1979 ） ； 小 ． 興 法 寺,VIII
-1972( 冨 昆 研 編,1979); 中 ． 立 山 カ ル テ
ラ,VII-1978( 田 中･ 水 野,1980); 上 ． 大
沢 野 町 神 通 川 河 川 敷,IX-1977( 冨 昆 研 編 ．
1979 ） ； 上 ． 大 沢 野 町 猿 倉 山,VIII-1979( 田
中,1980b); 婦 ． 婦 中 町 千 里,VI-1976(a
昆 研 編 , 1 9 7 9 ) ; 婦 ． 婦 中 町 常 楽 寺 , V I -
鈴 木 邦 雄 ・ 根 米 尚 ・ 板 倉 範 枝
1 9 7 6 （ 富 山 県 生 活 環 境 部 自 然 保 護 課 ，
1984b); 婦 ． 八 尾 町 深 谷,VM976( 富 昆 研
編 ，1979 ） ； 婦 ． 八 尾 町 桐 谷,Vin-1977(s
昆 研 編 ，1979 ） ； 婦 ． 八 尾 町 日 尾 御 前,VII
-1977( 富 昆 研 編 ，1979 ） ； 東 ． 井 波 町,VIII
-1976( 富 昆 研 編,1979); 東 ． 上 平 村 菅 沼
Vni-1972( 富 昆 研 編,1979): 東. 上 平 村 桂 ，
Vn-1976( 富 昆 研 編,1979): 西 ． 福 岡 町 西
明 寺,Vni-1972( 冨 昆 研 編,1979); 西 ． 福
光 町 う づ ら 山,Vin-1973( 富 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本 ］ ：1 平 ， 黒 ． 吉 城 寺,4-VI-
1982( 鈴 木 邦 雄):1$, 魚 ． 大 谷,31-VII
-1984( 田 中 忠 次);14, 滑 ． 東 福 寺,22
-VI-1979( 鈴 木 邦 雄);1$,s. 呉 羽 山
1-Vin-1978( 瀬 川 哲 夫) ，1 平 ，l3-VIII-
1978( 瀬 川 哲 夫)[144];1$,1. 城 山
29-VIII-1974( 鈴 木 邦 雄) ，1 早 ，31-VII ‐
1975( 鈴 木 邦 雄) ，l ￥ ，l5-IX-1976( 瀬Jll
哲 夫),14,30-IX-1984( 鈴 木 邦 雄:);1
3 ， 富 ． 古 沢,l-Vn-1981( 根 来 尚 〉
[2521] ，l¥ ，24-V Ⅱ-1981 （ 根 来 尚 》
[2491 ］ ；2 総l¥ ， 富 ． 三 ノ 熊,25-VI-
1982 （ 根 来 尚)[2524-2526],1$,9-
VI-1983( 根 来 尚)[3225],1$,27-VI
-1983( 根 来 尚 ） ［3302] ，l¥ ，6 －IX-
1983( 根 来 尚 ） ［3105 ］ ；191¥ ， 高 ・
守 山 谷,23-Vn-1982( 冬 木 勲);1$,
氷 ． 上 田 子,1-Vni-1984( 根 来 尚 ）
[4277 ］ ；1 早 ， 氷 ． 見 田 窪,27-vm-
1972 （ 田 中 忠 次 ） ；l 早 ， 氷 ． 原 山 峠,1-
Vin-1984( 根 来 尚)[4278]:1$, 氷 ．
中 田,24-VIII-1978( 根 来 尚)[2503];1
¥ ， 砺. 三 合 新,22-Vin-1969( 瀬 川 哲 夫);
1¥ ， 砺 ． 頼 成,21-Vn-1978( 田 中 忠 次.);
18 ， 砺 ． 蓬 来 山,29-Vn-1979( 岩 城 重
信 ） ；18 ， 小 ． 興 法 寺,ll-VII-1971( 加
治 外 司 三),1$,29-Vin-1971( 加 治 外 司
三) ，l¥ ，25-V1-1972 （ 加 治 外 司 三.),2
$$,5-Vni-1973( 加 治 外 司 三)[2890(1
$),1$,9-IX-1973( 加 治 外 司 三);1
早 ， 中 ． 上 市 町 大 岩,8-VIII-1961( 田 中 忠
次 ） ；l 早 ， 中. 立 山 町 千 垣,11-IX-1966( 瀬
)ll 哲 夫);3$$, 上. 大 山 町 文 珠 寺,26-VII
-1963( 瀬 川 哲 夫)[2541(1$)],14,
2-VIII-1963( 瀬 川 哲 夫),2W,26-VI-
1964( 瀬 川 哲 夫 ） ；181¥ ， 上 ． 大 沢 野 町
笹 津,9-Vm-1978( 根 来 尚)[2509,
2510];1$14, 上 ． 大 沢 野 町 寺 家,21-
VII-1983( 根 来 尚)[3255,3254]11$,
上 ． 大 沢 野 町 猿 倉 山,17-Vn-1979( 田 中 忠
次) ，1¥,31-VIII-1982( 根 来 尚 ）
[2507];1$, 上 ． 大 沢 野 町 舟 渡,29-VII
-1981( 根 来 尚 ） ［2490 ］ ；l¥ ， 婦 ． 婦 中
町 千 里,28-VI-1976( 田 中 忠 次);1$, 婦 。
婦 中 町 藤 ケ 池 ，23-VII-l974 （ 田 中 忠 次),
1 早 ，l-IX-l984 （ 川 添 秀 夫);1$1¥ ．
婦 ． 婦 中 町 吉 住,26-VI-1981( 吉 村 博 儀 ・
根 来 尚)[2535,2468],1$14,9-VIB
-1984( 田 中 忠 次);2w. 婦 ． 婦 中 町 い こ
い の 村,3-Vn-1984( 川 添 秀 夫),1$,
9-Vin-1984( 田 中 忠 次);1$, 婦 ． 婦 中
町 上 瀬:,20-VII-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,
3-Vni-1984( 鈴 木 邦 雄),1$2W,25-
IX-1984( 鈴 木 邦 雄:):1$, 婦 ． 婦 中 町 河
原 谷,21-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);1$, 婦 ．
八 尾 町 三 田,17-VII-1984 鈴 木 邦 雄),1
早,29-IX-1984 鈴 木 邦 雄.);2$$, 婦 ．
八 尾 町 中 根,2-Vn-1976( 鈴 木 邦 雄),1
31¥ ，7 －VII-l976 （ 鈴 木 邦 雄),1$,
22-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);1$, 婦 ． 八 尾 町
桐 谷,26-Vin-1983( 根 来 尚)[3341];1
8 ， 射 、 小 杉 町 薬 勝 寺 池,,24-VII-1975( 鈴
木 邦 雄:),2$$,8-Vra-1975( 鈴 木 邦 雄:),
1$,21-Vn-1984( 鈴 木 邦 雄):1$, 射 ，
小 杉 町 平 野 向 谷 池,,28-IX-1984( 鈴 木 邦
雄 ） ；1¥ ， 射､ 小 杉 町 上 野,30-IX-1984( 川
添 秀 夫 ) ; 1 $ , " 西 ． 西 野 尻 ” （ ＝ ？ 西 ． 福
光 町 岩 木),2-IX-1932( 加 治 外 司 三).
句 Ｉ
開 山 県 の ト ン ボ イ Ⅱ
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 一 山 地 の 池 沼･ 湿
地 に 普 通 に 生 息 す る 。 最 高 地 は 立 山 カ ル テ ．
ラ( 約1,500m)｡ 成 虫 出 現 期:6 月 中 旬-9
月 下 旬 。
(62 ） ウ ス バ キ ト ン ボPa" 畝 敗 加 〃2s “"s
(Eabricus,1798)( 図 版IX-3)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 蓮 町,IX-1968( 瀬 川 ，
1968c);t. 呉 羽 山,Vm-1981( 瀬HI,
1982 ） ； 富 ． 城 山,VIII-1972( 富 昆 研 編 ，
1979),X-1972( 瀬 川,1972): 新 ． 中 新 湊 ，
VII-1972( 富 昆 研 編,1979); 高 雨 晴,VIII
-1934 （ 田 中,1969b); 氷 ． 島 崎,vm-
1973 （ 富 昆 研 編 ，1979 ） ； 小 ． 興 法 寺,XI-
1970( 加 治,1971a); 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 ，
Vin-1934( 田 中,1969b); 中 。 称 名 峡 谷 人
津 谷,IX-1961( 田 中,1969b); 射 、 小 杉 町
黒 河 新,IX-1973( 富 昆 研 編,1979); 東 ．
平 村 下 梨,VIII-1955( 田 中,1969b); 西 ．
福 光 町 刀 利,VIII-1968( 田 中,1969b).
[ 調 査 標 本 ］ ：1 早 ， 富 ． 米 田,24-vm-
1965 （ 瀬 川 哲 夫 ） ；1 早 ， 氷 ． 仏 生 寺 ，26 －
VII-1982( 冬 木 勲 ） ；1¥ ， 砺 ． 蓬 来 山 ，
29-Vn-1979( 岩 城 重 信);14, 小 ． 興 法
寺,1-XI-1970( 加 治 外 司 三),1$,10-
x-1971( 加 治 外 司 三 ） ［2909] ，l 芋 ，25-V1
－1972( 加 治 外 司 三)[2906],14,17-IX
-1972( 加 治 外 司 三)[2907],1$,2-IX
-1973( 加 治 外 司 三)[2908];1$, 中 ． 立
山 町 千 寿 ケ 原,27-Vin-1966( 瀬 川 哲 夫):
2 鉛1 早 ， 上. 大 山 町 上 滝,13-Vn-1966( 瀬
川 哲 夫 ） ；1¥ ， 上. 大 山 町 文 殊 寺,26-vm
‐1963 （ 瀬 川 哲 夫:)[151],14,12-IX-
1964 （ 瀬 川 哲 夫);1$2w. 上 ． 大 山 町
東 笠 山,29-VII-1980( 田 中 忠 次 ） ；l¥ ，
上 ． 大 沢 野 町 万 願 寺,24-IX-1968( 瀬 川 哲
夫):14, 婦 ． 婦 中 町 河 原 谷,20-vn-
1984( 鈴 木 邦 雄:);14, 射 、 小 杉 町 平 野 向
谷 池 ，27-IX-l984 （ 鈴 木 邦 雄),1 早,28-
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IX-1984( 鈴 木 邦 雄) ，l ￥ ，6 －X-1984( 鈴
木 邦 雄) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 山 地 の 各 地 で 採
集 さ れ て い る 。 最 高 地 は 大 山 町 東 笠 山 （ 約
1,680m) 。 成 虫 出 現 期:6 月 下 旬-11 月 上
旬 。
(63 ） コ シ ア キ ト ン ボ 庇g"db 肋emiszo 〃 α 畝
(Burmeister,1839)( 図 版IX-4)
［ 既 知 産 地 ］ ： 黒 ． 若 栗,VII-1939( 田 中 ，
1969b);S. 呉 羽 山,VI-1944( 田 中 ，
1969b):. 城 山,Vni-1972( 瀬 川,1972),
Vin-1979( 田 中,1982a); 新 ． 中 新 湊,VII
-1972( 富 昆 研 編,1979); 高 ． 中 川,VI,VI
-1949,( 小 池,1951-1953); 氷 ． 十 二 町 潟 ，
Vn-1972( 富 昆 研 編,1979); 氷 ． 見 田 窪 ，
Vin-1972( 富 昆 研 編,1979): 西 ． 福 光 町 う
づ ら 山,VIII-1973( 富 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本 ］ ：18 ， 富 ． 東 富 山,16-VI-
1969( 瀬 川 哲 夫);1$,t. 蓮 町,16-VI
－1933 （ 加 治 外 司 三);1 早 ， 富 ． 五 福,17
-VI-1961( 田 中 忠 次);1$, 富 ． 呉 羽,19
-VII-1981( 藤 木 孝 司)[2426];1$,t.
城 山,10-Vni-1975( 瀬 川 哲 夫):1$,.
古 沢,l-Vn-1981( 根 来 尚)[2425];1
¥ ， 高 ・ 古 城 公 園,2-VI-1969( 中 川 秀 幸),
1$,3-VI-1969( 中 川 秀 幸):1$14,
氷 ． 下 田 子,26-VII-1982( 冬 木 勲);1
早 ， 氷 ． 十 二 町 潟,25-VII-1972( 加 治 外 司
三)[2897];1$1 早 ， 小. 興 法 寺,11-vn
-1971( 加 治 外 司 三)[2899(1$)],1$,
25-VI-1972( 加 治 外 司 三)[2898],1$,
4-Vm-1984( 鈴 木 邦 雄:):14, 婦 ・ 婦 中
町 吉 住,26-VI-1981( 吉 村 博 儀)[2424];
2 鮒 ， 婦 ． 婦 中 町 い こ い の 村 , 3 - v n -
1984 （ 川 添 秀 夫 ） ；13 ， 婦 ． 婦 中 町 平 等 ，
3-Vin-1984( 鈴 木 邦 雄):2$$1 早 ， 射 、
小 杉 町 太 閤 山,27-vn-1969( 瀬 川 哲 夫 ）
[147(1$)],1$,28-vn-1969( 瀬 川
鈴 木 邦 雄 ・ 恨 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
哲 夫),14,8-VII-1981( 黒 田 久 喜 》
[2418 ］ ；5 船 ， 射 ， 小 杉 町 薬 勝 寺 池,21
-VII-1975( 鈴 木 邦 雄),4$$,22-VII-
1975( 鈴 木 邦 雄),3$$,23-VII-1975( 鈴
木 邦 雄),3$$,24-VII-1975( 鈴 木 邦 雄,,
1$,25-VII-1975( 鈴 木 邦 雄),14$$14,
26-VII-1975( 鈴 木 邦 雄),2$$,27-VII-
1975( 鈴 木 邦 雄),1$,28-VII-1975( 鈴
木 邦 雄),3$$,29-VII-1975( 鈴 木 邦 雄) ョ
3 総14,4-VIII-1975( 鈴 木 邦 雄),5
$$,21-VII-1984( 鈴 木 邦 雄),2$$,31
-VII-1984( 川 添 秀 夫),1$,6-VIII-
1984( 鈴 木 邦 雄);i$, 射 、 小 杉 町 平 野 向
谷 池,28-IX-1984( 鈴 木 邦 雄).
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 池 沼 に
生 息 す る が , 個 体 数 は あ ま り 多 く な い 。 中 。
西 部 に 多 く ， 東 部 か ら は 黒 部 市 若 栗 で193 善
年 に 採 集 さ れ た 記 録 が 唯 一 の も の で あ る 。
成 虫 出 現 期 ： 6 月 上 旬 一 9 月 下 旬 。
64 ） チ ョ ウ ト ン ボRyothemis 〃/ 増 加OSa
Selys,1883( 図 版IX-5)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 城 山,VIII-1972( 瀬 川 ，
1972 ） ； 高 ． 中 川,VIII-1941( 小 池,1951-
1953 ） ； 高. 古 城 公 園,VII-1973( 富 昆 研 編 、
1979 ） ； 氷 ． 下 田 子,VII-1982( 根 来 ，
1983 ） ； 氷 ． 十 二 町 潟,VIII-1934( 田 中 ，
1969b); 氷 ． 島 崎,VII-1972,VII-1973(a
昆 研 編 ，1979 ） ； 氷 ． 桑 の 院,VII-1972(a
昆 研 編 ，1979 ） ； 小 ． 興 法 寺,VII-1972(g
昆 研 編,1979); 下. 朝 日 町 笹 川,V-1950( 田
中,1969b).
［ 調 査 標 本 ］ ：191¥ ， 富 ． 米 田,26-VIL
1965( 瀬 川 哲 夫),1$,3-VIII-1965( 瀬Ill
哲 夫),14,7-VIII-1968( 瀬 川 哲 夫);i
¥ ， 富 ． 富 山 城 祉,6-VII-1944( 田 中 忠
次 ） ； 1 3 2 幹 ， 富 ． 呉 羽 山 , 2 8 - V I I -
1969( 瀬 川 哲 夫 ） ［148 （l 早) ］ ；13 ， 高
古 城 公 園,24-VII-1966( 中 川 秀 幸);i$,
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氷 ． 十 二 町 潟,23-VII-1972( 田 中 忠 次,
14,5-IX-1972( 加 治 外 司 三)[2903],
2$,26-VII-1973( 加 治 外 司 三)[2902(1
3)]．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 水 生 植
物 の 多 い 潟 湖 ・ 池 沼 に 生 息 す る が ， 近 年 激
減 し た ． 西 部 に 多 く ， 東 部 で は 朝 日 町 笹 鵬
が 唯 一 の も の で あ る 。 西 部 で も 氷 見 市 下 田
子 で1982 年 に 採 集 さ れ た 他 は 全 て1973 年 以
前 の 記 録 し か な い 。 成 虫 出 現 期 ： 5 月 中 旬
一 9 月 上 旬 。
(65 ） コ ノ シ メ ト ン ボSympe か" 郷baccha
加 ”"""" 脚Ris,1911( 図 版IX-6)
［ 既 知 産 地 ］ ： 魚. 小 菅 沼,X-1973( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 富 ． 神 通 川 河 川 敷,X-1977( 富 昆 研
編 ，1979 ） ； 高 ． 二 上 山,X-1977( 田 中 ，
1977d); 高 ． 五 十 里,IX-1972( 富 昆 研 編 ，
1979); 高 ． 頭 川,X-1972( 富 昆 研 編,19
79 ） ； 氷 ． 仏 生 寺,X-1972( 富 昆 研 編 ，
1979); 氷 ． 上 庄 川,X-1972( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 氷 ． 薩 田,VII-1972( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 砺 ． 頼 成,VII,X-1977( 田 中 ，
1977d); 砺 ． 栴 檀 山,X-1972( 冨 昆 研 編 ，
1979 ） ； 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋,VII,X-1934( 田
中,1969b),IX,X-1976( 富 昆 研 編,1979);
下 ． 宇 奈 月 町 僧 ヶ 岳 登 山 路,VIII-1948( 田
中,1969b); 中 ． 上 市 町 中 ノ 又,IX-1973(s
昆 研 編 ，1979 ） ； 中 ． 立 山 町 芦Illff 寺,XI-
1974( 富 昆 研 編 ，1979 ） ； 婦 ． 八 尾 町 白 木 峰 ，
VIII-1973( 富 昆 研 編,1979); 東 ． 庄 川 町 ，
X-1972( 富 昆 研 編,1979); 東 ． 利 賀 村 阿 別
当,VIII-1976( 富 昆 研 編,1979); 東 ． 利 賀
村 坂 上,VIII-1976( 富 山 県 生 活 環 境 部 自 然
保 護 課,1984b)i 西. 福 岡 町 小 野,IX-1972
（ 富 昆 研 編 ，1979 ） ； 西 ． 福 光 町 刀 利,IX-
1972( 冨 昆 研 編,1979); 西 ． 福 光 町 医 王 山 ，
X-1973( 冨 昆 研 編,1979).
［ 調 査 標 本 ］ ：1¥ ， 富 ． 神 通 川 河 原,13-IX
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-1977( 田 中 忠 次 ） ；1¥ ， 富 ． 城 山,2-X
-1984( 鈴 木 邦 雄:);14, 高 ． 与 茂 九 郎 池
( 根 来 尚)[2638];1 早 ， 高 ・ 頭 川,27
-IX-1977( 田 中 忠 次 ） ；l 早 ， 氷 ． 上 田 子 ，
24-X-1984( 根 来 尚)[4341]:1$, 氷 ．
仏 生 寺,6-X-1972( 加 治 外 司 三 ） ；1 平 ，
氷 ． 十 二 町 潟,11-VI-1983( 根 来 尚 ）
[3110] ’2 鮒l ギ,24-X-l984 （ 根 来 尚 ）
[4346-4348 ］ ；13 ， 氷 ． 上 庄 川,30-IX-
1972( 中 川 秀 幸);1$, 氷 ． 加 納,24-X-
1984( 根 来 尚)[4352];1$, 氷 ． 森 寺 ，
21-Vin-1973( 加 治 外 司 三);1$, 氷 ． 見
田 窪,27-Vin-1972( 田 中 忠 次):2n, 氷 ．
味 川,1-Vin-1984( 根 来 尚)[4273,
4274 ］ ；4 鮒6 幹 ， 氷 ． 中 波,7-XI-
1984( 鈴 木 邦 雄:);2W, 砺 ． 栴 檀 山,22
-x-1971( 加 治 外 司 三)[2947(14)],1
早 ，2 ‐X-1972( 加 治 外 司 三),1$,29-X
-1972 （ 加 治 外 司 三),1$14,12-X-
1973 （ 加 治 外 司 三 ） ［2948 （18) ］ ；1¥ ，
下 ． 入 善 町 杉 沢,8-X-1984( 鈴 木 邦 雄);
2 鮒 4 幹 ， 中 ． 上 市 町 大 岩 , 1 2 - I X -
1979( 根 来 尚 ） ［2711-2716] ’7 船13 幹 ，
27-IX-1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；181¥ ， 中 ． 上
市 町 骨 原,27-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);1 早 ，
中 ． 上 市 町 中 ノ 又,16-X-1973( 加 治 外 司
三 ) ; 1 $ , 婦 ． 婦 中 町 藤 ヶ 池 , , 1 - I X -
1984( 川 添 秀 夫);1 早 ， 婦. 婦 中 町 河 原 谷 ，
12-X-1984( 鈴 木 邦 雄);2W, 婦 ． 八 尾 町
三 田,29-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);1$, 婦 ．
八 尾 町 中 根,12-IX-1984( 鈴 木 邦 雄:),1$,
24-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);1$, 婦 ． 八 尾 町
栃 折,27-Vin-1983( 太 田 道 人)[3335];1
3 ， 婦 ． 細 入 村 笹 津,1-x-1972( 瀬 川 哲
夫);1$, 婦. 山 田 村 若 土,15-IX-1968( 瀬
川 哲 夫),3n,29-IX-1968( 瀬 川 哲 夫 ）
[155(l ￥) ］ ；2 鮒 ， 射 、 小 杉 町 水 上 谷 ，
9-X-1984( 鈴 木 邦 雄:),1 早,18-X-
1 9 8 4 ( 鈴 木 邦 雄 ) ; 2 $ $ , 射 、 小 杉 町 平 野
向 谷 池,15-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,28
-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),1$1 早,6-X-
1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；1 ギ ， 東 ． 利 賀 村 坂 上 ，
13-VIII-1976( 田 中 忠 次 ） ；lf ， 西 ． 福 光
町 刀 利 ダ ム,2-IX-1972( 加 治 外 司 三 〉
[2950 ］ ；134 幹 ， 西 ． 福 光 町 医 王 山 ，
16-VIII-1973( 加 治 外 司 三),1$,17-VIII
-1973( 加 治 外 司 三)[2949],
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 山 地 に 広 く 分 布
す る が ， 個 体 数 は あ ま り 多 く な い 。 成 虫 出
現 期 ： 6 月 中 旬 - 1 0 月 下 旬 。
66 ） オ ナ ガ ア カ ネ 印 ′"ipe"" 加 “ γ ‘"ﾉ<s 上zs 蛇 γ
(Selys,183)( 図 版IX-7a,7b)
［ 既 知 産 地 ］ ： 小 ． 興 法 寺,X-1971( 根 来 ，
1984)[1$,2928],
［ 調 査 標 本 ］ ：1 早 ， 婦 ． 八 尾 町 三 田,24-IX
-1984( 鈴 木 邦 雄.
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 本 種 の 本 県 下 か ら の 記 録
は 上 記 2 例 の み 。 八 尾 町 三 田 産 の 個 体 は ，
渓 流 沿 い の 林 道 で 採 集 し た も の で あ る 。 鈴
木 と 板 倉 は ， そ の 後 も 同 所 を 再 三 調 査 し た
が ， 再 発 見 で き な か っ た 。
(67 ） キ ト ン ボSy" ゆ “ γ" 伽croceo 伽 沈
(Selys,1883)( 図 版X-l)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 蓮 町,IX-1968( 瀬 川 ，
1968c);t. 富 山 城 土 止,X-1944( 田 中 ，
1969b):t. 城 山,X-1972( 瀬 川,1972):
高 ． 五 十 里,IX-1972( 富 昆 研 編,1979);
氷. 仏 生 寺,X-1972( 富 昆 研 編,1979); 氷 ．
朝 日 山,VII-1959( 田 中,1969b); 氷 ． 上
庄Jll,X-1972( 富 昆 研 編,1979): 小 ． 興 法
寺,X-1970( 加 治,1971a); 婦 ． 婦 中 町 友
坂,IX-1972( 富 昆 研 編,1979); 婦 ． 婦 中
町 古 里,IX-1972( 冨 昆 研 編,1979); 東 ．
福 野 町 安 居,IX-1934( 田 中,1969b); 西 ．
福 光 町 法 林 寺,X-1973( 富 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本 ］ ：1 早 ， 富. 城 山,1-X-1972( 瀬
【 ノ ー
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
川 哲 夫)160];i$, 氷 ． 加 納,24-X-
1984 （ 根 来 尚)[4355];1 子 ， 氷 ． 上 庄
川,30-IX-1972( 中 川 秀 幸):2$$, 小 ．
興 法 寺,2-X-1973( 加 治 外 司 三);i$i
早 ， 下 ． 朝 日 町 棚 山,20-X-1983( 根 来 尚 〉
[3089,3090];3$$, 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 ，
8-X-1984( 鈴 木 邦 雄);i$, 婦 ． 婦 中 町
中 保 谷,29-IX-1968( 瀬 川 哲 夫);i4. 射 。
小 杉 町 薬 勝 寺 池,4-X-1981( 鈴 木 邦 雄);
1 ¥ ， 射 ， 小 杉 町 平 野 向 谷 池 , 2 8 - I X -
1984( 鈴 木 邦 雄) ，1 ＄2 幹 ，6 －X-l984( 鈴
木 邦 雄 ） ； 1 8 ， 射 。 小 杉 町 水 上 谷 , 9 - X -
1984( 鈴 木 邦 雄),10$$3W,18-X-
1984 （ 鈴 木 邦 雄),2$$,5-XI-1984( 鈴
木 邦 雄 ) ; i $ 1 4 , 西 ． 福 光 町 法 林 寺 ， 正
-X-1973( 加 治 外 司 三.
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 池 沼 に
生 息 す る が ， 個 体 数 は 少 な い 。 鈴 木 と 板 倉
は,1984 年9 月 下 旬-10 月 上 旬 に ， 小 杉 町
の 数 ヶ 所 で 比 較 的 多 く の 個 体 が 発 生 し て い
る の を 観 察 し た 。 東 部 で は ， 朝 日 町 棚 山 と
宇 奈 月 町 栃 屋 の 2 ヶ 所 が 知 ら れ る の み 。 成
虫 出 現 期 ： 7 月 下 旬 一 1 0 月 上 旬 。
(63 ナ ツ ア カ ネSymp" γ""idan" 加 わ れ" 脚
(Selys,1883)( 図 版X-2)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 城 山,VIII-1979( 根 来 ，
1982); 氷 ． 森 寺,VIII-1973( 富 昆 研 編 ，
1979); 砺 ． 頼 成,IX-1973( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 小. 興 法 寺,X-1971( 加 治,1971c);
小. 稲 場 山,X-1972( 富 昆 研 編,1979): 下 董
宇 奈 月 町 金 毘 羅 山 , V I I - 1 9 5 5 ( 赤 坂 ，
1956): 中 ． 上 市 町 中 ノ 又,IX-1973( 富 昆
研 編,1979 ） ； 中. 立 山 町 上 段,VIII-1952( 小
池,1951-1953); 中 ． 称 名 峡 谷 称 名 坂 登 山
口 一 弘 法,VII-1946(J|[,1948)i 中 ． 立 山
室 堂,VII-1948( 小 池,1951-1953); 上 ．
大 山 町 有HI,VIII-1952( 舟 坂,1953),VIII
-1963 （ 田 中,1964c); 西 ． 福 光 町 法 林 寺 ，
弓 浄
イ' ご
x-1973( 冨 昆 研 編,1979); 西 ． 福 光 町 刀 利
ダ ム,IX-1972( 富 昆 研 編,1979); 西 ． 福
光 町 医 王 山,Vin-1973( 富 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本 ］ ： l ¥ ， 富 ． 城 山 , 2 1 - v m -
1975 （ 瀬 川 哲 夫) ，l 早 ，l8-VII-1978 （ 根
来 尚)[2650],1$,29-VIII-1978( 根 来
尚)[2619],1 平,11-IX-1979( 田 中 忠 次),
l 平,2-X-1984( 鈴 木 邦 雄);1$,.
城 山 六 泉 池,4-x-1984( 鈴 木 邦 雄);1$,
新 ． 足 洗 潟,25-IX-1984( 根 来 尚 ）
[4314 ］ ；1 ＄2 幹 ， 氷 ． 加 納:,24-X-
1984( 根 来 尚)[4358-4360]:7$$4W,
氷 ． 中 波,7-XI-1984( 鈴 木 邦 雄);1$,
氷. 平 の 山,24-X-1984( 根 来 尚)[4351];
1 $ , " 東 ． 東 野 尻 " ( = 砺 ． 苗 加 ) , 3 - I X
-1931( 加 治 外 司 三);1$, 小 ． 興 法 寺 ，
3-x-1971( 加 治 外 司 三)[2933],1$1 早 ，
2-X-1973( 加 治 外 司 三 ） ［2932 （1 ￥) ］ ；1
8 ， 小. 高 坂 口,19-Vin-1975( 瀬 川 哲 夫);
1¥ ， 中 ． 上 市 大 岩,12-IX-1974( 鈴 木 邦
雄) ，2 鮒2 幹 ，l2-IX-1979 （ 根 来 尚 ）
［2724-2727 ］ ；2 船 ， 中 ． 上 市 町 中 ノ 又 ，
16-IX-1973( 加 治 外 司 三)[2934(1$)];
5 塊4 幹 ， 中. 立 山 町 千 垣,17-X-1965( 瀬
川 哲 夫 ） ［2658,154 （181¥) ］ ；1 早 ，
上 ． 大 山 町 文 珠 寺.15-X-1964( 瀬 川 哲 夫),
1$,18-IX-1983( 根 来 尚)[3113];1
8 ， 上 ． 大 沢 野 町 舟 渡,24-IX-1981( 根 来
尚 ） ［2611 ］ ；1¥ ， 婦 ． 婦 中 町 河 原 谷,12
-x-1984( 鈴 木 邦 雄);14, 婦 ． 八 尾 町 三
田,25-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),2$$,29-IX
-1984 （ 鈴 木 邦 雄 ） ；13 ， 婦 ． 八 尾 町 上 新
村,12-X-1984( 鈴 木 邦 雄):14, 婦 ． 八
尾 町 中 根,12-X-1984( 鈴 木 邦 雄),4n,
22-IX-1984( 鈴 木 邦 雄:),1$1 早,24-IX
-1984( 鈴 木 邦 雄:);14, 婦 ． 八 尾 町 小 井
波,1-x-1984( 鈴 木 邦 雄);1$, 射 、 小
杉 町 上 野,30-1X-1984( 川 添 秀 夫);1$,
射 、 小 杉 町 福 田 池:,8-IX-1984( 川 添 秀
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夫 ) ; 1$, 射 、 小 杉 町 平 野 向 谷 池,27-IX
-1984( 鈴 木 邦 雄):i$, 東 ． 庄 川 町 三 谷 、
13-X-1973( 加 治 外 司 三 ） ；1 ￥ ， 東 ． 上 平
村,29-VII-1972( 田 中 忠 次);2$$2 幹 ：
西. 福 光 町 医 王 山,12-X-1973( 加 治 外 司 三 》
[2937 （1¥)] ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 山 地 に 広 く 分 布
す る が 個 体 数 は 少 な い 。 最 高 地 は 立 山 室 堂
( 約2,400m) で あ る が 低 地 か ら の 飛 来 で あ
ろ う 。 成 虫 出 現 期 ： 7 月 中 旬 - 1 0 月 下 旬 。
八 尾 町 日 尾 御 前,VII-1977( 富 昆 研 編 ，
1979); 東 ． 庄 川 町,x-1972( 富 昆 研 編 ，
1979); 東 ． 福 野 町 安 居,IX,X-1975( 瀬
川,1975); 東 ． 利 賀 村 脇 谷 一 高 沼,vn-
1951( 田 中,1951a); 東 ． 利 賀 村 阿 別 当 ，
Vin-1976( 富 昆 研 編,1979); 東 ． 利 賀 村 坂
上,Vni-1976( 富 山 県 生 活 環 境 部 自 然 保 護
課,1984b); 西 ． 福 岡 町 小 野,IX-1972(a
昆 研 編 ， 1 9 7 9 ） ； 西 ． 福 光 町 法 林 寺 , X -
1972( 富 昆 研 編,1979); 西. 福 光 町 医 王 山 ，
Vni-1973( 富 昆 研 編,1979); 西 ． 福 光 町 中
河 内,Vni-1973( 富 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本]:1$14, 魚 ． 坪 野,10-X-
1973( 田 中 忠 次);2$$,t. 米 田 町,7
-VIII-1965( 瀬 川 哲 夫)[2661(1$)],1
¥ ，l3-VIII-1965( 瀬 川 哲 夫)[2662],1$
1 早 ，24-VIII-1965( 瀬 川 哲 夫 ） ；1¥ ， 富 ．
緑 ケ 丘,25-Vin-1966( 瀬 川 哲 夫);1 早 ，
富 ． 呉 羽 山,10-Vin-1978( 瀬 川 哲 夫),1
$,13-Vin-1978( 瀬 川 哲 夫);14,.
城 山,8-Vin-1972( 瀬 川 哲 夫)[156],1
81 早 ，l2-VIII-1975( 瀬 川 哲 夫) ，1 早 ，
6-Vni-1984( 鈴 木 邦 雄),9$$2W,4
- x - 1 9 8 4 鈴 木 邦 雄 ） ； 3 鮒 2 幹 ， 富 ． 古
沢,24-Vn-1981( 根 来 尚)[2561-2563,
2588,2589],1$,18-IX-1981( 根 来 尚 ）
[2585 ］ ；2 船 ， 富 ． 三 ノ 熊,6-IX-1983
( 根 来 尚)[3098,3101],1$,15-IX-
1984( 鈴 木 邦 雄);1$, 高 ・ 与 茂 九 郎 池 ，
22-IX-1984( 根 来 尚)[2634];14, 高 ．
頭 川,23-X-1972( 田 中 忠 次);1$, 氷 ．
上 田 子,1-Vni-1984( 根 来 尚)[4275],
1$,24-X-1984( 根 来 尚)[4339];1 早 ，
氷 ． 見 田 窪,27-Vin-1972( 田 中 忠 次);3
総l¥ ， 氷 ． 中 波,7-XI-1984( 鈴 木 邦
雄);1$, 氷 ． 平 の 山,24-X-1984( 根 来
尚 ） ［4349 ］ ；1 竿 ， 小 ． 興 法 寺,12-vm-
1971( 加 治 外 司 三),1$14,19-IX-
1971( 加 治 外 司 三)[2915(1$)],1$,
(69 ） マ ユ タ テ ア カ ネSympetrumerotic 況 加
eroticum(Selys,1883)' 図 版X-3a,3b,
3c)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 浜 黒 崎,Vn-1979( 瀬 川 ・
根 来 ，1980 ） ； 富 ． 神 通 川 河 川 敷,IX-1977
（ 富 昆 研 編,1979): 富 ． 吉 作,x-1972(s
昆 研 編,1979);t. 城 山,VIII-1972( 瀬 川 ，
1972),Vni-1978( 根 来,1982),VII-
1979( 田 中,1980a): 氷 ． 薮 田,VIII-
1972( 富 昆 研 編,1979); 砺 ． 頼 成,x-1977
（ 田 中 ，1977 ） ； 小 ． 興 法 寺,x-1972( 富 昆
研 編,1979 ） ； 小. 宮 島 峡,Vm-1954( 田 中 ，
1969b); 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋,Vin-1966( 田
中,1969b); 下 ． 宇 奈 月 町 金 毘 羅 山,VII-
1955( 赤 坂,1956); 下 ． 宇 奈 月 町 宇 奈 月 ダ
ム サ イ ト,VII-1975( 田 中,1975a); 中 ．
上 市 町 中 ノ 又,IX-1973( 冨 昆 研 編,1979):
中 ． 立 山 町 上 段,Vin-1944,VIII-1946,X
-1950( 小 池,1951-1953); 中 ． 立 山 町 栃 津 ，
Vin-1973( 富 昆 研 編,1979); 中 ． 立 山 町 芦
Ill 弁 寺,IX-1974( 富 昆 研 編,1979); 中 ． 立
山 カ ル デ ラ,Vn-1978( 田 中･ 水 野,1980);
上 ． 大 山 町 有 峰,Vin-1977,Vm-1979(a
昆 研 編 , 1 9 8 1 ) : 婦 ． 婦 中 町 古 里 , I X -
1972( 富 昆 研 編,1979); 婦 ． 婦 中 町 藤 ヶ 池 ，
VIM974( 富 昆 研 編,1979); 婦 ． 八 尾 町 桐
谷,vin-1977( 富 昆 研 編,1979); 婦 ． 八 尾
町 小 井 波,x-1974( 富 昆 研 編,1979); 婦 ．
７ ，
鈴 木 邦 雄 ・ 恨 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
1984( 川 添 秀 夫):2$$, 婦 ． 婦 中 町 吉 谷 ，
6-x-1984( 鈴 木 邦 雄);2$$, 婦 ． 婦 中 町
上 瀬,5-XI-1984( 鈴 木 邦 雄),8$$,13
-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),4$$,30-IX-
1984( 鈴 木 邦 雄:),1$,15-IX-1984( 鈴 木
邦 雄) ，8 船l ￥ ，25-IX-l984( 鈴 木 邦 雄.),
6$$,1-X-1984( 鈴 木 邦 雄),2$$,6
-x-1984( 鈴 木 邦 雄),4$$,9-X-1984( 鈴
木 邦 雄 ） ； 1 8 ， 婦 ． 婦 中 町 河 原 谷 , 1 2 - X -
1984( 鈴 木 邦 雄);14, 婦 ． 八 尾 町 三 田 ，
29-IX-1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；132 幹 ， 婦 ．
八 尾 上 笹 原,1-IX-1977( 鈴 木 邦 雄:);5
船4 幹 ， 婦 ． 八 尾 町 中 根,22-IX-1984( 鈴
木 邦 雄),5$$17^ ,24-IX-1984( 鈴 木 邦
雄),7$$5W,12-X-1984( 鈴 木 邦 雄);
3 船 ， 婦 ． 八 尾 町 桐 谷,26-Vin-1983( 根
来 尚)[3342-3344],14,23-VII-
1 9 8 4 （ 鈴 木 邦 雄 ） ； 3 船 ， 婦 ． 八 尾 町 桐 谷
一 宮 腰,29-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);2$$,
婦. 八 尾 町 小 井 波,28-IX-1984( 鈴 木 邦 雄.),
3 鮒3W,1-X-1984( 鈴 木 邦 雄);3$$
3 幹 ， 射 ， 小 杉 町 太 閤 山 小 池 , 2 7 - I X -
1984( 鈴 木 邦 雄);2$$7W, 射 、 小 杉 町
薬 勝 寺 池,,8-Vin-1975( 鈴 木 邦 雄),14,
21-VII-1984( 鈴 木 邦 雄) ，1f ，6 －VI Ⅱ-
1984 （ 鈴 木 邦 雄 ） ；1 平 ， 射 、 小 杉 町 上 野 ，
30-IX-1984( 川 添 秀 夫);1$, 射 、 小 杉 町
福 田 池,l4-VIII-l984( 川 添 秀 夫);i5$$i5
幹, 射､ 小 杉 町 平 野 向 谷 池,,6-Vin-1984( 鈴
木 邦 雄),13$$14,15-IX-1984( 鈴 木 邦
雄:),11$$2W,27-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),
1$,6-X-1984( 鈴 木 邦 雄) ，181 ￥ ，9
- x - 1 9 8 4 鈴 木 邦 雄 ） ； 5 船 8 幹 ， 射 ， 小
杉 町 西 谷,2-X-1984( 鈴 木 邦 雄:);2$$,
射 、 小 杉 町 水 上 谷,2-X-1984( 鈴 木 邦 雄),
7 純2W,9-X-1984( 鈴 木 邦 雄:),1$,
5-XI-1984( 鈴 木 邦 雄:),1$1 平,8-XI-
1 9 8 4 （ 鈴 木 邦 雄 ） ； 3 幹 ， 東 ． 利 賀 村 山 の
神 峠,9-Vni-1979( 根 来 尚)[2577,2579,
13-X-1971C 加 治 外 司 三)[2914],2$$1
4,1-XI-1971( 加 治 外 司 三)[292L
2913(1$1 早)],1$,21-XI-1971( 加
治 外 司 三 ） ［2920] ，1¥ ，29-V-1972( 加 治
外 司 三),14,10-IX-1972( 加 治 外 司 三),
2$$,1-X-1972( 加 治 外 司 三)[2911(1
$)],14,2-IX-1973( 加 治 外 司 三 ）
[2912],2$$,13-Vn-1979( 根 来 尚 ）
[2690,2691],3$$,4-Vin-1984( 鈴 木
邦 雄 ） ；1¥ ， 小. 千 羽 平,5-Vni-1979( 岩
城 重 信 ） ； 2 鮒 l 平 ， 下 ． 朝 日 町 棚 山 , 2 0
-x-1983( 根 来 尚)[3092-3094]:3$$1
早 ， 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋,8-x-1984( 鈴 木 邦
雄 ） ： 2 4 船 6 将 ， 中 ． 上 市 町 大 岩 , 1 2 - I X
-1974( 鈴 木 邦 雄),5W,12-IX-1979( 根
本 尚)[2728-2732],14$$9W,27-IX
-1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；1913 幹 ， 中 ． 上 市 町
骨 原,27-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);1$, 中 ．
上 市 町 大 沢,6-XI-1984( 鈴 木 邦 雄);1
早 ， 中 ． 上 市 町 中 ノ 又,22-Vin-1973( 加 治
外 司 三);14, 中. 立 山 町 伊 勢 屋,21-VIII
-1980( 根 来 尚 ） ［2572 ］ ；2 幹 ， 中 ． 立
山 町 千 垣,17-X-1965( 瀬 川 哲 夫 ） ；l¥ ，
上. 大 山 町 文 珠 寺,15-X-1964( 瀬 川 哲 夫);
2 純 ， 上 ． 大 山 町 長 瀬,8-Vin-1963( 瀬
川 哲 夫 ) ; 1 $ 1 平 ， 上 ． 大 沢 野 町 神 通 川 河
川 敷,13-IX-1977( 田 中 忠 次 ） ；132 幹 ，
上. 大 沢 野 町 笹 津:,26-Vn-1978( 根 来 尚 ）
[2648,2647,2643 ］ ；192 幹 ， 上 ． 大
沢 野 町 寺 家,21-VII-1984( 川 添 秀 夫);1
¥ ， 上 ． 大 沢 野 町 布 尻,23-Vin-1983( 瀬 川
哲 夫 ） ；1¥ ， 上 ． 大 沢 野 町 舟 渡,29-VII-
1981( 根 来 尚 ） ［2564] ，181 早,24-IX
-1981( 根 来 尚 ） ［2613,2614 ］ ；l¥ ， 婦 ．
婦 中 町 古 里,8-VI-1972( 中 川 秀 幸);4
船 9 幹 ， 婦 ． 婦 中 町 外 輪 野 , 3 - v m -
1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；1 早 ， 婦. 婦 中 町 藤 ケ 池 ，
7-vn-1983( 根 来 尚 ） ［3308] ’1 平 ，22
-Vn-1984( 川 添 秀 夫),2$$,1-IX-
ワ Ｉ
南 山 県 の ト ン ボ 相
2580];1$, 東 ． 上 平 村 池 の 平,18-VIII-
1982 （ 根 来 尚 ） ［2629 ］ ；101 平 ， 西 ．
福 岡 町 小 野,25-IX-1972( 田 中 忠 次);is
1^," 西. 西 野 尻 ” （ ＝ ？ 西. 福 光 町 岩 木,
3-IX-1933( 加 治 外 司 三 ） ；l¥ ， 西 ． 福 光
町 中 河 内,5-VIII-1973( 加 治 外 司 三);i
8 ， 西 ． 福 光 町 医 王 山,16-VIII-1973( 加 治
外 司 三) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 山 地 に 広 く 見 ら れ
る が ， 特 に 丘 陵 地 に 多 い 。 最 高 地 は 立 山 カ
ル デ ラ( 約1.500m) 。 成 虫 出 現 期:5 月 下 旬
-11 月 上 旬 。
段,VIII-1952( 小 池.1951-1953); 中 ． 立
山 町 称 名 峡 谷,X-1949( 小 池.1951-1953):
中 ． 立 山 弥 陀 ヶ 原,VII-1973 富 昆 研 編 ，
1976); 上 ． 大 山 町 有 峰,VIII-1952( 舟 坂 ，
1953),VII-1972( 富 昆 研 編,1979),VIII
-1977,VII-1978,VIII-1979( 富 昆 研 編 ，
1981); 上 ． 大 沢 野 町 猿 倉 山,VIII-1979( 田
中,1980); 婦. 八 尾 町 大 長 谷,VIII-1972(e
昆 研 編 ，1979 ） ； 婦 ． 八 尾 町 白 木 峰,VIII^
1973 （ 冨 昆 研 編,1979); 東 ． 福 野 町 安 居 ，
IX,X-1975( 瀬 川,1975); 東 ． 利 賀 村 坂
上,VIII-1976( 富 山 県 生 活 環 境 部 自 然 保 護
課,1984b); 東 ． 利 賀 村 阿 別 当,VIII-
1976( 富 昆 研 編 ，1979 ） ； 東. 利 賀 村 山 の 神 ，
VIIM976( 富 山 県 生 活 環 境 部 自 然 保 護 課 ，
1984b); 東 ． 利 賀 村 水 無,VIM951( 田 中 ，
1951a); 東. 上 平 村 ブ ナ オ 峠,VIII-1976(a
昆 研 編 , 1 9 7 9 ) ; 西 ． 福 岡 町 西 明 寺 , I X -
1972( 富 昆 研 編,1979); 西. 福 光 町 法 林 寺 ，
V-1972( 富 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本]:1^, 魚 ． 大 光 寺,28-VI-
1978( 北 山 浩 子 ） ［2696 ］ ；17 船41 幹 ， 富 ．
東 岩 瀬 町,5-X-1984 鈴 木 邦 雄);1$,
富 ． 永 久 町,lO-VII-1984( 川 添 秀 夫):1
早 ， 富 ． 富 山 城 祉 公 園,4-X-1979( 根 来
尚)[2692],1^,25-VII-1980( 根 来 尚 ）
[2700]:1$, 富 ． 富 山 城 南 公 園,30-X-
1981( 上 杉 俊 男)[2609],1$,13-X-
1982 （ 北 山 浩 子)[2796],1$,19-XI-
1982( 吉 村 博 儀)[2795];1^,*. 花 園
町,7-VII-1981( 数 井 教 隆)[2606]:1^,
富 ． 太 郎 丸,5-VII-1981( 布 村 昇 ）
[2688 ］ ；2 幹 ， 富 ． 安 養 坊,29-VI-
1 9 8 4 ( 川 添 秀 夫 ) ; 1 ^ , m . 呉 羽 山 , 8 -
X-1982( 吉 村 博 儀)[2797];1$,t. 城
山,24-VI-1972( 田 中 忠 次).1¥,2-VII
- 1 9 7 4 ( 鈴 木 邦 雄 ) , 9 M 1 2 W , 2 - X -
1984 （ 鈴 木 邦 雄:),1$5n,30-IX-
1 9 8 4 ( 鈴 木 邦 雄 ) : 3 M i i W , . 城 山 六
(70 ア キ ア カ ネSympe 〃 況 加 〃equens
(Selys,1883)( 図 版XI-1)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 横 越,VI-1978( 根 来 ，
1982); 富 ． 城 山,X-1972( 瀬 川,1972),
VII-1979( 田 中,1980a),X-1980( 根 来 ，
1982 ） ； 高 ． 白 銀 町,VIII-1943( 小 池,1951
-1953); 高 ． 中 川,XI-1949( 小 池,1951-
1953 ） ； 高 ． 岩 野,IX-1950( 小 池,1951-
1953); 高 ． 双 美 町,IX-1951( 小 池,1951
‐1953 ） ； 高 ． 千 保 川,VII-1944( 小 池,1951
-1953 ） ； 高 ． 二 上 山,X-1977( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 高 ． 五 十 里,IX-1972( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 小 ． 興 法 寺,X-1972( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 下 ． 朝 日 町 打 谷,VII-1975{ 富 山 県
生 活 環 境 部 自 然 保 護 課,1984b); 下 ． 朝 日
町 相 の 又 谷,X-1976( 富 昆 研 編,1979): 下 ．
朝 日 町 小 川 温 泉 一 越 道 峠,X-1976( 富 昆 研
編 ，1979 ） ； 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋,X-1971( 田
中,1971c),VI-1982(Arnica 編 集 部 ，
1 9 8 2 ） ； 下 ． 宇 奈 月 町 愛 本 新 河 川 蚊 , V I I -
1974( 冨 昆 研 編,1979); 下 ． 宇 奈 月 町 宇 奈
月 ダ ム サ イ ト,VII-1975( 田 中,1975a):
下 ． 黒 部 峡 谷 黒 薙,IX-1976( 冨 昆 研 編 ，
1979); 下 ． 黒 部 峡 谷 南 越 一 餓 鬼 田,VII-
1971( 田 中,1971d); 中 ． 上 市 町 中 ノ 又 ，
IX-1973( 冨 昆 研 編,1979); 中 ． 立 山 町 上
ワ ー
鈴 木 邦 雄 ・ 恨 来 尚 ・ 板 倉 , 沌 枝
泉 池,4-X-1984 鈴 木 邦 雄);1^, 富 ．
古 沢,1-VII-1981( 根 来 尚)[2607],1
$,18-IX-1981( 根 来 尚)[2559];1$
1 早 ， 富 ． 三 ノ 熊,25-VI-1982( 根 来 尚 〉
[2665,2666],1^,27-VI-1983( 根 来
尚)[3292],1$,6-IX-1983( 根 来 尚 》
[3104],1S1^ ,9-XI-1983( 根 来 尚 》
[3109,3095],4$$3W,15-IX-1984( 鈴
木 邦 雄 ) ; 1 $ 1 ^ , 新 ． 中 新 湊 , 8 - X -
1 9 7 1 （ 加 治 外 司 三 ） ； 2 飴 1 ￥ ， 新 ． 足 洗
潟,25-IX-1984( 根 来 尚)[4316-4318];
2 鮒 5 幹 ， 高 ・ 与 茂 九 郎 池 , 2 2 - I X -
1982( 根 来 尚)[2635-2637,2639-2642],
2 鮒l 早,18-XI-1982( 根 来 尚)[2792
-2794];1$1^, 氷 ． 上 田 子,24-X-
1984( 根 来 尚 ） ［4342,4343] ’3 総l 早 ・
7-XI-1984( 鈴 木 邦 雄);1$2w. 氷. 下
田 子,7-XI-1984( 鈴 木 邦 雄:);1$1 平 、
氷. 十 二 町 潟,24-X-1984( 根 来 尚)[4344,
4345 ］ ；1 ＄ ， 氷 ． 加 納,24-X-1984( 根 来
尚 ） ［4354 ］ ；1 平 ， 氷 ． 森 寺,17-VIII-
1973( 加 治 外 司 三);i2$$en, 氷 ． 中 波 ，
7-XI-1984( 鈴 木 邦 雄:);1S, 氷. 平 の 山 ，
24-X-1984( 根 来 尚)[4350];1$,"m.
東 野 尻"( ＝ 砺 ． 苗 加),29-X-1931( 加 治 外 司
三 ） ；13 ， 砺 ． 頼 成,23-IX-1973( 加 治 外
司 三 ） ；1 早 ， 小 ． 興 法 寺,1-x-1971( 加
治 外 司 三),1$,10-X-1971( 加 治 外 司 三) ．
1^,28-XI-1971( 加 治 外 司 三)[2929],
1$,5-XII-1971( 加 治 外 司 三)[2930],
1^ ,3-x-1972( 加 治 外 司 三),2$$1 ￥ ．
29-X-1972( 加 治 外 司 三),1t,2-X-
1973( 加 治 外 司 三)[2931],1$,4-VII]
-1984( 鈴 木 邦 雄);1$1 早 ， 小 ． 高 坂 口 ，
19-VIII-1975( 瀬 川 哲 夫)[2659(1$)];
6 鮒 9 幹 ， 下 ． 朝 日 町 境 , 8 - x - 1 9 8 4 ( 鈴
木 邦 雄 ） ； 2 船 5 幹 ， 下 ． 朝 日 町 宮 崎 ， 8
-x-1984 鈴 木 邦 雄);5S$22W, 下 ． 朝
日 町 城 山,8-x-1984( 鈴 木 邦 雄);i7$$i7
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幹 ， 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋,8-X-1984( 鈴 木
邦 雄 ) ; 1 7 $ J 4 6 W , 下 ． 入 善 町 杉 沢 , 8 -
x-1984( 鈴 木 邦 雄);7s8w. 中 ． 上 市
町 大 岩,12-IX-1974( 鈴 木 邦 雄),2$$1
早,12-IX-1979( 根 来 尚)[2721-2723],
1$1^,27-IX-1984( 鈴 木 邦 雄):1$2
幹 ， 中 ． 上 市 町 骨 原,27-IX-1984( 鈴 木 邦
雄 ） ； 1 3 ． 中 ． 上 市 町 骨 原 一 高 峰 山 ， 2 5 ‐
VI-1972( 田 中 忠 次);3s$6w. 中 ． 上
市 町 大 沢,6-IX-1984( 鈴 木 邦 雄):1$,
中 ． 上 市 町 中 ノ 又,16-IX-1973( 加 治 外 司
三),1J,22-VM983( 根 来 尚)[3234],
3 鮒l 早,6-XI-1984( 鈴 木 邦 雄);1$,
中 ． 立 山 町 伊 勢 屋,16-VI-1982( 根 来 尚 ）
[2667 ］ ；5 幹 ， 中 ． 立 山 町 千 垣,17-X-
1965( 瀬 川 哲 夫)[182(1 平)];1^ , 中 ．
立 山 町 大 日 平,30-VII-1961( 田 中 忠 次),
2W,29-VII-1983( 根 来 尚)[3226,
3274];1^, 中 ． 立 山 弥 陀 ケ 原,26-VII-
1973( 田 中 忠 次);1 早 ， 中 ． 黒 部 第4 ダ ム ，
24-VI-1979( 大 野 豊);1$, 上 ． 大 山 町
文 珠 寺,26-VII-1964( 瀬 川 哲 夫),1$1
,^15-X-1964( 瀬 川 哲 夫),1$,14-IX
-1983( 根 来 尚)[3114];1^, 上 ． 大 山
町 河 内,28-VI-1980( 大 野 豊):1$, 上 ．
大 山 町 有 峰,6-VIII-1978( 大 野 豊),1
,^28-VIII-1980( 根 来 尚)[2573],1t
1^ ,29-VI-1982( 根 来 尚)[2678,
2677 ］ ；1¥ ， 上 ． 大 山 町 有 峰 折 立,27-IX
-1984 （ 根 来 尚 ） ［4313 ］ ；181 早 ， 上 ．
大 沢 野 町 寺 家,21-VII-1983( 根 来 尚 ）
[3222,3221];2$$, 上 ． 大 沢 野 町 布 尻 ，
17-VII-1984( 瀬 川 哲 夫):It1^, 上 ．
大 沢 野 町 舟 渡,29-VII-1981( 根 来 尚 ）
[2567,2610],1$,24-IX-1981( 根 来
尚 ） ［2612 ］ ；13 ， 婦 ． 婦 中 町 吉 谷,6-X
-1984( 鈴 木 邦 雄);1^, 婦 ． 婦 中 町 上 瀬 ，
20-VII-1984( 鈴 木 邦 雄),4W,12-IX-
1984( 鈴 木 邦 雄) ，1 早,21-IX-1984( 鈴 木
富 山 県 の ト ン ボ 相
邦 雄),17$8W,25-IX-1984( 鈴 木 邦
雄),1^,30-IX-1984( 鈴 木 邦 雄:),1 早 ，
1 - x - 1 9 8 4 ( 鈴 木 邦 雄 ) , 1 ^ , 9 - X -
1984{ 鈴 木 邦 雄),1$4 早,5-XI-1984( 鈴
木 邦 雄);1$, 婦 ． 婦 中 町 河 原 谷,20-VII
-1984( 鈴 木 邦 雄),It,23-VII-1984( 鈴
木 邦 雄),9M24W,12-X-1984( 鈴 木 邦
雄),1$6W,5-XI-1984( 鈴 木 邦 雄);
2 船 6 幹 ， 婦 ． 八 尾 町 三 田 , 2 5 - I X -
1984( 鈴 木 邦 雄),35$$67W,29-IX-
1984( 鈴 木 邦 雄) ，1 早,30-IX-1984( 鈴 木
邦 雄),7ttnn,9-x-1984( 鈴 木 邦
雄);io$$3w. 婦 ． 八 尾 町 上 新 村,12-
x-1984( 鈴 木 邦 雄)¥It, 婦 ． 八 尾 町 上 笹
原,30-VI-1976( 鈴 木 邦 雄:),1$2W,
1-IX-1977( 鈴 木 邦 雄);13S$31W, 婦 ．
八 尾 町 中 根,22-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),12$$
45W,24-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),2M2
W,12-X-1984( 鈴 木 邦 雄):iti^ , 婦 ．
八 尾 町 川 倉,4-x-1984( 鈴 木 邦 雄);1^,
婦 ． 八 尾 町 下 の 若,26-X-1984 根 来 尚 ）
[4332 ］ ；19 ， 婦 ． 八 尾 町 桐 谷,16-VII-
1981( 数 井 教 隆)2605],Itl^,26-VIII
-1983( 根 来 尚)[3339,3340],1^ ,26
-x-1984( 根 来 尚)[4334]:1t, 婦 ． 八
尾 町 桐 谷 赤 倉,l-VII-1984( 川 添 秀 夫),
19$$25W,29-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);3
船 8 幹 ， 婦 ． 八 尾 町 小 井 波 , 2 8 - I X -
1984( 鈴 木 邦 雄),10$$12W,1-X-
1984( 鈴 木 邦 雄),It,26-X-1984( 根 来
尚)[4331],2t^ An,17-XI-1984( 鈴
木 邦 雄 ） ；1 早 ， 婦. 八 尾 町 白 木 峰,28-VIII
-1979( 根 来 尚)[2575];13$$4W, 射 、
小 杉 町 太 閤 山 小 池,27-IX-1984( 鈴 木 邦
雄 ) ; 1 $ 1 早 ， 射 、 小 杉 町 上 野 , 3 0 - I X -
1 9 8 4 ( 川 添 秀 夫 ） ； 1 4 鉛 2 0 将 ， 射 、 小 杉 町
平 野 向 谷 池,27-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),8$$
8n,28-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);7$$7
幹 ， 射 、 小 杉 町 西 谷 , 2 - x - 1 9 8 4 ( 鈴 木 邦
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雄 ） ； 3 純 2 幹 ， 射 、 小 杉 町 水 上 谷 ， 2 －
X - 1 9 8 4 ( 鈴 木 邦 雄 ) , 1 $ 1 ^ , 9 - X -
1 9 8 4 ( 鈴 木 邦 雄 ) , 4 m m , 3 - x i -
1 9 8 4 ( 鈴 木 邦 雄 ) , 3 M 4 W , 5 - X I -
1984( 鈴 木 邦 雄) ，1 早,8-XI-1984{ 鈴 木
邦 雄 ） ； 1 8 1 ￥ ， 東 ． 庄 川 町 金 屋 , 2 - X -
1972( 加 治 外 司 三);i$i^, 東 ． 城 端 町
縄 ヶ 池,23-VIII-1984( 根 来 尚)[4271,
4270]i1J3W, 東 ． 利 賀 村 山 の 神 峠 ，
9-VIII-1979( 根 来 尚)[2578,2581-
2583];1$1 早 ， 東 ． 平 村 猫 池,28-VI-
1984( 根 来 尚)[4269,4270]¥It, 東 ．
上 平 村 菅 沼,22-VIII-1982( 瀬 川 哲 夫);2
鮒 2 幹 ， 東 ． 上 平 村 池 の 平 , 1 8 - V I I I -
1982( 根 来 尚)[2624-2627],1$,23-
VIII-1983( 根 来 尚)[4247];1$, 西 ．
福 岡 町 小 野,25-IX-1972( 田 中 忠 次);i$
1 早 ， 西 ． 福 光 町 医 王 山,16-VIII-1973( 加
治 外 司 三) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 県 下 全 域 に 最 も 普 通 に
見 ら れ る 。 一 時 絶 滅 も 懸 念 さ れ る ほ ど 減 少
し て い た と い う が ， 1 9 7 3 年 頃 か ら 急 激 に 増
加 し て き た （ 富 昆 研 編,1979) よ う で あ る 。
本 種 は そ の 集 団 移 動 （ 馬 場 , 1 9 5 3 c ) な ど を
め ぐ っ て 興 味 深 い 問 題 が 多 い が ， 本 県 下 に
お け る 発 生 地 の 上 限 や 成 虫 の 羽 化 期 ・ 産 卵
期 ， 移 動 の 実 態 な ど に つ い て は 殆 ど 不 明 で
あ る 。 鈴 木 は ， 1 9 8 4 年 1 2 月 2 0 日 ， 初 降 雪 の
数 日 後 に 婦 中 町 付 近 で か な り の 個 体 が 生 存
し て い る の を 発 見 し た が ， メ ス は 全 個 体 成
熟 卵 を 保 持 し て お り ， お そ ら く 実 際 に 産 卵
活 動 を 行 っ て い た も の と 思 わ れ る 。 成 虫 出
現 期 ： 6 月 中 旬 ～ 1 2 月 中 旬 。
(71) ノ シ メ ト ン ボSympet γ 況 加j"fitscatum
(Selys,1883)( 図 版X-4)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 浜 黒 崎,X-1978( 瀬 川･ 根
来,1980 ） ； 富. 呉 羽 山,X-1977( 田 中,1977
d);. 城 山,VIII-1978,X-1980( 根 来 ミ
鈴 木 州 雄 ・ 恨 米 尚 ・ 板 倉 純 枝
1982),VII-1979( 田 中,1980a); 高 ． 岩 野 ，
IX-1950( 小 池 ，1951-1953 ） ； 小 ． 興 法 寺 ，
X-1970( 加 治,1971a),VIII-1972( 冨 昆 研
編 ，1979 ） ； 小 ． 宮 島 峡,VIII-1954( 田 中 ，
1969b); 下 ． 朝 日 町 大 平,VII-1941( 田 中 ，
1969b); 下 ． 宇 奈 月 栃 屋,VII-1935( 田 中 ，
1969b); 下 ． 宇 奈 月 町 僧 ヶ 岳 登 山 路,V Ⅱ 夏
-1938( 田 中,1969b); 中. 上 市 町 大 岩,VIII
-1939( 田 中,1969b); 上. 大 山 町 有 峰VIII
-1968( 田 中,196b),VI-197,X-197(e
昆 研 編,1981); 上 ． 大 山 町 小 原,VIII-
1937( 田 中,1969b); 上 ． 大 沢 野 町 猿 倉 山 ，
VIII-1979( 田 中,1980b); 婦 ． 八 尾 町 日 尾
御 前,VII-1977( 富 昆 研 編,1979): 東 ． 利
賀 村 利 賀,VIII-1974( 富 昆 研 編,1979); 西 ．
福 岡 町 小 野,IX-1972( 富 昆 研 編,1979);
西 ． 福 光 町 医 王 山,VIII-1972( 富 昆 研 編 ，
197).
[ 調 査 標 本]:1$,. 石 金,6-IX-1980( 瀬
川 哲 夫 ） ； 1 早 ， 富 ． 太 郎 丸 , 5 - V I I -
1981( 長 谷 川 ユ リ)[2616];1$,t. 呉
羽 山,2-VIII-1978( 瀬 川 哲 夫:)[2655],1
$1^,13-VIII-1978( 瀬 川 哲 夫)[154(1
早)],1$,21-VIII-1978( 瀬 川 哲 夫),1
$,9-VII-1984( 川 添 秀 夫),1$,6-VIII
-1984( 川 添 秀 夫);2$$, 富 ． 城 山,18-
VII-1978( 根 来 尚)[2651,2652],1^,
8-X-1978( 瀬 川 哲 夫),1$,11-IX-
1979( 田 中 忠 次) ，1 ￥ ，l2-X-l979 （ 田 中
忠 次),1$,5-VII-1981( 田 中 忠 次),1
$2W,6-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄),1^,
11-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄),2$$2W,2
-x-1984( 鈴 木 邦 雄:),5$$5n,30-IX
- 1 9 8 4 ( 鈴 木 邦 雄 ) : 4 W , . 城 山 六 泉 池 ，
4-x-1984( 鈴 木 邦 雄 ） ；182 幹 ， 富 ． 古
沢,24-VIM981( 根 来 尚)[2554-25561,
1$1 早,18-IX-1981( 根 来 尚)[2557,
2558];1$1^, 富 ． 三 ノ 熊,25-VI-
1982 （ 根 来 尚)[2664,2663],1$,27
-VI-1983( 根 来 尚)[3290],1$,6-IX
-1983( 根 来 尚)[3100],10$$18W,15
-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);1$,. 古 洞 池 ，
5-VII-1984 川 添 秀 夫);1$, 高 ． 古 城
公 園,15-IX-1980( 田 中 忠 次);1^, 高
五 十 里,5-VIII-1981( 冬 木 勲);1$,
高. 細 池,27-V1-1982( 長 井 真 隆)[2686];
13 ， 新 ． 足 洗 潟,25-IX-1984( 根 来 尚 》
[4315];1^, 氷 ． 加 納,24-X-1984( 根
来 尚)[4357];2$$1 早 ， 氷 ． 中 波,7
-XI-1984( 鈴 木 邦 雄)¥2n, 下 ． 宇 奈 月
町 栃 屋,8-x-1984( 鈴 木 邦 雄):2W, 中 、
上 市 町 大 岩,12-IX-1979( 根 来 尚)[2709,
2710],2W,27-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);2
幹 ， 中 ． 上 市 町 骨 原,27-IX-1984( 鈴 木 邦
雄 ） ；3 船 ， 中 ． 上 市 町 大 沢,6-XI-1984
( 鈴 木 邦 雄);1$, 上 ． 大 山 町 文 珠 寺,18
-IX-1983( 根 来 尚)[3116]:1$, 上 ．
大 山 町 有 峰 東 谷,29-VII-1984( 田 中 忠
次);1$, 上 ． 大 山 町 有 峰 折 立,27-IX-
1984 （ 根 来 尚)[4312];1$1^, 上 ．
大 沢 野 町 寺 家,,21-VII-1983( 根 来 尚 〉
[3223,3281];1^, 上. 大 沢 野 町 猿 倉 山 ，
18-VII-1979( 田 中 忠 次),2$$,31-VIII
-1982( 根 来 尚 ） ［2631,2632 ］ ；18 ， 上 ．
大 沢 野 町 舟 渡,29-VII-1981( 根 来 尚 》
[2656],1^ ,24-IX-1981( 根 来 尚 》
[2679]:1$, 婦 ． 婦 中 町 成 子,1-VII-
1984( 川 添 秀 夫);1^, 婦, 婦 中 町 藤 ヶ 池 ，
1-VIM984( 川 添 秀 夫);1$, 婦 ． 婦 中
町 上 瀬,20-VII-1984( 鈴 木 邦 雄:),1^ ,
l-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,1-IX-
1984( 鈴 木 邦 雄:),1$1^,12-IX-1984( 鈴
木 邦 雄),2$$1^,13-IX-1984( 鈴 木 邦
雄),2$$4W,21-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),
9$$12W,25-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),2$$
1^,30-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),1$1^,
9-X-1984( 鈴 木 邦 雄),2$$,5-XI-
1984( 鈴 木 邦 雄:);1$, 婦 ． 婦 中 町 河 原 谷 ，
８
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23-VII-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,2-VIII-
1984( 鈴 木 邦 雄),4$$1^,21-IX-
1984 （ 鈴 木 邦 雄:),6$$7n,12-X-
1984( 鈴 木 邦 雄);ii$$i5W, 婦 ． 八 尾 町
三 田,25-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),6$$15W,
29-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),1$ ，30-IX-
1 9 8 4 ( 鈴 木 邦 雄 : ) , 4 $ $ 3 W , 9 - X -
1984( 鈴 木 邦 雄);1^, 婦 ． 八 尾 町 上 新 村 ，
12-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);1^, 婦 ． 八 尾 町
上 笹 原,2-VII-1976( 鈴 木 邦 雄);1$,
婦 ． 八 尾 町 中 根,3-VII-1976( 鈴 木 邦 雄),
2 純2W,22-IX-1984 鈴 木 邦 雄),9$$
14W,24-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,
28-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),1$1^,12-X
-1984( 鈴 木 邦 雄:);1$, 婦 ． 八 尾 町 桐 谷 ，
16-VII-1981( 数 井 教 隆)[2608],1$1^,
26-VIII-1983( 根 来 尚)[3336,3337],1
$,23-VII-1984( 鈴 木 邦 雄),1$,26-X
-1984( 根 来 尚)[4335];4$$7W, 婦 ．
八 尾 町 桐 谷 一 宮 腰,29-IX-1984( 鈴 木 邦
雄 ） ； 4 秘 3 幹 ， 婦 ． 八 尾 町 小 井 波 ， 2 8 －
IX-1984( 鈴 木 邦 雄),7$$1^,1-X-
1984 （ 鈴 木 邦 雄,),1$,26-X-1984( 根 来
尚 ） ［4330 ］ ；13 ， 婦 ． 八 尾 町 祖 父 岳 ，18
-IX-1981( 田 中 忠 次);4$$1¥ ， 射 ， 小
杉 町 太 閤 山 小 池,,27-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);
3 船 ， 射 、 小 杉 町 上 野,30-IX-1980()l| 添
秀 夫 ) ; 1 $ , 射 ， 小 杉 町 福 田 池 , , 8 - I X -
1984(Jl| 添 秀 夫);5$$, 射 ， 小 杉 町 平 野
向 谷 池 ，l5-IX-1984 （ 鈴 木 邦 雄),5$$2
n,27-IX-1984( 鈴 木 邦 雄) ，1 平 ，6 －X
-1984( 鈴 木 邦 雄),1$1^ ,9-X-1984( 鈴
木 邦 雄 ） ； 2 鮒 8 幹 ， 射 ， 小 杉 町 西 谷 ， 2
-x-1984( 鈴 木 邦 雄:);1$1^, 射 、 小 杉
町 水 上 谷,2-X-1984( 鈴 木 邦 雄),1 早 ，
5-XI-1984( 鈴 木 邦 雄:),1^,8-XI-
1984( 鈴 木 邦 雄):1$, 東 ． 上 平 村 池 の 平 ，
18-VIII-1982( 根 来 尚)[2628];1$" 西 ．
西 野 尻 ” （ ＝ ？ 西 ． 福 光 町 岩 木 ) , 1 2 - X -
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1932( 加 治 外 司 三 ） ；181 早 ， 西 ． 福 光 町
医 王 山,17-VII-1973( 加 治 外 司 三),3$$
3W.16-VIII-1973( 加 治 外 司 三)[2952(1
早)] ’2 船1 早,17-VIII-1973( 加 治 外 司
三),1$2 早 早,12-X-1973( 加 治 外 司 三 〉
[2953,2954(1$1)].
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 山 地 に 広 く 見 ら れ
る が ， 特 に 丘 陵 地 に 普 通 で あ る 。 最 高 地 は
大 山 町 有 峰 折 立( 約1,450m) 。 成 虫 出 現 期 ：
6 月 下 旬 一 1 1 月 上 旬 。
(72 ） マ イ コ ア カ ネSympetru 柳 々nnc 舵 〃
(Selys,1884)( 図 版X-5)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富. 蓮 町,IX-1968( 瀬 川,1968
0;. 城 山,VIII,X-1972( 瀬 川,1972);
中 ． 上 市 町 中 ノ 又,IX-1973( 富 昆 研 編 ，
1979); 婦 ． 婦 中 町 友 坂,IX-1972( 冨 昆 研
編 ，1979 ） ； 東 ． 上 平 村 桂,X-1976( 富 昆 研
編,1979).
［ 調 査 標 本]:!*,. 城 山,14-VIII-
1972( 瀬Ill 哲 夫)[157] ’1$1^ ,18-
VIII-1975( 瀬 川 哲 夫)[2660(1$)];1
81¥ ， 富 ． 古 沢,24-VII-1981( 根 来 尚 》
［2587,2586 ］ ；1¥ ， 小 ． 興 法 寺.1-XI-
1971( 加 治 外 司 三)[2927];1$, 射､ 小
杉 町 黒 河,12-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);4$$
l¥ ， 射 、 小 杉 町 水 上 谷,9-X~1984( 鈴 木
邦 雄),1$,18-X-1984( 鈴 木 邦 雄),2$$,
5-XI-1984( 鈴 木 邦 雄) ．
［ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 池 沼 に
生 息 す る が ， 産 地 ･ 発 生 個 体 数 と も 少 な い 。
東 部 で は 上 市 町 中 ノ 又 か ら の 記 録 が あ る の
み ， 成 虫 出 現 期 ： 7 月 下 旬 一 1 1 月 上 旬 。
( 7 3 ) ヒ メ ア カ ネ S y 加 〆 " " 碗 ” γ " " 加 加
(Bartenef,1912)( 図 版X-6)
［ 既 知 産 地 ］ ： 魚. 小 管 沼,X-1974( 冨 昆 研 編 ョ
1979 ） ； 魚 ． 鹿 熊,X-1974( 富 山 県 生 活 環 境
部 自 然 保 護 課 , 1 9 8 4 b ) ; 高 ． 二 上 山 , X -
鈴 木 邦 雄 ・ 恨 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
1977 （ 田 中,1977d); 砺 ． 頼 成,IX,X-
197( 田 中,197d); 砺. 栴 檀 山,x-1972(a
昆 研 編,1979); 小 ． 興 法 寺,VII-1970( 加
治,1971a); 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋,IX-1947,
IX-1948( 田 中,1969b); 中. 上 市 町 中 ノ 又 ，
X-1973( 富 昆 研 編,1979): 射､ 小 杉 町 黒 河 ．
IX-1972( 富 昆 研 編,1979); 東 ． 福 野 町 安
居,IX-1975( 瀬 川,1975); 東 ． 上 平 村 桂 、
X-1976( 富 昆 研 編,1979); 西. 福 岡 町 小 野 。
IX-1972( 富 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本]:1$,S. 城 山,12-VII-1976
( 瀬 川 哲 夫),2$$,8-X-1978( 瀬 川 哲
夫 ） ；2 純1¥ ， 富 ． 古 沢,18-IX-1981( 根
来 尚)[2560,2591,2590];3$$,t.
三 ノ 熊,6-IX-1983( 根 来 尚)[3096,
3097,3103];1$, 高 ・ 二 上 山,13-X-
1977( 田 中 忠 次);1^, 氷 ． 上 田 子,24-
x-1984( 根 来 尚)[4340];1$, 氷 ． 加
納,24-X-1984( 根 来 尚)[4353]:1^,
砺 ． 栴 檀 山,29-X-1972( 加 治 外 司 三);1
31¥ ， 小 ． 興 法 寺,19-IX-1971( 加 治 外
司 三),1$,20-XI-1971( 加 治 外 司 三),
1$,24-IX-1971( 瀬 川 哲 夫),1 早,3-
X-1971( 加 治 外 司 三),1$,10-X-1971( 加
治 外 司 三)[2924],1$1^,1-XI-
1971( 加 治 外 司 三),1$,29-X-1972( 加
治 外 司 三),1 早,2-X-1973( 加 治 外 司 三 〉
[2922];1^, 下 ． 朝 日 町 三 峰,18-IX-
1982( 田 中 忠 次);3$$2w, 下 ． 朝 日 町
棚 山,8-IX-1982( 田 中 忠 次),1$,20-
X-1983( 根 来 尚)[3091];1$2w. 下 ．
宇 奈 月 町 栃 屋 山 地,,27-X-1940( 田 中 忠 次.),
1^ ,19-X-1947( 田 中 忠 次),2$$,28-
IX-1952( 田 中 忠 次);1$1 早 ， 中 ． 上 市
町 大 岩,12-IX-1974( 鈴 木 邦 雄:),1$1^,
12-IX-1979( 根 来 尚)[2717,2718],2
$$,27-IX-1984( 鈴 木 邦 雄):1 早 ， 中 ．
上 市 町 中 ノ 又,22-VIII-1973( 加 治 外 司 三),
5$$,16-IX-1973( 加 治 外 司 三)[2925,
8 4
2926(2$$)],6$$2W,16-IX-1973( 田
中 忠 次),1^ ,16-IX-1977( 田 中 忠 次);
1 ギ ， 中 ． 上 市 町 白 萩,20-X-1968( 瀬 川 哲
夫);1$1 平 ， 上. 大 沢 野 町 布 尻,23-VIII
-1983( 瀬 川 哲 夫);2$$1^, 婦 ． 婦 中 町
外 輪 野,3-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄);1$1
早 ， 婦 ． 婦 中 町 吉 谷,6-x-1984( 鈴 木 邦
雄);1^, 婦. 婦 中 町 上 瀬,13-IX-1984( 鈴
木 邦 雄),1$,25-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),
1¥,30-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),2$$4W,
1-x-1984( 鈴 木 邦 雄),1$1^,5-XI
－1984 （ 鈴 木 邦 雄 ） ；1 鼎 ， 婦 ． 婦 中 町 河 原
谷,23-VII-1984( 鈴 木 邦 雄),5$$1^ ,
12-X-1984( 鈴 木 邦 雄);2W, 婦 ． 八 尾
町 三 田,30-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);7$$4
幹 ， 婦 ． 八 尾 町 川 倉,4-x-1984( 鈴 木 邦
雄);1$1^, 婦 ． 八 尾 町 中 根,24-IX-
1984( 鈴 木 邦 雄),1$2W,12-X-1984( 鈴
木 邦 雄 ） ； 1 ¥ ， 婦 ． 八 尾 町 桐 谷 一 宮 腰 ， 2 9
-IX-1984( 鈴 木 邦 雄:);3$$2W, 婦 ． 八
尾 町 小 井 波,24-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),5$$
1^,28-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),35$$5W,
1-x-1984( 鈴 木 邦 雄:),2$$1^ ,26-X
-1984( 根 来 尚)[4327-4329];2$$, 射 ，
小 杉 町 太 閤 山 小 池,21-VII-1975( 鈴 木 邦
雄);1^, 射 、 小 杉 町 薬 勝 寺 池,21-VII-
1 9 7 5 ( 鈴 木 邦 雄 ） ； 2 鮒 2 幹 ， 射 、 小 杉 町
上 野,30-IX-1984( 川 添 秀 夫);2$$, 射 、
小 杉 町 五 冠 野,2-X-1984( 鈴 木 邦 雄);i4
鮒4 幹 ， 射 、 小 杉 町 西 谷,2-X-1984( 鈴
木 邦 雄 ） ；1 平 ， 東 ． 利 賀 村 上 百 瀬,21-IX
-1984( 瀬 川 哲 夫);1$, 東 ． 上 平 村 桂 ，
19-X-1976( 伊 藤);1$, 西 ． 福 光 町 中 河
内,5-VIII-1973( 加 治 外 司 三).
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 山 地 , 特 に 丘 陵 地
の 池 沼 ・ 湿 地 に 生 息 し ， 産 地 で は 個 体 数 も
多 い 。 最 高 地 は 利 賀 村 百 瀬( 約700m) 。 成 虫
出 現 期 ： 7 月 中 旬 - 1 1 月 中 旬 。
富 山 県 の ト ン ボ 相
(74 ） ミ ヤ マ ア カ ネSympe か" 加 力 ”g"zO 〃 〃" ‐
況 加 ど ん 如 沈(Selys,1872)( 図 版XI-2)
［ 既 知 産 地 ］ ： 富 ． 吉 作,x-1972( 富 昆 研 編
1979);1. 神 通 川 河 川 敷,IX-1977( 富 昆
研 編 ，1979 ） ； 高 ． 千 保 川,VI-1945( 小 池 ，
1951-1953); 高 ． 双 美 町,IX-1951( 小 池 ，
1951-1953); 小 ． 興 法 寺,VIII-1972( 冨 昆
研 編,1972): 下. 宇 奈 月 町 栃 屋,x-1971( 田
中,1971c); 下 ． 宇 奈 月 町 愛 本 新 河 川 敷 ，
VII-1973( 冨 昆 研 編,1979); 下 ． 宇 奈 月 町
宇 奈 月 ダ ム サ イ ト,VII-1975( 田 中,1975
a); 中 ． 上 市 町 中 ノ 又,VIII-1973( 富 昆 研
編,1979): 中. 立 山 町 上 段,VIII-1948,VIII
-1952( 小 池,1951-1953); 上 ． 大 山 町 有 峰 ，
VII-1952( 舟 坂,1953),VII-1963( 田 中 ，
1964c),VIII-1979( 富 昆 研 編,1981); 上 ．
大 山 町 赤 倉,VII-1973( 富 昆 研 編,1979);
上. 大 沢 野 町 猿 倉 山,VIII-1979( 田 中,1980
b): 婦 ． 婦 中 町 古 里,IX-1972( 富 昆 研 編 ，
1979 ） ； 婦 ． 八 尾 町 小 井 波,X-1974( 富 昆 研
編,1979 ） ； 婦. 八 尾 町 大 長 谷,VII-1977(a
昆 研 編,1979); 東 ． 庄 川 町,x-1972( 富 昆
研 編,1979); 東. 利 賀 村 利 賀,VII-1972(s
昆 研 編,1979); 東 ． 上 平 村 菅 沼,VIII-
1972( 富 昆 研 編,1979); 東. 上 平 村 桂,VIII
一1976 （ 冨 昆 研 編,1979): 西 ． 福 光 町 中 河
内,VIIM973( 富 昆 研 編,1979).
[ 調 査 標 本 ］ ：1 早 ， 富 ． 浜 黒 崎,25-VII-
1979( 根 来 尚)[2701];1$, 中 ． 上 市
町 大 岩,15-VII-1973( 中 川 秀 幸),7$$1
^,12-IX-1974( 鈴 木 邦 雄),1$1^,12
-IX-1979( 根 来 尚)[2719,2720];1$,
中 ． 上 市 町 中 ノ 又,16-IX-1973( 田 中 忠
次 ） ； 2 鮒 2 幹 ， 中 。 立 山 町 千 垣 , 1 7 - X -
1965( 瀬 川 哲 夫)[2657,156(1$1^)];
19 ， 上 ． 大 山 町 文 珠 寺,5-VIII-1963( 瀬
川 哲 夫),1$,lO-IX-1963( 瀬 川 哲 夫);
1¥ ， 上 ． 大 山 町 赤 倉,15-VII-1973( 加 治
外 司 三);1 早 ， 上 ． 大 山 町 有 峰,10-VIII-
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1972 （ 田 中 忠 次),1$,19-VIII-1979( 大
野 豊),1$,28-VIII-1980( 根 来 尚 〉
[2574];1$2W, 上 ． 大 沢 野 町 笹 津 ，
26-VIII-1978( 根 来 尚)[2644-2646];1
早 ， 上 ． 大 沢 野 町 舟 渡,29-VII-1981( 根 来
尚)[2566];1$1^, 婦 ． 八 尾 町 上 笹 原 ，
2-IX-1977( 鈴 木 邦 雄);2$$i^, 婦 ．
八 尾 町 中 根,22-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),1 早 ，
24-IX-1984( 鈴 木 邦 雄);i 早 ， 婦 ． 八 尾 町
下 の 蓑,26-IX-1984( 根 来 尚)[4333];
1$, 婦 ． 細 入 村 楠 原,26-VII-1979( 根 来
尚)[2687];1$, 東. 利 賀 村 利 賀,19-VIII
- 1 9 7 4 ( 田 中 忠 次 ） ； 1 ￥ ， 東 ． 利 賀 村 山 の
神 峠9-VIII-1979( 根 来 尚)[2576];2
船 l 早 ， 西 ． 福 光 町 中 河 内 , 8 - V I I -
1973( 加 治 外 司 三),1$,5-VIII-1973( 加
治 外 司 三) ．
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 山 地 の 小 川･ 渓 流
な ど に 生 息 す る が ， 近 年 個 体 数 は 明 ら か に
減 少 し た よ う で あ る 。 成 虫 出 現 期 ： 6 月 中
旬 －10 月 下 旬 。
” リ ス ア カ ネ S y " ゅ “ γ " 柳 γ i s i r i s §
Bartenef,1914( 図 版XI-3a,3b)
［ 既 知 産 地 ］ ： 黒 福 平,X-1973( 富 昆 研 編
1979);t. 吉 作,x-1972( 富 昆 研 編,19
79 ） ； 富. 呉 羽 山,VIIM981( 瀬 川,1982):
富 ． 城 山,VIII-1972( 瀬 川,1972); 高 ． 白
銀 町,VII-1945( 小 池.1951-1953); 高 ．
岩 野,IX-1950( 小 池,,1951-1953); 氷 ． 稲
積,x-1972( 冨 昆 研 編,1979): 小. 興 法 寺 、
VII-1968( 冨 昆 研 編,1979),VII-1970( 加
治 ，l971a ） ： 上. 大 山 町 有 峰,VIII-1968(s
昆 研 編,1979),VIII-1977( 冨 昆 研 編 ，
1981); 婦 ． 八 尾 町 桐 谷,VIII-1977( 富 昆 研
編 ，1979 ） ； 西 ． 福 光 町 法 林 寺,X-1973(S
昆 研 編,1979).
［ 調 査 標 本]:1$,s. 城 山,18-VIII-
1975( 瀬 川 哲 夫);2$$,t. 三 ノ 熊,6
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
-IX-1983( 根 来 尚)[3099,3102];1$,
高 ・ 与 茂 九 郎 池,22-IX-1982( 根 来 尚 》
[2633 ］ ；18 ， 氷 ． 朝 日 丘,29-VIII-1981
（ 冬 木 勲 ） ； 1 3 ， 氷 ． 加 納 , 2 6 - X -
1984 （ 根 来 尚 ） ［4356 ］ ；2 鮒1¥ ， 砺 。
三 合 新,29-IX-1969( 瀬Ill 哲 夫 ） ；l ￥ ， 小
興 法 寺,3-X-1971( 加 治 外 司 三)[2918],
1$,10-X-1971( 加 治 外 司 三),3$$,30
-VII-1972( 加 治 外 司 三),1$,3-IX-
1972( 加 治 外 司 三),1$,26-VIII-1973( 加
治 外 司 三),1$,2-IX-1973( 加 治 外 司
三):i^ 小 ． 宮 島 峡,2-X-1972( 田 中
忠 次 ） ； 2 船 ， 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 , 8 - X -
1 9 8 4 （ 鈴 木 邦 雄 ; i * , 上 ． 大 山 町 有 峰
29-IX-1966( 瀬 川 哲 夫);i$, 上 ． 大 沢 野
町 舟 倉,1-VIII-1969( 瀬 川 哲 夫);i$i
早 ， 婦 ． 婦 中 町 中 保 谷,8-IX-1968( 瀬Ill
哲 夫),2$$,29-IX-1968( 瀬 川 哲 夫 ＞
[158(1$)];i$, 婦 ． 八 尾 町 桐 谷,26
-VIII-1983( 根 来 尚)[3338];4$$, 射 。
小 杉 町 平 野,6-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄);6
船 ， 射, 小 杉 町 平 野 向 谷 池,27-IX-1984( 鈴
木 邦 雄),12$$4W,28-IX-1984( 鈴 木 邦
雄),5$$,6-X-1984( 鈴 木 邦 雄);5$$,
射 、 小 杉 町 西 谷 , 2 - X - 1 9 8 4 ( 鈴 木 邦 雄 ;
18 ， “ 西. 西 野 尻 ” （ ＝ ？ 西. 福 光 町 岩 木) ョ
12-X-1932( 加 治 外 司 三.
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 平 地 一 丘 陵 地 の 水 生 植
物 の 多 い 池 沼 に 生 息 す る 。 中 ･ 西 部 に 多 く ，
東 部 で は 黒 部 市 福 平 お よ び 宇 奈 月 町 栃 屋 の
2 ヶ 所 の み 。 最 高 地 は 八 尾 町 桐 谷 （ 約 3 6 0
m 。 い ず れ の 産 地 で も ， 個 体 数 は 概 し て 少
な い 。 成 虫 出 現 期 ： 7 月 下 旬 - 1 0 月 下 旬 。
(76 ） ネ キ ト ン ボSympe か" 脚specios" 郷
speciosumOguma,1915( 図 版XI-4a,4b)
［ 既 知 産 地 ］ ： 小. 興 法 寺,X-1970( 加 治,1971
a),X-1972,IX-1973( 富 昆 研 編,1979);
下 ． 宇 奈 月 町 金 毘 羅 山,VII-1955( 赤 坂 ，
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1956); 下. 宇 奈 月 町 公 園,VIII-1952( 田 中 §
1969b); 中 ． 立 山 カ ル デ ラ,vii-1978m
昆 研 編 ，1979) ．
[ 調 査 標 本]:1$1 早 ， 小 ． 興 法 寺,2-IX
-1973( 加 治 外 司 三),4$$,9-IX-1973( 加
治 外 司 三),1$,2-X-1973( 加 治 外 司 三 人
1$,9-X-1973( 加 治 外 司 三),1$,4
-VIII-1984( 鈴 木 邦 雄);i$, 下 ． 宇 奈 月
町 栃 屋,8-X-1984( 鈴 木 邦 雄):i$, 射 ≦
小 杉 町 平 野 向 谷 池,27-IX-1984( 鈴 木 邦
雄),3$$,28-IX-1984( 鈴 木 邦 雄),1 早 ，
9-X-1984( 鈴 木 邦 雄); 東. 上 平 村 池 ノ 平 。
18-VIII-1892( 根 来 尚)[2623],
[ 県 下 の 生 息 状 況 ］ ： 丘 陵 地 - 山 地 の 水 生 植 物
の 多 い 池 沼 に 生 息 す る が ， 産 地 ・ 発 生 個 体
数 と も に 少 な い 。 成 虫 出 現 期 ： 7 月 下 旬 一
10 月 上 旬 。
富 山 県 昆 虫 研 究 会 編 （ 1 9 7 9 ） は ， 富 山 県 産
と し て 7 3 種 の ト ン ボ 類 を 記 録 し た が ， 次 の 7
種 は 疑 問 と し て 除 外 し た ： グ ン バ イ ト ン ボ ，
オ ジ ロ サ ナ エ ， ヒ メ サ ナ エ ， ミ ナ ミ ヤ ン マ ，
ネ ア カ ヨ シ ヤ ン マ ， キ バ ネ モ リ ト ン ボ ， ベ ッ
コ ウ ト ン ボ 。 こ れ ら の う ち ， オ ジ ロ サ ナ エ は
富 山 県 下 か ら 記 録 さ れ る 可 能 性 が あ る と 指 摘
さ れ て お り ， 本 報 告 で 初 め て 記 録 さ れ る こ と
と な っ た 。 他 の 6 種 を 含 め ， 富 山 県 下 か ら 記
録 が あ る が ， 本 目 録 か ら 除 外 し た 種 に つ い て ，
以 下 簡 単 に 述 べ て お き た い 。
1 ） オ ゼ イ ト ト ン ボAgrion だ γ"eAsahina,
1949 （ イ ト ト ン ボ 科 ）
加 治(1971c) が 小 矢 部 市 興 法 寺 よ り 記 録 し ，
本 種 は ハ ッ チ ョ ウ | ､ ン ボ と 共 に 天 然 記 念 物 と
し て 地 域 指 定 さ れ た が ， 田 中 ( 1 9 8 0 c ) に よ っ
て エ ゾ イ ト ト ン ボ の 誤 同 定 で あ っ た こ と が 明
ら か に さ れ ， そ の 指 定 も 解 除 さ れ た 。 本 種 の
天 然 記 念 物 指 定 を め ぐ る 経 緯 に つ い て は ， 鈴
富 山 県 の|､ ン ボ イII
木 ・ 根 来(1985b) に 詳 述 し た 通 り で あ る が 、
こ こ で は 故 加 治 外 司 三 氏 が そ の 申 請 に 先 立 っ
て 奥 村 定 一 氏 の 同 定 を 仰 い で い た こ と の み を
明 記 し て お く 。 本 種 は ， 別 記 し た よ う に 富 山
県 下 か ら 発 見 さ れ る こ と が 期 待 さ れ る 種 の 一
つ で あ る 。
2 ） グ ン バ イ ト ン ボ P ね り c n e m i s ん / " “ a
sas α 城Asahina,1949( モ ノ サ シ ト ン ボ
科 ）
櫛 岡 （ 1 9 7 8 ） が 幼 虫 に 基 づ い て 記 録 し て い
る が ， 残 念 な が ら 同 定 に は 信 頼 が 置 け な い 。
本 種 は ， 隣 接 県 で は 岐 阜 県 の 東 濃 地 方 の み か
ら 知 ら れ て い る に す ぎ な い （ 岐 阜 県 昆 虫 分 布
研 究 会 編 , 1 9 8 2 ) の で ， 本 県 下 に 生 息 す る 可
能 性 は ま ず な い も の と 考 え ら れ る ［ 枝(1982 〉
は ， 石 I l l 県 産 ト ン ボ 類 中 に 本 種 を 挙 げ て い る
が ， こ れ は 誤 植 に よ る も の で あ ろ う ] 。
3 ） ア オ ハ ダ ト ン ボ “ ん 〆ervx ノ ヒiponica
Selys,1869( カ ワ ト ン ボ 科 ）
井 波 ( 1 9 0 8 ) の 目 録 中 に 本 種 が 挙 が っ て い
る が ， こ れ は ま ず 間 違 い な く オ オ ア オ イ ト ト
ン ボ を 指 し て い る 。 筆 者 ら の 手 許 に ， 「 呉 羽 山
の 昆 虫 」 と 題 す る 小 冊 子 （ 2 8 頁 ） が あ り ， そ
の 中 の 「 呉 羽 丘 陵 付 近 の ト ン ボ 」 と 題 す る 項
目 中 に ， オ ニ ヤ ン マ ， コ オ ニ ヤ ン マ ， ギ ン ヤ
ン マ ， コ シ ボ ソ ヤ ン マ ， ノ 、 グ ロ ト ン ボ ， チ ョ
ウ ト ン ボ ， “ 少 女 ト ン ボ ” ［ ＝ シ ョ ウ ジ ョ ウ ト
ン ボ ] ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， ナ ツ ア カ ネ ， マ ユ タ テ
ア カ ネ ， シ オ カ ラ ト ン ボ の 1 1 種 と 共 に 本 種 の
名 が 認 め ら れ る 。 本 種 の 説 明 文 と し て 「 雄 は
ハ グ ロ l ､ ン ボ に よ く 似 て い る が ， 遡 の 前 の 縁
が 美 し い 緑 色 を し て い る の で , 見 分 け が つ く 。
雌 の 麺 は ， う す 茶 色 で ， 通 の 縁 に 白 色 の 紋 が
あ る 」 と あ り ， 正 し く 本 種 を 指 す と 思 わ れ る
が ， 最 後 は 「 モ ノ サ シ ト ン ボ に 似 て い る が ，
ず っ と 小 さ い 」 と 結 ば れ て お り ， 執 筆 者 が 本
種 を 正 し く 認 識 し て い た と は 考 え ら れ な い 。
こ の 他 ， コ シ ボ ソ ヤ ン マ は 呉 羽 丘 陵 か ら は 記
録 が な く ， ま ず 生 息 し て い な い と 考 え ら れ る
8 7
こ と ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ の 名 称 が 「 少 女 ト
ン ボ 」 と な っ て お り ， 説 明 文 も 誤 解 に 基 づ い
て 「 美 し い 紅 色 を し て い る か ら こ ん な 名 が つ
い た の で あ ろ う 」 と 記 述 さ れ て い る こ と な ど
か ら も あ ま り 信 頼 が 置 け な い 。 し か し ， 他 種
は い ず れ も 呉 羽 丘 陵 か ら 記 録 さ れ て も 不 審 で 、
は な い 。 こ の 文 献 は ， 記 述 内 容 [ " 最 近 一 中 学
生 に よ り ， 当 丘 陵 で ， 南 方 系 の モ ン キ ア ケ ハ
が 発 見 さ れ た こ と も 誠 に 嬉 し い ” 旨 の 記 述 が
あ る ］ や ス タ イ ル ［ 原 本 は ， 謄 写 印 刷 ま た は
リ コ ピ ー 用 に 作 成 さ れ た も の と 思 わ れ る 。 本
文 は か な り の 頁 数 で あ る こ と が 推 測 さ れ ， 呉
羽 山 の 昆 虫 と 題 す る 部 分 は そ の 1 7 - 4 4 頁 に 書 か
れ ， 第 4 4 頁 の 後 半 に は 「 呉 羽 山 」 と 題 す る 自
然 環 境 に つ い て の 概 説 の 一 部 が 載 っ て い る ］
か ら , 1 9 5 0 年 以 降 に 出 さ れ た も の と 思 わ れ
る 。 多 く の 方 に 尋 ね た が ， 筆 者 ・ 出 典 と も
明 ら か に し 得 な か っ た 。 最 近 ， 筆 者 ら の 一
人 根 来 ( 1 9 8 3 ) は 上 市 町 大 岩 で 採 集 さ れ た
本 種 を 記 録 し た が ， こ れ は 極 め て 遺 憾 な が
ら 採 集 者 に よ る 悪 質 な 握 造 テ ‘ － タ に 基 づ く も
の で あ る こ と が 明 ら か と な り ， 取 ' ) 消 さ れ
た （ 根 来,1985) 。
4 ） ヒ メ サ ナ エSinogD ”p" 妬 勉"0" 脚bains
(Oguma,1926)( サ ナ エ ト ン ボ 科 ）
井 波 （ 1 9 0 8 ） の 目 録 中 に 挙 が っ て い る 他 ，
櫛 岡 ( 1 9 6 4 ) が 神 通 川 水 系 （ 山 田 川 ） よ り 採
集 し た 幼 虫 に よ っ て 記 録 し て い る ｡ 坂 下 ( 1 9 5 5 〉
の 目 録 に 挙 が っ て い る の は ， 井 波 に 基 づ く も
の と お も わ れ る 。 本 種 は ， 隣 接 県 で 成 虫 に よ
る 確 実 な 記 録 の な い の は 富 山 県 の み で あ る 。
い ず れ も 既 知 産 地 は 極 限 さ れ て い る が ， 富 山
県 下 か ら 発 見 さ れ る 期 待 の 持 た れ る 種 で あ る 。
隣 接 県 で は ， 新 潟 県 ・ 長 野 県 ・ 石 川 県 （ い ず
れ も 1 ヶ 所 の み ) ， 福 井 県 （ 2 ヶ 所 ) ， 岐 阜 県
( 数 ヶ 所 ） に 局 所 的 に 生 息 し て い る 。
5 ） タ ベ サ ナ エZ 〉 電 ひmp""Sc" 〃z"stabei
Asahina,1949( サ ナ エ ト ン ボ 科 ）
小 池(1951 ～1953) が 高 岡 市 よ り 記 録 し た
鈴 木 郁 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
が ， 富 山 県 昆 虫 研 究 会 編 （ 1 9 7 9 ） で は コ サ ナ
エ の 誤 同 定 で あ っ た と さ れ た 。 小 池 氏 に よ れ
ば ， 当 時 安 東 瑞 夫 氏 （ 岡 山 市 ） の 同 定 を 仰 い
だ と の こ と で あ る が ， 標 本 は 現 存 し な い 。 安
東 氏 に よ れ ば , 3 0 年 以 上 以 前 の こ と で も あ り ．
小 池 氏 の 送 付 し た 標 本 の 所 在 も 不 明 で あ り ，
確 認 で き な い と の こ と で あ っ た 。 本 種 は ， 福
井 （ 1 ヶ 所 の み ) - i 皮 阜 両 県 か ら は 記 録 が あ
り ， 特 に 岐 阜 県 下 は 南 部 （ 特 に 南 西 部 ） に 広
く 分 布 し て い る 。 本 種 が ， 富 山 県 下 に 生 息 し
て い る 可 能 性 は あ ま り な い も の と 思 わ れ る 。
6 ） ミ ナ ミ ヤ ン マChlorogo" ゆ 〃 焔6 γ""" “s
costalisAsahina,1949( オ ニ ヤ ン マ 科 》
櫛 岡 （ 1 9 7 8 ） が 幼 虫 に 基 づ い て 記 録 し て い
る が ， 本 種 が 富 山 県 下 に 生 息 し て い る 可 能 性
は 全 く な い と 考 え ら れ る 。
7 ） ネ ア カ ヨ シ ヤ ン マAeschnophleb れ α 噸
sopteraSelys,1883( ヤ ン マ 科 ）
田 中(1969b) が 下 新 川 郡 朝 日 町 よ り 記 録 し
た が ， 標 本 が 現 存 せ ず ， 確 認 で き な い ［ 富 山
県 昆 虫 研 究 会 編(1979) も 参 照] 。 最 近 ， 自 然
博 物 園 セ ン タ ー ね い の 里 編(1982) 中 に,1982
年 8 月 に 富 山 市 内 で 採 集 さ れ た l 早 の 標 本 が
｢ 富 山 県 初 記 録 」 と し て 報 告 さ れ た 。 筆 者 ら
は ， 残 念 な が ら こ の 標 本 を 実 検 す る 機 会 が 得
ら れ な か っ た が ， 実 際 上 の 報 告 者 で あ る 湯 浅
純 孝 氏 よ り 送 付 さ れ た 同 標 本 の カ ラ ー 写 真 並
び に 筆 者 ら の 手 許 の ア オ ヤ ン マ 早 の 標 本 類 ，
石 田 （1969 ） 及 び 伊 藤 他 編 （1977 ） の 図 鑑 類
に 掲 載 さ れ て い る ネ ア カ ヨ シ ヤ ン マ 及 び ア オ
ヤ ン マ の 早 の 写 真 な ど に つ い て 慎 重 に 検 討 し
た 結 果 ， 問 題 の 標 本 は 前 ・ 後 迩 と も に 通 長 に
対 す る 迩 前 縁 基 端 よ り 結 節 ま で の 長 さ の 比 に
お い て 明 ら か に ネ ア カ ヨ シ ヤ ン マ の そ れ と は
異 な っ て お り ， ア オ ヤ ン マ の 早 の 誤 同 定 で あ
っ た と の 結 論 を 得 た ｡ 以 下 に 計 測 結 果 を 示 す 。
8 ） キ バ ネ モ リ ト ン ボsb 加atochloragraesen
aureolaSelys,1913( エ ゾ ト ン ボ 科 ）
中 川 （ 1 9 6 7 ） が 大 山 町 有 峰 湖 畔 よ り 記 録 し
た が , こ れ は タ カ ネ ト ン ボ の 誤 り で あ っ た ( 富
山 県 昆 虫 研 究 会 編 ，1979) 。 本 種 は ， 隣 接 県 で
は 新 潟 県 （ 2 ヶ 所 の み ） か ら 知 ら れ て い る に
す ぎ な い 。
9 ） コ エ ゾ ト ン ボSomatochlorajaponica
Matsumura,1911( エ ゾ ト ン ボ 科 ）
中 村(1937) が 記 録 し て い る が ， 産 地 名 も
採 集 デ ー タ も 挙 が っ て い な い 。 し か し ， カ ラ
カ ネ ト ン ボ ， タ カ ネ ト ン ボ ， ノ ､ ネ ビ ロ エ ゾ ト
ン ボ の 3 種 は 挙 が っ て い る の で ， 現 在 富 山 県
下 に 比 較 的 多 い エ ゾ ト ン ボ を 指 す も の と 考 え
ら れ る 。
1 0 ) ベ ッ コ ウ ト ン ボ L 肋 g " " 〃 α " 騨 加 a
Selys,1883( ト ン ボ 科 ）
坂 井(1908) 及 び 井 波(1908) の 他 ， 中 村
(1937 ） の 目 録 中 に も 見 ら れ る 。 坂 下 （1955 〉
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標 本
ね い の 里 柵(1982) に 報 告
さ れ た 早 の 標 本 ( 写 真
ア オ ヤ ン マ
(1) 富 山 市 古 沢 産A
( 2 ) 同 上 B
( 3 ) 同 上 C
(4) 小 杉 町 三 ヶ 産
(5) 小 杉 町 薬 勝 寺 池E
(6) 高 岡 市 古 城 公|'2
(7) 小 矢 部 市 興. 法 寺2
ネ ア カ ヨ シ ヤ ン マ
(1) 石 田(1969)｢ 原 色
本 昆 虫 生 態 図 鑑 』
(I)
(2) 伊 藤 他 細(1977)
「 原 色 日 本 昆 虫 図 錨
（ 下 ）
前 週
N L / W L
().4
0 ．44
().4
().42
0 ．43
( 〕､43
().43
().4
0 ．48
0 ．49
後 避
N L / W
３ 馴 馴 馴 馴 訊 ３ 説 訊 訊０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
富 山 県 の ト ン ボ 相
の 記 録 は ， 中 村 （1937 ） に 基 づ く 。 い ず れ も 。
具 体 的 な 産 地 名 や 採 集 デ ー タ は 記 さ れ て い な
い 。 隣 接 県 で は ， 岐 阜 （ 柴 田 ，1974 ； 岐 阜 県
昆 虫 分 布 研 究 会 編 ，1982 ） ・ 新 潟( 樋 熊,1977,
1978,1981,1982a) 両 県 よ り 数 ヶ 所 の 産 地 が
報 告 さ れ て い る が ， い ず れ も 現 在 確 実 な 生 息
地 は な く ， 絶 滅 し た も の と 考 え ら れ て い る 。
富 山 県 下 か ら の 記 録 も ， 上 記 の い ず れ の 文 献
中 に も そ の 名 の 見 ら れ な い ヨ ツ ボ シ ト ン ボ の
誤 同 定 で あ っ た 可 能 性 が あ る が ， か つ て は 生
息 し て い た 可 能 性 も 完 全 に は 否 定 で き な い 。
1ll オ オ キ ト ン ボSympe"" 加 況 泥 加 γ"ze
(Selys,1883)( ト ン ボ 科 ）
田 中(1969b) は ， 富 山 市 ， 黒 部 市 ， 氷 見 市 ，
高 岡 市 よ り 記 録 し て い る が ， い ず れ も 標 本 か
現 存 せ ず ， 確 認 で き な い 。 シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン
ボ の 平 の 誤 同 定 で あ っ た 可 能 性 も 高 い 。 し か
し ， 新 潟 県 下 に は 1 9 5 0 年 代 ま で 多 産 地 が あ っ
た の で ， か つ て 富 山 県 下 に も 生 息 し て い た 可
能 性 は あ る 。
12) タ イ リ ク ア カ ネSympet 〃"s か わ な 加 加
" 加idesBartenef,1919( ト ン ボ 科 ）
伴 ・ 加 藤(1980) が 弥 陀 ヶ 原 の 池 塘 （ 餓 鬼
田 ） よ り 幼 虫 を 記 録 し て い る が ， 富 山 県 下 か
ら は こ れ ま で 本 種 の 成 虫 の 採 集 記 録 は な い 。
本 種 が 弥 陀 ヶ 原 の よ う な 標 高2,000 メ ー ト ル
も の 高 地 で 繁 殖 す る か ど う か は 甚 だ 疑 問 で あ
る 。 伴 氏 に よ れ ば ， 自 分 と し て は 同 定 に は 間
違 い は な か っ た と 』 思 う と の こ と で あ っ た が ，
成 虫 に よ っ て 確 認 し た い 種 で あ る 。 本 種 は ，
石 川 県 下 か ら は 数 ヶ 所 か ら 記 録 さ れ て お り
( 中 山 ，1979) ， 筆 者 ら の 一 人 鈴 木 も 七 尾 市 付
近 で 採 集 し て い る の で ， 氷 見 市 以 北 の 能 登 半
島 の 富 山 湾 に 面 し た 地 域 か ら 発 見 さ れ る 可 能
性 は 大 い に あ る と 考 え ら れ る 。
13 ） マ ダ ラ ナ ニ ワ ト ン ボSympetrummacu-
〃/ 況 沈Oguma.1915( ト ン ボ 科 ）
福 光 町 教 育 委 員 会 ・ 教 育 セ ン タ ー(1979)
が ， 福 光 町 の 日 中 ダ ム 建 設 に 伴 っ て 湖 底 化 し
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た 地 域 よ り 記 録 し て い る が ， 同 報 告 書 に は 明
ら か な 初 歩 的 誤 り が 多 く ， 同 定 に 信 頼 が 置 け
な い 。 関 係 者 数 人 に 問 い 合 せ た が ， 標 本 も 現
存 し な い 。 し か し ， 本 種 は ， 石 川 県 （ 中 山 ，
1979) ・ 岐 阜 県 （ 柴 田,1974: 岐 阜 県 昆 虫 分 布
研 究 会 編 ，1982 ） ・ 新 潟 県( 樋 熊,1977,1978,
1981,1982a) の 各 地 か ら 知 ら れ て お り ， 今 後
富 山 県 下 か ら 発 見 さ れ る 可 能 性 は か な り 高 い
も の と 思 わ れ る 。
V 富 山 県 の ト ン ボ 相 の 特 色
1 ． 富 山 県 に お け る ト ン ボ 類 の 生 息 ・ 分 布 の
概 況
本 報 告 を 含 め ， 今 日 迄 に 富 山 県 下 よ り 確 実
に 記 録 さ れ た ト ン ボ 類 は 1 2 科 7 6 種 と な る 。 そ
の う ち ヒ ラ サ ナ エ と オ ジ ロ サ ナ エ の 2 種 は ，
本 報 告 で 初 め て 富 山 県 下 か ら 記 録 さ れ る 。 文
献 上 の 記 録 は あ る が ， 種 々 の 理 由 で 本 報 告 で
は 除 外 し た 種 が 1 3 種 あ る 。 そ れ ら は ， 文 献 上
の 記 録 が 信 頼 で き る と の 新 た な 証 拠 が 得 ら れ
る か 再 発 見 さ れ る 迄 は 現 時 点 で は 除 外 し て お
く こ と が 妥 当 で あ る と 考 え ら れ る 。 そ れ ら の
中 に は ， 枝(1984c) の 最 新 の 「 分 布 表 」 に も
挙 げ ら れ て い る オ オ キ ト ン ボ も 含 ま れ て い る 。
そ れ ら 1 3 種 に つ い て は ， 個 別 に コ メ ン ト を 付
し た （ 前 述) 。 ハ ラ ビ ロ ト ン ボ は ， 「 目 録 」 中
に も 記 し た よ う に ， 故 坂 井 憲 三 氏 の 収 集 し た
約 8 0 年 前 の 標 本 類 中 に 含 ま れ て い た 1 早 が 存
在 す る の み で あ る 。 こ の 標 本 は ， ま ず 間 違 い
な く 富 山 県 産 と 考 え ら れ る が ， 遺 ‘ 憾 な が ら 産
地 ・ 採 集 デ ー タ と も に 不 明 で あ る （ 鈴 木 ・ 根
来,1985a) 。 従 っ て ， 本 種 を 本 県 産 の ト ン ボ
類 中 に 含 め る の は 問 題 が な く は な い が ， 種 々
の 状 況 か ら 本 種 が か つ て 本 県 下 に 生 息 し て い
た こ と は ま ず 確 実 で あ り ， 現 存 標 本 が 存 在 す
る と い う こ と も 考 慮 し て ， 一 応 含 め て お く こ
と に し た 。 ま た ， 次 の 5 種 は ， い ず れ も 今 日
迄 に 各 1 ～ 2 個 体 が 採 集 さ れ て い る の み で あ
る ： ム ス ジ イ ト ト ン ボ ， ホ ソ ミ オ ツ ネ ン ト ン
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ボ ， マ ダ ラ ヤ ン マ ， マ ル タ ン ヤ ン マ ， オ ナ ガ
ア カ ネ 。 こ れ ら の う ち ， オ ナ ガ ア カ ネ は ， 近
年 日 本 海 沿 岸 各 地 か ら 採 集 記 録 が 報 告 さ れ て
い る も の の 定 着 し て い る か ど う か は 不 明 で あ
る 。 他 に 次 の 5 種 は ， 最 近 1 0 年 間 ほ ど 全 く 採
集 さ れ て い な い ： オ ツ ネ ン ト ン ボ ， ホ ン サ ナ
エ ， オ ナ ガ サ ナ エ ， コ シ ボ ソ ヤ ン マ ， ハ ネ ビ
ロ エ ゾ ト ン ボ 。
近 年 ， ト ン ボ 類 は ， 彼 ら の 生 息 環 境 で あ る
各 種 水 系 （ 湖 ・ 潟 湖 ・ 池 沼 ・ 河 川 ・ 渓 流 ・ 湿
地 帯 ・ 農 業 用 水 ・ 溜 池 等 ） の 汚 染 や 全 体 的 な
環 境 破 壊 の 進 行 に よ っ て 全 国 的 に 減 少 し て き
て い る が ， 富 山 県 も そ の 例 外 で は な い 。 過 去
2 0 年 ほ ど の 間 に ， 干 拓 に よ る 潟 湖 の 消 滅 ， 河
川 や 潅 概 用 の 用 水 路 ・ 溜 池 の 改 修 工 事 ， ダ ム
建 設 ・ 観 光 開 発 な ど に 伴 う 山 地 渓 流 や 池 沼 ・
池 塘 の 破 壊 な ど が 急 速 に 進 み ， 多 く の 種 が 絶
滅 の 危 機 に 瀕 し て い る 。 局 所 的 な 種 個 体 群 の
消 滅 は 殆 ど の 種 で 起 っ て い る と 考 え ら れ る 。
次 の 種 は ， い ず れ も 近 年 特 に 激 減 し て い る も
の で あ る ： ア ジ ア イ ト ト ン ボ ， モ ー ト ン イ ト
ト ン ボ ， ハ グ ロ ト ン ボ ， ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ ，
オ オ カ ワ ト ン ボ ， ギ ン ヤ ン マ ， ア オ ヤ ン マ ，
コ シ ボ ソ ヤ ン マ ， カ ト リ ヤ ン マ ， オ オ ヤ マ ト
ン ボ ， コ ヤ マ ト ン ボ ， シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ，
コ フ キ ト ン ボ ， コ シ ア キ ト ン ボ ， チ ョ ウ ト ン
ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ 。
表 l に 各 種 の 富 山 県 内 に お け る 分 布 概 況 を
示 し た 。 西 部 の み か ら 得 ら れ て い る 種 は ム ス
ジ イ ト ト ン ボ と ヒ ラ サ ナ エ の 2 種 ， 西 部 お よ
び 中 部 の み か ら 得 ら れ て い る 種 は セ ス ジ イ ト
ト ン ボ ， キ イ ロ サ ナ エ ， ウ チ ワ ヤ ン マ ， ア オ
ヤ ン マ ， ト ラ フ ト ン ボ ， エ ゾ I ､ ン ボ ， コ フ キ
ト ン ボ お よ び オ ナ ガ ア カ ネ の 8 種 ， 中 部 の み
か ら 得 ら れ て い る 種 は オ ジ ロ サ ナ エ と マ ダ ラ
ヤ ン マ の 2 種 ， 中 部 お よ び 東 部 の み か ら 得 ら
れ て い る の は オ ツ ネ ン ト ン ボ ， ク ロ サ ナ エ お
よ び ､ カ オ ジ ロ ト ン ボ の 3 種 ， 東 部 の み か ら 得
ら れ て い る 種 は ホ ソ ミ オ ツ ネ ン ト ン ボ ， ム カ
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シ ト ン ボ お よ び マ ル タ ン ヤ ン マ の 3 種 ， 西 部
と 東 部 の み か ら 得 ら れ て い る 種 は カ ラ カ ネ I 、
ン ボ 1 種 で あ る 。 他 の 5 6 種 は 県 下 全 域 か ら 得
ら れ て い る が ， 西 部 と 中 部 に 多 く 産 し 東 部 で
は 極 め て 少 な い 種 と し て ク ロ イ ト ト ン ボ ， オ
オ イ ト ト ン ボ ， ア ジ ア イ ト ト ン ボ ， モ ノ サ シ
ト ン ボ ， ギ ン ヤ ン マ ， オ オ ヤ マ ト ン ボ ， コ シ
ア キ ト ン ボ ， チ ョ ウ | ､ ン ボ ， キ ト ン ボ 等 を 挙
げ る こ と が で き る 。 一 方 ， 東 部 と 中 部 に 多 く
産 し 西 部 で 少 な い 種 と し て ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ ．
ダ ビ ド サ ナ エ ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， ハ ネ ビ ロ エ
ゾ ト ン ボ 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
表 2 は ， 富 山 県 産 ト ン ボ 類 の 発 生 消 長 を 示
し た も の で あ る 。 こ の 表 は ， 文 献 上 の 確 実 な
記 録 並 び に 筆 者 ら が 今 回 直 接 検 し た 標 本 類 の
採 集 デ ー タ に 基 づ い て 作 成 し た も の で あ る 。
本 県 に お け る 各 種 の 成 虫 の 発 生 消 長 と 生 息 状
況 は ， 本 表 の 他 に ， 既 知 産 地 ． 調 査 標 本 の 採
集 デ ー タ ・ 県 内 の 発 生 状 況 に 関 す る 概 説 ． 末
尾 に 掲 げ た 各 種 毎 に 作 成 し た 本 報 告 中 の デ ー
タ を 含 め た 既 知 産 地 の 地 図 等 を 併 せ て 参 照 す
る こ と に よ っ て ， か な り 具 体 的 に 把 握 す る こ
と が 可 能 と な ろ う 。 な お ， 成 虫 の 出 現 期 間 は ，
目 録 中 の 各 種 の 富 山 県 下 に お け る 生 息 状 況 に
関 す る 概 説 の 末 尾 に 要 約 し て 示 し て お い た 。
隣 接 県 に つ い て も 本 報 告 と 同 様 の デ ー タ の 要
約 が な さ れ る こ と が 望 ま し い 。
2 ． 富 山 県 の ト ン ボ 相 の 特 色
富 山 県 の ト ン ボ 相 の 特 色 を 把 握 す る た め に ，
隣 接 5 県 （ 新 潟 ・ 長 野 ・ 石 川 ・ 福 井 ・ 岐 阜 ）
と の 比 較 を 試 み た 。 こ れ ら の 地 域 の ト ン ボ 相
に 関 す る 研 究 は 近 年 急 速 に 進 み ， 県 毎 に 全 体
的 状 況 が ほ ぼ 把 握 し う る 段 階 に き て い る 。 枝
(1979,1981,1982,1983,1984a,b,c) は ，
各 県 毎 に ト ン ボ 類 の 分 布 に 関 す る 知 見 を 整 理
し て い る 。 表 3 は ， 今 日 迄 に 富 山 県 及 び 隣 接
5 県 よ り 記 録 さ れ た ト ン ボ 類 の 構 成 種 一 覧 で
あ る 。 こ の 表 の 作 成 に 当 っ て 筆 者 ら が 依 拠 し
富 山 県 の ト ン ボ 相
表 ’ 富 山 県 産 ト ン ボ 類 の 県 内 分 布 概 況
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種 程
エ ゾ イ ト ト ン ボ
ク ロ イ ト ト ン ボ
セ ス ジ イ ト ト ン ボ
ム ス ジ イ ト ト ン ボ
オ オ イ ト ト ン オ
キ イ ト ト ン ホ
ア ジ ア イ ト ト ン ボ
モ ー ト ン イ ト ト ン ボ
モ ノ サ シ ト ン ボ
ア オ イ ト ト ン ボ
オ オ ア オ イ ト ト ン ボ
ホ ソ ミ オ ツ ネ ン ト ン ボ
オ ヅ ネ ン ト ン ボ
ハ グ ロ ト ン ボ
ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ
オ オ カ ワ ト ン ボ
ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ
ム カ シ ト ン ボ
ミ ヤ マ サ ナ エ
ヤ マ サ ナ ェ
ク ロ サ ナ ェ
ヒ ラ サ ナ ェ
ダ ビ ド サ ナ ェ
ホ ン サ ナ エ
キ イ ロ サ ナ ェ
ウ チ ワ ヤ ン マ
ヒ メ ク ロ サ ナ ェ
オ ナ ガ サ ナ エ
コ オ ニ ヤ ン マ
オ ジ ロ サ ナ ェ
コ サ ナ ェ
オ ニ ヤ ン マ
ル リ ボ シ ヤ ン マ
マ ダ ラ ヤ ン マ
オ オ ル リ ボ シ ー ヤ ン マ
ア オ ヤ ン マ
マ ル タ ン ヤ ン ー
カ ン ヤ ン マ
Ｅ 一両 一
Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
C Ｃ Ｃ
Ｃ Ｃ Ｃ ○
、 ノ〆 、
、 ノ ｊ Ｊ Ｊ ｊ ｊ ｊ ｊ ｊ ｊ
ｊ
戸 、 一 、 一 、 二 、 一 ， 一 一 一 、 一 一 一 一 一 一 一 一
一
'I
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○
○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
I
〆
〆
、
〆
、
〆
、
〆
、
〆
、
〆
、
〆
焔
〆
、
〆
、
〆
、
〆
、く く く く
〆
、
〆
、
〆
、
〆
里
〆
、
〆
、
〆
、
男
、
〆
、
夢
、
種 名
ク ロ ス ジ ギ ン ヤ ン マ
ギ ン ヤ ン マ
コ シ ボ ソ ー ヤ ン マ
カ ト リ ヤ ン マ
サ ラ サ ヤ ン マ
ミ ル ン ヤ ン マ
ヤ ブ 雷 ヤ ン マ
カ ラ カ ネ ト ン ボ
ト ラ フ ト ン ボ
ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ
タ カ ネ ト ン ボ
エ ゾ ト ン ホ
オ オ ヤ マ | ､ ン ボ
コ ヤ マ ト ン ボ
シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ
コ フ キ ト ン ボ
カ オ ジ ロ ト ン ボ
ヨ ヅ ボ シ ト ン ボ
ハ ラ ビ ロ ト ン ボ
ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ
シ オ カ ラ ト ン ボ
シ オ ヤ ト ン ホ
オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ
ウ ス バ キ ト ン ズ
コ シ ア キ ト ン ズ
チ ョ ウ ト ン ボ
コ ノ シ メ | ､ ン 尻
オ ナ ガ ア カ ネ
キ ト ン ボ
ナ ツ ア カ ネ
マ ユ タ テ ア カ オ
ア キ ア カ ネ
ノ シ メ ト ン オ
マ イ コ ア カ オ
ヒ メ ア カ ネ
ミ ヤ マ ア カ ネ
リ ス ア カ ネ
ネ キ ト ン ボ
合 計
け
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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中
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○
／ ’ 、 ． ｒ 、 ノ ー 、 宮 ｒ 、 ／ ’ 、 ／ ‐ 、 ／ １ 、 ／ Ｉ 、 ／ Ｉ 、 グ ー 、 〆 ｆ 、 ダ ｆ 、 ／ １ 通 ｒ ｌ 里 ／ １ 、 〆 ｆ 、 ／ ‐ 、 〆 ｒ 、 〆 Ｉ 、 〆 ｆ Ｌ 〆 ｆ 、 ／ ｆ 、 ／ ｉ 、
〔 際 し
Fフ
く く く く く く く
く く く
ｒ Ｌ 〆 Ｌ ／ Ｌ 〆 Ｌ 〆 Ｌ 〆 、 〆 、 〆 Ｌ ｒ 】 ｒ 』 〆 Ｌ 〆 Ｌ ｒ 』 〆 Ｌ 〆 Ｌ 〆 Ｌ Ｌ 〆 尽 ｒ Ｌ ｒ Ｌ ／ Ｌ
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表 2 富 山 県 産 ト ン ボ 類 の 成 虫 の 発 生 消 長
９
極 ．
エ ゾ イ ！ 、 ト ン オ
ク ロ イ 1 、 ト ン 汁
セ ス ジ イ ｜ 、 ト ン ゴ
ム ス ジ イ ト ト ン ゴ
オ オ イ ト ト ン オ
キ イ ト ト ン オ
ア ジ ア イ ト ト ン バ
モ ー ト ン イ ト ト ン 『
モ ノ サ シ ト ン オ
ア ォ イ ト ト ン ボ
オ オ ア オ イ ト ｜ ､ ン ボ
ホ ソ ミ オ ツ ネ ン ト ン j
オ ツ ネ ン | ､ ン ボ
ハ グ ロ ト ン オ
ミ ヤ マ カ ワ ト ン ズ
オ オ カ ワ ト ン ボ
ヒ ウ ラ ヵ ヮ ト ン 辰
ム カ シ ト ン オ
ム カ ン ヤ ン マ
ミ ヤ マ サ ナ ェ
ヤ マ サ ナ ェ
ク ロ サ 曇 ナ ェ
ヒ ラ サ ナ エ
ダ ビ ド サ ナ ェ
ホ ン サ ナ ェ
キ イ ロ サ ナ エ
ウ チ ワ ヤ ン マ
ヒ メ ク ロ サ ナ コ
オ ナ ガ ､ サ ナ ェ
コ オ ニ ヤ ン マ
オ ジ ロ サ ナ ェ
コ サ ● ナ エ
オ ニ ヤ ン マ
ル リ ボ シ ヤ ン ミ
マ ダ ラ ヤ ン ー マ
オ オ ル リ ボ シ ー ヤ ン ー
ア オ ヤ ン マ
4 ，
上 中 下
． 、 ｌ 〃
○ ○
Ｃ Ｃ
5 月
上 中~ 『 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ○ ○ ○○ ○ ○
r、廷 ヶ
r，
ー
○ ○ ○
○ ○ ○
○ C
○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ Ｃ Ｃ○ ○ ○ ○○ ○
6 )
上 中~ ：
Ｆ Ｌ ｒ 」 〆 、 ｒ Ｌ ｒ Ｌ 〆 Ｌ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○
○ ○ 〔
C
く く く○ ○ ○○ ○ ○
○ ○ 〔
ｒ 」 《 し 《 し 行 」 〔 し○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○
○ （
○ ○ 〔
ワ Eイ ノ ，
上 中 丁
く く く く く く
〆
、
〆
、
○ ○ （
r ~ Y耳 、
○ （
〆
、
○ （
グ ー 、 祝 ｆ 、
○ ○
○ ○ ○
○ （
く
く ’
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○
8 I
上 中 下
Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○
○ ○ C
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○○ ○ ○ ○
○ ○ ○
○
○ ○
○ ○
9 月
上 中 下
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ C
、 、 ｊ ／
、
○ C
○
○ C
○ ○ ○
○ ○ ○
○
○ ○ ○
10 月
上 中 下
戸 ､ 〆 、に ﾉ L ノ
○ ○ 〔
○ ○ C
○ ○( 二
1)
上｢! 下
Vl¥
上 中 下
富 山 県 の ト ン ボ 相
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種
マ ル タ ン ヤ ン マ
ク ロ ス ジ ギ ン ャ ン ー
ギ ン ヤ ン マ
コ シ ボ ､ ノ ヤ ン マ
カ ト リ ヤ ン マ
サ ラ サ ヤ ン マ
ミ ル ン ヤ ン マ
ヤ ブ ､ ヤ ン マ
カ ラ カ ネ ト ン オ
ト ラ フ | ､ ン ボ
ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン x
タ カ ネ ト ン ボ
エ ゾ ト ン 辰
オ オ ヤ マ ト ン オ
コ ヤ マ ト ン
シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ゴ
コ ー フ キ ト ン ホ
カ オ ジ ロ ト ン ボ
ヨ ヅ ボ シ ト ン ボ
ハ ラ ビ ロ ト ン ボ
ハ ッ チ ョ ウ ト ン オ
シ ォ カ ラ ト ン ボ
シ オ ヤ ト ン ボ
オ オ シ オ カ ラ ト ン オ
ウ ス バ キ ト ン ホ
コ シ ア キ ト ン ホ
チ ョ ウ ト ン ホ 、
コ ノ シ メ ト ン ホ
オ ナ ガ ア カ ネ
キ ト ン ボ
ナ ヅ ア ヵ ネ
マ ユ タ テ ア カ ネ
ア キ ア カ ネ
ノ シ メ ト ン ホ
マ イ コ ア カ ネ
ヒ メ ア カ ネ
ミ ヤ マ ア カ ネ
リ ス ア カ ネ
ネ キ ト ン ボ
4
上 中 下
戸 、L ノ
5 促
上 牛Ｃ Ｃ○ ○
○ ○ C
○ 〔 ｒ 』 ｒ 』 く
○
○ 〔
○(二
○ 〔
○
○ ○
6 促
卜 中 了
一 I H
○ 〔
〔
O ぐ
○ 〔
○(=
○ （
○ ○ （ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ワ F／ 』
上 中 一
ノ ー 、 グ ｆ 、 ／ ● Ｉ 、 ／ ｌ 、 ／ Ｉ 、○ ○○ ○ ○
○ ’
○ ○ 〔
○ ○ 〔
○ ○ （
〆 ｆ 、 ／ Ｉ 、 〆 Ｉ 、
く く く く く く く
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○
ｒ Ｌ Ｆ Ｌ ｒ Ｌ 行 Ｌ 〆 Ｌ ｒ Ｌ 〆 Ｌ 戸 Ｌ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○
8 月
上 中~ 卜
行 ） （ し （ し （ し 行 ）○ ○○ ○ ○ ○
Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○ （
Ｃ Ｃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 月
上 中~ 『
《 し 〈 し 行 ） （ し○ ○ ○ ○
『 三 、
○ ○
○ ○
○
○
ｃ ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ’ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 侯
上 中 下
戸L
r ) r
ｰ 里
○ 〔
、 〆
『
、 ノ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11ノ
上 中~ 『
○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ 色－ Ｊ
上 中 丁
○ ○
鈴 木 州 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 純 枝
表 3 富 山 県 並 び に 隣 接 5 県 の ト ン ボ 相 の 比 較
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極 准
ホ､ ノ ミ イ ト ｜ ､ ン ホ
エ ゾ イ ト ト ン ボ
オ ゼ イ ト ト ン ボ
ク ロ イ ト ト ン ホ
セ ス ジ イ ト ト ン ボ
オ オ セ ス ジ イ ト ト ン カ
ム ス ジ イ ト ト ン ボ
オ オ イ | 、 ト ン ボ
キ イ ト ト ン ボ
ベ ニ イ ｜ 、 ト ン ボ
ル リ イ ト ト ン ボ
ア ジ ア イ ト ｜ ､ ン オ
ア オ モ ン イ ト ト ン オ
モ ー ト ン イ ト ト ン オ
カ ラ カ ネ イ ト ト ン オ
モ ノ サ シ ト ン ボ
オ オ モ ノ サ シ | ､ ン オ
ア マ ゴ イ ル リ ト ン オ
グ ン バ イ ト ン ボ
コ バ ネ ア オ イ ト ト ン オ
ア オ イ ト ト ン ボ
オ オ ア オ イ ｜ 、 ト ン ボ
ホ ､ ノ ミ オ ツ ネ ン ト ン オ
オ ヅ ネ ン ト ン ボ
ハ グ ロ ト ン ボ
ミ ヤ マ カ ワ ト ン オ
ア オ ハ ダ ト ン ボ
ヒ ガ シ カ ワ ト ン オ
オ オ カ ワ ト ン ボ
ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ォ
ム カ シ | 、 ン ホ
ム カ シ ヤ ン マ
ミ ヤ マ サ ナ エ
ヤ マ サ ナ エ
ク ロ サ ナ エ
モ イ ワ サ ナ エ
ヒ ラ サ ナ エ
ダ ビ ド サ ナ エ
新 潟 県○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
一 一 一 ｝
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ Ｃ
、 ノ
、 ノ
、 ノ 、 〆 、 ノ 、 〆 、 ゴー 、 学 、 学 、 ダ 、 ヂ 、
長 野 暁Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ ｃ ｃ Ｃ 仁 く
ｒ Ｌ ｒ Ｌ ｒ Ｌ ｒ 』 〆 ｌ 」 〆 ｉ 」
富 山 ！
く
く く
く く く
くく
○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○
○ ○ ○ ○ ○ ○
石 川 県 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
、 ゲゴ
福 井 ！く く く く く く く く く く く
〆
、
（
r、
r、
（
く く く く く
○
○ ○ ○ ○ ○
岐 阜 県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
三 ｡ ，
、 ﾉ
－ ，
－ ノＣ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
、 ノ 、 〆 、 〆 、 堂 、 ダ
「 〆
(~、
ー Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
分 布 聾
ヨ ぽ ｈ Ｉ １ 『 Ｊ イ ー ィ イ ヨ 広 肘 司 広 肘 司 匝 肘 引 両 胴 則 １ 司 司 画 肘 イ イ ヨ 画 胴 ヨ 画 卜 ｌ １ 刊 イ イ
南 南 北 南
１ １ ” １ Ｊ Ｉ １ ○ Ｊ Ｊ １ ｜ 司 一 Ｊ １ 『 Ｉ
１ － 旧 １ ｊ － Ｆ － Ｆ
南
南
‐ １ 引 后 Ｆ ｜ ｎ ｒ ‐ １ 「 ・ に Ｉ ｜ ｒ ｒ
御 ｣ ｣ 県 の ﾄ ﾝ ポ 相
ｎ ｕ Ｊ
種 名
ホ ン サ ナ コ
キ イ ロ サ ナ エ
ウ チ ワ ヤ ン マ
ヒ メ ク ロ サ ナ ェ
ア オ サ ナ コ
オ ナ ガ ． サ ナ エ ー
コ オ ニ ヤ ン マ
ヒ メ サ ナ ェ
ォ ジ ロ サ ナ ェ
オ オ サ カ サ ナ エ
ナ ゴ ヤ サ ナ ェ
メ ガ ネ サ ナ エ
タ ベ サ ナ コ
フ タ ス ジ サ ナ ェ
－7 － 1 十 十 一
一 ノ ノ ー
オ グ マ サ ナ ニ
オ ニ ヤ ン く
ル リ ボ シ ヤ ン マ
マ ダ ラ ヤ ン マ
オ オ ル リ ボ シ ー ヤ ン ー マ
ネ ア カ ヨ シ ヤ ン マ
ア オ ヤ ン ー マ
オ オ ギ ン ヤ ン マ
マ ル タ ン ヤ ン マ
ク ロ ス ジ ギ ン ヤ ン マ
ギ ン ヤ ン マ
コ シ ボ ソ ヤ ン マ
カ ト リ ヤ ン マ
サ ラ サ ● ヤ ン マ
ミ ル ン ヤ ン マ
- 斗- ＞-7,, , ノ ヤ ン マ
カ ラ カ ネ | ､ ン 尻
オ オ ト ラ フ ト ン ボ
ト ラ フ ト ン ボ
ホ ソ ミ モ リ ト ン ボ
ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ホ
キ バ ネ モ リ ト ン ボ
タ カ ネ ト ン ボ
エ ゾ ト ン ホ
新 潟 県Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ ○ ○ Ｃ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長 野 リく く く く く く く く く 仁 Ｅ く
〆LＥ く く ｃ Ｅ ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
○ ○ ○
富 山 県○ ○ ○ ○ ○ ○
r 、と ノ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
’ ○ ○ ○ ○ ○
石 川 暁Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
、 ノ ． 、 ． ノ戸 雨“ ロ 一 、
○
2 ョ
福 井○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
r
、
ｒ 、 ／ Ｉ 、 ｒ 、 ｒ 、 ／ Ｊ 、 〆 １ ｋ ／ ‐ 、 〆 ｆ 、 〆 ｆ 、 》 Ｉ Ｌ ／ ‐ 、 〆 ｉ 塁
○
〆 、
〆 ｒ 哩 ／ Ｌ
岐 阜 吟Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
、 三
Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ ○ ○
’
’
○ ○ ○ ○ ○
分 布 型北 南 南 南 南 南 北 南 南 南 南 北 南 南 北 南
郭
１ １ 「 斗 司 ｊ Ｉ 「 一 個 卜 一 同 卜 一 ｎ ｔ 石 卜 ｌ ｐ ｒ 一 価 卜 ｜ ロ ト ‐ 「 画 ト ヨ 匝 旧 『 阿 肘 『 ぱ ｈ
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
北 ： 北 方 系 極 ； 南 ： 南 方 系 械 ； ＊ ： 日 本 特 産 極
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種 名
オ オ ヤ マ ト ン ホ
コ ヤ マ ト ン オ
キ イ ロ ヤ マ ト ン ホ
シ ョ ワ ジ ョ ワ ト ン ボ
コ フ キ ト ン オ
カ ォ ジ ロ ト ン ボ
ベ ッ コ ウ ト ン ボ
ヨ ツ ボ シ ト ン ボ
ハ ラ ビ ロ ト ン ボ
ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ
シ オ カ ラ ト ン ボ
シ オ ヤ ト ン オ
オ オ シ オ カ ラ ト ン ボ
ウ ス バ キ ト ン ボ
コ シ ア キ ト ン ボ
チ ョ ウ ト ン ボ
コ ノ シ メ ト ン ホ
ォ ナ ガ ア カ ネ
キ ト ン ホ
ム ツ ア カ ネ
ナ ツ ア カ ネ
タ イ リ ク ア キ ア カ ネ
マ ユ タ テ ア カ ネ
ア キ ア カ ネ
ノ シ メ ト ン ボ
マ イ コ ア カ ネ
ナ ニ ワ ト ン ボ
マ ダ ラ ナ ニ ワ ト ン ホ
ヒ メ ア ヵ ネ
ミ ヤ マ ア カ ネ
リ ス ア カ ネ
ネ キ ト ン ボ
タ イ リ ク ア カ ネ
オ オ キ ト ン ボ
ア メ イ ロ ト ン ホ
ハ ネ ビ ロ ト ン ホ
コ モ ン ヒ メ ハ ネ ビ ロ | ､ ン ホ
合 計
新 潟 県○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 9
長 野 県
「 ） 、 ノ
Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
（］
富 山 リ
く く く く く く く く く く く く く く く く く く く く
く く く く
7「
石 川 ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
８
福 井 鵬
ｒ 」 戸 」
Ｅ Ｃ 仁 亡 ｃ ｃ ｃ ｃ く Ｅ Ｅ Ｅ 亡 く く ｃ Ｅ ｃ ｃ Ｅ Ｅ く く Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ く く
8
Il支 阜 県○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9篭
分 布 型
草 ト ヤ に Ｉ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ － 旧 や み 牌 卜
梓 倖 北 蒔 北 樺 畔 北 序 陣 序 疎 秤 斗 伴 北 北 北 蒔 北 北 北 北 北 蒔 藤 川 川 川 再 報 北 序 藤 藤
富 山 県 の ト ン ボ 相
た 文 献 類 に つ い て 以 下 簡 単 に 述 べ て お き た い ‐
新 潟 県 ： 馬 場(1953a,b,c) は 新 潟 県 北 部
地 方 （ 岩 船 郡 ・ 北 蒲 原 郡 ） の ト ン ボ 類 を 精 力
的 に 調 査 し ， 計 6 1 種 を 記 録 し た 。 馬 場 の ハ ッ
チ ョ ウ ト ン ボ(1953b) と ア キ ア カ ネ(1953c 》
に 関 す る 研 究 は ， 地 の 利 を 生 か し た 地 方 昆 虫
相 の 研 究 の 一 つ の 発 展 方 向 を 示 す も の と し て
注 目 に 値 す る も の で あ る 。 馬 場･ 沢 野(1955)
は ， 佐 渡 島 を 含 む 新 潟 県 産 ト ン ボ 類 に 関 す る
約100 篇 の 文 献 を 徹 底 的 に 調 べ ， 計87 種( 佐 渡
島 か ら は32 種 。 い ず れ も 県 本 土 と 共 通 種 ） の
目 録 を 作 成 し た 。 樋 熊(1977,1978,1981,
1982a,1984) は ， 馬 場･ 沢 野(1955) 以 来2 昏
年 あ ま り に 蓄 積 さ れ た 多 く の 文 献 を 渉 猟 す る
と 共 に 長 岡 市 立 科 学 博 物 館 が 収 蔵 す る 標 本 類
に 基 づ い て ， 計 9 7 種 の 目 録 を 完 成 さ せ ， 各 種
の 分 布 並 び に 新 潟 県 下 の 生 息 状 況 に つ い て 総
括 的 に 論 じ て い る 。 こ こ に , 新 潟 県 の ト ン ボ 相
は , そ の ほ ぼ 全 容 が 明 ら か に さ れ た と い っ て よ
い で あ ろ う 。 ま た , 樋 熊 は , 新 潟 県 の ト ン ボ 類
研 究 家 故 横 田 栄 三 郎 氏 の 遺 稿 ( 横 田 ， 1 9 8 2 ) を
公 表 す る と 共 に ， 横 田 氏 が 長 岡 市 立 科 学 博 物
館 に 寄 贈 し た 新 潟 県 産 を 中 心 と す る ト ン ボ 類
の 標 本 に つ い て 解 説 し て い る （ 樋 熊,1982b,
l983) 。 こ れ ら は ， 新 潟 県 下 の ト ン ボ 相 の 現 状
と 過 去 数 十 年 間 に 亙 る そ の 変 遷 を 知 る 上 で 欠
か す こ と の 出 来 な い 貴 重 な 資 料 と な っ て い る 。
樋 熊 は ， カ ワ ト ン ボ を 1 種 と し て 扱 っ て い る
が ， 新 潟 県 下 に は ヒ ガ シ カ ワ ト ン ボ と ヒ ウ ラ
カ ワ ト ン ボ の 2 種 が 生 息 す る の で ， 本 県 か ら
記 録 の あ る 種 は98 種 と な る 。 最 近 ， 馬 場 は ，
佐 渡 島( 馬 場,1984a;45 種 ， 全 て 県 本 土 と 共
通) ， 粟 島 （ 馬 場,1984b:15 種 ， 全 て 県 本 土
と 共 通 ） の ト ン ボ 類 の 目 録 を 公 表 し て い る 。
ま た ， 最 近 ， 大 沢 ( 1 9 8 5 ) は ， 新 潟 県 下 よ り
オ オ ギ ン ヤ ン マ を 記 録 し た の で ， 今 日 迄 に 本
県 下 か ら 記 録 さ れ た ト ン ボ 類 は ， 計 9 9 種 と な
る 。
長 野 県 ： 信 州 昆 虫 学 会 編 （ 1 9 7 7 ） は ， 従 来
の 記 録 を 網 羅 的 に 扱 い ， 確 実 な も の と し て 計
8 7 種 を 記 録 し ， 各 種 に つ い て 県 下 の 分 布 ． 生
息 状 況 な ど を 解 説 し た 。 本 県 に お け る ト ン ボ
類 の 研 究 史 も 概 説 さ れ て い る 。 カ ワ ト ン ボ は 。
1 種 と し て 扱 わ れ て い る が ， 本 県 下 に は ， ヒ
ガ シ カ ワ | ､ ン ボ ， オ オ カ ワ ト ン ボ ， ヒ ウ ラ カ
ワ ト ン ボ の 3 種 が 生 息 し て い る の で ， 同 書 で
記 録 さ れ た ト ン ボ 類 は 計 8 9 種 と い う こ と に な
る 。 そ の 後 ， 「 長 野 県 の ト ン ボ 」 編 集 委 員 会
( 1 9 8 1 ) は ， 新 に ア オ ヤ ン マ を 追 加 記 録 し て
い る 。 ま た ， 最 近 ， 白 沢 ・ 枝 ( 1 9 8 4 ) は ， コ
モ ン ヒ メ ハ ネ ビ ロ ト ン ボ の 飛 来 し た こ と を 報
告 し て い る 。 同 種 は ， 採 集 さ れ な か っ た が ，
写 真 撮 影 に は 成 功 し ， 本 種 に 間 違 い な い こ と
が 確 認 さ れ た 。 そ こ で ， 本 報 告 で は ， 一 応 本
種 も 長 野 県 産 ト ン ボ 類 に 含 め て 扱 う こ と と し
た 。 従 っ て ， 本 県 よ り 記 録 さ れ た ト ン ボ 類 は 。
計91 種 と い う こ と に な る 。
石 川 県 ： 武 藤 ( 1 9 7 1 a ) は ， 過 去 の 記 録 も 含
め ， 生 息 が 確 認 さ れ ， 標 本 の 実 在 す る も の と
し て 計 7 1 種 を 記 録 し た 。 ハ ラ ビ ロ ト ン ボ と ベ
ッ コ ウ ト ン ボ の 2 種 は ， 採 集 ま た は 目 撃 例 が
あ る が 留 保 さ れ て い る 。 武 藤 は ， そ の 後 ネ ア
カ ヨ シ ヤ ン マ(1973) ， タ イ リ ク ア カ ネ(1974) ョ
ネ キ ト ン ボ ， ヒ メ ア カ ネ ， ハ ネ ビ ロ ト ン ボ ，
ヒ メ サ ナ エ （ 1 9 7 7 ） を 追 加 し て い る 。 朝 比 奈
(1977 ） は ， 本 県 産 の モ イ ワ サ ナ ェ （ ＝ ヒ ラ
サ ナ エ ） に つ い て 報 告 し て い る 。 中 山 （ 1 9 7 9 .
1980,1984) は ， 小 松 市 と そ の 周 辺 の ト ン ボ
類 を 詳 し く 調 査 し ， 6 7 種 を 記 録 し た 。 こ れ は
一 地 域 の か な り 徹 底 し た 調 査 と し て 貴 重 で あ
り ， ル リ イ ト ト ン ボ と ア オ サ ナ エ が 本 県 よ り
新 た に 記 録 さ れ た ( 1 9 8 4 年 の 報 告 で ハ ネ ビ ロ
ト ン ボ と タ イ リ ク ア カ ネ の 2 種 が 追 加 さ れ た
の で ， 同 地 域 か ら 記 録 さ れ た 種 は 計 6 9 種 と な
る ) 。 村 木 （ 1 9 8 4 ） は ， 最 近 オ オ ギ ン ヤ ン マ を
記 録 し た 。 本 県 に は ， オ オ カ ワ ト ン ボ と ヒ ウ
ラ カ ワ|､ ン ボ の2 種 が 生 息 し て い る(Suzuki&
Eguchi,1979:Suzuki,1980) か ら ， 結 局 石
ｑ ゾ
鈴 木 州 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 伎
川 県 産 の ト ン ボ 類 は ， 前 記 ハ ラ ビ ロ ト ン ボ と
ベ ッ コ ウ ト ン ボ の 2 種 を 除 い て ， 計 8 2 種 と い
う こ と に な る 。
福 井 県 ： 最 近 迄 ま と ま っ た 報 告 が 殆 ど な さ
れ て い な か っ た 。 関 西 ト ン ボ 談 話 会 （ 1 9 7 4 ,
1975,1976,1977 ） が 近 畿 地 方 の 一 部 と し て
福 井 県 南 部 か ら 3 7 種 を 記 録 し て い る 他 ， 佐 々
治 他 ( 1 9 7 6 ) が 3 2 種 を 記 録 ， そ の 他 数 人 の 研
究 者 に よ る 断 片 的 な 報 告 が あ る に す ぎ な か っ
た 。 善 塔 ( 1 9 8 3 a ; 未 公 表 ） は ， 文 献 記 録 も 含
め ， 8 3 種 を 記 録 し た 。 こ の 中 に は ， オ ジ ロ サ
ナ エ が 本 県 初 記 録 と し て 含 ま れ て い る ( 善 塔 ，
1983b も 参 照) 。 そ の 後 ， 村 木(1984) が オ ナ
ガ ア カ ネ を 記 録 し て い る の で ， 公 式 に 記 録 さ
れ た 種 数 は 計 8 4 種 と な る 。 し か し な が ら , 佐 々
治 寛 之 福 井 大 学 教 授 を 責 任 編 集 者 と し て 近 々
刊 行 さ れ る 予 定 の ｢ 福 井 県 の 昆 虫 」 （ 表 題 は 未
定 ） に お い て 次 の 5 種 が 新 に 記 録 さ れ る 予 定
で あ る ： ホ ソ ミ イ ト ト ン ボ , フ タ ス ジ サ ナ エ ，
マ ル タ ン ヤ ン マ ， ナ ニ ワ ト ン ボ ， マ ダ ラ ナ ニ
ワ ト ン ボ 。 ト ン ボ 類 に 関 す る 項 の 担 当 者 で あ
る 長 田 勝 氏 に よ れ ば ， こ れ ら 5 種 は い ず れ
も 故 井 関 市 左 衛 門 氏 が 小 浜 市 で 1 9 5 1 年 以 前 に
採 集 さ れ た 標 本 類 中 に 含 ま れ て い た も の で あ
る 。 こ れ ら 5 種 の 記 録 は ， 本 県 下 か ら 未 記 録
で あ る が ， 佐 々 治 ・ 長 田 両 氏 の 了 承 を い た だ
い た の で ， 本 報 告 中 の 福 井 県 産 ト ン ボ 類 に 含
め さ せ て い た だ い た 。 こ れ に よ っ て ， 本 県 か
ら 記 録 さ れ る ト ン ボ は ， 計 8 9 種 と な る 。
岐 阜 県 ： 柴 田 ( 1 9 7 4 ) が 過 去 の 文 献 記 録 を
整 理 し て 9 1 種 の 目 録 を 発 表 し た 。 そ の 後 ， 数
人 の 研 究 者 に よ る 報 告 で 数 種 が 追 加 さ れ c f .
安 藤 他,1979),1982 年 の 時 点 で 本 県 下 か ら 記
録 さ れ た 種 の 総 数 は 9 5 種 と な っ た 。 岐 阜 県 昆
虫 分 布 研 究 会 編 （ 1 9 8 2 ） は ， 本 県 の ト ン ボ 相
を 総 括 的 に ま と め ， 計 8 8 種 の 生 息 を 確 認 し た
が ， 次 の 7 種 の 生 息 は 確 認 さ れ な か っ た ： オ
オ キ ト ン ボ ， ベ ッ コ ウ ト ン ボ ， オ オ ギ ン ヤ ン
マ ， ネ ア カ ヨ シ ヤ ン マ ， ヒ メ サ ナ エ ， ホ ン サ
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ナ エ ， ア メ イ ロ ト ン ボ 。 以 上 の 報 告 で は ， カ
ワ ト ン ボ は い ず れ も 1 種 と し て 扱 わ れ て い る
が ， オ オ カ ワ | ､ ン ボ と ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ の 2
種 が 生 息 し て い る の で ， 本 県 下 か ら 記 録 の あ
る 種 は ， 計 9 6 種 と な る 。
以 下 ， 科 毎 に 富 山 県 の ト ン ボ 相 を 隣 接 5 県
と 比 較 的 に 概 観 し て お き た い 。
1 ） イ ト ト ン ボ 科
エ ゾ イ ト ト ン ボ ， ク ロ イ ト ト ン ボ ， セ ス ジ
イ ト ト ン ボ ， オ オ イ ト ト ン ボ ， キ イ ト ト ン ボ ，
ア ジ ア イ ト ト ン ボ お よ び モ ー ト ン イ ト ト ン ボ
の 7 種 は 6 県 全 て に 生 息 し て い る 。 こ れ ら の
う ち ， ア ジ ア イ ト ト ン ボ と モ ー ト ン イ ト ト ン
ボ は 個 体 数 が 近 年 激 減 し て い る 。 エ ゾ イ ト ト
ン ボ は ， 福 井 県 が 日 本 海 側 の 分 布 南 限 で あ る
( 長 田 , 1 9 8 0 ) 。 本 種 は ， 北 陸 地 方 で は 平 地 に
ま で 生 息 し て お り ， 富 山 県 下 で も 産 地 は 多 く
な い も の の ほ ぼ 全 域 に 生 息 し て い る 。 オ ゼ イ
ト ト ン ボ は ， 富 山 県 下 か ら も 報 告 さ れ た （ 加
治 , 1 9 7 1 c ) が ， こ れ は エ ゾ イ ト ト ン ボ の 誤 り
で あ っ た( 田 中,1980c; 鈴 木･ 根 来,1985b)o
し か し, 本 種 は, 新 潟 県 下 で は 各 地 に 産 し(cf.
樋 熊 ， 1 9 8 1 ) ， 長 野 県 下 に も 3 ヶ 所 （ 倉 田 ，
1965 ； 信 州 昆 虫 学 会 編 ，1977 ） の 産 地 が 知 ら
れ て い る 。 エ ゾ イ ト ト ン ボ と 共 存 す る こ と が
多 い(cf. 倉 田,1965; 樋 熊,1981) よ う で あ
る の で ， エ ゾ イ ト ト ン ボ の 生 息 地 を 詳 し く 調
査 す る こ と に よ っ て 富 山 県 下 か ら 発 見 さ れ る
可 能 性 は 大 い に あ ろ う 。 ホ ソ ミ イ ト ト ン ボ は
最 近 ， 福 井 県 下 で も 採 集 さ れ て い た こ と が 判
明 し た （ 長 田 ， 未 発 表 ） た め ， 6 県 中 未 記 録
の 県 は 富 山 だ け と な っ た 。 富 山 県 か ら 発 見 の
期 待 さ れ る 種 の 一 つ で あ る 。 本 種 は ， 新 潟 県
で は 村 上 市 か ら の 古 い 記 録cf ・ 樋 熊,1981)
が あ る の み で ， 石 川 県 で も 金 沢 市 で 1 個 体 採
集 さ れ た こ と が あ る に す ぎ な い( 武 藤,1978) 。
オ オ セ ス ジ イ ト ト ン ボ は ， 新 潟 県 下 で は 各 地
よ り 知 ら れ て い る が(cf ・ 樋 熊,1981), 他 の
富 山 県 の ト ン ボ 相
5 県 か ら は 未 発 見 で あ る 。 日 本 海 側 で は ， 他
に 秋 田 ・ 青 森 両 県 下 か ら 記 録 が あ る に す ぎ な
い が ， 千 葉 県 の 利 根 川 下 流 域 な ど に も 生 息 し
て い る こ と が 知 ら れ て い る 。 ム ス ジ イ ト ト ン
ボ は ， 最 近 氷 見 市 十 二 町 潟 よ り l 早 が 得 ら れ
た の み で あ り （ 根 来,1981a), 他 は 福 井 県 下
に3 ヶ 所 （ 善 塔,1983a), 岐 阜 県 下 に1 ヶ 所
( 柴 田 , 1 9 7 4 ; 岐 阜 県 昆 虫 分 布 研 究 会 編 ，
1 9 8 2 ） の 産 地 が 知 ら れ て い る に す ぎ な い 。 ベ
ニ イ ト ト ン ボ は ， 岐 阜 県 南 部 に 数 ヶ 所 の 産 地
が 知 ら れ て い る が （ 柴 田 , 1 9 7 4 ; 岐 阜 県 昆 虫
分 布 研 究 会 編,1982), 富 山 県 下 に 生 息 し て い
る 可 能 性 は 殆 ど な い も の と 考 え ら れ る 。 ル リ
イ ト ト ン ボ は ， 6 県 の 中 で は 富 山 県 の み が 未
記 録 で あ る 。 本 種 は ， 石 川 県 で も 近 年 標 高 わ
ず か 2 8 0 m ほ ど の 低 山 地 で 発 見 さ れ て い る ( 中
山 ， 1 9 7 9 ） の で ， 今 後 富 山 県 下 で も 発 見 さ れ
る 可 能 性 は 高 い 。 カ ラ カ ネ イ ト ト ン ボ は ， 新
潟 県 北 部(cf. 樋 熊,1981) が 日 本 海 側 の 分 布
南 限 で あ り ， 富 山 県 下 か ら 発 見 さ れ る 可 能 性
は あ ま り な い も の と 思 わ れ る 。 ア オ モ ン イ ト
ト ン ボ は ， 近 年 新 潟(cf. 樋 熊 ，1981 ） ・ 石 川
(cf. 中 山,1979) 両 県 の 数 ヶ 所 よ り 採 集 さ れ
て お り ， 富 山 県 下 か ら 発 見 さ れ る 可 能 性 は 高
い 。
2 ） モ ノ サ シ ト ン ボ 科
6 県 全 て に 生 息 し て い る の は モ ノ サ シ ト ン
ボ の み で あ る 。 オ オ モ ノ サ シ ト ン ボ は ， 新 潟
県 下 に 数 ヶ 所 の 産 地 が 知 ら れ て い る に す ぎ な
Wcf. 樋 熊,1981) 。 他 は ， 宮 城 県 を 除 け ば ，
全 て 関 東 地 方 に 限 ら れ て い る の で ， 富 山 県 を
含 め 他 の 県 下 か ら 発 見 さ れ る 可 能 性 は あ ま り
な い と 考 え ら れ る 。 ア マ ゴ イ ル リ ト ン ボ も ，
新 潟 県 下 に 多 く の 産 地 が 知 ら れ て お り ( c f . 樋
熊,1981), 長 野 県 下 に も 産 地 が あ る(cf. 信
州 昆 虫 学 会 編 ， 1 9 7 7 ) 。 富 山 県 下 で も ， 新 潟 ．
長 野 両 県 と の 県 境 に 近 い 東 部 地 方 か ら の 発 見
が 期 待 さ れ る 。 グ ン バ イ ト ン ボ は ， 岐 阜 県 南
東 部 の み か ら 知 ら れ て お り ， お そ ら く 他 の 6
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県 に は 生 息 し て い な い も の と 推 測 さ れ る 。
3 ） ア オ イ ト ト ン ボ 科
ア オ イ ト ト ン ボ ， オ オ ア オ イ ト ト ン ボ お よ
び ホ ソ ミ オ ツ ネ ン ト ン ボ は 6 県 全 て か ら 記 録
が あ る 。 前 二 者 は 多 く の 産 地 が 知 ら れ て い る
が ， ホ ソ ミ オ ツ ネ ン ト ン ボ は 富 山 県 下 か ら は
1 ヶ 所 の 産 地 が 知 ら れ て い る に す ぎ な い 。 コ
バ ネ ア オ イ ト ト ン ボ は ， 富 山 ・ 石 川 両 県 か ら
は 記 録 が な い 。 本 種 の 産 地 は 局 所 的 で ， 福 井
県 か ら は 佐 々 治 （ 1 9 7 5 ） の 報 告 が あ る に す ぎ
な い 。 新 潟 県 下 に は 数 ヶ 所 の 産 地 が 知 ら れ ，
ア オ イ ト ト ン ボ ， オ オ ア オ イ ト ト ン ボ の 2 種
と 共 存 し て い る 池 も 知 ら れ て い る( 樋 熊,1981) 。
長 野 県 下 で は ， 現 在 の 確 実 な 産 地 は 1 ヶ 所 の
み ( 信 州 昆 虫 学 会 編 ， 1 9 7 7 ) ， 岐 阜 県 下 で も 南
部 に 数 ヶ 所 の 産 地 が 知 ら れ て い る の み ( 柴 田 ，
1974; 岐 阜 県 昆 虫 分 布 研 究 会 編,1982) で あ
る 。 オ ツ ネ ン ト ン ボ は ， 福 井 県 の み 記 録 が な
い 。 富 山 県 下 の 記 録 は ， い ず れ も 3 0 年 以 上 以
前 の も の で あ り ， 現 在 の 確 実 な 産 地 は な い 。
新 潟 ・ 長 野 両 県 下 に は 比 較 的 多 数 の 産 地 が 知
ら れ て い る が ， 石 川 ・ 岐 阜 両 県 下 の 産 地 は 少
な い 。
4 ） カ ワ ト ン ボ 科
ハ グ ロ ト ン ボ ， ミ ヤ マ カ ワ ト ン ボ ， ヒ ウ ラ
カ ワ ト ン ボ の 3 種 は 6 県 の 全 て に 生 息 し て い
る が ， 前 二 者 は 近 年 激 減 し て い る 。 ア オ ハ ダ
ト ン ボ は ， 新 潟 ・ 長 野 ・ 福 井 ・ 岐 阜 の 4 県 か
ら 記 録 が あ る が ， 新 潟 県 下 で は 既 に 絶 滅 し た
と 考 え ら れ( 樋 熊,1982,1984), 福 井 県 か ら
も 過 去50 年 近 く 記 録 が な い （ 善 塔,1983a),,
長 野 ・ 岐 阜 両 県 下 に は 現 在 も か な り の 産 地 が
知 ら れ て い る が ， い ず れ も 個 体 数 は 激 減 し て
い る 。 ヒ ガ シ カ ワ ト ン ボ は ， 新 潟 県 下 で は 西
南 部 能 生 町 付 近 が 日 本 海 側 の 南 限 と な っ て お
り ， そ の 地 で ヒ ウ ラ カ ワ ト ン ボ と 置 き 換 っ て
い る(Suzuki,1981b) 。 長 野 県 下 に は ， 本 種
が 確 実 に 生 息 し て い る 他 オ オ カ ワ ト ン ボ ・ ヒ
ウ ラ カ ワ ト ン ボ の 2 種 も 生 息 し て い る が ， こ
鈴 木 州 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
れ ら 3 種 の 地 理 的 分 布 は あ ま り よ く わ か っ て
は い な い(Suzuki,1984a; 鈴 木.1985) 。 長
野 県 下 に お け る こ れ ら の カ ワ ト ン ボ 属 3 種 の
地 理 的 分 布 の 解 明 は こ の 属 の 日 本 列 島 に お け
る 進 化 過 程 を 考 察 す る 上 で も 極 め て 重 要 な 課
題 で あ る 。 オ オ カ ワ ト ン ボ は ， 富 山 県 黒 部 市
付 近 が 日 本 海 側 の 分 布 北 限 で あ る ( S u z u k i ,
1980a) 。 カ ワ ト ン ボ 属 に つ い て は,Suzuki(1984
a ） ・ 鈴 木(1985a-d) の 論 議 を 参 照 さ れ た い 。
5 ） ム カ シ ト ン ボ 科
ム カ シ l ､ ン ボ は ， 6 県 の 全 て に 生 息 し て い
る が ， 富 山 ・ 石 川 ・ 福 井 の 3 県 で は 産 地 は か
な り 局 限 さ れ て い る 。
6 ） ム カ シ ヤ ン マ 科
ム カ シ ヤ ン マ は ， 6 県 の 全 て に 生 息 し て お
り ， 全 域 に 広 く 分 布 し ， 個 体 数 も 多 い 。
7 ） サ ナ エ ト ン ボ 科
次 の 1 2 種 は , 6 県 の 全 て か ら 記 録 さ れ て い
る ： ミ ヤ マ サ ナ エ ， ク ロ サ ナ エ ， ダ ビ ド サ ナ
エ ， ヤ マ サ ナ エ ， ホ ン サ ナ エ ， キ イ ロ サ ナ エ 。
ウ チ ワ ヤ ン マ ， ヒ メ ク ロ サ ナ エ ， オ ナ ガ サ ナ
エ ， コ オ ニ ヤ ン マ ， オ ジ ロ サ ナ エ ， コ サ ナ エ 。
こ れ ら の う ち ， ミ ヤ マ サ ナ エ は ， 新 潟 ･ 富 山 ・
福 井 の 3 県 で の 記 録 は 少 な い が , 長 野 ･ 岐 阜 ・
石 川 3 県 下 か ら は 比 較 的 多 く の 産 地 が 知 ら れ
て い る 。 ホ ン サ ナ エ は ， 各 県 と も 激 減 し て い
る よ う で あ り ， 新 潟 ・ 長 野 両 県 下 か ら は 多 く
の 記 録 が あ る が ， 近 年 の 確 実 な 産 地 は 殆 ど な
い （ 樋 熊,1982a; 信 州 昆 虫 学 会 編,1977)o
富 山 県(5 ヶ 所) ， 石 川 県(3 ヶ 所 ； 武 藤,l97Z
a), 福 井 県(1 ヶ 所 ； 善 塔,1983a), 岐 阜 県
( 3 ヶ 所 ； 柴 田 , 1 9 7 4 ) で も 最 近 は 殆 ど 採 集
さ れ て い な い よ う で あ る 。 キ イ ロ サ ナ エ は ，
福 井 県 下 で は 1 ヶ 所 の み （ 善 塔 , 1 9 8 3 a ) , 新
潟 ・ 長 野 ・ 富 山 ・ 岐 阜 の 4 県 下 の 産 地 も そ れ
ぞ れ 数 ヶ 所 ず つ が 知 ら れ て い る に す ぎ な い 。
石 川 県 下 の み 比 較 的 多 く の 産 地 が 知 ら れ て い
る （ 武 藤,1971a) 。 ウ チ ワ ヤ ン マ は ， 富 山 県
下 で は 激 減 し て い る が ， 他 の 5 県 で は ま だ 比
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較 的 多 く の 産 地 が 残 さ れ て い る よ う で あ り ，
特 に 新 潟 県 下 で は 従 来 生 息 し て い な か っ た 溜
池 な ど へ の 新 た な 侵 入 に よ る 分 布 拡 大 が 報 じ
ら れ て い る （ 樋 熊,1981) 。 オ ナ ガ サ ナ エ は ．
日 本 海 側 の 4 県 に は 既 産 地 が 少 な く ， 新 潟 県
下 は 数 ヶ 所 ( 樋 熊 ， 1 9 8 1 ) ， 石 川 県 下 で は 1 ヶ
所 の み( 武 藤,1971a), 福 井 県 下 は 数 ヶ 所( 善
塔 , 1 9 8 3 a ) , 富 山 県 下 か ら も 4 ヶ 所 の 産 地 か
知 ら れ て い る の み で あ る 。 特 に ， 富 山 ・ 石 雌
両 県 下 の 記 録 は ， い ず れ も 極 め て 古 い も の で
あ る 。 長 野 ・ 岐 阜 両 県 下 か ら は 比 較 的 多 く の
産 地 が 知 ら れ て い る 。 オ ジ ロ サ ナ エ は ， 富 山
県 下 か ら の み 記 録 が な か っ た が ， 本 報 告 で 初
め て 記 録 さ れ る｡ 新 潟 県11 ヶ 所 ； 樋 熊,1981),
長 野 県 ( 数 ヶ 所 ； 信 州 昆 虫 学 会 編 , 1 9 7 7 ) , 岐
阜 県 （ 数 ヶ 所 ； 岐 阜 県 昆 虫 分 布 研 究 会 編 ，
1982), 福 井 県( 数 ヶ 所 ； 善 塔,1983a,b) の
4 県 と も 産 地 は 極 め て 局 所 的 で あ る 。 石 川 県
で は ， 最 近 ， 比 較 的 多 産 す る 場 所 が 発 見 さ れ
た ( 中 山 ， 1 9 7 9 ) 。 ク ロ サ ナ エ ， ヒ メ ク ロ サ ナ
エ ， コ オ ニ ヤ ン マ の 3 種 は ， い ず れ も 広 く 分
布 し て い る が , ク ロ サ ナ エ は 個 体 数 が 少 な く 、
他 の 2 種 も 個 体 数 は さ ほ ど 多 く な い 。 ダ ビ ド
サ ナ エ ， ヤ マ サ ナ エ ， コ サ ナ エ の 3 種 は ， い
ず れ の 県 に お い て も 広 く 分 布 し ， 生 息 個 体 数
も 多 い 。 モ イ ワ サ ナ エ は ， 新 潟 ・ 長 野 両 県 下
か ら 知 ら れ ， い ず れ も か な り 多 く の 産 地 が 知
ら れ て い る 。 モ イ ワ サ ナ エ の 置 換 亜 種 と 考 え
ら れ る ヒ ラ サ ナ エ は ， 北 陸 地 方 で は 石 川 県 下
に 1 ヶ 所 だ け 産 地 が 知 ら れ て い た ( 武 藤 , 1 9 8 §
a ) に す ぎ な い が ， 本 報 告 で 富 山 県 か ら も 初 め
て 記 録 さ れ る 。 ア オ サ ナ エ は ， 富 山 県 の み 記
録 が な い 。 新 潟 県 ( 1 ヶ 所 ； 樋 熊 , 1 9 8 1 ) , 長
野 県 ( 数 ヶ 所 ； 信 州 昆 虫 学 会 編 ， 1 9 7 7 ) ， 福 井
県(2 ケ 所 ； 善 塔,1983a), 岐 阜 県( 数 ヶ 所 ；
岐 阜 県 昆 虫 分 布 研 究 会 編 , 1 9 8 2 ) の 4 県 で は
い ず れ も 産 地 が 局 限 さ れ ， 採 集 個 体 数 も 少 な
い 。 石 川 県 下 で は ， 近 年 ， 小 松 市 で の 生 息 か
確 認 さ れ た （ 中 山,1979: 武 藤,1980a) 。 上
高 山 県 のl､ ン ボ イ Ⅱ
メ サ ナ エ も ， 富 山 県 の み 確 実 な 記 録 が な い 。
し か し ， 他 の 5 県 で も ， 既 知 産 地 は い ず れ も
局 限 さ れ て お り, 新 潟 県 は1 ヶ 所( 樋 熊,1981),
長 野 県 も 1 ケ 所 ( 信 州 昆 虫 学 会 編 ， 1 9 7 7 ) ， 岐
阜 県 は 3 ヶ 所 （ 柴 田 ， 1 9 7 4 ） 石 川 県 は 1 ヶ 所
( 中 山,1979), 福 井 県 は2 ヶ 所 （ 善 塔,1983
a の み か ら そ れ ぞ れ 知 ら れ て い る に す ぎ な い 。
オ オ サ カ サ ナ エ は ， 岐 阜 県 下 の み か ら 記 録 が
あ る が ， 一 時 飛 来 種 と さ れ て い る （ 安 藤 他 ，
1979) 。 ナ ゴ ヤ サ ナ エ は ， 新 潟 ・ 福 井･ 岐 阜 の
3 県 か ら 記 録 が あ る ｡ 新 潟 県 下 で は 7 ヶ 所 ( 樋
熊,1977,1981), 福 井 県 下 で は2 ヶ 所( 善 塔 ．
1983) ， 岐 阜 県 下 で は 南 西 部 に 数 ヶ 所( 岐 阜 県
昆 虫 分 布 研 究 会 編 , 1 9 8 2 ) , そ れ ぞ れ 産 地 が 知
ら れ て い る 。 メ ガ ネ サ ナ エ は ， 新 潟 県 下 で は
平 野 部 の み 数 ヶ 所 ( 樋 熊 ， 1 9 8 1 ) ， 長 野 県 下 は
数 ヶ 所 ( 信 州 昆 虫 学 会 編 ， 1 9 7 7 ) ， 福 井 県 下 は
1 ヶ 所 の み （ 善 塔 , 1 9 8 3 a ) の 産 地 が そ れ ぞ れ
知 ら れ て い る 。 以 上 2 種 は ， い ず れ の 県 に お
い て も 個 体 数 は か な り 少 な い よ う で あ る 。 タ
ベ サ ナ エ は ， 福 井 県 （ 1 ヶ 所 ； 善 塔 , 1 9 8 3 a
と 岐 阜 県 の み か ら 知 ら れ て い る 。 特 に ， 岐 阜
県 中 南 部 に は 広 く 分 布 し て い る よ う で あ る 。
富 山 県 下 か ら も 古 い 記 録 が あ る （ 小 池 ， 1 9 5 夏
- 1 9 5 3 ) が ， コ サ ナ エ の 誤 認 で あ っ た 可 能 性 か
高 い 。 フ タ ス ジ サ ナ エ は ， 岐 阜 県 下 の み か ら
知 ら れ て い た ( 岐 阜 県 昆 虫 分 布 研 究 会 編 , 1 9 8 2
が ， 最 近 ， 福 井 県 下 か ら も 採 集 さ れ て い た こ
と が 判 っ た ( 長 田 ， 未 発 表 ) 。 オ グ マ サ ナ エ は
長 野 ・ 岐 阜 の 2 県 か ら 記 録 が あ る 。 長 野 県 下
の 記 録 は 1 ヶ 所 の み ( 信 州 昆 虫 学 会 編 ， 1 9 7 7 〉
で あ る が ， 岐 阜 県 下 か ら は 比 較 的 多 く の 産 地
が 知 ら れ て い る （ 岐 阜 県 昆 虫 分 布 研 究 会 編 ，
1 9 8 2 ) 。 以 上 を 概 観 す る と ， サ ナ エ ト ン ボ 科 の
う ち ， 富 山 県 下 か ら 未 記 録 の も の の う ち ア オ
サ ナ エ ， ヒ メ サ ナ エ ， ナ ゴ ヤ サ ナ エ ， メ ガ ネ
サ ナ エ の 4 種 は 今 後 発 見 の 期 待 さ れ る 種 で あ
る と , 思 わ れ る 。
8 ） オ ニ ヤ ン マ 科
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オ ニ ヤ ン マ は ， 6 県 全 て に 分 布 し ， い ず れ
の 地 方 に お い て も 個 体 数 は 多 い 。
9 ） ヤ ン マ 科
ヤ ン マ 類 は ， 大 半 の 種 が 産 地 ． 個 体 数 と も
急 激 に 減 少 し つ つ あ る 。 次 の 1 1 種 は , 6 県 の
全 て か ら 記 録 さ れ て い る ： ル リ ボ シ ヤ ン マ ，
オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ， ア オ ヤ ン マ ， マ ル タ ン
ヤ ン マ ， ク ロ ス ジ ギ ン ヤ ン マ ， ギ ン ヤ ン マ ，
コ シ ボ ソ ヤ ン マ ， カ ト リ ヤ ン マ ， サ ラ サ ヤ ン
マ ， ミ ル ン ヤ ン マ ， ヤ ブ ヤ ン マ 。 こ れ ら の う
ち ， ル リ ボ シ ヤ ン マ ， オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ ，
ク ロ ス ジ ギ ン ヤ ン マ ， ギ ン ヤ ン マ の 4 種 は ，
い ず れ の 県 に お い て も 産 地 ． 個 体 数 と も に 比
較 的 多 い 。 ア オ ヤ ン マ は ， 新 潟 ． 石 川 両 県 で
は 比 較 的 多 い よ う で あ る が ， 他 の 4 県 で は い
ず れ も 産 地 が 局 限 さ れ ， 個 体 数 も 少 な い 。 マ
ル タ ン ヤ ン マ は ， い ず れ も 産 地 は 極 め て 局 限
さ れ て お り ， 現 在 の 確 実 な 生 息 地 は 6 県 全 体
で 数 ヶ 所 に す ぎ な い 。 富 山 県 下 か ら は ， ， 個
体 が 採 集 さ れ た の み で あ る （ 田 中,1959b)o
コ シ ボ ソ ヤ ン マ も ， 古 い 記 録 は 多 い も の の ，
近 年 激 減 し て い る 。 福 井 県 か ら は ， 約 5 0 年 前
の 記 録 が あ る の み で あ る （ 善 塔,1983a) 。 カ
ト リ ヤ ン マ と ヤ ブ ヤ ン マ も ， 長 野 県 を 除 い て
近 年 激 減 し て お り ， 最 近 で は 極 め て 稀 な 種 と
な っ た 。 サ ラ サ ヤ ン マ は ， 長 野 県 下 か ら は 2
ヶ 所 の 産 地 が 知 ら れ て い る の み で あ り （ 信
州 昆 虫 学 会 編,1977), 岐 阜 県 下 で も あ ま り 多
く な い よ う で あ る が ， 日 本 海 側 の 4 県 で は ，
産 地 ・ 個 体 数 と も 比 較 的 多 い 。 ミ ル ン ヤ ン マ
は ， 長 野 ・ 福 井 両 県 下 に は あ ま り 多 く な い よ
う で あ り ， 他 の 4 県 で も 個 体 数 は 必 ず し も 多
く な い も の の 産 地 は か な り 多 く 知 ら れ て い る 。
マ ダ ラ ヤ ン マ は ， 福 井 ・ 岐 阜 両 県 下 か ら は 記
録 が な い 。 石 j ' ｜ ・ 富 山 で も ， 現 在 確 実 な 産 地
は な く ， 既 に 絶 滅 し た の で は な い か と 思 わ れ
る 。 新 潟 ・ 長 野 両 県 下 で は ， 僅 か な が ら 現 在
も 生 息 地 が 知 ら れ て い る 。 ネ ア カ ヨ シ ヤ ン マ
は ， 長 野 ・ 富 山 ・ 岐 阜 3 県 か ら は 確 実 な 記 録
鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
は な い 。 福 井 県 か ら も ， 約 5 0 年 前 の 1 例 の 記
録 が あ る の み で あ る （ 善 塔,1983a) 。 新 潟 ・
石 川 両 県 で も 産 地 は 局 限 さ れ ， 絶 滅 に 瀕 し て
い る と 考 え ら れ る 。 オ オ ギ ン ヤ ン マ は ， 最 近
日 本 海 沿 岸 各 地 か ら の 採 集 記 録 が 報 告 さ れ て
い る が ， 一 時 的 な 飛 来 種 と 考 え ら れ る 。 富 山
県 下 か ら は 記 録 は な い が ， 今 後 採 集 さ れ る 可
能 性 は 大 い に あ る だ ろ う 。
1 0 ） エ ゾ ト ン ボ 科
ト ラ フ ト ン ボ ， タ カ ネ ト ン ボ ， エ ゾ ト ン ボ
の 3 種 は ， 6 県 の 全 て に 分 布 し て い る 。 ト ラ
フ ト ン ボ は ， 現 在 い ず れ の 県 で も 生 息 地 が 局
限 さ れ ， 個 体 数 も 激 減 し て い る 。 エ ゾ ト ン ボ
は ， 福 井 ・ 岐 阜 両 県 下 で は 少 な い が ， 他 の 4
県 で は 比 較 的 多 く の 産 地 が 知 ら れ て い る 。 タ
カ ネ ト ン ボ は ， エ ゾ ト ン ボ 科 中 で 最 も 個 体 数
が 多 い 。 カ ラ カ ネ ト ン ボ は ， 石 川 県 の み 記 録
が な い 。 福 井 ・ 岐 阜 両 県 は 本 種 の 分 布 西 南 限
で あ り ， 産 地 も 少 な い 。 新 潟 ・ 長 野 ・ 富 山 の
3 県 か ら は ， 比 較 的 多 く の 産 地 が 知 ら れ て い
る 。 オ オ ト ラ フ ト ン ボ は ， 新 潟 ・ 長 野 両 県 の
み か ら 知 ら れ て い る 。 両 県 と も 産 地 は い ず れ
も あ ま り 多 く な い （ 樋 熊 ，1977,1981 ； 信 州
昆 虫 学 会 編 , 1 9 7 7 ) 。 ホ ソ ミ モ リ ト ン ボ は ， 新
潟 県 で は 古 い 記 録 が あ る の み で あ る （ 樋 熊 ，
1 9 8 1 ) 。 長 野 県 に は ， 数 ヶ 所 の 産 地 が 知 ら れ て
い る ( 信 州 昆 虫 学 会 編 ， 1 9 7 7 ) 。 本 種 は ， 富 山
県 下 か ら も 長 野 ・ 岐 阜 両 県 と の 県 境 山 岳 地 帯
の 池 塘 か ら 採 集 さ れ る 可 能 性 が あ ろ う 。 ハ ネ
ビ ロ エ ゾ ト ン ボ は ， 福 井 県 の み 記 録 が な い 。
他 の 5 県 で も ， 1 ～ 数 ヶ 所 の 産 地 が 知 ら れ て
い る の み て ､ ， 近 年 激 減 し て い る 種 で あ る 。 キ
バ ネ モ リ ト ン ボ は ， 新 潟 県 下 に 2 ヶ 所 の 産 地
が 知 ら れ て い る の み で あ る （ 樋 熊,1981) 。
1 1 ) ヤ マ ト ン ボ 科
オ オ ヤ マ ト ン ボ と コ ヤ マ ト ン ボ は ， 6 県 全
て に 分 布 し て い る 。 オ オ ヤ マ ト ン ボ は ， 福 井
県 で は あ ま り 記 録 が な い よ う で あ る が ， 他 の
5 県 で は 各 地 に 広 く 分 布 し ， 個 体 数 も 多 い 。
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コ ヤ マ ト ン ボ も ， 多 く の 産 地 が 知 ら れ て い る
が ， オ オ ヤ マ ト ン ボ に 較 べ て 近 年 目 立 っ て 減
少 し て い る よ う で あ る 。 キ イ ロ ヤ マ ト ン ボ は ．
岐 阜 県 の 東 ・ 中 部 の み か ら 知 ら れ て い る 。 本
種 が ， 富 山 県 下 か ら 発 見 さ れ る 可 能 性 は ま ず
な い で あ ろ う 。
12 ） ト ン ボ 科
次 の 2 2 種 は ， 6 県 の 全 て か ら 記 録 が あ る ：
シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， コ フ キ ト ン ボ ， カ オ ジ
ロ | ､ ン ボ ， ヨ ツ ボ シ ト ン ボ ， ハ ッ チ ョ ウ ト ン
ボ ， シ オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， オ オ シ
オ カ ラ ト ン ボ ， ウ ス バ キ ト ン ボ ， コ シ ア キ ト
ン ボ ， チ ョ ウ ト ン ボ ， コ ノ シ メ ト ン ボ ， キ ト
ン ボ ， ナ ツ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ ネ ， ア キ ア
カ ネ ， ノ シ メ ト ン ボ ， マ イ コ ア カ ネ ， ヒ メ ア
カ ネ ， ミ ヤ マ ア カ ネ ， リ ス ア カ ネ ， ネ キ ト ン
ボ 。 以 上 の う ち ， い ず れ の 県 に お い て も 各 地
に 普 通 に 見 ら れ る 種 は , シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ，
シ オ カ ラ ト ン ボ ， シ オ ヤ ト ン ボ ， オ オ シ オ カ
ラ ト ン ボ ， ウ ス バ キ ト ン ボ ， コ シ ア キ ト ン ボ ，
コ ノ シ メ ト ン ボ ， ナ ツ ア カ ネ ， マ ユ タ テ ア カ
ネ ， ア キ ア カ ネ ， ノ シ メ ト ン ボ ， ミ ヤ マ ア カ
ネ な ど で あ る 。 シ オ カ ラ ト ン ボ や シ オ ヤ ト ン
ボ の よ う な 普 通 種 で も ， 新 潟 県 下 で は 近 年 特
に 平 野 部 で は 殆 ど 見 ら れ な く な っ た と い う ( 樋
熊,1981) 。 シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ ， コ シ ア キ ト
ン ボ ， ミ ヤ マ ア カ ネ な ど も ， 近 年 明 ら か に 個
体 数 が 減 少 し て い る よ う に 思 わ れ る 。 コ フ キ
ト ン ボ は ， 福 井 ・ 岐 阜 両 県 下 で は か な り 局 所
的 の よ う で あ る が ， 他 の 4 県 で は 産 地 は 比 較
的 多 く 知 ら れ て い る 。 高 山 性 種 で あ る カ オ ジ
ロ ト ン ボ は ， 福 井 ・ 岐 阜 両 県 下 で は そ れ ぞ れ
本 種 の 分 布 西 南 限 に あ た る 1 ～ 数 ヶ 所 の 産 地
が 知 ら れ て い る に す ぎ な い 。 ヨ ツ ボ シ ト ン ボ
は ， 福 井 県 下 か ら は 記 録 が 少 な い 。 他 の 5 県
で は 各 地 に 比 較 的 多 く 生 息 し て い る が ， 近 年
明 ら か に 減 少 し つ つ あ る 。 ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ
は ， 各 県 と も 多 く の 産 地 が 知 ら れ て お り ， 産
地 で は 一 般 に 生 息 個 体 数 も 多 い が ， 生 息 地 が
高 山 県 の | ､ ン ボ 相
不 安 定 な た め ， 既 知 産 地 数 に 較 べ て 現 在 の 確
実 な 生 息 地 は 遥 か に 少 な い 。 キ ト ン ボ は ， 既
知 産 地 は 多 い が ， か な り 局 所 的 で ， い ず れ の
県 で も 個 体 数 は さ ほ ど 多 く な い 。 マ イ コ ア カ
ネ は ， い ず れ の 県 に お い て も 産 地 は 局 限 さ れ
て い る 。 ヒ メ ア カ ネ は ， 富 山 ・ 石 川 ・ 岐 阜 の
3 県 で は 産 地 も 多 く 知 ら れ , 個 体 数 も 多 い が ，
新 潟 ・ 長 野 ・ 福 井 の 3 県 で は ， 産 地 が か な り
局 限 さ れ ， 個 体 数 も 少 な い よ う で あ る 。 ネ キ
ト ン ボ は ， い ず れ の 県 で も 産 地 は 局 所 的 で あ
り ， 新 潟 県 は 本 種 の 日 本 海 側 の 北 限 と な っ て
い る 。 ベ ッ コ ウ ト ン ボ は , 確 実 な 記 録 は 新 潟 ・
岐 阜 両 県 か ら あ る が ， い ず れ も 近 年 確 実 な 生
息 地 が な く ， 既 に 絶 滅 し た の で は な い か と 考
え ら れ て い る 。 ハ ラ ビ ロ ト ン ボ は ， 新 潟 県 下
で は 1 0 ヶ 所 ほ ど の 産 地 が 知 ら れ ， そ れ ら の 場
所 で は 近 年 に な っ て 定 着 し た の で は な い か と
い う （ 樋 熊,1981) 。 長 野･ 岐 阜 両 県 に は ， 各
地 に 生 息 地 が 知 ら れ ， 個 体 数 も 多 い よ う で あ
る 。 富 山 ・ 石 川 両 県 で は ， 古 い 記 録 は あ る も
の の ， 現 在 確 実 な 生 息 地 は 全 く 知 ら れ て い な
い 。 福 井 県 か ら も ， 約 5 0 年 前 の l 例 の 記 録 が
あ る の み で あ る （ 善 塔,1983a) 。 オ ナ ガ ア カ
ネ は ， 近 年 日 本 海 沿 岸 地 帯 を 中 心 と し て 各 地
か ら 採 集 記 録 が 報 告 さ れ ， 新 潟 県 （ 数 ヶ 所 ；
樋 熊,1981), 富 山 県(2 ヶ 所), 福 井 県(1
ヶ 所 ； 善 塔,1983a) の3 県 か ら 記 録 が あ る が ．
い ず れ も 定 着 し て い る か ど う か は 不 明 で あ る 。
ム ヅ ア カ ネ は ， 長 野 （ 4 ヶ 所 ； 信 州 昆 虫 学 会
編 ， 1 9 7 7 ） ・ 岐 阜 1 ヶ 所 ； 岐 阜 県 昆 虫 分 布 研
究 会 編 , 1 9 8 2 ) 両 県 の 山 岳 地 帯 の み か ら 記 録
が あ る 。 岐 阜 県 の 産 地 は ， 本 種 の 分 布 西 南 限
に あ た る 。 富 山 県 下 か ら も ， 長 野 ・ 岐 阜 両 県
と の 県 境 山 岳 地 帯 か ら 発 見 さ れ る 可 能 性 は あ
ろ う 。 タ イ リ ク ア キ ア カ ネ は ， 新 潟 県 下 で は
1 9 5 2 年 以 降 数 ヶ 所 で か な り の 個 体 数 が 採 集 さ
れ て い る 。 長 野 県 下 で は 1 例 の み 。 福 井 県 で
も 最 近 採 集 さ れ て い る 。 本 種 も ， 富 山 県 下 か
ら 採 集 さ れ る 可 能 性 の あ る 種 で あ る が ， 鈴 木
io;!
と 板 倉 は 1 9 8 4 年 秋 に 県 下 各 地 で か な り 意 識 的
に 調 査 を 行 っ た が 発 見 で き な か っ た 。 ナ ニ ワ
ト ン ボ は ， 古 く に 福 井 県 下 か ら 採 集 さ れ て い
た こ と が 最 近 判 っ た ( 長 田 ， 未 発 表 ) 。 本 種 は ，
岐 阜 県 下 か ら は 採 集 さ れ る ~ 可 能 性 も あ ろ う が ，
他 の 5 県 か ら は 今 後 も 発 見 さ れ る 可 能 性 は 殆
ど な い で あ ろ う 。 マ ダ ラ ナ ニ ワ ト ン ボ は ， 長
野 ・ 富 山 両 県 下 か ら は 記 録 が な い 。 岐 阜 県 下
は 2 ヶ 所 （ 岐 阜 県 昆 虫 分 布 研 究 会 編 , 1 9 8 2 ) ,
石 川 県 下 は 数 ヶ 所( 武 藤,1971aI 中 山,1979),
新 潟 県 下 は 約 1 0 ヶ 所 （ 樋 熊 , 1 9 8 1 ) の 産 地 か
そ れ ぞ れ 知 ら れ て い る 。 タ イ リ ク ア カ ネ は ，
石 川 県 下 に 数 ヶ 所 の 産 地 が 知 ら れ て い る の み
で あ る 。 以 上 の 2 種 は ， い ず れ も 富 山 県 下 か
ら 発 見 さ れ る 可 能 性 の あ る 種 で あ る 。 筆 者 ら
は ， 1 9 8 4 年 秋 ， 特 に そ の 可 能 性 の 高 い 県 西 部
各 地 を 調 査 し た が ， 発 見 し 得 な か っ た 。 オ オ
キ ト ン ボ は ， 新 潟 県 下 に は か つ て 数 ヶ 所 多 産
地 が 知 ら れ て い た が ， 近 年 絶 滅 し て し ま っ た
よ う で あ る( 樋 熊,1977,1981) 。 福 井 県 下 か
ら は ， 近 年l 例 の 記 録 が あ る( 佐 々 治,1976 》
が ， 追 認 力 望 ま れ る 。 本 種 は ， 石 川 ・ 富 山 両
県 下 か ら も 記 録 は あ る が ， い ず れ も 確 実 性 に
乏 し い 。 岐 阜 県 下 で も か つ て は 確 実 な 生 息 地
が 知 ら れ て い た が ， 近 年 全 く 姿 を 消 し て し ま
っ た よ う で あ る 。 ア メ イ ロ ト ン ボ は ， 岐 阜 県
下 か ら の 記 録 が あ る の み で ， 一 時 飛 来 種 と 思
わ れ る 。 ハ ネ ビ ロ ト ン ボ は ， 富 山 県 か ら の み
採 集 記 録 が な い 。 他 の 5 県 の 記 録 も 極 め て 限
ら れ て お り ， 脱 殻 の 採 集 さ れ た 岐 阜 県 を の ぞ
け ば い ず れ も 定 着 し て い る 可 能 性 は 全 く な い ‐
コ モ ン ヒ メ ハ ネ ビ ロ ト ン ボ は ， 最 近 長 野 県 下
で l 例 の 観 察 記 録 が あ る の み ( 白 沢 ･ 枝 , 1 9 8 4 》
で あ り ， こ れ も 一 時 的 な 飛 来 種 で あ る 。
次 に 構 成 種 の 地 理 的 分 布 型 に よ る 6 県 の ト
ン ボ 相 の 比 較 を 試 み た い 。 表 3 の 右 端 に は ，
各 種 の 分 布 型 を 示 し た 。 各 種 の 分 布 型 の 決 定
に つ い て は ， 朝 比 奈(1950,1954,1965), 石
鈴 木 郁 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
表 4 富 山 県 並 び に 隣 接 5 県 の ト ン ボ 類 の 分 布 型 に よ る 比 較
' 二 段 ： 極 数 ； 下 段 ： ％ ”
方 系 の 種 と 看 倣 す こ と に は 問 題 が あ る 。 筆 者
ら の 一 人 鈴 木 の 最 近 の 仮 説(Suzuki,1984a;
鈴 木 , 1 9 8 5 ) に 従 う な ら ば ， 本 種 ま た は 本 種
の 直 接 の 祖 先 種 は 朝 鮮 半 島 経 由 で 日 本 列 島 に
侵 入 ・ 北 上 し ， 他 種 （ オ オ カ ワ ト ン ボ ， ヒ ウ
ラ カ ワ ト ン ボ ＋ ニ シ カ ワ ト ン ボ ） の そ の 後 の
侵 入 に よ っ て ， 西 南 日 本 か ら 駆 逐 さ れ て し ま
っ た も の と 推 定 さ れ る 。 従 っ て ， 系 統 的 に は
む し ろ 南 方 系 の 種 と 看 倣 す ほ う が 妥 当 と も 考
え ら れ る か ら で あ る 。
表 4 は ， 富 山 県 並 び に 隣 接 5 県 の ト ン ボ 相
の 構 成 種 の 割 合 を 分 布 型 に よ っ て 比 較 し た も
の で あ る 。 富 山 県 の I ､ ン ボ 相 は ， 種 数 の み で
比 較 す る と ， 本 報 告 の 基 本 方 針 か ら 他 の 5 県
と は か な り 少 な く な ら ざ る を 得 な い が ， こ の
よ う な 比 較 を 行 う こ と に よ っ て 6 県 の ト ン ボ
相 の 内 容 を 相 対 的 に 評 価 す る こ と が 可 能 と な
ろ う 。 新 潟 ・ 長 野 両 県 は ， 北 方 系 種 と 南 方 系
種 の 比 率 が ほ ぼ 1 : 1 で あ り ， 北 方 系 種 の 割
合 が 5 0 ％ に 近 い ， 富 山 県 で は ， 北 方 系 種 の 割
合 は 約 4 5 ％ ， 石 川 ・ 福 井 両 県 で は 4 0 ％ 強 ， 更
に 岐 阜 県 で は 4 0 % 以 下 と な る 。 北 方 系 種 ・ 南
方 系 種 の 各 々 に お い て ， 日 本 特 産 種 の 占 め る
割 合 は 後 者 の ほ う が 遥 か に 大 き い 。 日 本 特 産
北 方 系 種 は ， 新 潟 ・ 長 野 両 県 で は 1 1 種 で あ る
田(1969), 伊 藤 他 編(1977), 樋 熊(1977),
信 州 昆 虫 学 会 編(1977), 生 方(1983) な ど を
参 考 に し て 次 の よ う な 区 分 を し た 。
北 方 系 極 ： 日 本 列 島 を 含 め て ， 主 に そ の 北
方 に 分 布 域 が あ る 極 。
南 方 系 種 ： 日 本 列 島 を 含 め て ， 主 に そ の 南
方 に 分 布 域 が あ る 極 。
更 に ， 日 本 特 産 種 を 区 別 し ， そ れ を 次 の よ う
に 2 分 し た 。
日 本 特 産 北 方 系 種 ： 日 本 列 島 に お い て ， 主
に そ の 北 方 に 分 布 域 が あ る 種 。
日 本 特 産 南 方 系 種 ： 日 本 列 島 に お い て ， 主
に そ の 南 方 に 分 布 域 が あ る 種 。
こ こ で 北 方 系 ・ 南 方 系 と い っ て も ， も と よ
り 相 対 的 な 区 分 に す ぎ ず ， あ く ま で も 日 本 列
島 を 基 準 に し て の こ と に す ぎ な い 。 日 本 特 産
種 の 場 合 も ， 日 本 列 島 に お け る 相 対 的 な 分 布
が 南 北 い ず れ に 偏 っ て い る か に よ っ て 便 宜 的
に 区 分 し た に す ぎ な い 。 ま た ， 解 釈 の 仕 方 に
よ っ て い ず れ と も 判 断 し 得 る 場 合 も あ る 。 た
と え ば ， ヒ ガ シ カ ワ ト ン ボ は ， 日 本 特 産 種 で
北 海 道 か ら 東 北 ・ 関 東 地 方 に 分 布 す る 種 で あ
る か ら ， 上 の 区 分 に 従 え ば ， “ 日 本 特 産 北 方 系
種 ” の 範 H i 蒜 に 属 す る こ と に な る 。 し か し ， 現
在 の 分 布 は 北 半 部 に 偏 っ て い る が ， こ れ を 北
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表 5 富 山 県 並 び に 隣 接 5 県 の 面 積 と
ト ン ボ 類 の 種 数 今 後 1 , 2 高 山 種 の 発 見 さ れ る 可 能 性 が あ ろう。
V I 結 語
こ の 小 文 で 報 告 し た 富 山 県 産 ト ン ボ 類 は ，
12 科76 種 で ， 隣 接 県 と 較 べ 種 数 が や や 貧 弱 で
あ る 。 こ れ は ， 今 後 の 調 査 に よ っ て あ る 程 度
は 増 え る こ と が 期 待 さ れ る が ， そ の 数 は 恐 ら
く 最 大 限10 種 ま で で あ ろ う 。 富 山 県 は ， 隣 接
県 と 較 べ ， 一 方 は 海 に 面 し ， 三 方 は 山 地 に 囲
ま れ ， 地 形 的 に 極 め て コ ン パ ク ト に ま と ま っ
た 地 域 を な し て い る 。 し か し ， 小 面 積 の 割 に
は 自 然 環 境 は 多 様 で 豊 か で あ る と い え よ う 。
地 域 動 物 相 の 研 究 は ， そ れ を 土 台 と し た そ の
後 の 多 方 向 の 生 物 学 的 研 究 の 基 礎 資 料 と し て
不 可 欠 で あ る ば か り で な く ， 当 該 地 域 の 自 然
環 境 の 保 全 を 図 る 方 策 を 考 え る 上 で も 重 要 で
あ る こ と は 既 に 指 摘 し た 通 り で ､ あ る 。
富 山 県 昆 虫 研 究 会 編(1979) の 報 告 中 の ト
ン ボ 類 に 関 す る 記 録 の 大 半 は ，1973 ．4 年 迄
の も の で あ る の で ， 今 回 ，1984 年 と い う 時 点
で 特 に 富 山 平 野 の 平 地 一 低 丘 陵 地 の み で 約 5 0
種 の ト ン ボ 類 の 生 息 を 確 認 し ， 現 状 を か な り
正 確 に 把 握 し 得 た こ と ， さ ら に 近 年 の 急 激 な
自 然 環 境 の 破 壊 に 伴 う ト ン ボ 相 の 変 化 を あ る
程 度 把 握 し 得 た こ と に よ っ て ， 今 後 も 急 速 に
進 行 す る こ と が 懸 念 さ れ る 自 然 環 境 の 変 貌 と
そ れ に 伴 う ト ン ボ 相 の 変 化 を 追 跡 す る た め の
基 礎 資 料 を 提 供 し 得 た も の と 信 ず る 。
特 定 の 生 物 種 を 指 標 と し て 環 境 評 価 を 行 う
と い う こ と は ， 地 域 の 自 然 環 境 を 把 握 す る 一
つ の 便 宜 的 な 方 法 で ､ は あ ろ う 。 し か し ， 大 野
( 1 9 8 4 ) も 指 摘 し て い る よ う に ， 環 境 評 価 に
際 し て は ， 特 定 種 を 対 象 と す る 調 査 よ り も ，
本 報 告 の よ う に 特 定 生 物 群 を 対 象 と す る 方 が
種 々 の 角 度 か ら の 解 析 を 行 い 得 る と い う 点 で ，
明 ら か に 優 れ て い る 。 本 報 告 で は 触 れ な か っ
た が ， 富 山 県 で は ， チ ョ ウ 類 に つ い て も 調 査
が よ く 進 ん で い る の で ， 両 群 の 構 成 種 に つ い
が ， 他 の 4 県 で は ほ ぼ 半 数 の 6 種 と な っ て い
る 。 こ の こ と は ， 日 本 特 産 北 方 系 種 の 南 限 が
新 潟 ・ 長 野 両 県 辺 り に あ る 種 が 多 い こ と も 示
し て い る 。
ま た ， 生 物 相 の 構 成 種 数 の 多 寡 は ， 当 該 地
域 の 面 積 の 大 小 と も 密 接 な 関 係 を 持 つ の で ．
6 県 の 種 数 と 面 積 と を 表 5 に 示 し た 。 面 積 を
比 較 す る と ， 富 山 ・ 石 川 ・ 福 井 の 3 県 は ， ほ
ぼ 等 し い 。 種 数 は ， 本 報 告 で は 疑 問 種 の 多
く を 除 外 し て あ る た め ， 富 山 県 の み は 他 の 2
県 よ り か な り 少 な い が , そ の 点 を 考 慮 す れ ば ，
富 山 ～ 石 川 ～ 福 井 と 南 西 に い く に 従 っ て 明 ら
か に 種 数 が 増 加 す る 傾 向 が 認 め ら れ る 。 岐 阜
県 は ， 以 上 の 3 県 の 約 2 倍 半 の 面 積 を 有 し ，
そ れ ら 3 県 よ り も 明 ら か に 種 数 も 豊 富 に な っ
て い る 。 新 潟 ・ 長 野 両 県 は ， 富 山 ・ 石 川 ・ 福
井 3 県 を ち ょ う ど 合 せ た に 等 し い 面 積 を 有 し ，
そ れ ら 3 県 よ り 明 ら か に 種 数 も 多 い 。 新 潟 県
は 日 本 海 沿 岸 に 南 北 に か な ' ) 細 長 い 位 置 を
占 め ， 長 野 県 は 内 陸 に 位 置 し て 多 数 の 山 岳
を 擁 し ， い ず れ も 自 然 環 境 の 多 様 さ に 恵 ま
れ て い る と い え る 。 富 山 県 も ， 平 野 部 よ り 高
山 帯 ま で3,000 メ ー ト ル の 高 度 差 が あ り ， 自 然
環 境 は 極 め て 変 化 に 富 ん で い る と 言 え る が ，
や は り 面 積 が 小 さ い こ と が 構 成 種 数 を 制 限 す
る 主 要 な 要 因 と な っ て い る と 考 え ら れ る 。 表
4 に は ， 参 考 迄 に 朝 比 奈 （ 1 9 5 4 ） に 従 っ て 高
山 種 の 数 も 挙 げ て お い た 。 上 述 の ト ン ボ 相 の
内 容 の 豊 か さ の 程 度 が ， こ こ に も 明 瞭 に 反 映
さ れ て い る と 言 え よ う 。 た だ し ， 富 山 県 で は ，
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鈴 木 邦 雄 ・ 根 来 尚 ・ 板 倉 範 枝
て ， 隣 接 県 と の 比 較 検 討 を 行 う こ と は 有 意 義
な 課 題 と な ろ う 。 種 の 存 在 様 式 は 種 毎 に 異 な
る の で あ る か ら ， 現 時 点 で そ の 実 態 が 必 ず し
も よ く わ か っ て い な い 種 を 指 標 と す る こ と に
は 問 題 が あ る と 言 わ ね ば な ら な い 。 わ れ わ れ
は ， 現 存 す る 生 物 種 に つ い て ， ほ ん の 一 部 の
種 を 除 き ， 大 部 分 の 種 に つ い て は ， 分 類 学 者
が 命 名 時 に 記 載 し た 事 項 （ そ の 多 く は 外 部 形
態 に つ い て の 情 報 で あ る ） 以 上 の こ と は 殆 ど
知 ら な い と い っ て も 過 言 で は な い 。 特 に ， 地
域 を 特 色 づ け る 種 構 成 を 無 視 し た 当 該 地 域 の
自 然 環 境 の 評 価 に は ， 殆 ど 積 極 的 な 意 味 は な
い と 言 わ ざ る を 得 な い 。 近 年 ， 開 発 を 前 提 と
し て 行 わ れ る 環 境 調 査 の 多 く が ， 生 物 学 的 論
拠 の 極 め て 乏 し い も の で あ る こ と は 大 変 に 遺
憾 な こ と と 言 わ ね ば な ら な い 。 あ る 地 域 の フ
ァ ウ ナ を 成 立 せ し め て い る 要 因 は ， 複 雑 多 岐
に 亙 っ て い る が ， 少 な く と も 次 の 点 は 充 分 考
慮 さ れ ね ば な ら な い で あ ろ う 。
， 、 各 種 の 生 活 様 式 と 系 統 発 生 上 の 地 位 。
2 ． 当 該 地 域 の 生 態 系 の 態 様 と 地 史 。
3 ． ｜ 舞 接 地 域 と の 比 較 ， 特 に 構 成 種 の 異 同
の 事 由 。
日 本 産 ト ン ボ 類 に 関 す る 研 究 は ， い わ ゆ る
記 載 分 類 学 的 段 階 を ほ ぼ 終 了 し た と い っ て よ
い 。 カ ワ ト ン ボ 属 を 除 け ば ， 記 載 分 類 段 階 で
な お 多 く の 問 題 が 残 さ れ て い る よ う な 群 は 殆
ど な い で あ ろ う 。 近 年 ， 行 動 学 的 ・ 生 態 学 的
研 究 は ， ト ン ボ 類 を 材 料 と し て も 非 常 に 活 発
に 行 わ れ る よ う に な り ， 多 く の 重 要 な 成 果 が
得 ら れ て き て い る 。 し か し ， 純 粋 に 形 態 学 的
研 究 は, 朝 比 奈 正 二 郎 博 士 に よ る 研 究(Asahina,
1 9 5 4 ) 以 外 殆 ど 成 さ れ て き て は い な い 。
ま た ， 多 く の 近 縁 種 が 存 在 す る 群 ( 主 に 属 ) に
つ い て の 比 較 形 態 学 的 研 究 は ， 行 動 学 や 生 態
学 の 研 究 成 果 を 裏 打 ち す る も の と し て ， 今 日
で も も っ と 積 極 的 に 行 わ れ る べ き で あ る 。 特
に ， 近 年 の パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ の 発 達
は ， 多 変 量 解 析 を 含 め た 計 量 形 態 学 的 ア ブ ・ ロ
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一 チ を 容 易 に し て い る 。 例 え ば ， 最 近 ， 筆 者
ら の 一 人 鈴 木 は ， 共 同 研 究 者 と と も に ， カ ワ
ト ン ボ 属 に つ い て ， 多 く の 地 方 集 団 を 材 料 と
し た 集 団 計 量 形 態 学 的 研 究 結 果 を 公 表 し た
(Suzuki&Metoki,1983)｡ こ の 種 の 研 究 は ，
必 ず し も 大 型 の 機 器 や 設 備 を 必 要 と せ ず ， 一
般 家 庭 に も 普 及 し つ つ あ る 小 型 の パ ー ソ ナ ル ・
コ ン ピ ュ ー タ が あ れ ば ， 職 業 的 研 究 者 で な く
と も 行 い 得 る 研 究 で あ る 。 同 属 の 近 縁 種 に つ
い て ， 種 間 関 係 を こ う し た デ ー タ に 基 づ い て
考 察 す る 試 み は ， 極 め て 実 り の あ る も の で あ
る 。 富 山 県 産 の ト ン ボ 類 に つ い て は ， カ ワ ト
ン ボ 属 以 外 に も ， 例 え ば エ ゾ ト ン ボ 属 や ア カ
ネ 属 な ど は ， 種 数 も 適 当 で あ り ， こ の 種 の 研
究 材 料 と し て 優 れ て い る ば か り で な く ， 行 動
学 的 ・ 生 物 学 的 研 究 の 対 象 と し て も 極 め て 興
味 深 い 。 ま た ， 類 縁 ・ 系 統 関 係 の 考 察 は ， 確
か に 日 本 産 の 材 料 の み で は 限 界 が あ る と は い
え , 富 山 県 下 に 生 息 し て い る ト ン ボ 類 の う ち ，
仮 り に 材 料 の 比 較 的 得 や す い 約 半 数 の 種 を 対
象 と し た だ け で も ， 多 く の 興 味 深 い テ ー マ が
存 在 す る 。 地 方 動 物 相 に つ い て の 理 解 を 踏 ま
え た 研 究 の 基 盤 は ， 第 一 に 地 の 利 を 生 か せ る
と い う 点 に 求 め ら れ る べ き で あ り ， お よ そ い
か な る 立 場 の 研 究 も ， 特 定 の 地 域 に 生 息 す る
特 定 の 生 物 種 に つ い て な さ れ る も の で あ る こ
と を 忘 れ て は な ら な い 。
V I I 要 約
1 ． 富 山 県 産 の ト ン ボ 類1.2 科76 種 が 報 告 さ
れ た 。 そ の う ち ， ヒ ラ サ ナ エ と オ ジ ロ サ ナ エ
の 2 種 は ， 本 報 告 で 富 山 県 下 よ り 初 め て 報 告
さ れ る 。 文 献 記 録 に よ っ て ， 本 県 の フ ァ ウ ナ
に 含 め た も の の ， 採 集 年 月 日 や 産 地 と も 不 明
で し か も そ の 後 確 実 な 記 録 の 全 く な い ハ ラ ビ
ロ ト ン ボ を 除 く 7 5 種 の 各 々 に つ い て は ， 現 在
の 行 政 区 分 （ 図 1 ） に 従 っ て 既 知 産 地 を 整 理
す る と 共 に ， 筆 者 ら の 調 査 し た 標 本 類 に つ い
て は 採 集 デ ー タ ， 県 下 の 生 息 ・ 分 布 状 況 の 概
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要 等 に つ い て 記 述 し た 。 ま た ， 種 毎 に 既 知 産
地 の 全 て を 地 図 上 に 示 し た （ 図3 －77) 。
2 ． 次 の 7 科 1 3 種 は ， 富 山 県 よ り 記 録 は あ
る も の の , 種 々 の 理 由 で そ の 信 渥 性 に 乏 し く ，
現 時 点 で は 本 県 の フ ァ ウ ナ か ら は 除 外 さ れ る
の が 適 当 と 判 断 さ れ た ： オ ゼ イ ト ト ン ボ （ イ
ト ト ン ボ 科 ) ， グ ン バ イ ト ン ボ ( モ ノ サ シ ト ン
ボ 科 ) ， ア オ ハ ダ ト ン ボ （ カ ワ ト ン ボ 科 ) ， ヒ
メ サ ナ エ ， タ ベ サ ナ エ （ 以 上 2 種 サ ナ エ ト ン
ボ 科 ) ， ミ ナ ミ ヤ ン マ （ オ ニ ヤ ン マ 科 ) ， ネ ア
カ ヨ シ ヤ ン マ ( ヤ ン マ 科 ) , キ バ ネ モ リ ト ン ボ 。
コ エ ゾ ト ン ボ ( 以 上 2 種 エ ゾ ト ン ボ 科 ) ， ベ ッ
コ ウ ト ン ボ ， オ オ キ ト ン ボ ， タ イ リ ク ア カ ネ ，
マ ダ ラ ナ ニ ワ ト ン ボ ( 以 上 4 種 ト ン ボ 科 ) 。
3 ． 富 山 県 産 ト ン ボ 類 に 関 す る 2 0 0 篇 を 超 え
る 文 献 類 を 調 べ ， 研 究 史 と 共 に そ れ ら の 各 々
に つ い て 抄 録 を 付 し ， 同 学 者 の 便 に 供 し た 。
4 ． 富 山 県 の ト ン ボ 相 の 特 色 を ， 県 下 に お
け る 生 息 ・ 分 布 状 況 （ 表 1 や 成 虫 の 発 生 消
長 （ 表 2 ） の 解 析 ， さ ら に 隣 接 の 5 県 （ 新 潟 ・
長 野 ・ 石 川 ・ 福 井 ・ 岐 阜 ） の フ ァ ウ ナ と の 比
較 （ 表 3 ， 4 ， 5 ） 等 の 観 点 か ら 論 じ た 。
5 ． 地 域 動 物 相 （ ロ ー カ ル ・ フ ァ ウ ナ ） の
研 究 が ， そ の 後 の 多 方 向 へ の 生 物 学 的 研 究 の
基 礎 と し て 重 要 で ､ あ る ば か り で な く ， 地 域 の
自 然 環 境 の 保 全 を 図 る 方 策 を た て る 基 礎 資 料
と し て も 重 要 で あ る こ と を 指 摘 し た 。
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オ ジ ロ サ ナ エ¥ （ 婦 ． 八 尾 町'1' 根 産,9-Vn-1976, 鈴 水 川 雌 採 柴 ）
コ サ ナ エ ギ （ 下 ． 宇 奈 月 町 栃 屋 雄,30-VI1984, 鈴 木 州 雄 採 災 ）
オ ニ ヤ ン マ8 （ 婦 ． 八 尾 川 桐 谷 雌,23-Vn-1984, 鈴 木 邦 雄 採 災 ）
ル リ ボ ン ヤ ン マ8 （ 蹄 ． 八I も 川'j､ 井 波 産,28-IX1984, 鈴 木Ilj 雄 脈 柴 ）
オ オ ル リ ボ シ ヤ ン マ8 （ 端 ． 蹄 にmj 淑 産,12-rai-1984. 鈴 木 邦 雄 採 柴 ）
会ー : - －
＝ ～
－
三 一 麦 毒
一 言=== ～
参一《:rｰ毒一
< で
一一 一 －
一 一
一 一 7
－一 一
二 王 三 三 三 三 二 = = ＝ = ＝
- － －ー ふ一 一 ~一
一 三 垂 ﾐ ミ
一
＝ 二 三 一 一 一 一一 一 浜 一 一 = ＝ ＝ 室 ＝ －
図 版 V
図 版 Ⅵ
1 ． マ ダ ラ ヤ ン マS(fflllhll 巡 川 産,15-IX-1968,ftlHH';- 夫 採 蝶 ）
2 ． ア オ ヤ ン マ ＄ 崎 山 1 1 j 城 山 砿 3 0 - V - 1 9 8 4 , 鈴 木 州 雄 採 災 ）
3 ． ク ロ ス ジ ギ ン ヤ ン マ ＄ （ 姉 ． 姉 ｢ ' 1 川 上 N I 雌 ， 3 － Ⅷ - 1 9 8 4 , 鈴 水 川 雌 採 蛎
4 ． ギ ン ヤ ン マ8 （ 小 矢 部ll｣ 興 法 寺 脈,4- Ⅷ-1984, 鈴 木 邦 雄 採 災 ）
5 ． コ シ ボ ソ ヤ ン マ3 （_I. 、 大llI 川 上 沌 雌,2-IX-1966,ilfiHl 哲 夫 採 柴 ）
6 ． カ ト リ ヤ ン マ ￥ （ 射 、 ′ 1 , 杉 川 薬 勝 寺 池 雌 8 - 1 / 1 - 1 9 7 5 , 鈴 木 州 雄 採 災 ）
7 ． サ ラ 十r ヤ ン マ$('.lAiOTii' 『 城 寺 鵬24-V1982, 鈴 木 州 雌 採 雌 ）
8 ． ミ ル ン ヤ ン マ$m.iiii'inmiﾙ( 芥 産,12-X-1984, 鈴 木 邦 雄 採 災 ）
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図 版 Ⅶ
1 ． ヤ ブ ヤ ン マ 牛(Sillill 太I1l 妙U 雌 ，4 － Ⅶ-1982, イI, 村 外 採 柴 ）
2 ． カ ラ カ ネ ト ン ボtCI' ． 立Illlil] 立Ill 弥 陀 ケ1%m,22-VII-1973, ノ｣11in 外 司 三 採 恥
3 ． ト ラ フ|､ ン ボ*(ffillllll 城Ill*:,28-V-1984, 鈴 木 州 雄 採 災 ）
4 ． ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ3 （ 小 火Mill 興 法 寺 鵬17Vlll-1972, 川| 〃 『 外 司 三 採 災 ）
5a. タ カ ネ ト ン ボ$(MLS-i|'liiLI-.i4;,13-1X-1984, 鈴 木 州 雄 採 災 ）
51. タ カ ネ ト ン ボ¥ （ｳIl ． 〃ll'l' 川 旧 加 産,15-IX-1984, 鈴 木 州 雄 採 雌 ）
6a ・ エ ゾ ト ン ボ$m.W'l'iumift 谷 雌,23- Ⅶ-1984､ 鈴 木m; 雄 採 柴 ）
61). エ ゾ ト ン ボ¥(fril. ウ'ulihllIMmi,2Vin-1984, 鈴 木1. 雄 採 り さ ）
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図 版 Ⅷ
1 ． オ オ ヤ マ ト ン ボ8 （ 小 矢 部 市 興 法 寺 脈,4-VH1-1984, 鈴 木 州 雄 採 柴 ）
2 ． コ ヤ マ ト ン ボ ＄ （ 下 ． 字 奈 川 川 栃 屋 I j l i 火 行 産 4 - V I 1 9 8 2 , 鈴 木 邦 雄 採 唯
3 ． シ ョ ウ ジ ョ ウ ト ン ボ 3 （ 小 矢 部 市 興 按 寺 嘩 1 5 V I 1 9 7 2 , 加 抽 外 I l l 三 採 蛎
4 コ フ キ ト ン ボ 早 （ 射 、 小 杉 町 薬 勝 寺 池 雌,26-11-1984, 鈴 木 邦 雄 採 雌 ）
5 ． カ オ ジ ロ ト ン ボ ＄ （ 婦 ． 八 尾 町i'l^nm26-V1-1977,llli|' 忠 次 採 雌 ）
6 ． ヨ ツ ボ シ ト ン ボ8 （ 婦 ． 婦｢|' 町 上 湘 産,1-VI-1984, 鈴 木 邦 雄 採 蛎 ）
7 ． ハ ラ ビ ロ ト ン ボ ¥ （ 富 山 県 下 座 ） ［ 鈴 木 ・ 恨 米 1 1 9 8 5 a ) 参 ! ! ( "
8a ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ$( 婦 ． 婦 中 ⅢI 抑 』 原 芥 産29VI-1984, 鈴 木 州 雄 採 災 ）
8 1 . ． ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ¥ （ 婦 ． 婦 中 川 河 原 谷 藤 , 2 9 V I 1 9 8 4 , 鈴 木 州 雄 採 雌 ）
9 ． シ オ カ ラ ト ン ボ ＄ （ 婦 ． 八 尾mr 三Hiat,19-VI-1984, 鈴 木 邦 雄 採 災 ）
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図 版 Ⅸ
1 ． シ オ ヤ ト ン ボ8 （ 婦 ． 婦 『I' 町1-. 荊 産,3-VIII-1984 、 鈴 木#'1 雄 採 柴 ）
2 ． オ オ シ オ カ ラI､ ン ボ ＄ （ 耐 ． 婦 中mil-. 湘 雌,20- Ⅶ-1984, 鈴 木 郁 雄 脈 ↓ に ：
3 ． ウ ス バ キ ト ン ボ 早 （ 婦 ． 婦｢|' 町i ⅢI 原 谷 雌,20-vn-1984, 鈴 木 州 雄 脈 喋 ）
4 ． コ ン ア キ ト ン ボ 8 （ 射 、 小 杉 町 薬 勝 寺 池 雌 , 2 I - V I I - 1 9 8 4 , 鈴 水 川 雄 採 # 遷
5 ． チ ョ ウ ト ン ボ3 （ 高 岡 市 古 城 公| 刺 産,24~Vn-1966,i|" 川 秀 幸 採 雌 ）
6 ． コ ノ シ メ ト ン ボ ＄ （ 射 、 小 杉 Ⅲ I 水 上 谷 雄 , 9 - X - 1 9 8 4 , 鈴 水 川 雌 採 雌 ）
7a ・ オ ナ ガ ア カ ネS( 小 矢 部ill 興 法 寺 旅,10X1971, ノJll 柿 外"1 三 脈 唯 ）
7b.+ ナ ガ ア カ ネ^m. 八 尾 町 三mm,24-IX-1984 、 鈴 木 州 雄 採 雌 ）
ー 一 一
二 』 『 【 童 労 ｊ 宅一 一 》 《 ・ 封一 ・ ． 』 》 デ ー
1
一( － 害 毒= ＝ 毒 = - 一 ー － －一 子 ~
《 一 一= ＝ 琴 Ｆ 一一 . .三 三 三 〒 一 言 戸 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ 三 ＝ ー
f=~ 奄 霊 _妻二言で言一~） 寺 言 汐～ ー
＜一 一 一 一 ＝ ＝ ＝ ＝ － ＞
＝ 一 一 一J
U＝
＝ ～
＝
、
７
7崖
図 版 Ⅸ
図 版 X
1 ． キ ト ン ボS(W.4､ 杉 川 水b 谷 雌,18-X-1984, 鈴 木 邦 雄 採 柴 ）
2 ． ナ ツ ア カ ネ ＄ （ 蹄 ． 八 尾 川ill 根 旅,24-IX-1984, 鈴 木 州 雄 採 喋 ）
3a ・ マ ユ タ テ ア カ ネ$m. 八 尾 川｢I'll!*.22-IX-1984, 鈴 木 邦 雄 採 集 ）
3b. マ ユ タ テ ア カ ネ 早 （ ノ シ メ 剛)m. 八 尾 町 中 根 産,24-IX-1984, 鈴 木 邦 雄 採 蛎
3c. マ ユ タ テ ア カ ネ 平 （ 射 、 小 杉| Ⅲ 薬 勝 寺 池 産,21-Vn-1984 、 鈴 木 邦 雄 採 喋 ）
4 ． ノ シ メ ト ン ボ¥(Si.mi11mi 上 瀬 産1-11-1984, 鈴 木 邦 雄 採 集 ）
5 ． マ イ コ ア カ ネ$(W. 小 杉miｲ 〈~ 上 谷 産,9-X-1984, 鈴 木 州 雌 採 災 ）
6 ． ヒ メ ア カ ネ$m.!4' 町 外 輪ﾘfm.3-W-1984, 鈴 木 邦 雄 採 喋 ）
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図 版 X
面 Ⅵ 馴 皿 ● ● ● ■ ● ●版 １ ２ 弘 北 伽 仙図
(ｳ'Il, 八Id 川ij'lMi,2-IX-1984, 鈴 木 州 雄 採 推 ）
（ 州 ． 八 尾 川cfttSSi,22-IX-1984, 鈴 木 邦 雄 採 集 ）
( 射 、 小 杉 川､I^ ii'ii,28- Ⅸ-1984, 鈴 木 州 雄 採 集 ）
( 射 ， 小 杉 町､'1m,28-1X1984, 鈴 木 邦 雄 採 集 ）
(~|､'.--r-smn 柵 陸 離,8X1984, 鈴 木 邦 雄 採 柴 ）
( 射 、 小 杉 川､f'-S-il,9-X-1984, 鈴 木 州 雄 採 集 ）
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